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　小さな肩が揺すられた。

　穏おだやかな眠りを妨げられ、亜麻色の髪の幼子は、微かすかに呻うめいて眉を寄せる。しかし、反応はそこまで。再びゆっくりと寝息を立て始めてしまった。質素なネグリジェを通して伝わってくる掌てのひらの温ぬくもりが、かえって女の子には心地よく、睡すい魔まを誘っているのかもしれない。

「起きて、ベル！　ベル！」

　今度は、より強い力で揺すられた。悲鳴のように自分の愛称を呼ばれ、夢うつつの幼子──ベルヘルミナはようやく瞼まぶたをそっと開ける。ぼやけた視界の中、見慣れた少年の顔がこちらを覗のぞき込んでいた。それは、自分と同じ亜麻色の髪の男の子。

「……ん……兄さん？　もう朝なの？」

「ううん、まだ夜だよ。でも起きて、ここから逃げなきゃ」

　五つ年上の兄は、緊きん張ちようした面持ちを浮かべている。その声からは、焦りの色が窺うかがえた。

　何かあったのだろうかと、ベルは朦もう朧ろうとする頭で理解に努める。

　そういえば外がやけに騒そう々ぞうしい。それに、彼は夜だと言ったのに、思いのほか部屋の中は明るかった。──いや、これは異質な明るさというべきだろう。窓から差し込んでくるのは、銀色の冷たい月光ではない。荒々しい真紅のゆらめきなのだ。

　はっとなり、布団を撥はね除のけて飛び起きると、ベルは窓辺へ駆け寄った。

「わっ！」

　そこは赤と黒の世界。

　街が、山が、轟ごう々ごうと燃えていた。立ち込める煤ばい煙えんと踊り狂う火の粉によって、乾いた夜空が断ち割られてしまっている。

　窓を開けてもいないというのに、焼け焦げた臭いが鼻を突いた。炎が荒ぶるパチパチという音や、人々の喧けん噪そうも聞こえてくる。小さなベルでも、すぐに状況が飲み込めた。

　火事だ。

　それもただの火事ではない。街全体を焼き尽くすような勢いの、唸うなるような大火が押し寄せているのだ。硝子ガラス越しに見える非現実的な光景に茫ぼう然ぜん自失してしまう。

「さあ、急いで」

　声をかけられ、ベルは呪じゆ縛ばくが解けたように振り返った。

　少年はバックパックを背負いあげている。万端整えたのだろう。あの中には、兄妹がしばらく生活してゆくために必要な最低限の物資が詰まっているに違いない。

　両親のいないベルにとって、兄のナレシュは頼たよりになる大黒柱だった。とはいえ、彼とてまだ九つの子供である。二人分の命がかかる負担は、どれほどであったろうか。

　それでも、彼が兄としての責務を放棄することはなかった。今もこうして妹の手を取り、部屋から連れ出してくれている。

　孤児院の廊下を足早に進む二つの小さな影かげ。他には誰だれの姿も見かけない。

「みんなは、もう逃げたの？」

「うん。先に避ひ難なんしてるはずだよ。ぼく達たちも急いで追いかけなきゃ」

　そう言うと、ナレシュの手に力が籠こもった。掌てのひらを通して彼の焦しよう燥そうが伝わってくる。いつも物静かで沈着な兄でも、今は恐怖心を懸けん命めいに押し殺し、冷静であろうとしているのだろう。

　ベルは涙が堪こらえられなくなった。自分がノロノロしていたから避難が遅れてしまったに違いないのだ。ナレシュ一人だったなら、とっくに他の子達と一緒に逃げられていたはず。そう考えると悔しくて、つい愚図ついてしまう。それが、さらに兄の負担となることもわからずに。

「……大人達は……修道士達は、どうして助けに来てくれないの？」

　罪の意識に苛さいなまれたせいか、泣きべそをかくベルの足取りがしだいに重くなってゆく。

　この状況で足を止めるわけにはいかない。それを何よりもナレシュはわかっていたのだろう。小さな手を引きながら、困ったような笑みを浮かべた。

「泣かないでベル。きっと大人達は、他の子達の誘導で手一杯なんだと思う。仕方ないよ」

　子供からすれば、大人はなんでもできるように見えるが、彼らも万能ではない。この田舎町の孤児院を管理する修道士の数は僅かだ。ここで暮らす子供達たちの数もそういるわけではないが、いざこうした事態に陥ると人手不足は否めない。

「でも、へっちゃらさ。おまえには、ぼくがいるだろ。だから歩くのをやめないで」

　励まされ、ベルはこくりと頷うなずいた。自然と足に気力が戻ってくる。己の力でなんとかしようとする意志の力が再び宿ったのだ。

　ところが、廊下の角を曲がったところで、ついに二人の足がぴたりと止まってしまう。

「兄さん、どうしよう……」

　ベルは、傍らの兄にひしっとしがみつく。小刻みに細い手が震ふるえていた。

　恐怖するのも無理はない。玄関口へと繫つながる唯一の通路が、炎に包まれてしまっていたのだ。壁かべも、天井も、床も、まるで四角い火の輪のように、兄妹の行く手を阻んでいる。しかも、黒煙が充満し、天井伝いにこちらへと迫ってくるではないか。

　さすがのナレシュも一いつ瞬しゆん息を吞のむ。だが──。

「平気だよ、行こう」

「で、でも！」

「神様が護まもってくださる。ぼく達にはアイギスがあるんだ」

　ナレシュは鼻と口を覆おおうように布を巻いた。しかし、ベルは震えながら頭を振るばかりだ。

　兄は、妹にも同じように布を巻いてやると、バックパックを体の前に抱え直した。そして、屈かがみ込んでみせる。ベルにおぶさるよう言っているのだ。

「そんなことしたら兄さんが……」

「心配ないよ。アイギスは炎だって防いでくれる。ぼく達が焼け死ぬことなんてないんだ。それよりも怖いのは、ここに残って建物の下した敷じきになっちゃうことさ。そうなったら、怪け我がはしなくてもずっと出られなくなるかもしれない」

「そんなのヤダ……」

「そうだろう。じゃあ、行くしかない。ぼくは神様を信じてる。だから、神様が人間に授けてくださったアイギスを信じて、この炎のなかを進むよ。おまえはどうする？」

　ベルは少し戸惑ったが、か細い声で答えた。

「兄さんを信じてる。だから、兄さんが信じる神様も信じる……」

　返事を聞くや否や、ナレシュは妹を背負い上げる。そして、一気に火の海へと疾走した。

　ベルは両目を固く閉じ、己が命運を兄と神に託す。

　獰どう猛もうな炎が舐なめるように這はい回り、兄妹に迫ってきた。ナレシュの靴やズボンの裾が瞬またたく間に焦げ、チリチリと嫌な音を立て始める。だが、彼の脚が焼かれることはなかった。その細い脚には、神秘的な薄うすい光の膜が、花弁のように広がるばかりだ。

　──アイギス。これが、人類を護る不可視にして不可侵の盾。

　結局、瞑めい目もくしていたベルがその発動の瞬しゆん間かんを見ることはなかったが、無事に火の海を駆け抜けた事実が、兄の見解の正しさを証明している。

　ベルが恐る恐る目を開くと、ナレシュの靴とズボンの裾は黒焦げになっていた。しかし、彼の白い脚には火傷やけど一つない。安あん堵どで胸がいっぱいになる。

「よかった……」

「ほら、平気だったろう？」

　得意げに微笑ほほえんだナレシュはベルを下ろすと、再びバックパックを背負い直す。

　その時、ギシギシという建物の悲鳴が聞こえてきた。二人揃そろってぎょっとする。倒とう壊かいが近いのかもしれない。

　兄妹は一目散に孤児院の玄関から飛び出した。門を潜くぐり抜け、路地へと躍おどり出る。ここで一息つきたいところだが、残念ながらそうはいかないようだ。すでに近きん隣りんの家屋にも火が燃え広がっていたのである。うかうかしていると、炎上した建物が倒れかかってくるかもしれない。

「あっちに避ひ難なんしよう」

　まだ火の手が弱い方向を指して、ナレシュは言う。ベルは同意しようとするが──。

「待って！　あそこに人がいるわ」

　ベルが見上げながら指さしたのは、隣となりの建物の窓だった。割れた窓硝子ガラスの向こうで、炎に巻かれた人ひと影かげが踊り狂っている。

「あの人、とっても苦しそう。助けてあげなきゃ！」

　孤児院の火の輪を無事に潜り抜けたことで、強気になっていたのかもしれない。ベルは、兄の顔を力強く覗のぞき見る。しかし、彼は辛つらそうに目を伏せた。

「ダメだ。危険すぎるよ」

「そんな！　まだあの建物はすぐに壊こわれたりしなさそうよ？」

「違う。一番危険なのは建物の倒壊でも炎でもない。あの人影さ」

　ベルは言葉の意味がわからず、首を傾かしげる。あの苦しんでいる人物が最も危険だというのは、一体どういうことなのだろうか。

　妹が浮かべた疑問を払拭すべく、兄は口を開いた。

「あれは、きっと異端者だよ。炎に焼かれているのがなによりの証拠さ。あの人には、アイギスがない」

「どうして、あの人にはアイギスがないの？」

「それは、彼が人間そっくりに化けているだけの呪われた獣けもの……レプトイドだからさ」

　博識な兄が、巧みに脅おどかしてくる。ベルは、ごくりと唾を飲み込んだ。

「野蛮なレプレイドは、神の子でありながらも正しい信仰を持っていない。だから、いくら外見を人間そっくりに見せかけても、レプトイドはアイギスを授かれない異端者にすぎないんだ。なにしろ、人の物を奪ったり、壊したり、たくさん悪いことをするからね。ここで助けになんて行ったら、ぼく達たちは攫さらわれて、どこか遠くへ連れて行かれてしまうかもしれない」

　心胆を寒からしめる話だった。先程の威勢はどこへやら、ベルはすっかり怖気おじけづいてしまう。

　見れば、窓辺に映った人ひと影かげは、紅ぐ蓮れんの炎のなかで異形へと変貌していた。赤いゆらめきに遮られ、はっきりとは見えなかったが、ベルの目には、それが歪いびつな大おお蜥蜴とかげのように映った。

「さあ、もう行こう。先に避ひ難なんしたみんなと合流しなくちゃ」

　兄に手を引かれ、ベルは赤い石畳をひた走った。




　十三年前、千年都市アーモロートの西区郊外、ウエスト・エンドの山間部で発生した山火事は、乾かん燥そうした大気と強風の影えい響きようもあり、西区全体の四分の一を焦土と化す火災に至った。

　この大火災は後にこう呼ばれるようになる。──ウエスト・エンド大火、と。

　大火の発端となった山火事の原因は、修道士に扮ふんした異端者による放火だったと伝えられているが、その真偽は定かではない。

　ベルも、今となっては当時の記き憶おくはおぼろげで、断片的なものしか覚えていない。しかしながら、それでもあの大火のなか、兄に手を引かれて避難した事実を忘れてはいなかった。

　その兄が、今度は大衆の面前で、裁きの炎に焼かれようとしている。レプトイドの王として火刑台に立たされるのだ。

　十三年前の幼かったベルが思いもしなかった未来。それが、すぐそこまで迫っていた。
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　薄うす暗ぐらい室内に置かれた燭しよく台だいの灯が、ちらちらと瞬またたいた。

　この接見室で待つように言われてずいぶん経たつ。くすんだ石せき壁へきに囲まれた窓一つない閉塞的な部屋はがらんとしていた。仄ほのかな灯あかりが照らし出すのは、燭台が乗った木製の机、同じ材質の椅子、そして部屋を分断する厳いかつい鉄格子。他に目につくような物は何もない。

　聖せい盾じゆん教きよう会かいの異端審しん問もん官かんベルヘルミナ・バスカヴィルは、粛々として椅子に腰を落とし、声がかかるのを待っていた。蠟ろう燭そくの火が、黒い修道服に包まれた魅み力りよく的てきなプロポーションと、幼さが残る顔立ちを浮かび上がらせ、影を落としている。

　ベルは、断じて動揺すまいと自分に強く言い聞かせ、この場を訪れていた。そう、心を固い意志で武装して臨んだはずである。それなのに、なんと不ふ甲斐がいないことか。目の前で揺れる小さな炎を見つめるうち、決意を揺るがしかねない昔の思い出に浸ってしまったのだ。幼き日の、優しかった兄との思い出に──。

　認めたくないが、心が乱れているのだろう。兄の処刑を控え、時折、大波に漂う小舟のように気持ちがざわめいてしまう。

　教会の性質上、刑けい戮りくの際には、名目として異端判決宣告式アウト・デ・フエを執り行なうことになっている。しかし、その本質は重罪人の火ひ焙あぶり……いわば公開処刑だ。

　兄の末路を、ベルは覚悟していた。なにしろ彼を拘束し、教会に引き渡したのは他ならぬ自分自身なのだから。

　兄は、ナレシュ・バスカヴィルとしてではなく、レプトイド王レトリック・メリアドクとして裁かれ、三日後に火刑台へと送られる。これが教会の下した裁定だった。

　ナレシュ・バスカヴィルは十年前、アイギスの喪失により異端者として地上の都アーモロートを追われ、レプトイドの棲すむ地底──タルタロスへと落とされている。そのまま奈落の底で朽ち果てたものと思われていたが、彼はレプトイド王となってこの街に帰ってきた。アイギスをこの世から消滅させるために。変わり果てたナレシュは、ベルの恩師をはじめ、教会の仲間を次々と惨殺し、目的を完遂しようと試みたのだ。十年前の教会の非情な裁定が、アーモロートを震しん撼かんさせる怪物を生み出してしまったのである。

　教会としては、過去の裁定の非を認めるわけにはいかない。結局、彼が世間を欺くために用いた偽名を利用し、そのまま彼の本名として公表したのだ。

　皮肉なことに、そうした事情もあって妹のベルに累が及ぶことはなかった。複雑な心境ではあるが、庇ひ護ごしている姪めいのミューまで巻き添えにならずに済み、安あん堵どしたのも確かだ。

　ふいに扉がノックされ、一人の修道士が部屋に入ってきた。

「シスター、お待たせしました。面会の準備が整いました」

「はい」

「本日は、私が立会を務めます」

「よろしくお願いします」

　ベルは、すっと立ち上がると丁寧にお辞じ儀ぎをする。頭の後ろで編んだ亜麻色の髪の房が、ウィンプルから垂れ、そっと揺れた。

　鈍い音を立てて、格子の向こうの鉄扉がゆっくりと開く。複数の靴音と、鎖くさりを引きずる気味の悪い音が響ひびいてきた。

　ベルは、心のなかで再度自分に言い聞かせる。あの扉から現れるのは、かつての優しい兄ではない。冷酷非情な連続殺人鬼──バリアクラッカーなのだと。

　修道士に鎖で引かれて入室してきたのは、手て枷かせと足枷に繫つながれた小柄な白髪の少年だった。彼は、十七歳のベルより年上でありながら、その容姿はアイギスの異常により十二歳の頃からほとんど変わっていない。変化したのは、髪の色と、瞳ひとみの色──。

　少年がこちらを振り向いた瞬しゆん間かん、ベルはその風貌にぞっとした。

　白髪の下から覗のぞいているのは、奇怪な鉄仮面だったのだ。

　おそらくあの頑丈そうな仮面は、彼の視界を封じる拘束器具なのだろう。ナレシュは瞳に映した対象に、自分の傷を強制的に移し換えることができる。そうやってアイギスを無効化し、人類の天敵ともいえるバリアクラッカーと成り得ているのだ。収しゆう監かんにおいて、その対策がなされるのは当然といえよう。

「やあ、ベル。久しぶりだね。一ヶ月ぶりくらいかな？」

　鉄仮面の少年は、親しげな口調で話しかけてきた。

「ええ、そうね」

「少し声が震ふるえてるね。もしかして、この仮面が気味悪いのかい？　触ってみた感じ、そう悪くないと思っていたけど、実際に見るのと触ってみるのとじゃあ違うからね」

「デザインを四の五の言える立場じゃないでしょ？」

「それもそうだ」

　ナレシュは、フッと短い息を吐いた。

「来てくれて嬉うれしいよ。ここに来るの、大変だったろう？」

　馴なれ馴れしい歓かん迎げいに、ベルは苛いら立だちを覚えた。確かにここに入るまで、神経質なまでに手続きが繰くり返された。しかし、それも仕方のないことである。なにせ、ここは中央修道会管かん轄かつの隔かく離り施設、グーリケ監獄なのだから。

　通常、教会で執り行なわれる異端審しん問もんの多くは、せいぜい数日で決着がつく。そのため、異端の嫌疑をかけられた者は、修道院の敷しき地ち内にある牢ろう舎しやに収監される。

　だが、この監獄はそうではない。中央修道会の施設でありながらも、修道院から離はなれているため、独立した傾向が強い。また、ここに収監されている捕囚は、極めて危険とされながらも処罰が先送りになっている特例の問題を抱えた異端者ばかりだ。当然、面会に対しても厳重な手続きが必要とされてしかるべきだろう。

「そうまでして、わざわざここに来たのは、火ひ焙あぶりになる前に、一目だけでもぼくに会っておきたかったってことかな？」

　ベルは、煮えたぎる激情を懸けん命めいに抑え込んだ。今まで、心の隅に残った懐かい旧きゆうの情を、どれだけ押し殺してきたかわからない。どんな思いをして、それを断ち切ってきたと思っているのか。

　──いけない。感情を荒立てれば、この男のペースになる。ベルは努めて冷淡に振る舞まった。

「ふざけるのも大概にして。わたしは、ここにあなたと世間話をしに来たわけじゃないわ」

「そう……。じゃあ、一つ尋ねるけど、手持ちはいくらほどある？」

　思わぬ質問に、ベルは目をパチクリとさせた。ナレシュは、いくらあるかと尋ねてきた。それは、金銭のことを言っているのだろうか。

「どうしたんだい？　世間話をしに来たわけじゃないんだろ？　今、全部でいくらある？」

　相手の意図は読めなかったが、ベルはとりあえず巾着袋を取り出すと、中を確認してナレシュに金額を告げた。

「うん……。まあ、そこそこかな」

「何が、そこそこなの？」

「じゃあ、その巾着袋ごと、そこの修道士に手渡してみて」

　彼が手渡せと言った相手は、ベルの近くに佇たたずんでいる立会の修道士のことだろうか。

　合点がいかないベルは、しばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、埒らちも明かないようなので渋々言われたとおりにしてみた。袋の中でコインが擦こすれ合う軽快な音が鳴る。

　すると、まるでその音を聞き届けたかのように、ナレシュが甘く囁ささやいた。

「それを、後ろの彼と一緒に分けなよ。君達たちが大好きなカード賭と博ばくの元手にするといい。二人とも、負けこんでいるんだろ。今からお仲間を誘って始めたらどうかな？」

　二人の修道士は、蒼あおざめて互いに視線を交わす。しかし、すぐに一転して陰気な薄うすら笑いを浮かべた。

「……十じゆつ分ぷんだけです」

　そう言い残し、彼らは部屋から退場する。格子向こうの鉄扉を施せ錠じようする乾いた音が響ひびいた。

　もっとも、蒼くなったのはベルも同じだ。ひょっとして今のは……。

「さあ、これで邪じや魔ま者ものはいなくなった」

「え？　え？　今のって、まさか……」

「いつも世話になっている彼らへのお布施だよ」

「白々しい、明らかに賄賂じゃない！　しかも、わたしのお金で！」

　あれだけ自制してきたのに、動転した拍子に箍たがが外れてしまったようである。まったく、なんということだろう。あろうことか、自分が不正に手を染めてしまうとは。

　前々からグーリケ監かん獄ごくの良からぬ噂うわさは耳にしていた。しかし、根も葉もないことだと、今までベルは気にも留めてこなかったのだが、こんな形でその内情を垣かい間ま見みてしまうとは。

　実際のところ、看守の修道士達は真面目そうに見えた。それだけに驚おどろきもひとしおである。

「悪い噂は本当だったのね。隔かく離り施設でこんな賄賂がまかり通るなんて……」

「隔離施設だからさ。大層な名前とは裏腹に、この監獄に投獄される異端者なんて滅多にいない。今だって、ぼくの他に囚人がいるかどうか疑わしいしね。ここの看守を任されるなんて、修道士にとってはハズレ籤くじだろう。つまり、連中には鬱うつ憤ぷんを晴らす娯楽が必要なんだよ」

「それにしたって……」

「ここもアーモロートと同じだ。見かけは立派だが、実態は謳うたい文句とはかけ離はなれている」

　ナレシュの言うことは、いちいち鋭するどい鏃やじりのように突き刺さる。

「でも、いいじゃないか。おかげで、こうして兄妹水入らずで話ができるんだから。他人には聞かせられない話をしに来たんだろ？」

　一理ある。この状況こそがベルに望ましいことは確かだ。

「で、ぼくにどんな話があって、ここまで来たんだい？　あまり時間はないよ」

「ミューのことを聞きに来たのよ」

「へえ……」

　ミューは、このナレシュの子である。父親である彼からは愛情を受けられず、声を失い、世界に絶望していた。一ヶ月前のバリアクラッカー事件では、あわやナレシュのスケープゴートとして利用されるところを、ベルが救出し、現在も保護している。

　ベルにとって彼女は、かけがえのない家族であり、目の中に入れても痛くない姪めいっ子だ。

　そのミューの体に異変が起こっている。彼女が喋しやべれるようになったかと思った矢先、父であるナレシュのようにバリアクラッカーとしての能力をも開花させてしまったのだ。

　ミューの異変をなんとかしてやりたいと願えば、ナレシュに尋ねるより他にない。タルタロスで生まれた彼女のことをよく知るのは、ベルの知る限り彼だけなのだから。

　しかし、ナレシュにミューの異変を悟られるわけにはいかなかった。もし、彼女もバリアクラッカーだと知られれば、彼は一度捨てた我が子を再び利用しようと目もく論ろむだろう。たとえ獄に繫つながれていようとも、この男はそれくらいのことをやってのけそうな気がしてならない。

「まず確認させて。ミューが、あなたとレプトイドの間の子だというのは間違いないの？」

「回りくどい言い方だね？　率直に教会で使われている隠語で訊きいたらどうだい？　ミューは本当に混血種キマエラなのか、とね」

　ベルは、ナレシュを睨にらみつけた。

　混血種キマエラ──。人間とレプトイドの混血に対する蔑称で、教会内で密ひそかに用いられてきた隠語である。レプトイドが人間に擬ぎ態たいすることから、かねてより混血種キマエラの誕生は懸け念ねんされてきたが、実例は報告されていない。

「教会の文献には、混血種キマエラの記録は残っていないわ。人間とレプトイドの間では、子供はできないとされるのが一般的な見解よ」

「その見解は改める必要があるね。ミューは、ぼくとレプトイドの間にできた子だよ」

「……それなら、あの子が生まれた時からアイギスを発動できなかったという話も本当？」

「ずいぶん疑うたぐり深いんだね？」

「疑り深くもなるわ。あなたは、偽名を使ってわたしを騙だましていたじゃない。だからこそ、あの事件であなたが言ったことは、すべて疑う必要があるのよ」

　ナレシュはキョトンとしてから、大おお袈げ裟さに頷うなずいてみせた。

「言われてみれば、無理もない話だね。実のところ、ぼくもそう聞いたにすぎない」

「それは、どういう意味？」

「ミューが生まれた時、ぼくはその場にはいなかったってことさ。でも、ミューにアイギスがないことは、ぼく自身も確認している。おまえは、試してみなかったのかい？」

　ベルは、かっとなった。アイギスを確認するという行為が何を意味しているのか、言うまでもない。この男は、実の娘を傷つけることに、何の抵抗も覚えないのだろうか。

　けれども、ここで怒りをぶつけてしまっては、聞き出せるものも聞き出せなくなってしまう。頭に上った血をなんとかして鎮しずめようと、ベルは次の質問に移ることにした。

「……じゃあ、あの子がレプトイドの姿に変身できないというのは？」

「少なくとも、ぼくはミューが蜥蜴とかげの姿に変へん化げしたところを見たことがない。この回答で満足かい？」

　ベルには、ナレシュが噓うそを言っているようには見えなかった。

「もう一つ答えて。ミューのお母さんは、どこにいるの？」

「……」

　鉄仮面をつけていても、ナレシュが顔を曇くもらせたのが雰囲気からわかった。訊きかれたくない質問をベルは口にしたのだろう。

　少し間を置いて、鉄仮面の少年は抑揚に乏しい口調で言う。

「──死んだよ。とっくの昔にね」

　今までと異なり、僅かだが発言に躊躇ためらいを感じた。噓なのか真実なのかはわからない。しかし、これ以上のことを彼が語ってくれるとも思えなかった。

「ベル、そんなにミューのことを知りたいのなら、もっと混血種キマエラのことを調べるべきさ」

「言われなくたってわかってるわ。でも、まるっきり事例がないの」

「そこは、事例がないのがおかしいと考えるべきだ。もっと混血種キマエラがいてもおかしくないとは思わないかい？　だって、レプトイドは……もう一種の人類なんだから。そうだろう？」

　ベルの手に汗が滲にじむ。事件の折に、彼がサン・フォルス島で知り得た『黙もく示し録ろく』の禁断の知識が零こぼれ出た。

　ナレシュの言うとおり、レプトイドはもう一つの人類である。

　遙はるか昔、暗黒の季節につくられたアイギス・システム。人類はアイギス機関を遺伝子に取り込むことにより、怪け我がと病びよう魔まから解放された。一方、その代だい償しようとして、生いけ贄にえを差し出したのである。それが人類の複製体である人造人間レプトイドだ。彼らは、人類が負うはずの傷や病を肩代わりする存在として生を受け、種として繁はん殖しよくし、現在に至っている。

　平和を渇望した人類は、この醜しゆう悪あくな真実に蓋をすべく、アイギスを神の盾だと偽った。そして、レプトイドに降りかかる災厄を神の呪いだと称して、彼らを地底へと追いやったのだ。

　人間が受けた損傷事象は、無関係のレプトイドへと無作為に強制伝送される。この禍まが々まがしい身代わりの盾によって、アーモロートの恒久的な平和は維持されてきた。そして聖せい盾じゆん教きよう会かいは、今もこの真実を隠し続けているのである。

「もしかして、教会は混血種キマエラのことも何か隠しているとでも言いたいの？」

　ナレシュは、もったいつけるように笑った。

「タルタロスにはこんな噂うわさがある。アーモロートのどこかには、異端者であろうとも神に許された者達たちが集う、逃のがれの家いえがあるってね。聞いたことないかい？」

　聞き慣れない話だった。そんなものが本当にあるのだろうかと、ベルは聞いた傍そばから疑ってかかる。マユツバもいいところだろう。

「神に許された逃のがれの家いえ──つまり、教会がレプトイドを容認する場所があるだなんて、信じ難い話だろう。ぼくも所詮、彼らの願望が生んだ幻想だと思っていたよ。でも、『黙もく示し録ろく』で真実を知ってからは、考え方を変えている。レプトイドは、アイギス・システムを維持していくために不可欠な存在なんだからね」

　ベルは、ナレシュの言わんとすることに見当がついた。

「教会がレプトイドを保護している施設が、アーモロートのどこかにあるということ？　それが、逃れの家？」

「断言はできない。だけど、もし実在していれば、そこでは人間とレプトイドが共生している可能性が高い。もしかしたら、混血種キマエラも存在するかもしれないね」

「そんなこと……」

「あるわけないと言い切れるかい？　おまえが思っている以上に、教会も人間も、隠し事が大好きなことは確かさ。そして、秘密のベールを剝ぎ取ってみれば、決まって醜みにくい素顔が現れる。アイギス・システムのようにね」

　部屋の気温が一気に下がったのではないかと錯さつ覚かくするほど、彼の声は冷たさを帯びていた。

「アイギスは、人類が犯した最悪の罪科だ」

「そうね」

「でもおまえは、アイギスを抹消しようとするぼくを止めた。今になって、自分の判断が間違っていたとは思わないのかい？」

「思わないわ。サン・フォルス島でも言ったはずよ。いくらおぞましい身代わりの盾でも、あなたが人々からアイギスを奪う権利はないって。それでは、たくさんの人を不幸にしてしまう。あなたの思想は、身勝手な独善にすぎないわ」

「ぼくも言ったよね、歪ゆがみは正さなければならないと。アイギスで狂った世界は、アイギスを抹消することでしか正せないんだ。アイギスの実態に嫌悪しながらも、それを許容することこそ偽善だよ」

　道を違たがえた兄妹の間に、見えない火花が散ったかのようであった。ベルは、この殺さつ戮りく者しやの主張を看過するわけにはいかなかった。それが、どれほど正当なように聞こえても。

「……確かに今は偽善にすぎないのかもしれない。でも、わたしは教会を、アーモロートを変えてみせるわ。人とレプトイドが互いに尊厳を持って生きてゆけるように」

「絵空事だね。神がつくりたもうた世界は、そんなに優しくできちゃいない」

「それはどうかしら。わたしは、あなたが見限った可能性に賭かけているの。あなたとは違うやり方で歪みを正すために」

「無理だよ、おまえにはできない。おまえは変化の波を起こすには、あまりにも脆ぜい弱じやくすぎる」

「自分がちっぽけなことくらい、言われなくてもわかってるわ。だからわたしは、変化を成し遂げる力を得るため教会で上を目指す。そのために、こうして審しん問もん官かんを続けているのよ」

　ベルの気迫に押されたわけではないだろうが、ナレシュは観念したように肩をすくめた。

「たいした信念だね。だけど、アイギスの真実を知った今でも、本当におまえは異端審問官としての仕事をまっとうできているのかい？」

「──っ」

　痛いところを突かれ、ベルは二の句が継げなかった。言うまでもなく、異端者であるレプトイドを取り締しまるのが異端審問官の主な役割だ。それなのに、レプトイドのルーツを知ってからというもの、ベルは彼らに対して微かすかな遠えん慮りよが生まれてしまっていた。今のところ致命的なミスに繫つながっていないが、いずれ取り返しのつかない失態を演じてしまうかもしれない。

「それにね、教会の上層部が伏ふく魔ま殿でんだということを忘れちゃいけない。出る杭くいは打たれるものさ。──せいぜい、清めの火に焼かれないよう気を付けることだね」

「どういうことよ？　わたしは堕落しているわけじゃないわ」

　清めの火とは、教義に登場する堕落を戒める象徴だ。この世ならざる場所の一つ、煉れん獄ごくという浄罪界に燃えたぎる炎を指している。

「別に、おまえが堕落してるかどうかなんて関係ない。人間が営む集団では、決まって意見が対立する。そして、意思統一を図るために人類が最も多く用いてきた解決手段は、アイギスを得た今でも昔と変わっていないということだよ」

　ベルが、ナレシュの言った意味を問い質ただそうとすると、扉の向こうから二つの足音が聞こえてきた。看守の修道士達たちが戻ってきたのだ。

　ナレシュは溜ため息いきをついた。

「時間切れみたいだね。これからは、もっと持ち歩く金銭を増やすべきだ。そうすれば、十分を十五分にできる」

「余計なお世話よ。それに、もう次はな……」

　言いかけて、ベルは口を噤つぐんだ。そう、きっと次はないのだ。彼は三日後には火ひ焙あぶりにされる運命なのだから。

「時間です」

　修道士の入室をもって、面会は終了となった。

　結局、ナレシュが口にした奇怪な言葉の意味は確かめられなかった。それに、本来の目的だったミューの異変に関する情報も、芳しいものは得られていない。成果があったとは言い難い結果だが、こうなってしまっては後の祭りである。今は、処刑される前に彼と再会できたことを、小声でそっと神へ感謝しておくことにした。

　退室する際に、ベルは扉の前でぴたりと足を止めると、そっと振り返る。

「さようなら……兄さん」

　そう言い残し、薄うす暗ぐらい接見室を後にした。

　引率の修道士が、狐きつねにつままれたように、ベルを見ていた。当然だろう。彼からしてみれば、明らかに年下の子供に向かって、一人前の審しん問もん官かんが「兄」と呼んだのである。

　しかしベルは、奇異の目など気にすることなく長い廊下を進み、建物の外へと出ていった。

　振り返って仰ぎ見れば、高い石せき壁へきと、窓一つ見当たらない飾り気のない建造物が目に入る。グーリケ監かん獄ごくはまさに城塞のような威容だ。この監獄に収監された虜囚で、社会へと復帰を果たした者の記録はない。そう考えれば、城塞というよりも巨大な石棺のようにも見えてくる。

　空を覆おおう灰色の雲の下、辛つらそうに立ち去ってゆく黒い修道服の背中を、薄うす気き味み悪い城郭がいつまでも見送っているかのようだった。




　──ここ、千年都市アーモロートの広大さは、この街で暮らす誰だれもが知るところである。

　純白の壁かべと赤い屋根瓦が織り成す美しい市街地。そして街角を縫ぬうように走る運河は、偉大なる海、地中海へと注がれてゆく。潮しおの匂い漂う湾岸地域も、深緑が生い茂る平野と山間部も、見渡す限りのすべてが巨大な宗教都市の一部なのだ。

　そして、寥りよう廓かくたるアーモロートの各地区を結ぶ交通手段は運河ばかりではない。蒸気機関の顔役とも呼ぶべき鉄道が、人と物資を運び、街の経済を循じゆん環かんさせている。

　暗黒の季節において、滅亡の瀬せ戸と際ぎわまで追い込まれた人類だったが、安寧と平和への願いは苦難の末に実を結び、千年の繁はん栄えいを謳おう歌かするに至っていた。

　この街を統治する聖せい盾じゆん教きよう会かいは、アーモロートを神に祝福された理想郷だと謳うたっている。しかし、ベルはすでに、理想郷の化けの皮の下に潜ひそんでいた背徳の素顔を知ってしまった。




　夜の帳とばりが下り、入り組んだ裏路地が紺色の迷路のような様相を呈し始めた頃、ベルは、細い水路の横にひっそりと佇たたずむ行きつけのジャズ・バーに辿たどり着いた。

　石段を下り、地下にある扉を開ける。きぃと、鉄が擦すれる耳障りな音が鳴った。いい加減この扉を修理したらどうだろうかと思いながら、中へと足を踏ふみ入れる。

　シックな雰囲気の店内は、ほどよい明るさが保たれ、心地よい楽曲で来客を歓かん迎げいしてくれた。このリズミカルな音色は、店の一角に置かれたゼンマイ式蓄音機から流れ出ているものだ。

　あいかわらず客の姿はほとんど見られない。閑古鳥が鳴きながらも、ジャズ・バー『モーニン』は本日も変わりなく営業中のようである。

　物静かな初老の店主がカウンターに佇み、朗らな笑顔で常連客を迎えてくれた。

「いらっしゃい、シスターさん」

「ごめんなさい、遅くなりました」

　ベルが店主と挨拶を交わしていると、テーブル席に座っていた男女が腰を浮かせた。男女といっても親子のような年の差だ。一人は、可か愛わいらしい白髪の女児。もう一人は、黒髪を逆立てた長身の男。二人とも、ベルにとってかけがえのない人である。

　白髪の女の子は、ベルの姿を見ると微笑ほほえみながら駆け寄ってきた。

「お待たせ、ミュー。いい子にしてた？」

　彼女は、こくんと頭を縦に振る。そして、同席していた黒髪の男性に顔を向けた。なるほど、彼と一緒に時間を潰つぶしていたのだろう。ベルは、ミューの綺き麗れいな髪を撫なでる。

「クリカラと遊んで楽しかった？」

　ミューは再度頷うなずいた。

「当然だ。この俺のもてなしを受けて満足しない奴やつなどいない。むしろ今、頭を左右に振ったらデコピンかましていたところだぜ」

　低い声で脅迫めいた発言をした黒髪の男──クリカラが、悪たれ小僧のような表情を浮かべて屈かがみ込んだ。

　するとミューは、はしゃぐようにして額を隠す。はじめはクリカラのことを少し怖がっていた彼女だったが、今ではすっかり懐なついてしまったようだ。

「クリカラ、ミューのこと、ありがとうね」

「……ったく、情報屋に子守させるなんて、前代未聞だぞ」

　クリカラは不平不満を零こぼしながらも、こうして律りち儀ぎに子守を引き受けてくれている。しかも見かけによらず、やけに子供受けが良い。ベルからしてみれば意外なことこの上なかった。

　そもそもクリカラは、荒事に慣れた情報屋である。加えて、その正体はレプトイドだ。元はナレシュ麾き下かの工作員だったが、反旗を翻ひるがえしてベルの真の相棒となった。その彼が、子守に才能を発揮するとは、誰だれが予想したであろうか。

　ふと、彼らのテーブル席を眺めると、散乱したトランプのカードが目に入った。テーブルの隅には小さなビスケットが、まるでコインのように積まれている。これはもしや、お菓子をコイン代わりにして、賭と博ばくに勤いそしんでいたのではなかろうか。ベルは渋い顔をしてしまう。

　この遊びの提案者がクリカラであることは明白だった。彼は、自分も楽しめる遊ゆう戯ぎを選択したのだろう。これでは、どちらが遊んでもらっていたのかわかったものではない。それに、ミューには、後で賭博がよくないことだとしっかり教えておかなければ。まったく、クリカラといい、監かん獄ごくの修道士といい、アーモロートではカード賭博が流行はやっているのだろうか。

「夕食も食べていく？　新しん鮮せんな海老えびとムール貝を仕入れたんだ。パエリアがお薦すすめだよ」

　声をかけてきた店主に、ベルは満面の笑みで応じた。彼の料理が絶品であることは、すっかり常連になったベルの知るところである。

「じゃあ、少し待っててね」

　そう言うと、店主は調理に取りかかった。

「よし、そんじゃあミュー。飯を待っている間に最後の大勝負といくか？」

　クリカラがトランプを手に取り、ミューを挑発する。

　すかさずベルは止めに入った。頰ほおを膨ふくらませて、恨みがましい目で黒髪の賭博師を睨にらみつけてやる。残念ながら、これにて夕飯前の楽しい一時は終わりを告げ、お説教の時間に取って代わられてしまった。クリカラが墓穴を掘ったことを悔やむが、もう遅い。

　永遠に続くかと思われた修道女の小言は、鉄てつ鍋なべに乗ったぷりぷりの魚介類と黄金色のライスが運ばれてきて、ようやく閉幕を見たのであった。




　最後の一口を味わい、ベルは幸福そうな吐息を漏らす。店主の調理したパエリアは、お薦すすめされただけあって極上の味わいだった。充実感とともに、空になった鍋に後ろ髪を引かれる。

　表情に出てしまっていたのか、ベルの心の内を見透かしたかのように、店主が言った。

「デザートも出そうか？」

「お願いします！」

　ベルは即答した。そのあまりの反応速度に、クリカラが呆あきれたとばかりに肩をすぼめる。

　店主はニッコリ笑うと、ミューに穏おだやかな眼まな差ざしを向けた。

「ミューちゃんも一緒に作るかな？」

　瞳ひとみを輝かがやかせたミューが窺うかがうように見上げてきたので、ベルは頷うなずいて返した。

　すると小さなお菓子職人パテイシエは、顔をほころばせてカウンターの奥へと走ってゆく。前に、店主と一緒にアップルパイを作って以来、ミューはお菓子作りに夢中になっているようだ。店主もまた、ミューを孫か愛まな弟子でしのように可か愛わいがってくれていた。

「手を切らないように、気を付けてね」

　ベルは、小さな背中に注意を促しておく。

　調理場へと消えてゆくミューを見つめて、クリカラが呟つぶやいた。

「あの子、おまえさんの言いつけを守って、今日も一言も喋しやべらなかったぜ」

「そう……」

　ベルの胸が痛んだ。ようやく声を取り戻したミューに、自分はなんて残酷な誓約をさせているのだろうか。




　──ベルとクリカラ以外の人がいる所では、喋ってはいけない。そして、喋れることを誰だれかに悟られてはならない。




　これが、ミューに科している禁忌タブーだ。彼女が喋れることを知っているのは、ミュー本人を除けば、ベルとクリカラだけである。

『黙もく示し録ろく』によれば、バリアクラッカーが他者に損傷事象を伝送させる際に用いる手段は、視認による投とう影えい、声による振動、接触による伝達の三種だそうだ。ベルの見立てでは、ミューは声によって他者に損傷を伝送してしまうバリアクラッカーである。実際、ミューが果物ナイフで手を切った際、彼女の悲鳴を聞いたベルに、切創が転移されたことがあった。それ以来ベルは、せっかく声を取り戻したミューに対し、許されない制約と苦痛を与えている。

「わたし、きっといつかあの子に恨まれるだろうな……」

「だったら、共犯者の俺も同じさ。だがな、あの子を守ろうと思ったら、今はこれしかねえ。おまえさんも納得してたはずだ」

「うん。わかってる……」

　作り笑いを浮かべてみせた。クリカラにしてみれば、ベルの空から元げん気きなどお見通しだったに違いない。しかし彼は、それに言及することもなく、別の話題を振ってくる。

「ところで、新しい枢すう機き卿きようとは上手うまくやってるのか？　あの悪名高い氷の刃アイス・ブランドと」

「ん……まあね」

　歯切れの悪い返事をするベル。

　四週間前、ベルが所属する中央修道会に、教皇庁からトリスタン・アルマースという枢機卿が赴任してきた。クリカラの言う氷の刃アイス・ブランドとは、冷酷無比な彼の渾名あだなである。トリスタンは、史上最年少で枢機卿まで登り詰めた切れ者だが、人間味に欠けるところがあり、教皇庁から煙たがられている節があった。彼を揶や揄ゆするのに、この渾名はぴったりだと、ベルは思っている。

　正直言って、トリスタンはベルの苦手とするタイプだ。前任の枢機卿マリアーナ・メイトスは、ベルの恩師でもあり、温ぬくもりのある好人物だった。しかし母親代わりのような彼女は、もうこの世にいない。

「その返答だと……やっぱ、おまえさんとはウマが合わなそうな上役ってわけか」

「でも、アルマース枢機卿は、わたしのことを取り立ててくれたから感謝しているわ。テン・コミュニオンの参席権を得られたのは、わたしにとって大きいもの」

「確か、おまえさんは第九席オーダー・ナインに選ばれたんだったな」

　トリスタン・アルマースは着任するや否や、中央修道会の二つの派閥、メイトス派とグイドーニス派をたちまち解体し、新しい組織体制を試験導入した。それが、テン・コミュニオンという評議会である。

　テン・コミュニオンは、トリスタン・アルマース枢機卿を盟主として、選抜された十名の異端審しん問もん官かんにより、異端者対策を決定する議会だ。まさに、中央修道会の頭脳にあたる意思決定機関といえよう。ベルのような一介の審問官が、修道会の方針に意見を出せるということは、かつてないほど革新的であった。

　設立の背景には、バリアクラッカー事件において、中央修道会が思うように機能しなかったことが挙げられる。現場の審問官の意見を汲くみ取り、不測事態への対処を効率的に可能とするのが目的だとベルは聞いていた。設立に伴い審問官の数も倍増され、武力強化の組織改革が行なわれたといって過言ではない。

　こうしたトリスタンの鮮あざやかな手腕に、教会の年寄り達たちは慄おののいて舌を巻いたという。三み十そ路じを間近に控えた若造のなせることではないと。

　ベルとしては、とりあえず彼の御お眼鏡に適かなったことに喜びと期待があった。クリカラが心配してくれているのは嬉うれしいが、これはチャンスに違いない。

「アルマース枢すう機き卿きようは確かに苦手な人だけど、テン・コミュニオンを設立したように、保守的な教会にあって革新的な信条の持ち主よ。彼を味方にできれば心強いと思っているの」

「なるほど、やり手の枢機卿を取り込もうってか。大胆で面白いじゃねえか。俺が調べた限りだと、奴やつこさん、身寄りがないにもかかわらず、一人で成り上がった傑物のようだぜ。おまえさんに通じるところがあるかもしれないな」

「そうなんだ……」

「とはいえ、逆にいいように利用されて、使い捨てにされないようにな」

「気を付けるわ。兄さんも言ってた。教会上層部は伏ふく魔ま殿でんだって」

　クリカラが、険しい顔を向ける。

「無事に、あいつに面会できたってことか？」

「うん。手続きには手間取ったけど、思ったよりもあっさり許可が下りたの」

　きっと教会は、ナレシュとの面会を快く思っていないはずである。もしかしたら、何かしら妨害手段に訴えてくるかもしれないと危惧していたが、どうやら取り越し苦労だったようだ。

「そういや、あいつの処刑、三日後だってな……」

「……きっと明日、テン・コミュニオンでも議題に上がると思う。召集がかかっているから」

「にわかに信じられないぜ。化け物みたいにとんでもない奴やつだったからな。あいつが火ひ焙あぶりになる姿は、どうしても想像できねえ……」

　そう言うと、クリカラはバツが悪そうに頭を搔かいた。

「すまん、今のは不ふ謹きん慎しんだった」

「ううん。わたしも、それは感じてたから……」

　ベルは、グーリケ監かん獄ごくでのナレシュの様子を思い出す。彼の堂々とした振る舞まいからは、一片の恐怖も感じ取れなかった。クリカラが言うことにも頷うなずけるというものだ。

「それで、あの男からミューのことを色々聞き出せたのか？」

　クリカラの問い掛けに、ベルは表情を曇くもらせた。正直、主だった成果はあがらなかったのだ。しかし、ミューに関連するかはわからないが、気にかかることを言っていたことも確かである。

「ねえ、クリカラ。逃のがれの家いえって聞いたことある？」

「タルタロスの風聞のことか？　そりゃあ、耳にしたことはあるぜ」

「なら、本当にそんな所がアーモロートにあると思う？」

「まさか、教会が見逃すはずがねえ。ただの幻想だろ。ずいぶん妙なことを訊きくな？」

「兄さんが言ってたのよ。教会が、逃れの家を容認しているんじゃないかって。もし実在していれば、人間とレプトイドが共生していて、ミューのような子もいるかもしれないって……」

「おいおい、今の教会がレプトイドを容認するなんてあり得ねえだろ。教会の現体制を変えることが、どれだけ難しいかは、おまえさんが一番よくわかってるはずだ」

　彼の言うとおり、ベルは痛感している。人間とレプトイドとの共存を成し遂げるためには、教義の一つを否定しなければならないのだ。それを教会に受け入れさせることは至難を極める。

「そうね。やっぱり、それは考えられないわ。原初の魔ま女じよを認めることになってしまうもの」

　レプトイドの祖とされる女性、それが原初の魔女だ。

　彼女は神の祝福を受けた聖女だったが、堕落して獣けものと交わり、レプトイドを産んだとされている。その卑ひ猥わいな行為が神の怒りを買い、アイギスを奪われ、煉れん獄ごくから解き放たれた清めの火によって焼け死んでしまった。この伝承から、原初の魔女は堕落の象徴とされている。ちょうど、清めの火が堕落を諌いさめる象徴なので、対になる形だ。

　なお、教義はさらにこう続く。魔女を焼いても神の怒りは鎮しずまらず、彼女の子々孫々にも呪いがかけられた。それが、現在レプトイドが受けている呪いであると。

「ちなみに、俺達たちレプトイドの間じゃあ、原初の聖母と呼んでる」

「そうだったわね。ご先祖様なんだから……」

　レプトイドの中には、神に許しを乞う信心深い者達も存在する。彼らは神を仰ぎながら、原初の魔女をも聖母として崇あがめているのだ。彼らが異端者と呼ばれる理由の一端がここにもある。

「そういえば、兄さんに茶化されたわ。清めの火に焼かれないように気を付けろってね」

「へっ、聖職者は堕落したら、聖母同様に丸焼きだってか？　おっかねえ話だな。教会のお偉いさん方の目には、おまえさんのような理想を抱く奴やつは、堕落したように映るのかね？」

　クリカラは露ろ骨こつに苦笑してみせた。

「なあ、ベル。逃のがれの家いえのこと、試しに『黙もく示し録ろく』で調べてみたらどうだ？」

　罪の棘とげがチクリと胸に刺さった。ベルは、『黙示録』で知り得た忌まわしいアイギスの正体と、レプトイドの受難の歴史を、未いまだクリカラには告げられずにいた。もし、レプトイドである彼がそれを知れば、どれだけ憤ふん慨がいして苦しみ、人類を憎悪するか、想像するだけで怖くて堪たまらなかったのだ。一方、真実を告白して重荷から解放されたいという気持ちもある。クリカラにとって、そして自分達二人にとって、何が最善なのかを未だ見定められていない。

「そうしたいのは山々だけど、バリアクラッカー事件以来、サン・フォルス島は防衛が強化されて渡航も制限されてしまったの。とても『黙示録』に触れられるような状況じゃないわ」

「ああ、あそこは教皇庁の直ちよつ轄かつ地ちだったっけか。アテにできそうもないか」

　そもそも『黙示録』は、教皇と枢すう機き卿きようのみが触れることを許されている禁断の知識だ。もともと一介の審しん問もん官かんが、どうこうできるものではないのである。

「もし時間がかかっても構わねえなら、俺の方で逃れの家を本格的に調べてみてもいいぜ？」

「本当？　ぜひお願い」

「そんじゃあ、経費ついでに先日ぶんの情報料を頂ちよう戴だいさせてもらおうか」

「そのつもりよ。今、渡すから」

　快く承しよう諾だくしたベルは、おもむろに巾着袋を取り出そうとして──。

「あ」

　頰ほおを一筋の汗が伝う。思い出した。今の自分は一文なしだったのだ。寮りようの自室に帰ればもちろん蓄えはある。しかし手持ちのお金はすべて、グーリケ監かん獄ごくで賄賂として使われてしまった。

「おい、どうしたベル？」

　硬直したベルをクリカラが訝いぶかしんでいると、カウンターから声がかかった。

「デザート、お待たせ。特製のティラミスだよ」

　店主が嬉き々きとしてデザートの乗った皿を持ってくる。ミューも楽しそうに、彼に続いた。

　ベルは、ゼンマイ仕掛けの人形のように、カクカクとした奇怪な動作で、皿に盛られた美味おいしそうな芸術に目を向ける。

　──まさか、まさか、聖職者の自分が無銭飲食をするはめになろうとは。ああ、神様。

　これだけよくしてもらっているのに、店主にツケの交渉をしなくてはならない。きっと彼なら嫌な顔一つせず応じてくれるだろう。しかし、その見通しが余計にベルの罪悪感を刺激する。

「さあ、私とミューちゃんの合作ティラミスだよ。召し上がれ」

　嬉うれしそうな店主の笑顔が、今は胸を抉えぐった。とても事情を言い出せる雰囲気ではない。

　ベルは、神への短い祈りを済ませると、フォークで切ったティラミスの欠片かけらを頰ほお張ばる。口の中で、ほどよい甘さとジリジリとした罪の意識が、絶妙なハーモニーを奏でていた。
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　柔らかな陽光が差し込む修道院の廊下は、どことなく厳かで幻想的に映る。行き交う修道士達たちも寡か黙もくなためか、まるで湖水に降り注ぐ雨音のように、靴音だけが反はん響きようしていた。

　ともなると、この廊下を歩くベルの姿は、いわば湖の上空を漂う雨雲といったところであろうか。どんよりとした表情を浮かべて、ノソノソと廊下を進んでいる。

　昨夜のベルは散々だった。『モーニン』の店主に詫わびてツケをお願いし、クリカラには「食い逃げシスター」とからかわれる始末である。屈辱だが、言い返す資格もなかった。なにしろ、彼への情報料の支払いも先延ばしにせざるを得なかったのだから。

　こうして一夜明けても、思い出すと羞恥心で真っ赤になってしまう。今夜『モーニン』に寄ってきちんと支払いを済ませよう。ベルは俯うつむきながら、今朝から何度も同じことを考えていた。

「──まるで腐ったオレンジみたいな顔じゃない、ベルヘルミナ・バスカヴィル？　よく似合ってるけど、止やめてもらえない？　見ているこっちまで、スランプがうつりそうになるわ」

　足元から視線を転じたベルは、進路正面で仁王立ちをする小柄で可か憐れんな修道女に目が留まった。敵意を剝むき出しにした挨拶を仕掛けてきたのは、間違いなくこの修道女だ。

　彼女は、シビル・グイドーニス。かつて、ベルが対立する派閥の中心的な人物だったこともあり、ことあるごとに衝しよう突とつしてきた腕利きの異端審しん問もん官かんだ。奇くしくも、バリアクラッカー事件においてはベルと協調し、その解決に貢献していた。

　シビルは、ウエーブのかかった栗くり色いろの髪とウィンプルを、さっと搔かき上げて鼻を鳴らす。

「そんな暗い顔してるから、いつまでもスランプから抜け出せないのよ、この胸バカ女」

　シビルは、こじんまりとした自分の体たい軀くへのコンプレックスのせいか、よくベルのプロポーションの良さを逆手に取ってバカ呼ばわりする。

　ベルとしては不本意極まりないが「このチンチクリン」とでも言い返そうものなら、終わらない口くち喧げん嘩かが始まってしまうだろう。

　ベルは、ぐっと堪こらえて別の角度から抗議した。

「わたし、別にスランプじゃないわ」

「ハン、どこがよ？　あんた、正真正銘のスランプじゃない」

　きっと彼女がそう言う根拠は、ここ最近、異端者の審問や拘束の際に、ベルが小さなミスを繰くり返しているからだろう。レプトイドへの配はい慮りよから生じた心の隙間を、ベル自身も憂ゆう慮りよしているのだが、こんな傍若無人な言い方をされる謂いわれはない。

「最近、ちょっと調子が悪いだけよ。それが、少し続いてるだけなんだから……」

　シビルは、呆あきれたように半目を向けてきた。

「あんた、やっぱバカなのね。それがスランプだっつーの。教会の申し子とか呼ばれてた過去の栄光にいつまでも縋すがってるから、スランプなんかになるのよ、この頭突き女」

　胸バカ女の次は、頭突き女呼ばわりである。バリアクラッカーを頭突きで仕留めてからというもの、何かにつけてヘッドバット・シスターだの、頭突き女だのと、神経を逆さか撫なでされる呼び名が増えてきている。こうした異名が広まった一ヶ月前、ベルは枕を涙で濡ぬらしたものだ。

「あんたがバカなのは再認識したわ。でもね、気分くらいは切り替えておきなさいよね。テン・コミュニオンでもその調子だったら、あたしが承知しないわ」

「わ、わかってる」

「忘れんじゃないわよ。あんたの第九席オーダー・ナインは、あたしが狙ってるってことを。あんたがヘマをやらかしたら、容赦なく奪い取ってやるから、覚悟しておくことね」

　そう言うと、シビルはベルを残して、そそくさと先に行ってしまった。大方、会議室に向かったに違いない。なにしろ、これからテン・コミュニオンが開かれるのだから。

　シビルもまた、ベルと同様にテン・コミュニオンの参席権を得た審しん問もん官かんであり、第十席オーダー・テンに選ばれている。シビルは、参席権を持つ面々のなかでは最年少の審問官だ。一つ年上のベルでも、彼女の判断力と思い切りの良さには、脱帽することが多い。

　テン・コミュニオンには、大きな特権がある。それは、第一席オーダー・ワンになれば枢すう機き卿きようと同様、教皇庁への出仕と具申が叶かなうというものだ。教会の変革を目指すベルにとって、その力を得るために出世する最短距きよ離りは、この第一席オーダー・ワンにまで登り詰めることにある。そして、一番の審問官であることに拘こだわるシビルもまた、第一席オーダー・ワンを目指しているようだ。

「──会議が始まる前から白熱していましたね、シスター・ベル？」

　打って変わって、今度は穏おだやかな女性の声がベルの背中にかけられた。

　振り向いてみると、清廉とした黒髪の修道女がペコリと礼れい儀ぎ正しくお辞儀をした。年の頃は、ベルより四つばかり上だろうか。折り目正しくて淑しとやか、それでいながらグラマラスな肢体を修道服で包み込んだ美女である。

「シスター・フェイス……。なんだか、恥ずかしいところを見られちゃいましたね」

「別に恥ずかしいことじゃありませんよ。女の子同士の友情も、微笑ほほえましいものですから」

　ベルの頰ほおが引きつった。先程の脅迫めいたやり取りのどこから、微笑ましい友情を感じ取ったのだろうか。

「あの、シスター・フェイスは勘違いされていませんか？　わたしと彼女は、仲良くありません。いえ、むしろ仲悪いですし、さっきも彼女が台風みたいに喚わめき立てていただけで……」

「あなたの不調を心配してのことだと思いますけど？」

「そうでしょうか？」

「そうですとも」

　ベルは今一つ腑ふに落ちなかった。この先せん輩ぱい修道女の見解は、どうにもいいように捉えすぎている気がしてならない。シビルは確かにいざとなったら頼たよれる審しん問もん官かんだ。しかし同時に、有能ゆえに油断ができない相手でもある。そうは言っても、これ以上異論を申し立てたところでフェイスには通用しないだろう。

　フェイス・ファーベントは、テン・コミュニオンの第六席オーダー・シツクスである。テン・コミュニオンの設立とともに、中央修道会へ赴任してきた異端審問官の一人だ。ベルは彼女と殊ことの外ほか気が合った。常に清く正しくあろうとする高潔な彼女に、親近感を覚えたせいかもしれない。

「ねえ、シスター・ベル。きっとシスター・シビルは、穢けがれた異端者のことで、あなたが苦しむ姿を見ていられないのではないかしら？　だから、ああして励ましているのだと思います」

　フェイスの顔が微かすかに翳かげった。彼女が異端者のことを口にする時、仇きゆう敵てきを忌み嫌うかのように、こうして表情を強こわ張ばらせることが多々ある。

　フェイスがテン・コミュニオンに選抜されたのは伊達だてではない。日頃の調子から想像するのは難しいが、彼女は異端者であるレプトイドを毛嫌いしており、行動に躊ちゆう躇ちよがないのだ。

　ベルも、フェイスと共に異端者の取り締しまりに参加するまで、彼女の噂うわさが何かの間違いではないかと高を括くくっていた節があった。ところが、実際に役目に臨んだ彼女は、たちまち烈火のごとく敵を追い詰め、噂が真実であったことを示したのである。

　時折、ベルは考えてしまう。フェイスがアイギスの真実を知ったら、彼女の美徳である高潔さは、一体どうなってしまうのだろうかと。敬けい虔けんな彼女のこと一つとっても、聖せい盾じゆん教きよう会かいが犯した噓うそという名の罪は、許されるものではない。

「……シスター・フェイスがそこまで言うのなら、シスター・シビルのことは、そう受け取っておきます」

　ベルが観念したように言うと、フェイスは花が咲いたように笑った。

「よくできました。ご褒ほう美びに、飴あめ玉だまを進呈しましょう」

　フェイスは、紙に包まれた丸いキャンディを、ベルに手渡した。よく彼女は他人を誉ほめる時に、こうしてご褒美のキャンディをくれる。見習いや子供はもちろん、ベルに対しても。子供扱いされているようで少し気が引けるが、好意として素直にそれを受け取るようにしている。

「じゃあ、後でいただきますね。一人、会議の席で飴玉をなめるわけにもいきませんから」

「あら、それもそうですね。皆さんのぶんも用意しておけばよかったわ……」

　フェイスが肩を落としていた。そういう問題ではないだろうと、ベルは心のなかで呟つぶやいておく。そろそろ一ひと月つき近い付き合いになるが、たまに出現するフェイスのおかしな発言が、冗談なのか、本気なのか、ベルは未いまだに判断できずにいた。




　広々とした会議室の空気は、ぴんと張り詰めていた。

　長いテーブルに用意された第九席オーダー・ナインに腰を落としたベルは、向かいの席のシビルと目が合って、なんとなく気まずくなってしまう。

　そんなベルの憂ゆう慮りよを搔かき消すかのように、がちゃりと扉が開いた。法衣を着た美丈夫が、颯さつ爽そうと入室してくる。灰がかった頭髪は、鳥の尾羽を彷ほう彿ふつさせるようにバサバサで、清潔な身なりと対照的に際立っている。細い眼鏡の奥から覗のぞく冷ややかな双そう眸ぼうが、会議室の一同を見渡していた。若き枢すう機き卿きようトリスタン・アルマースのお出ましだ。

　まるで彼の入室を見計らったかのように、鐘かねの音が静寂を裂いて辺りへ澄すみ渡る。

「では、始めるとしよう」

　定刻どおり、トリスタンの号令によってテン・コミュニオンは幕を上げた。

　しかし、席は半分しか埋まっていない。枢機卿を除けば、ここには五人の審しん問もん官かんしか同席していないのだ。

「本日の議題は言うまでもないな。明後日あさつてにマイユール広場で執り行なわれるレプトイド王の異端判決宣告式アウト・デ・フエについてだ。しかし、本題に入る前に、諸君に断わっておこう。本日は、私を含めてこの六名で協議する。前回の取り決めのとおりだ」

　堪たまらずにベルは尋ねる。

「それは、タルタロスで不ふ穏おんな動きがあったということでしょうか？」

　そう、前回のテン・コミュニオンにおいて、もしタルタロスに異変が生じた場合、テン・コミュニオンの四人の審問官を指揮官とした、調査隊を派遣することが決定されていたのだ。

「そのとおりだ。第一席オーダー・ワン、第四席オーダー・フオー、第五席オーダー・フアイブ、第八席オーダー・エイトの四名は、すでに青銅の門に待機し、任にあたっている」

　青銅の門とは、タルタロスへと続く各地下道に教会が築いた関門のことである。滅多なことでは、その堅けん牢ろうな扉が開かれることはない。

　かつて教会は、タルタロスの小事に関心を示すことはなかったが、バリアクラッカーが出現してからというもの、不干渉の態度を取り続けるわけにもいかなくなった。目の届かぬ地の底で、どのような脅威が蠢しゆん動どうしているかわかったものではないからだ。

「それから、第二席オーダー・ツーのグイドーニス司教は、本日も欠席だ」

　ベルは、ついシビルの反応を窺うかがってしまう。傍はた目めに動じた様子はなく、彼女はつんけんとした普段の表情を浮かべるばかりだ。しかし、どことなく平常心を装っているように感じられるのは気のせいだろうか。

　シビルの義父、ディミアン・グイドーニス司教は、バリアクラッカー事件において失態を演じ、教会への出仕禁止を申し渡されていた。司教の位階を剝奪されることは免れたものの、その胸中は穏おだやかではないだろう。失脚のきっかけを作ったベルを、さぞかし恨んでいるに違いない。

　しかしながらトリスタンは、懲ちよう罰ばつを受けている身のディミアンに、テン・コミュニオンの参席権を与えた。つまり、それだけ彼のこれまでの実績を認めているということだ。とはいえ、もしこうした事情がなければ、司教でもあり、ベテランの審しん問もん官かんでもあるディミアンは、第一席オーダー・ワンに選ばれていてもおかしくない。そう考えると、第二席オーダー・ツーに甘んじている現状は、名門グイドーニス家の当主として喜ばしいものかどうか、本人以外にはわからないだろう。

　娘のシビルは、すでに議題の方へと思考を移しているようで、唸うなるように懸け念ねんを示していた。

「タルタロスに動きがあるということは、連中が王の奪だつ還かんを企てていると見て間違いなさそうね。ヘタを打てば広場は大混乱になるわ。大方、連中の狙いはそこにあるんでしょうけど」

　すると、屈強な男が同意する。公正明大にして質実剛健の異端審問官、第三席オーダー・スリーのハーキュリーズ・ウェルビルトである。彼は袖の上からでもわかる筋肉質な太い腕を組んだ。

「民衆を巻き込むというアンフェアなやり方は、実に気に食わないな。僕達たちは、それを最も警戒すべきだ。混乱に乗じて、レプトイド王に逃げられてしまっては、元の木もく阿あ弥みだからね」

　シビルとハーキュリーズが語ったケースは、考え得る最悪のケースだった。こうした最悪の事態を引き起こさないために、テン・コミュニオンは設立されたのだ。

　トリスタンはテーブルに肘を置くと、両手を組んで顎あごを乗せた。

「それだけは避さけなければならない。明後日あさつては、多くの見物客が予想される。規制を敷しいても限界があるだろう。民衆が注目するのも当然だ。アーモロートを震しん撼かんさせたバリアクラッカーの火ひ焙あぶりなのだからな。誰だれだって、再び絶対的な安全を取り戻す瞬しゆん間かんを見たいと思うものだ」

　トリスタンの殺伐とした物言いに、ベルは胸やけがした。

　すっとフェイスが挙手し、意見を述べる。

「青銅の門に人手を割いた今となっては、マイユール広場の厳戒態勢を再検討する必要が出てきますね。なにもレプトイドは、タルタロスから攻めてくるとは限らないのですから」

　彼女の言うとおりだ。すでにアーモロートに潜せん伏ぷくしているレプトイドも多数いる。彼らが徒党を組んで、王の奪だつ還かんを目もく論ろむ可能性だってあるではないか。

　ふいに、くぐもった陰気な笑い声が零こぼれ出た。

　全員の視線が、不ふ謹きん慎しんな笑いの主に集中する。

「おっと、これは失礼。退屈せずに済みそうだと思うと、ついね……」

　第七席オーダー・セブンに座した猫背の男が、謝辞を述べた。異端審問官エリオ・フレゴリだ。軽業や隠おん密みつ行動に長たけた人物である。彼もまた、フェイスやハーキュリーズと同期に中央修道会へと赴任してきたのだが、どことなく気味の悪い印象があるため、ベルは取っつきにくく感じていた。

　しかし豪快なハーキュリーズは、ベルとは違う印象をエリオから受けたようだ。

「まったく、君は頼たのもしいな。それぐらいのガッツで立ち向かわないと、テン・コミュニオンに席を持つ異端審問官は務まらない。そうでしょう、枢すう機き卿きよう？」

　急にヘンテコな話題を振られたにも拘かかわらず、トリスタンは顔色一つ変えずに、指で眼鏡を軽く上げた。

「なんにせよ、我々は半減した人員で、広場の厳戒態勢を再構築しなければならない。第三席オーダー・スリー、君にこの面々を指揮してもらう。私が納得できるプランを提出してくれたまえ」

「喜んで！」

　ハーキュリーズは白い歯を見せ、爽やかに承しよう諾だくした。そして、分厚い胸板を大きく張ると、威勢よく話し始める。

「じゃあ皆、早速だが始めようじゃないか。僕から発案させてもらうが、異存があったら遠えん慮りよなく言ってくれ。まず、異端審しん問もん官かんを五つの班に分け、僕達たちテン・コミュニオンの審問官が、それぞれの班長を務める。配置は──」

　会議室に、審問官達の意見が飛び交う。緊きん急きゆう事態の発生に対しても、可及的速やかに打開策を検討し、実行する。トリスタン・アルマースの提唱したテン・コミュニオンという新しい仕組みは、順調に滑り出しているようであった。




　蜜みつ蠟ろうで塗られた立派な木製の扉を、軽くノックする。

「ベルヘルミナ・バスカヴィルです」

「入りたまえ」

「失礼します」

　会議を終えたベルは、枢すう機き卿きよう執務室を訪ねていた。他でもない、先程の会議の終わり間際に、トリスタンから呼び出しを受けていたからだ。

　きっとあまりいい話ではないだろうと警戒しながらも、この執務室の懐なつかしさに気持ちが緩ゆるんでしまいそうになる。前任のマリアーナがこの部屋の主だった頃は、よくこうして訪ねていたものだが、今ではすっかりご無沙汰してしまっていた。

　今、執務室の立派なデスクに腰を落としているのは、あの優しいマリアーナではない。そこに座す新たな主は、底冷えのするような目でベルを睨にらみつけてくる。

「第九席オーダー・ナイン、わざわざ呼び出された理由がわかるかね？」

「……いえ」

「それは遺い憾かんだな。君は、もっと節度をわきまえる必要がある。テン・コミュニオンに席を置く異端審問官としてな」

　やはりいい話ではないようだ。ベルの嫌な予感が的中した。

「なぜ、レトリック・メリアドクに会った？」

　ベルは、ぎくりとする。眼鏡の奥で、彼の怜れい悧りな眼光が鋭するどさを増した。

「いや、言い直そう。なぜ、今さらナレシュ・バスカヴィルに面会したのかと聞いている」

　──泳がされた。ベルは直感した。いくらレプトイド王の名がレトリックで公表されているといっても、教会幹部のトリスタンがその正体を知らないわけがない。ナレシュの妹であるベルが面会を求めた際、手続きこそ煩わしかったものの、スムーズに事が運びすぎたと思っていたのだ。トリスタンは、ベルが何かを隠していると睨み、行動を監かん視ししていたのだろう。

　どうする……どう弁明すれば、ミューのことを隠し通したまま、この場を切り抜けることができるのだろうか。

「お言葉ですが猊げい下か、わたしは正規の手続きを踏ふみ──」

「手続き云々うんぬんを聞いているのではない。私の質問に答えたまえ」

　にべもなかった。この男には、中途半端な抗弁など逆効果のようだ。では、なんと答えればいい。ミューのことを訊ききに行ったなどと、間違っても口にできない。ならば不本意だが──。

「異端判決宣告式アウト・デ・フエで兄が処罰を受ける前に、一目会っておきたかったんです」

　トリスタンが目を糸のように細める。明らかに疑っているような様子だった。彼はコツコツと指で机を叩たたくと、背筋を伸ばして、椅子に身を預けた。

「そういうことにしておくとしようか。君には立場がある。今後、軽挙妄動は慎みたまえよ」

　ベルは、心のなかでそっと胸を撫なで下ろした。必要以上の追及は免れたようだ。とはいえ、トリスタンに警戒心を抱かせてしまったことも確かである。

　できれば、ベルはこの男を味方にしたいと思っている。ならば、このままではいけない。ミューのことは話せなくても、自分の心情を伝え、彼の真意を知っておくべきではなかろうか。

「あの、アルマース枢すう機き卿きよう。わたしからも宜よろしいでしょうか？」

　ベルは切り出してみた。トリスタンが、何事かとばかりに眉を上げ、視線を注いでくる。

「この中央修道会に、猊下はテン・コミュニオンを設立なさいました。凝こり固まった因習にはとらわれず、革新的な方針を打ち出されたと、わたしは感服しています」

「だから、何かね？」

　射抜くようなトリスタンの目が、ベルに二の足を踏ませる。彼を味方に引き入れるには、禁忌を破って『黙もく示し録ろく』に触れたことを告白するよりない。自分がアイギスの真実を知っていることを伝えなければ、話にならないのだ。だが、それは同時に大きな勝負に出ることを意味している。一つ間違えば、彼に告発され、どんな目に遭わされるかわかったものではない。

　心臓がバクバクと音を立てるなか、ベルは勇気を総動員させた。

「──猊下は、このアーモロートの社会をどう思われていますか？　真実を隠いん蔽ぺいし、世界を欺き続ける教会の姿を、猊下は正しいとお考えでしょうか？」

　緊きん張ちようするベルとは裏腹に、トリスタンは素っ気なくあしらう素振りを見せる。

「何が言いたいのか理解に苦しむな。断っておくが、君と社会正義の押し問答をしているほど、私は暇ではないのだよ」

「……でしたら言い直します。アイギスは身代わりの盾です。人体に組み込まれた[image: α]型のアイギス機関が、レプトイドに組み込まれた[image: β]型のアイギス機関に損傷を伝送することで、人類社会は護まもられています。この忌まわしい事実を、猊下はどうお考えになられているのですか？」

　沈ちん黙もくが降りた。頑かたくなな態度で、ベルはトリスタンを見つめる。とぼけさせてなるものか。こちらは、覚悟を固めてストレートな発言に踏み切ったのだから。

「……なるほど、やはり君はあの事件の折に、『黙もく示し録ろく』を紐ひも解といたということか？」

「はい」

「そんなことが許されるとでも思っているのかね？」

　ベルは口を結んだ。

『黙示録』の禁断の知識を得ることでしか、バリアクラッカーに対抗する術すべがなかった。ミューを救うことはできなかった。もっともな理由はいくらでもある。しかし同時に、抑えきれない好奇心がベルの中にあったことも事実なのだ。だから、ベルは自分を正当化しない。

「どうやら、己のしでかしたことを理解できているようだな」

「……はぐらかさないでください」

「なに？」

「今度はわたしがこう言う番です。──わたしの質問に答えてください！」

　ぴりぴりとした不ふ穏おんな空気が執務室に張り詰める。トリスタンは、悠楊迫らぬ態度だった。

「いいだろう。だが、私から意見を聞き出す前に、自分の主張を述べてはどうかね？　君が考えるこの街のあるべき姿とは、教会が成すべきこととは、一体何か？」

　両者は、真っ直すぐに視線を交こう錯さくさせた。

　どこまでも食えない男だとベルは思う。まずは、そっちの意見を聞かせろと彼は言う。それは、後出しの権利を要求するようなものだ。すでにフェアではない。

　大方こちらが本心を晒さらすかどうか、揺さぶりをかけているのだろう。それも、トリスタンはまったくリスクを負うことなく。

　卑ひ怯きような駆け引きを仕掛けられ、思わず躊躇ためらってしまう。しかし、ここで引き下がってしまっては、いつまで経たってもこの男を味方にすることなどできない。ベルは腹を括くくった。

「教会はレプトイドの異端認定を取り消し、彼らを街に受け入れるべきです」

「それは、ナレシュ・バスカヴィルの影えい響きようかね？」

「いいえ、違います。確かに兄は、アイギス機関の通信機能を断絶し、アイギスの機能破は壊かいを目的としていました。でもわたしは、そうすることが正しいとは思っていません」

「ならば、君の正しさとは何だ？　審しん問もん官かんの君なら、レプトイドがどれだけ野蛮で危険な生き物か知っていよう。そんな連中を街に受け入れ、その先はどうする？」

「時期を計って、アイギスの真実を公表すべきだと思います。そうすれば、きっと皆が考え、アーモロートは変わってゆきます。本当の意味で、人間とレプトイドが共存する社会が実現できるはずです」

　胸の中にしまっていた偽らざる理想を、装飾なく一気に吐き出した。繕つくろった台詞せりふでは、すぐに見透かされてしまうに違いない。ならば、本音でぶつかるよりないではないか。

　トリスタンは、そっと目を閉じると、こともなげに毒突いた。

「なるほど、小娘の発想らしい夢物語だな」

　ぐっと、ベルは奥歯を嚙かみ締しめる。

「君はそれでも秩序の番人かね？」

「……そう自覚しています」

「ならば、そのような考えは改めたまえ。君はタルタロスを甘く見すぎている。無む闇やみに青銅の門を取り除くような真似まねをすれば、理想郷は地獄に侵食されるだろう。そして、君が描く未来には、街を守る聖せい盾じゆん教きよう会かいは存在しない」

「え？」

「アイギスの真実を公表するということは、教会を完全に崩ほう壊かいさせるということだ。我々は淘とう汰たされるべき悪に貶おとしめられることだろう。そして、アーモロートは無法の街と化す」

　ベルは言葉もなかった。確かにアイギスの真実を公表すれば、聖盾教会は今のままではいられなくなるだろう。だからこそ、教会には正しい姿になってもらいたいと願ったのだ。しかし、トリスタンはそう受け取っていない。

「私は改革者であっても、背教者ではない。これが先程君の求めていた答えだ。満足かね？」

「猊げい下か、わたしはそのようなつもりで言ったのではありません！」

「では、どういう意図での発言かね？　無知ゆえの妄言か、それとも心得ていながらあえて私を惑わそうとしているのか……」

「惑わすだなんて、そんなこと！」

「ならば、どうして君はそこまで危うい思想を口にできるのかね？　煉れん獄ごくの鍵かぎが、誰だれに対しても容赦なく開かれることくらいはわかっていよう。それなのに、なぜ清めの火を恐れない？」

　トリスタンが探るようにベルを凝ぎよう視ししている。この男は、自分に何を尋ねているのだろうか。

「あの、それは一体どういう──」

　聞き返そうとして、ベルは言葉を吞のみ込んだ。

　なんという敵意に満ちた目を向けてくるのだろうか。とても質問が許されるような雰囲気ではない。ベルは、とんと見当がつかないまま、黙だまり込むしかなかった。

　沈ちん黙もくから読み取れるものはないと判断したのか、トリスタンは投げやりな口調で言い放つ。

「──もういい。どちらにしろ、君は『黙もく示し録ろく』に触れるには未熟すぎたようだな」

　舌ぜつ鋒ぽうはいつになく激しかった。足元がぐらぐらする。ベルの心は、この男の言葉の刃やいばでズタズタに切り刻まれていた。

「理想を語る前に覚えておきたまえ。すべての人が幸福になることはできない。だが、すべての人が不幸になることはできるのだよ」

　トリスタンは顎あごでしゃくって、扉を指し示す。退室しろということだろう。

　悔しさのあまり、ぎゅっと握った拳が震ふるえる。一体何がここまで悔しいのだろうか。トリスタンに言い負かされたことだろうか。……いや、違う。自分の浅はかさが悔しくてしょうがないのだ。いとも容易たやすく理想を折られてしまう浅はかさが。このままでは何のために教会に残り、兄の最期を見届けようと決心したのかわからなくなる。

　唇を歪ゆがめながらも、ベルは礼れい儀ぎ正しく一礼した。扉を開けて廊下へ出ると、零こぼれ落ちそうな涙を堪こらえる。こんなことで負けてたまるか。

　早くこの場を立ち去ろうと足早に廊下を進むベルは、ふいに曲がり角から現れた背の高い修道女とぶつかりそうになってしまう。

　幸い、お互いに衝しよう突とつは免れたが、修道女は手にしていた書類の束を床にぶちまけてしまった。

「あちゃ～、やっちゃったわ……」

　修道女は額に掌てのひらを当てて、全身で残念な心情を表現していた。

「ご、ごめんなさい。わたしの不注意です。考え事をしていて……」

　ベルは謝罪とともに、落ちた紙を拾い集めてゆく。

「あ、ううん。こっちこそゴメンね。拾ってくれて助かるわ」

　あっけらかんとした調子で、修道女は拝むような仕草を見せた。一いち瞥べつしたところ、ベルより十ばかり年上だろうか、端正な顔立ちで中性的な印象を受けるスマートな女性だ。

　ベルが拾い集めた物の大半は、事務的な書類のようだったが、なかには列車の切符も混ざっていた。これらを揃そろえて、彼女に手渡す。

「拾わせちゃって悪かったね。シスター・ベルヘルミナ」

「え？　わたしのこと、ご存知なのですか？」

「ええ、もちろん。私はマイユール広場の警備で、あなたの班に配属されることになった審しん問もん官かんのケイシーよ。よろしくね」

　なるほどと、ベルは得心した。

「失礼しました、シスター・ケイシー。こちらこそ、よろしくお願いします」

　ケイシーと名乗った審問官は、笑顔を作ると、ひらひらと手を振りながら廊下の奥へと歩み去ってしまった。気のせいかもしれないが、ベルはなんとなく軽んじられているような感じがしてしまった。

　それに、彼女が向かった廊下の先は枢すう機き卿きよう執務室である。班長のベルではなく、直接トリスタンに用事でもあるのだろうか。もしや、若じやく輩はい者ものでは頼たよりないと思われてしまったのかもしれない。そんな根拠のない不安が胸をよぎってしまう。

　先程のトリスタンの[image: 叱]しつ責せきのせいで、ベルは自信を失いかけていた。なにしろ、彼の言うように、自分の未熟さは重々承知していたからだ。それを伸びしろと捉えるかどうかは、個人の問題である。残念ながら、少なくともトリスタンは自分を評価してはいなかったが。

　そう考えると、ベルはどこか釈然としなかった。ならばなぜ、彼はテン・コミュニオンの席を自分に与えたりしたのだろうか。

　それだけではない。どうにもトリスタンの言動には引っかかる。彼が口走った〝煉れん獄ごくの鍵かぎ〟という言葉が、不ふ穏おんな残ざん響きようとなって、ずっと耳にこびりついているかのようだった。
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　マイユール広場は、バルコニーが設けられた三階建ての建物に囲まれながらも、実に広々とした憩いこいの場である。モダン的な美しい景観が最大の魅み力りよくといえよう。なかでも、広場に面した煉れん瓦が造りの塔には鐘しよう楼ろうが設置され、この地域のシンボルとなっている。

　ここでは定期的に中ちゆう央おう区く最大の市場が開かれ、オープン・テラスのカフェや商店が軒を連ねるため、老若男女を問わず、訪れる者が後を絶たない。

　快晴の日であれば、抜けるような澄すみ切った空の青と、文化の香りが漂う空間が、まるで絵画のような景色を描き出すことだろう。しかし生憎と、今日の天気も曇どん天てんだ。

　また、この広場を語る上で欠かせない事柄がある。歴史的にも重要な祭典や大々的な見世物サーカスが、この広場で行なわれることが多いのだ。これから実施されるレプトイド王レトリック・メリアドクの火ひ焙あぶりも、事例の一つとして歴史の記録に刻まれることになるだろう。

　そうした歴史の一ページを共有せんと、現在マイユール広場には、敷しき地ちを埋め尽くさんばかりの人だかりが押しかけていた。ベルがざっと見渡してみても、観衆の数は一万以上……いや、二万を上回っているように思える。

　長い鎖くさりを引いて民間人の立ち入りを制限しているが、その楔くさびすら今にも弾はじけ飛んでしまいそうな盛り上がり方だ。

　これだけ膨ふくれ上がった群衆を見ていると、いつぞやのトリスタンの不ふ謹きん慎しんな発言が想起される。皆、絶対的な安全を取り戻す瞬しゆん間かんを見たいものだと、彼は言った。確かに、ナレシュの──いや、バリアクラッカーの死は、人類の揺るがぬ優位を奪だつ還かんすることに直結している。

　言いしれぬ嫌悪感が生じたベルは、気を紛らわそうと、相棒のことに思いを巡らせてみた。

　きっとクリカラも、群衆の中にいるのだろう。彼なら、かつての主であるナレシュの最期を見届けようとするはずだ。一体どのような気持ちで、この場に臨んでいるのだろうか。

　そして、ベルに至っては彼以上に複雑な心境である。ナレシュに対する感情は、とても簡単には言い表せない。矛盾めいた気持ちすら内包し、常にせめぎ合っているのだ。とても憎くて、大好きで、許せなくて、悲しくて、恐ろしくて、認められなくて、でも救いたくて、そして懐なつかしい、そんな混こん沌とんのような感情。結局、今のベルにできることは、しっかりと兄を見届けてやることなのだろうと思う。そのためにも、己の役目をまっとうしなくてはならない。

「シスター・ベルヘルミナ、定時連絡よ。各審しん問もん官かんの警戒範はん囲いに異常なし」

　ケイシーが、手短な報告を済ませる。

「わかりました。引き続き、周囲に用心してください」

「御み心こころのままに」

　胸に手を添えて一礼をするケイシー。先日会った時は、あっけらかんとした印象を受けた彼女だったが、こうして実際に現場へ赴くと、堅実な姿勢で励んでくれている。きっと根が実直な人なのだろうと、ベルはケイシーという審しん問もん官かんを見直していた。

　また、先日抱いた心配が杞き憂ゆうだったかのように、彼女はベルを若じやく輩はい者ものとして侮るようなことはなかった。だからといって、班長として頼たよりにされているようにも感じない。こうして同じ班で務めていれば、いつかは彼女の信しん頼らいを得られる日がくるのだろうか。

「ああ、それから……」

　すっかり持ち場に戻ったとばかり思っていたケイシーが、すぐに戻ってきた。

「どうしました、シスター・ケイシー？」

「失礼なこと言っちゃうかもしれないけど、この前から顔色が悪いわ。大丈夫？」

「え？」

「疲れてるのなら、正直に言ってね。私にできることなんて限られてるけど、あなたが休息をとる間の代役くらいなら務められるから」

　ベルは感心した。彼女はよく人のことを見ている。このところ張り詰めっぱなしで、神経を尖とがらせていたことを看破されてしまっていたのだ。

「大丈夫です。気にかけていただいて感謝します」

「お互い様よ。あなたには班長として、的確な指示を出してもらわなきゃならないからね。私にできることがあれば、なんでも言って」

　さすがは先輩の審問官である。肩肘を張っていたのが馬鹿馬鹿しくなるくらい、彼女の寛容さに心打たれた。

　ベルが指揮を執るバスカヴィル班には、ケイシーをはじめとして十二名の審問官が割り振られている。班長のベルが最年少のため、なかには快く思っていない者もいるだろう。それでも、ベルは彼らに引け目を感じず、班長としての役割をまっとうしようと努めてきた。しかし、少し気が逸はやりすぎていたのかもしれない。今は焦らずに、先輩方の胸を借りるつもりでいいではないか。

　幸いバスカヴィル班は、今のところ問題を抱えていなかった。これならば、不測の事態が発生しても、万全に対処できるだろう。

　それにしても凄すごい人混みである。ファーベント班やグイドーニス班は大丈夫だろうかと視線を巡らせてみるが、人の壁かべに遮られ、もはやフェイスやシビルの姿は視認できなくなっていた。広場の反対側に位置するハーキュリーズのウェルビルト班と、エリオのフレゴリ班に至っては、メッセンジャーの審問官を通して連絡を取り合うことすら一苦労である。

　ふと、よりいっそう喧けん騒そうが湧き立った。

　視線を転じれば、馬に引かれた一台の檻かん車しやがガラガラと車輪の音を響ひびかせながら、火刑台へと近づいていた。

　馬の嘶いななきとともに檻かん車しやが停とまる。そして、鎖くさりが擦すれる音を立てながら、格子の中から白髪の少年が連行されて降り立った。

　その顔には、相変わらず歪いびつな鉄仮面が張り付いている。

　彼の異様さに観衆がどよめく。不気味な風貌に、一いつ瞬しゆんとはいえ臆おくしてしまったのだろう。

　だが、すぐに観衆の恐怖は別の感情へと塗り替えられた。それは、怒り。憎悪。あるいは加虐心。凄すさまじい負の感情が奔流となって、広場に吹き荒れる。

「人殺し！」

「あいつは、私の息子を殺したのよ！　なぶり殺してやって！」

「人に化けてないで、醜みにくい正体を晒さらしたらどうだ、化け物！　この異端者め！」

「バリアクラッカーも、レプトイドも、異端者どもは一匹残らず駆除だ！」

「駆除！　駆除！　駆除！　駆除！　駆除！　駆除！」

　耳を覆おおいたくなるような罵ば詈り雑ぞう言ごんの合唱に、ベルは必死で耐える。耳を塞ぐわけにはいかない。これが、兄の及んだ殺さつ戮りくの代だい償しようなのだ。自分は妹として、異端審しん問もん官かんとして、この事実を受け止めなくてはならない。

　しかしながらナレシュは、さしたる反応を見せなかった。罵声の雨のなか、ゆっくりとした足取りで薪まきの積まれた火刑台へ向かうと、なすがまま大きな杭くいに鎖で縛しばりつけられてゆく。あの仮面の下で、一体どのような表情を浮かべているのだろうか。
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　──鐘かねが鳴った。

　異端判決宣告式アウト・デ・フエの開始を告げる合図である。

　こうこうと響ひびく鐘の音は、広場に面した鐘しよう楼ろうから発せられたものだ。今にも沸ふつ騰とうしそうだった観衆の熱が、途端に下がってゆく。

　すると、彼らが静まるのを待ち構えていたかのように、よく通る太い声が上がった。

「ごきげんよう、親愛なる神の子らよ。我々は、教皇庁の枢すう機き卿きよう団です」

　声の主は、火刑台の背面頭上に位置するバルコニーに佇たたずんでいた。赤い法衣を纏まとった恰かつ幅ぷくのいい初老の男だ。丸々とした立派な腹部と、眉のない窪くぼんだ双そう眸ぼうが印象的だった。

　バルコニーには、この男の他にも、同じような服装の老人が二人控えている。

「本日は、人類にとって歴史的な一日となるでしょう。皆さんもご存知のとおり、神が我々に与えた福音、それが不可視にて不可侵の盾アイギスです。それがあろうことか、この神の奇跡を侵した不貞の異端者が現れました。神を誹そしり、多くの罪なき人々を殺害したこの忌むべきバリアクラッカーには、断罪をもって臨もうではありませんか」

　肥えた老人の式辞に、拍手が響き渡る。

　喝[image: 采]の渦のなか、ベルは疑問を募らせていた。──おかしい。この式辞はトリスタンが行なう予定になっていたのだ。教皇庁の枢機卿団の三人は、あくまで賓ひん客きやくだったはず。ところが、あろうことかバルコニーにはトリスタンの姿すらない。

　ベルの疑念など露つゆ知らず、枢機卿団の老人は観衆に向かって手を振ると、声を張り上げた。

「これより、異端判決宣告式アウト・デ・フエを執り行なう。レプトイド王レトリック・メリアドクを火刑に処す。その穢けがれし身を灰に帰し、魂は煉れん獄ごくにて清めの火に焼かれよ」

　人々から、割れんばかりの歓かん声せいが湧き起こった。観衆が再び、一気に熱を帯びたのである。

　まさに広場は異常な熱気に取り憑つかれていた。警備にあたっていた審しん問もん官かんの誰だれしもが、群衆の中で起こった僅かな異変に気付くのが遅れてしまったのは、その影えい響きようだろうか。

　悪意の歓声に紛れて、喫きつ驚きようの声が方々で上がっていることをベルが察知した時、すでに群衆を搔かき分けた機敏な人ひと影かげが、いくつも飛び出した後だった。いつの間にか、不審者達たちに規制の鎖くさりを越えられていたのだ。

　疾走する彼らの体が瞬またたく間に盛り上がった。上着を引き裂き、鉛色の頑強な鱗うろこに覆おおわれたグロテスクな巨きよ軀くを曝さらけ出す。窪んだ金色の双眸、荒々しい刃やいばのような鉤かぎ爪づめ。その恐ろしい容貌は、まさに巨大な二足歩行の大おお蜥蜴とかげ──レプトイドだ。

　彼らは人間の姿に擬ぎ態たいして、このタイミングまで隙を窺うかがっていたのだろう。

　数は、九……いや、十だ。彼らの目指す場所は一つ、火刑台のレプトイド王。

「レプトイドです！　拘束してください！」

　直ちにベルは号令を発した。すでに規制の鎖付近に待機していた六名の審問官は出し抜かれ、泡を食っている。数に劣る残りの戦力で、彼らの捨身の突とつ撃げきを食い止めるより他にないようだ。

　レプトイド達たちは、審しん問もん官かん達を翻ほん弄ろうするように散開していた。ならば、こちらも分散して各個体に備えるべきだろう。ベルは、ケイシーをはじめとした班の審問官達に迅速かつ適切に指示を出してゆく。そして、自らも迫りくるレプトイドに狙いを定めると、攻勢に転じた。

「異端審問官ベルヘルミナ・バスカヴィルです。これよりあなた達を異端者とみなし、拘束します！」

　啖たん呵かを切ったベルは、先端に十字架と歯車の付いた槍やり状じようの鉄塊を手に、颯さつ爽そうと広場を駆ける。柄に巻き付いている鎖くさりがしゃららと音を立てた。ベルが握っているこの歪いびつな鉄塊こそ、異端審問官が用いる千変万化の仕掛け道具、トーメント・デバイスだ。

　拘束と審問を目的として作られたこの機械仕掛けの得物で、今までベルは数えきれないほどの異端者を撃破してきた。いくら不調とはいえ、そうそう引けを取るわけがない。

　向かってくるレプトイドが、鋭するどい牙を剝むき出して、身の毛もよだつ咆ほう哮こうを上げた。ベルを怖気おじけづかせ、そのまま突破しようと目もく論ろんだのだろう。しかし、そんなこけおどしは異端審問官には通用しない。

　ベルは走りながら、トーメント・デバイスに巻き付いている鎖分銅を解放した。すると、石突から鎖の尾が出現したようになる。そのままトーメント・デバイスを振り回すと、勢いに乗った鎖が、使い手の体を取り巻くように旋回した。びゅんびゅんと唸うなりを上げて。

　ベルの臨戦態勢が整うや否や、突然レプトイドは身を屈かがめた。そして、持ち前の跳ちよう躍やく力りよくを活いかして、行く手に立ちはだかる審問官の頭上を跳び越えようと試みる。

　しかし、やり過ごそうというレプトイドの魂胆は、ベルの想定内だった。目的が王の奪だつ還かんである以上、審問官との戦いに拘こだわる必要は微み塵じんもない。最善は、必要以上の戦いを避さけ、王を救出することにあるはずだ。そう考えれば、自おのずと相手の行動は予測できる。

　ベルは反動をつけて、トーメント・デバイスの石突を前方に向かって振り下ろす。宙に踊っていた長い鎖分銅は、跳躍したレプトイドを目がけて、一直線に飛来した。まるで、蛇が獲え物ものに咬かみつくように、錘おもりが目標の頭部に炸さく裂れつする。

　この一撃で仕留められるほどレプトイドは甘くない。しかし、出鼻を挫くじくには充分な効果だろう。苦く悶もんの声を上げ、レプトイドが身を捻ねじって落下してきた。これを見逃すベルではない。

　今は非情に徹てつする時だ。ベルは『黙もく示し録ろく』から得た禁断の知識を、この一いつ瞬しゆんだけは忘れるよう努めた。ここで、バリアクラッカーを野に放つわけにはいかない。

　トーメント・デバイスを巧みに操作する。歯車が回転すると、先端部の十字架が左右にスライドし、刺さす股またのような形状へと変形した。

「神妙になさい！」

　レプトイドが落下してきたところを、ベルは気合いを込めてトーメント・デバイスを突き下ろす。しかし、相手の反射神経がそれを上回った。なんとベルの懐ふところに転がり込むように回かい避ひしたのである。これでは間合いが近すぎて、刺さす股また形態のトーメント・デバイスでは対応できない。

　だがベルは怯ひるまなかった。歯を食いしばると、大きく身を反らし、起き上がりかけているレプトイドに力一杯頭突きを叩たたき込んだ。ベルの額に、薄うすい光の花弁が広がる。

　先程、錘おもりの直ちよく撃げきを受けたばかりの頭部に、二撃目の強打がお見み舞まいされたのだ。さしもの大おお蜥蜴とかげも、立て続けに脳を揺さぶられては堪たまらない。ぷつりと糸の切れた人形のように卒倒した。

　周囲から歓かん声せいが上がり、短い口笛が飛び交う。見世物ではないというのに。

　ベルの頭突きは、バリアクラッカーを仕留めてからというもの、嬉うれしくもない定評があった。不本意ながら、観衆はこのような反応をよく見せるのだ。

　気を取り直したベルは、すぐさま周囲の状況を確認する。見れば、ちょうどケイシーがレプトイドの拘束に成功していた。見事な手際だ。他の審しん問もん官かん達たちも奮ふん闘とうし、火刑台への接近を懸けん命めいに阻止している。

　加えて、別の班の審問官達が徐々に駆けつけてくれていた。あの援軍は、グイドーニス班のようだ。シビルが逸いち早はやく騒さわぎに気付いたのだろう。おかげで、数の不利は解消されている。

　始めは虚を衝つかれて肝を冷やしたが、ここまで趨すう勢せいが決まれば首尾よく彼らの奪だつ還かん計画を阻止できるに違いない。ベルは、ほっと息をつく……。

　その瞬しゆん間かんだった。気持ちの間隙を突くように、小さな影かげが宙を跳ぶ。

　まだ終わってなどいなかった。レプトイドや人間を踏ふみ台にしながら、敵味方が入り乱れた戦場を風のように駆け抜けてゆく小さな個体がいるではないか。フードを目深に被かぶり、外がい套とうをすっぽりと着込んでいるため明らかではないが、あの尋常ならざる身体能力は、間違いなくレプトイドのそれだろう。

　気を抜くのが早かった。十一番目の個体がいたのだ。むしろ、この小さな闖ちん入にゆう者しやこそ、王奪還の要ではないだろうか。そう考えると、まんまと囮おとりに引っかかってしまったことになる。

「くっ！」

　短く息を吐くと、ベルは脇目も振らず、疾駆する小柄な個体を目指した。まずい、スピードに大きな差がある。距きよ離りが縮まるどころか、このままでは離はなされてしまう。ならば──。

　ベルはトーメント・デバイスを大きく振りかぶり勢いをつけると、振り抜きながら鎖くさり分銅の連結部を外した。遠心力で円えん盤ばんのように回転する鎖分銅が、容赦なく異端者に迫る。小さな体では、これを受ければ一ひと溜たまりもないだろう。

　ところが、解き放たれた鎖の使者が目標を捕らえることはなかった。驚おどろくべき反射速度を発揮した小さな個体は、身を翻ひるがえして避よけてみせたのだ。

「なんて奴やつ……！」

　勝負はつけられなかったものの、これで相手のスピードは完全に殺した。ベルは、この隙に一気に間合いを詰める。このレプトイドは、体が小さくてすばしっこいぶん、膂りよ力りよくは弱いと踏んで間違いない。接近戦に持ち込めれば、決して逃がさない自信があった。

　ところが、ベルの目算は再び狂わされる。フードの奥から紅ぐ蓮れんの炎が放たれ、ベルの視界を覆おおったのだ。咄とつ嗟さに脇へと飛び退き、辛くも炎の魔ま手しゆから逃れる。

　アイギスを持つベルは、たとえ炎に焼かれても、火傷やけどすら負うことはないが、ウィンプルや修道服に引火すれば事である。火と煙で、視界が閉ざされてしまうだろう。

「こいつ、サラマンダーだったなんて……」

　教会が危険度レベル２にカテゴライズした、炎を吐くレプトイド、通称サラマンダー。数こそ少ないが、一般のレプトイドよりも審しん問もん官かんの脅威となる存在だ。アーモロートでは火災が多く、その原因の大半がサラマンダーの仕業と見なされていることからも、教会に疎まれている種である。

　不意を衝つかれた炎の息で、ベルは行動を阻害されたが、距きよ離りが開いたわけではない。肉にく薄はくこそ叶かなわなかったが、一足一刀の間合いに持ち込めている。まだチャンスは続いているのだ。

　ベルは、刺さす股またの形状をとっているトーメント・デバイスを握り締しめると、これを突き、振るい、果敢に攻めた。だが、驚きよう異い的てきな動きを披ひ露ろうするサラマンダーに、渾こん身しんの連続攻こう撃げきが次々と避よけられてしまう。これまでベルは、力任せの大柄なレプトイドと渡り合ってきたため、このサラマンダーのようなタイプは不慣れな敵だった。

　軽業を得意とするエリオ・フレゴリなら、こうした俊敏な相手にも上手に渡り合うだろう。ならば、ベルだって彼と同じテン・コミュニオンの異端審問官である。不慣れな敵だからといって、引けを取るわけにはいかない。

　何度避けられようとも、ベルは攻撃の手を緩ゆるめなかった。炎を吐く猶予を与えるつもりはない。単純な戦術だったが、これが功を奏し、じわりじわりとサラマンダーを追い込んでゆく。

　何度目の刺突だろうか、トーメント・デバイスがサラマンダーの頰ほおをかすり、フードを引き裂いた。破れた布が風に舞まい、サラマンダーの素顔が露あらわになる。

　真紅の美しい鱗うろこ、やや大きめの頭部。そして、つぶらで愛らしい瞳ひとみ。それは、ベルが毒気を抜かれるには充分な容姿だった。

　子供……。間違いない。このサラマンダーは、レプトイドの幼体だ。

　ベルは驚おどろきを禁じ得なかった。レプトイドの幼体を見るのは初めてだったのだ。成体とは違い、なんとも可か愛わいらしい姿をしている。




　──自分は、この子供を叩たたきのめして拘束しようとしていたのか。




　いつの間にか、ベルはトーメント・デバイスを握ったまま、動きを止めていた。己にかけた暗示が解けてしまっていることを、否応なく自覚する。もはや、非情に徹てつした異端審問官は姿を消し、一人の悩める仔こ羊ひつじがここにいるだけだ。

「ベルヘルミナ、伏せなさい！」

　出し抜けに大声をかけられ、ベルは我に返った。

　見れば、駆けつけてきたシビルが、トーメント・デバイスをマスケット形態に変形させ、こちらに銃口を向けていた。彼女の狙いは、無論サラマンダーだ。

　サラマンダーは、攻こう撃げきの手を止めたベルに当惑したのだろう。一いつ瞬しゆん、反応が遅れた。今さら動いたところで、腕利きのシビルの照準から逃れることはできない。

　ベルの心臓が大きく脈打つ。全身から嫌な汗が噴ふき出し、頭が真っ白になっていった。

　シビルが、引き金にかけた指に力を込める。

「ダメ！」

　反射的に体が動いた。

　銃声が鳴り止やんだ時には、修道服の肩口が弾はじけ飛び、黒い布ふ片へんが宙を舞まっていた。

　大きく両腕を開いたベルの左肩には、淡い光の花が咲いている。この状況でのアイギスの発動、それが意味することは一つしかない。

「なにやってんのよ、あんた!!」

　目を血走らせて、シビルが激怒した。

　ベルは、自分の無意識下の行動が信じられなかった。弁解するでもなく、蒼そう白はくとなったまま目を泳がせている。

「え……わたし、今？」

「あんた、上に密告されても文句言えないわよ。自分のしでかしたことが、わかって──」

　激げき憤ふんに駆られたシビルの[image: 叱]しつ責せきは、唐突に搔かき消された。

　突如、轟ごう音おんを伴う激しい振動が広場を襲おそったのである。瞬間的に熱風が生じ、咄とつ嗟さにベルは目を半眼にした。視界の端に映ったオープン・テラスから、黒煙の柱が立ち昇っている。赤い炎に包まれて燃えているのは、吹き飛ばされたテーブルか椅子の残ざん骸がいだろう。

　──爆ばく発はつだ。

　ベルは混乱する頭で、そう認識した。この広場でたった今、何かが爆発したのだ。

　人々から驚きよう愕がくの声が上がる。いかにアイギスに護まもられた民とはいえ、自分が傷つかないとわかっていても、付近で爆音が轟とどろけば狼狽うろたえないはずがない。

　事故だろうか、それともこの幼体の仕業なのだろうか。ベルは振り返り、小さなサラマンダーの様子を確認しようとする──が、そこにはもう誰だれの姿もなかった。

　ベルは血の気が失うせた。なんということだろう、動揺の隙を突かれてしまった。

　再び、大だい音おん響きようが広場を揺るがす。閃せん光こうが駆け抜け、濃のう灰かい色しよくの煤すすと煙が勢いよく吐き出された。一度では終わらない。また一度、また一度と、広場のあちこちで立て続けに爆炎が巻き起こり、人々に襲いかかった。あちらこちらでアイギスの光が咲き乱れる。

　衝しよう撃げきによって粉砕されたガラスが、けたたましく破片を雨のように降らせた。広場に面する建物は半はん壊かいし、炎に蹂じゆう躙りんされてゆく。蔓まん延えんした煤で、すっかり視界も奪われてしまった。

　これは人為的に引き起こされた爆ばく発はつに違いないと、ベルは確信した。見計らったかのような連続性もさることながら、瞬しゆん時じにここまでの火災に至るためには、爆発物の火薬量を調整しなければ不可能だ。単なる爆発事故では、そうそうこうはならない。

「けほっ、今度はなによ？　これも連中の仕業？」

　煤すすを吸い込んでしまったのか、シビルが顔をしかめて咽むせている。

　はたと気付いて、ベルは火刑台に意識を向けた。この爆発騒さわぎもレプトイドによるものだとすれば、この機に乗じない手はないだろう。

　もうもうと立ち込める粉ふん塵じんのなか目を凝こらすと、ナレシュは再び檻かん車しやへと連れ戻されていた。おそらく、教皇庁の枢すう機き卿きよう団が迅速な指示を出したのだろう。

　ナレシュを奪だつ還かんされるという最悪のシナリオは、どうやら回かい避ひできたようである。

　ベルは安あん堵どの息を漏らし、他に異状はないか周囲を窺うかがってみる。すると、こちらに向かってよたよたと歩み寄ってくる修道女に目がいった。あの長身の女性は、ケイシーだ。

　それにしても、彼女の様子があまりにもおかしかった。両手で喉のあたりを押さえ、苦しそうに顔を歪ゆがめている。蹌そう踉ろうとした足取りで、まるで助けを乞うかのようにこちらを見ていた。

　尋常ではない異変を察したベルは、慌てて彼女に近づく。

「シスター・ケイシー、どうしたの──」

　その問い掛けが終わらぬうちに、ケイシーは悲痛な呻うめき声を上げて仰のけ反った。すると、彼女の目から、鼻から、口から、耳から、紅あかい炎が勢いよく噴ふき上がる。

「──えっ!?」

　あまりにも衝しよう撃げき的てきな出来事に目を奪われていると、生まれ出た焰ほむらは、そのまま彼女の体を吞のみ込んでいった。

「離はなれなさい、ベルヘルミナ！」

　悲鳴に近いシビルの呼び声で、ベルは我を取り戻した。尻しり餅もちをついてケイシーから距きよ離りをとる。

「あああああああああああああああああ！」

　業火に包まれた審しん問もん官かんは、取り憑つかれたように絶叫し、のたうち回る。それは命の最後の力を振るい、さながら踊り狂っているかに見えた。しかし踊り子はすぐに力尽きると、膝ひざからどうっと崩れ落ちてゆく。

　そこにあるのは、もはや人の形をした黒焦げの肉塊だった。ぶすぶすと残り火を纏まとい、異臭を撒まき散らしている。

　人だかりから絹を裂くような悲鳴が上がった。そちらを見れば、群衆の波が割れており、紅い火に纏まつわり付かれた人ひと影かげが、ケイシーと同じく死と炎の演えん舞ぶを披ひ露ろうしているではないか。

　ベルは目を疑った。シビルも信じられないとばかりに愕がく然ぜんとしている。

　まさに異常にして異様な光景だった。爆発で生じた炎が引火して体を焼いているのだろうか。いや、そんなことあるわけがない。人類を護まもるアイギスが、それを許すわけがないのだ。

　こんなこと、起こるはずがないのである。ナレシュの姿ならつい先程確認したばかりだ。彼は鉄仮面を外されていた様子もないし、檻かん車しやに押し込まれている。このような惨事を引き起こせるわけがない。いや、仮に彼が自由の身であったとしても、アイギスに護られた人間を燃やすことなど、バリアクラッカーとはいえ可能とは思えなかった。

　人間が最も恐れるのは未知である。得体の知れない脅威は、一ヶ月前の恐怖を否が応でも人々の記き憶おくの底から引きずり出したに違いない。すぐさま広場はパニックに陥った。命の危機に直面し、剝むき出しになった彼らの本能が恐慌を加速させる。

　色めき立った群衆は、血を吐くような叫び声を上げて、蜘蛛くもの子を散らすように逃げ惑った。皆が我先にと、他人を押しのけ、踏ふみ台にして広場から少しでも離はなれようと試みる。

　さしもの審しん問もん官かん達たちでさえ、この状況では正常な意識を保つことは難しかった。もちろん、ベルとてその例に漏れない。

　炎に包まれたケイシーの姿は、まるで清めの火に焼かれる原初の魔ま女じよのように感じられた。堕落を戒める教義が、今こうして再現されている。

　監かん獄ごくでの兄の警告が思い起こされ、警けい鐘しようを鳴らすかのように胸の中で響ひびき始めた。




　──せいぜい、清めの火に焼かれないよう気を付けることだね。













[image: 第四章]







　中央修道会の会議室で、煤すすまみれのベルは直立していた。

　ようやくマイユール広場の消火活動を終えたというのに、待っていたのは労ねぎらいなどではなかったのである。

　ベルを取り囲むように、ハーキュリーズ、エリオ、シビルが列席し、中央には赤い法衣に身を包んだ三人の老人がどっかりと腰を落としている。

　室内に緊きん張ちようの糸が張り詰めるなか、ノックがしたかと思うと、フェイスが入室してきた。

「お待たせしました。第一席オーダー・ワンより腕木通信テレグラフによるメッセージが届きました」

　彼女が手にしている紙は、通信文に違いない。

　腕木通信テレグラフは、聖せい盾じゆん教きよう会かいが誇る大規模な通信網だ。その通信範はん囲いはアーモロート全土を網もう羅らし、修道院をはじめとした教会施設の連絡手段として重宝されている。教会施設付近の高台、あるいは施設自体の高所に通信基地が設けられており、基地に設置してある巨大な腕木の形状をいくつもの記号に変化させ、それを他の基地から望遠鏡で読み取ることで、通信基地の間をバケツリレー式に情報伝達してゆく仕組みなのだ。この腕木が示す記号にはそれぞれ意味があり、定められた復号方法に従ってメッセージに変換することで、一連のプロセスは終了する。

「青銅の門の調査団からは何と言ってきている？　彼らは、こっちに向かっているのか？」

　ハーキュリーズが期待に満ちた態度でフェイスを迎え入れる。しかし、歓かん迎げいされた美女は、ことさら浮かない顔で通信文を開いた。

「それが……青銅の門にレプトイドの小規模な群れが断続的に押しかけ、第一席オーダー・ワン以下、審しん問もん官かん達たちは依然として交戦中とのことです」

「むう、彼らはしばらく戻ってこられないかもしれないな。では、アルマース枢すう機き卿きようは？」

「残念ながら、行方知れずです」

「……そうか。あの御方に限って、もしものことはないと思うが」

　ハーキュリーズが珍しく落胆の色を窺うかがわせる。盟主と上位席の不在により、第三席オーダー・スリーの彼の双肩にかかる責任感とプレッシャーは相当なものだろう。それに、まず彼が取りかからねばならないのが仲間の裁定なのだから、心が重くなるのも仕方がない。

　そう、これから始まるのはベルの査問会である。マイユール広場でサラマンダーの幼体を庇かばったことが、上に報告されたようだ。シビルによる密告か、あるいは目もく撃げきした他の審問官による密告なのかはわからない。どちらにしろ、際どい立場であることだけは確かだ。

「さて、シスター・ベルヘルミナ。君は、これから尋ねられることが、どんな不都合な問いであっても、神に誓って噓うそを口にしてはいけない。正直に、フェアな精神で臨んでもらいたい」

　ハーキュリーズが、毅き然ぜんとした態度で切り出した。彼の言い回しはどこか押しつけがましく、肉体派の気質を窺わせる節がある。以前シビルが、暑苦しいと愚痴を零こぼしていたことがあるが、実際にこうしていると彼女の気持ちが少しだけ理解できた。

「承知しています。ブラザー・ハーキュリーズ」

　ベルが答えると、彼は白い歯を見せて微笑ほほえんだ。

「ナイス・ガッツだ。本日は幸いにも教皇庁の枢機卿団の方々がいらっしゃっている。せっかくの機会なので、見届け人をお願いした」

　中央の三つの席に座る老人達が、横柄な態度でこちらに目を向けてくる。

　ベルは、教皇庁の人間とほとんど面識がなかった。そもそも教皇庁は閉へい鎖さ的てきな傾向が強く、その全体像や、庁を構成する聖職者のことを開示していないのだからしょうがない。だが、ハーキュリーズは違うようだ。さすがにベテランの審問官ということもあって顔が広い。

　異端判決宣告式アウト・デ・フエで式辞を述べた恰かつ幅ぷくのいい老人が、親しげにハーキュリーズに話しかける。

「ブラザー・ハーキュリーズ、見届け人として、一つ提案があるのですが宜よろしいかな」

「なんなりと」

「今は、アルマース枢機卿が不在なうえ、第一席オーダー・ワンは青銅の門で足止めされています。そこで、この査問会を円滑に進めるためにも、この場に参席させたい人物がいるのですよ」

「それは、一体どなたですか？」

「すでに、この部屋の前まで来てもらっています。さあ、お入りなさい」

　老人が扉に向かって声をかけると、法衣を纏まとった大柄な男が会議室に入ってきた。

「そんな……！」

　ベルは絶句した。

　扉を潜くぐって現れたのは、ベルと因いん縁ねん浅からぬ人物だった。司教ディミアン・グイドーニス。かつて、ベルを散々苦しめた男だ。

　衝しよう撃げきを受けたのはベルばかりではない。彼の養女であるシビルも、寝耳に水とばかりに目を皿のようにしている。

　枢すう機き卿きよう団の老人達たちは、にこやかに彼を迎えると、他の審しん問もん官かんの顔ぶれを一人一人見渡した。

「彼の紹介は必要ありませんね。今は不測の事態です。第二席オーダー・ツーに復帰してもらうよりありますまい。優秀な人材を眠らせておくのは惜しいですからね。復帰早々心苦しくはありますが、彼にシスター・ベルヘルミナの査問に取りかかっていただいてはどうですかな？」

　意外な人物の登場に、どうしたものかとハーキュリーズ達は顔を見合わせている。

　彼らの戸惑いを解消するべく、丸い顔の枢機卿が説明を加えた。

「心配には及びません。もちろんグイドーニス司教の出仕禁止は、本時刻をもって解かれています。これは教皇庁の決定事項です」

　ハーキュリーズは納得のいった様子だった。笑みを浮かべて、ディミアンに握手を求める。

「そうでしたか。それはおめでとうございますグイドーニス司教。これからも、テン・コミュニオンに席を置く者同士、力を合わせて頑張りましょう」

「ええ」

　ディミアンがそれに応えた。笑顔を作っているが、腹の底はわかったものではない。

「ではグイドーニス司教、早速ですがシスター・ベルヘルミナの査問をお願いできますか？」

「心得ています」

　ディミアンの力強い一言に、教皇庁の枢機卿達は満足そうに頷うなずき合っている。

「よかった、よかった。これで我々も安心して教皇庁に帰れますよ」

「まったくです。もしグイドーニス司教に断わられてしまったら、この年寄りが見本をお見せすることになったやもしれませんからな」

「おやおや、そうなっては大変ですぞ。若い娘の相手をするのは老体には堪こたえますからな」

　腹を揺らして、老人達が下品な笑い声を上げた。ベルには、何が可笑おかしいのか理解できなかったが、自分が馬鹿にされたことだけは、なんとなくわかる。

「では査問を開始する」

　ディミアンが、仇かたきでも見るような剣幕でこちらを睨ねめ付つけてきた。その怒気に、ベルは気け圧おされそうになる。

「シスター・ベルヘルミナ、おまえは本日マイユール広場において、サラマンダーの幼体に向かって発砲したシスター・シビルを妨害した。間違いないな？」

「……はい、間違いありません」

　ベルは正直に答える。

「目もく撃げき談によれば、おまえは彼女のトーメント・デバイスの射線上に飛び出したというではないか。味方のはずのおまえが、なぜそんなことをした？」

「それは……」

「どうした、聞こえないぞ？　さあ、はっきりと答えなさい。私は、おまえに異端のおそれがあるかどうか、判断しなければならないのだからな」

　彼の難詰は凄すさまじかった。同じ修道会の聖職者に対して行なっているとはとても思えない。迂う闊かつなことを口走れば一貫の終わり。この男は、問答無用で異端者のレッテルを再びベルに貼り付けにかかるだろう。そうなればアイギスがあろうとも、危険な思想を持った異端の徒として裁かれてもおかしくない。

「もう一度訊きこう。なぜ飛び出した？」

　ベルは口くち籠ごもってしまう。先日も、同じようにしてトリスタンに追い込まれたばかりだ。どうして自分は、詰問されると上手うまい言い訳ができないのだろうか。

　唇を嚙かむベルに、思わぬところから助け船が出た。

「お義父とう様……いえ、グイドーニス司教。それには語ご弊へいがあります」

　シビルが口を挟んだ。丁寧な介入である。ベルと話す時のような悪態めいた口調ではなく、良家の令れい嬢じようとしての言葉遣いで、日頃から彼女は義父に接しているのだろう。

「シスター・ベルヘルミナは、始めからトーメント・デバイスの射線上にいました。彼女は、伏せろというあたしの忠告を無視したにすぎません。彼女の過失は、その一点に尽きます」

「ほう……。では、なぜ忠告を無視したのだ？」

「今に始まったことではありません。あたしと彼女は折り合いが悪いのです。大方、嫌いな相手の言うことに耳を貸すつもりがなかったのでしょう」

　額に汗を浮かべてシビルは証言している。いや、もしかして庇かばってくれているのだろうか。

「シスター・シビル、私は君に尋ねているのではないのだがな」

「出すぎたことを失礼しました。これ以上、女同士の粗末ないざこざで、皆さんを煩わせたくなかったものですから」

「いざこざ、か。今回の一件は、君と彼女の間でのトラブルということかね？」

「他に考えようがありません」

　シビルは、しれっとしながら、肩にかかった髪を搔かき上げた。ベルと目が合うと、歯を剝むき出して威い嚇かくしてくる。彼女のこうした仕草や言動は、現在議題に挙げられていることが本当にくだらないことなのだと、周囲に印象づける役割を果たしているかのようだった。

　ディミアンは少しの間考え込むと、再びベルへと矛先を向ける。

「シスター・シビルの言うことは確かなのか？」

　ベルは、心のなかで神に謝罪した。己の真意を隠すことへの謝罪を。

「はい。ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　深々と頭を下げるベル。ディミアンは眉を寄せて、蔑むように見下ろしてきた。

「わかった、もういい。ただし、この失態は不問というわけにはいかん。許しがあるまで、おまえのテン・コミュニオンへの参席権を凍結する。異論はないだろうな？」

　追及は免れないと覚悟してはいたものの、やはりディミアン・グイドーニスでは相手が悪すぎた。これでは教皇庁への出仕どころか、中央修道会への具申すらままならない。しかし、投獄や謹きん慎しん処分になることを考えれば、ベルはこの条件を吞のむよりなかった。

「……はい」

　ディミアンが頰ほおを歪ゆがませた。露ろ骨こつな嘲あざけりの視線を向けてくる。今度はおまえが爪つま弾はじきにされる番だと、言わんばかりだ。

　ベルは歯は痒がゆく思いながらも、この落としどころで承しよう諾だくせざるを得なかった。ここで蒸し返したら、シビルのまさかの厚意を無下にしてしまうことになる。

「ならば、すぐに出ていきなさい」

　悔しさを堪こらえながら、ベルは会議室から退室する。

　扉を閉める時、心配そうにこちらを覗のぞき込むフェイスと目が合った。いたずらに気を病ませぬよう微笑ほほえんで扉を閉めたが、当然ベルの胸中は穏おだやかではない。

　なにしろ、今はテン・コミュニオンで確認したい事柄が山ほどあった。マイユール広場での爆ばく発はつと、人体発火現象は一体何だったのか。トリスタンはどうして姿を見せないのか。サラマンダーの幼体はどこへ消えたのか。そして……レプトイド王の処刑は結局どうなったのか。

　このまま大人しく引き下がってしまったら、これらの情報をいつ得られるかわかったものではない。それに、ディミアン・グイドーニスには、これまでにも嫌というほど追い詰められたことがあったのだ。そう何度も無力化されてたまるものか。




　見習い修道士達たちが、燭しよく台だいに灯をともしながら修道院の廊下を巡っている。

　すっかり日暮れの刻限のようだ。今日は一日中、空は厚い雲に覆おおわれていたため、ベルは今一つ時間の感覚が摑つかめずにいた。薄うす闇やみが満ち始めた修道院のラウンジにも、仄ほのかな橙だいだい色いろの光源がぽつりぽつりと息づき始める。まるで夜気の迫りを暗示しているかのように。

　会議室を追い出されてから、ずいぶん時間が経過していた。それでもベルは、こうして辛抱強くラウンジの長椅子に腰かけ、時期の到来を待っている。

　そして、ベルの根気はようやく報われることになった。栗くり色いろの癖くせ毛げをした小柄な修道女が、廊下を通りかかったのだ。ようやく会議は閉幕となったようである。

「待って、シスター・シビル！」

　ベルは、小さな背中に呼びかける。

　シビルは足を止めると、煩わしそうに振り返った。

「なに？　あんた、まだいたの？」

　つっけんどんな調子だが、ベルはさして気にしない。まず、なによりも彼女に言っておかなければならないことがあるのだ。

「あの……。さっきは、ありがとう」

　気色が悪そうに、シビルの唇がひん曲がった。

「はあ？　やめてくんない。あんたに殊勝にされると不気味だわ。そんなくだらない話だったら、遠えん慮りよさせてもらうわよ。負け犬にお礼なんて言われても、嬉うれしくないから」

「でも！　あなたが、ああ言ってくれなかったら、どうなっていたか……」

「あんたには、サン・フォルス島での屈辱的な借りがある。あのチンピラにもね。あたしは一刻も早くチャラにしたい気分なのよ。だからさっきは、あんたに借りた分を返しただけよ」

「え？」

「いい？　あんたが、またあたしの前に立ちはだかるようなら、次も容赦なく引き金をひいてやる。たとえ、あんたにアイギスがあろうとなかろうと、今度は急所を狙うと誓うわ」

　シビルの声には気迫が宿っている。その言葉に、冗談など微み塵じんも含まれていないのだろう。

　ベルは気け圧おされてしまった。

「ハン、わかったんなら、さっさとウチに帰って泣きべそでもかいてなさいよね」

　憎まれ口を叩たたくと、彼女は大股で立ち去ってしまった。

「あ……」

　結局、シビルを見送ってしまう。お礼のついでに会議の内容を尋ねたかったのだが、やはり彼女が相手では無理があったようだ。

　しかし、シビルの意外な義理堅さには驚おどろかされた。確かにベルとクリカラは、サン・フォルス島での死し闘とうにおいて彼女を窮きゆう地ちから救った。しかしそれは、同じ審しん問もん官かんとして当然の選択であって、彼女がこれを「借り」として感じているとは思いもよらなかったのだ。

「──ほら、やっぱり仲良しじゃないですか」

　突如背後から甘い声がして、ベルは心臓が飛び出しそうになった。

　反射的に振り返ると、黒髪を垂らした美しい修道女が、こちらに微笑ほほえみかけていた。

「シスター・フェイス、驚かさないでください」

「ごめんなさい。なんだか声をかけたら、お邪じや魔ましちゃうかと思いまして」

　どことなく悪戯いたずらっぽい物言いだった。この修道女は、どうしても自分とシビルを仲良しこよしにしたいようだ。

　ベルが反論を飲み込むと、フェイスは柔和な笑みを湛たたえた。

「……会議では、よく我慢しましたね。ご立派でした」

　そうか、彼女は自分を励まそうとしてくれていたのだと、今さらながらベルは思い至った。

「頑張ったシスター・ベルに、ご褒ほう美びの飴あめ玉だまを進呈します」

　そう言って、彼女は紙に包まれたキャンディをベルの手に握らせた。彼女の温ぬくもりが、優しさを伝えてくるようで、感じ入ってしまう。

「あの、いくつか会議のことをお尋ねしてもいいですか？　参席権を凍結されているわたしが、こんなお願いをするとご迷惑かもしれませんけど……」

「迷惑だなんて思いませんよ。なんでも聞いてください」

　ベルは、フェイスに感謝すると、さっそく質問を始める。

「まず、レプトイド王の処刑はどうなったのでしょうか？」

「延期になりましたよ。いつになるかは、未定だそうです」

「そうですか……」

　ベルは、どこかほっとしている自分に気付いた。咄とつ嗟さに頭をブンブンと振り、邪念を追い払おうとする。何を安あん堵どしているのだ。兄の最期を見届けるために、自分はあの場にいたのではなかったのか。あの男が命を長らえたということは、人類にとって圧倒的な脅威が残り続けているということになる。決して喜ばしいことではない。ベルは、そう自身に言い聞かせる。

「シスター・ベル？　大丈夫ですか？」

　フェイスの懸け念ねんの声で、ベルは呼び覚まされた。

「あ、はい、ご心配なく。それでは、レプトイドにしてみれば、王の奪だつ還かんには至らなかったものの、結局処刑を引き延ばせたわけですね」

「そうですね。そういう意味では、彼らの目もく論ろ見みの半分は成功したんじゃないかしら」

「マイユール広場での爆ばく発はつは、レプトイドによる工作だったのでしょうか？」

「そう考えられています。調合された火薬も広場で押収されているから、事故でないことは間違いありません」

　やはり人為的なものだったのか。しかし、レプトイドによる爆破工作だと考えると、いささか違和感も覚える。

「広場で拘束したレプトイド達たちから、爆発物の証言はとれたのでしょうか？」

「それが……。彼らへの審しん問もんでわかったことは、全員が金銭で雇われたはぐれ者のレプトイドだった、ということくらいなんです」

「え？　雇われていたって、誰だれにですか？」

「あのサラマンダーの幼体らしいの。大金を積まれて手を貸したそうですよ」

　ベルは、只ただ者ものではないあの幼体を思い出した。確かに、他のレプトイドはあの幼体を突とつ出しゆつさせるための囮おとりのようだった。彼らの証言が虚偽とは思えない。

　ベルは口くち籠ごもりながら、聞きづらいことをフェイスに尋ねた。

「それで、その……あの幼体の行方は？」

「杳ようとして知れません。名前や素性すらわからないまま。正直、お手上げです」

　フェイスが悔しそうに顔を歪ゆがめた。

　バツが悪いベルは、しゅんとなってしまう。この騒そう動どうの主犯格と思おぼしき個体を、みすみす自分は取り逃したのだ。罪悪感もひとしおである。しかしながら、ここで反省していても埒らちが明かない。今はフェイスの温情に甘えて、できる限りの情報を聞き出すべきだ。

「では、テン・コミュニオンで決定した中央修道会の方針は、人体発火現象の調査を最優先に行なうというものでしょうか？」

「いいえ。そうではありません」

　フェイスの意外な答えに、ベルは首を傾かしげた。

「今、私達たちが最優先にすべきことは、失しつ踪そうしたアルマース枢すう機き卿きようの行方を捜索することです。アルマース枢機卿は、なんらかの事件に巻き込まれている可能性が高いと考えられています。もしかしたら、今日の広場の爆ばく破は事件と何か関係があるかもしれませんから」

　彼女の言うとおり、トリスタンの失踪は爆破事件とタイミングが合致しすぎていた。確かに彼の捜索も優先すべきことだろう。しかし、人体発火の原因究明も重要ではないだろうか。

「それでは、人体発火現象の調査はどうなるのでしょうか？」

「すでにあの人体発火は、爆発による引火だと結論づけられています。調査は行ないません」

「え……？」

　ベルは、フェイスの言ったことに耳を疑った。

「何を言ってるんですか？　引火だなんて、アイギスをどう説明するんですか？　被害者の中には、シスター・ケイシーのように審しん問もん官かんだっていたんですよ？」

「そうですね。十三名の焼死者のうち、四名は異端審問官でした」

「だったら！　アイギスに護まもられた彼らが、焼け死ぬなんてありえな──」

「聞いて!!」

　フェイスは言下に遮った。彼女にしては珍しく、物を言わせぬ迫力だ。

「審問官も含め、死者はすべて異端者だった。彼らは、レプトイド王を救出しようと目もく論ろんで広場に集まったところを誤爆で死亡した。テン・コミュニオンでは、そう論決しています。明朝、このことは教会の正式な発表として市民にも伝えられるはずです」

「そんなこと……！」

　ベルは愕がく然ぜんとしてしまう。あの実直なケイシーが、異端者として葬られるというのか。

　この詭き弁べんの発案者がディミアンなのか、教皇庁の枢機卿団なのかはわからない。だが、少なくともあの会議室にいた全員が、この結論で落ち着いてしまったということは事実だ。納得しているのか、納得していないのかに拘かかわらず。

　レプトイドの体内の器官は、人間とよく似ている。そのため、レプトイドが人間に擬ぎ態たいしたまま死亡すると、本物の人間の死体と見分けがつきにくい。ましてや焼死体ともなれば、現在の解剖学でそれを判別するのは不可能だろう。だからといって、あまりにも強引な理由づけではなかろうか。こんな裁定のせいで、ケイシー達たちの名誉は踏ふみにじられてしまうのだ。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべたベルを見て、フェイスは共感してくれたのだろう。肩に手をかけ、優しく背中を撫なでてくれる。

「こうでもして取り繕つくろわないと、街は大混乱になりますよ。一ヶ月前の異端狩りのような暴挙を、再発させるわけにはいきませんから」

　フェイスもどこか辛つらそうな面持ちを浮かべていた。ベルにだってその事情はわかっている。わかっているが、気け疎うとさが、しこりのように残っているのも事実だ。

　焼死した十三名の被害者が、一様にレプトイドだったとはとても思えない。ならば、原因を徹てつ底てい的てきに調査してこそ、テン・コミュニオンの役割が果たせるはずだ。それなのに、このままでは脅威を放置してしまうことになりかねない。

　この舵かじ取とりは、中央修道会という大船を暗あん礁しようへと誘いざなう致命的な悪手なのではないだろうか。

　ベルの胸に、さざ波のように焦しよう燥そう感かんが押し寄せていた。じわりとじわりと、静かな湖面を揺らすかのように。
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　フェイスに礼を述べ、修道院を後にしたベルは、夜のアーモロートを一路『モーニン』へと向かっていた。

　クリカラの提案で、今夜、情報の取引を約束していたのだ。わざわざナレシュの処刑日の夜を指定したあたりに、彼の不器用な優しさが感じられた。本来ならば、今夜ベルは兄を亡くしていたはずなのである。もしそうなっていたら、きっと誰だれかに傍そばにいてほしかったに違いない。暗い激情に圧おし潰されてしまわないように。

　インクを流したような暗い夜空の下、街路を照らすガス灯の淡い灯あかりが美しく映える。

　大通りを歩けば、光と闇やみのコントラストを堪能することができるだろう。しかし、角を一つ曲がって裏路地へ抜ければ、一転して暗がりの世界だ。ランタンを手にして足元を照らすか、民家の窓から漏れる微かすかな光を頼たよりにして歩くしかない。

　ベルは、その後者だった。いかに暗い夜道であろうとも通い慣れた順路をそうそう間違えるものではないと、自信を持って歩を進めている。

　目的地までは、もう目と鼻の先である。次の角を曲がれば、店の横を流れる細い水路に出るはずだ。ところが、ベルの軽快な足取りはピタリと止まった。

　角に誰だれかいる──。

　息を潜ひそめ、建物の陰に身を隠してこちらの様子を窺うかがっている……いや、獲え物ものを待ち伏せているのだろう。何かしらのトラブルのお出ましだ。ベルは肝を据えた。

「……どこの誰だか知らないけど、そこにいるのはわかってるわ。隠れても無駄よ」

　相手を委縮させるように、冷たく恫どう喝かつした。

　靴音が一つ、角の向こうから聞こえてくる。思っていたよりも軽い足音だ。いや、足音ばかりではない。現れたシルエットは想像よりずっと小さなものだった。

　得体の知れない相手を警戒し、ベルは距きよ離りをとるように後ずさった。民家の窓ガラスから染み出した灯あかりが、ゆっくりと迫りくる怪人の姿を、鮮あざやかに照らし出す。

「え？」

　不ふ審しん者しやの意外すぎる外見に、ついベルは二度見してしまう。

　オーバーオールにショートパンツを着込んだ女の子がそこにいた。長く伸びた赤毛を左右で結い、ちょこんとハンチング帽を乗せている。ミューよりは五つか六つばかり年上に見える。労働者の子供だろうか。

「こんばんは、プリンセス」

　少女は、可か愛わいらしい八重歯を見せてニッコリと笑う。

「気配を消してたんスけど、あっさり気付かれるなんて、さっすがエリート審問官。ああ、でも誤解しないでほしいッス。別に闇やみ討ちを仕掛けようとしてたわけじゃないッスからね。日頃のクセってやつで、マジ他意はないんスよ。そこんトコは、わかってもらいたいッスね～」

　あどけない声で軽口を叩たたく正体不明の少女。あまりにも馴なれ馴れしい口振りに、ベルはたじろいでしまう。

「……あなた、誰？」

　赤毛の少女は大きな瞳ひとみをパチクリさせると、口を尖とがらせた。

「やだな～。マジでわかんないんスか？　恩返しに現れたイタイケな娘に対して、記き憶おくにございませんって、いけずなリアクションは遠えん慮りよしてもらいたいッスね～」

　恩返しとは何のことだろうと、ベルはますます混乱した。そもそも、この赤毛の少女とは初対面のはずだ。どんなに記憶の糸を手た繰ぐってみても、彼女のことを思い出せない。

　ベルが困惑していると、彼女は何かを思い付いたように、ポンと拳と掌てのひらを打ち鳴らす。

　そしてハンチング帽を取ると、顔を隠すようにして持った。

「これなら、思い出せるんじゃないッスか？」

　ハンチング帽をずらす。──すると、そこには紅色の鱗うろこに覆おおわれた蜥蜴とかげの顔があった。

「あの時のサラマンダー!!」

「しーっ！」

　大声を上げたベルに、サラマンダーは非難の目を向けた。すでに少女の顔に戻り、唇に人差し指をあてて、静粛を促している。

「ちょっと、なに大声出してくれちゃってるんスか！　何のために、自分がこんな目立たない裏路地で待ち伏せしてたのか察してほしいッスね！」

　ひたすら自身の都合を押し付けてくるサラマンダーの幼体。これほど、ふてぶてしくて厚かましいレプトイドに、ベルは未いまだ出会ったことがなかった。

「おっかない審しん問もん官かんに聞かれでもしたら、どう責任とってくれるつもりだったんスか？」

「そのおっかない審問官は、今あなたの目の前にいるのよ。わたしがとらなければならない責任は、あの広場であなたを逃してしまったこと。今、それを果たすわ」

　幸い手元にはトーメント・デバイスがある。夜目がきくレプトイドを相手に、この薄うす闇やみは不利だが、のこのこ現れたこのサラマンダーを捕ほ縛ばくするまたとない機会のはずだ。

　トーメント・デバイスを構え、臨戦態勢を整えるベル。片やサラマンダーは、蜥蜴とかげの姿に変身することもなく、おちょくるように人差し指を振って、ちっちと舌を鳴らす。

「ハッタリは無意味ッスよ。もし、本気で自分を捕まえるつもりなら、広場で護まもってくれたりしない。そうッスよね？」

「それは……」

　正直、ベルはこのサラマンダーに遠えん慮りよなく攻こう撃げきを仕掛けられるかどうか自信がなかった。だが、彼女がマイユール広場の惨劇を引き起こした張本人となれば、話は変わってくる。

「二つ質問させてもらうわ」

「なんスか？」

「マイユール広場の爆ばく発はつ……あれは、あなたの仕業？」

「違うッスよ」

「噓うそは通じないわよ」

「ホント誤解ッス。もしあんな爆破工作が用意できていたなら、爆発の後に奇き襲しゆうしたッスよ」

　彼女の言うことはもっともである。爆発がレプトイドの仕業とすると、腑ふに落ちない点があることにベルも気付いていた。それが、爆発と奇襲のタイミングだ。

「だいたい、広場は前日から胃が痛くなるような警戒網が張られていたんスよ。どうやったら、教会の目を盗んでそんなモン仕掛けられたって言うんスか」

「なら、炎で焼け死んだ人達たちはどう？　アイギスを無効化して、あの人達を燃やしたのも、あなたの仕業じゃないと言うの？」

「当然ッス。そんな芸当ができれば、自分が王様になってるッスよ」

　それもそうだ。彼女の発言には矛盾がない。確証は得られていないが、噓を言っているようには思えないのだ。

「二つ答えたッスよ。そろそろ、その物ぶつ騒そうなモンは下ろしてもらえませんかね～？」

　彼女には躊躇ためらいを見透かされている。ベルは観念して、持ち上げていた得物を下げた。

「やっぱ、プリンセスは話がわかる」

「どうして、わたしのことプリンセスだなんて呼ぶのよ？」

　サラマンダーは瞼まぶたを半分閉じると、媚こびるようにこちらを見上げた。

「またまた～。あなたは王の妹姫じゃないッスか～。自分らからすればプリンセスなんスよ」

　レプトイドの観点での発言に、ベルは面食らう。彼らの天敵ともいえる異端審しん問もん官かんである自分が、まさかタルタロスでそういう位置付けをされているとは思いもよらなかったのだ。

「ああ、でも安心していいッスよ。あなたがプリンセスであることは、ごく一部の者しか知らされてないんで」

　ふと、ベルは相棒のことを考えた。そういえば、かつて工作員として接触してきたクリカラは、ベルの身元はおろか王の正体さえ明かされていなかった。そう考えると、幼体だというのに、これほど事情に精通している彼女は一体……。

「ねえ、あなたは何者なの？」

　ベルの問いに、赤毛の少女は優雅な仕草で一礼する。

「これは、ご挨拶が遅れたッスね。自分は、王の忠実なる臣下、サラソージュと申します。あなたの身の回りのお世話をするために参上しました。お見知りおきをプリンセス」

「え？　身の回りの世話？」

「そうッス。さっき言ったじゃないッスか。恩返しに来たって。こう見えても、炊事、洗せん濯たく、窃盗、なんでもござれのエキスパートなんスよ」

　サラソージュは、小さな胸を反らして得意げな様子を見せた。どさくさに紛れて物騒な単語も混ざっていたが、あえてベルは指摘するのを止やめた。もはやそういう問題ではない。

「待って、そんなの困るわ。え……と、サラソージュであってるかしら？」

「サラでいいッスよ」

　サラマンダーのサラ。名付け親のセンスが疑われるほど安直な名前だ。偽名かもしれない。

「じゃあ、サラちゃん。せっかくなんだけど、遠えん慮りよさせてもらうわ」

「いきなりなんスか？　自分の何が不満なんスか？　一いつ所しよ懸けん命めい尽くすッスよ？」

「不満っていうのじゃなくて……その……」

　ベルは少し考えてから、正直な気持ちを打ち明けることに決めた。

「──ごめんなさい。あなたを信用できない」

　サラが、すっと目を細めた。口元を緩ゆるませ、楽しげな様子を窺うかがわせる。その悪あく魔ま的てきな微笑に、ベルは戦慄を覚えてしまった。あまりにも友好的な姿勢を見せられて失念しそうになっていたが、彼女はマイユール広場でナレシュ奪だつ還かんを目もく論ろんだレプトイドのリーダーである。それもこの小さな体で、ベル達たち審問官をあわやと思わせるところまで追い込んだのだ。小者に見えるのも、それこそ彼女の術中かもしれない。油断のできる相手でないことは間違いないだろう。

「あなたが私に近づく目的はなに？」

「プリンセスは質問が多いッスね。とんだ知りたがりちゃんッス。だから、恩返しを──」

「誤ご魔ま化かさないで答えて」

「信じてほしいッスね～。実際、プリンセスと親睦を深めたいだけなんスよ。だって……」

　サラは、帽子を目深に被かぶりなおすと、底冷えのするような目で見上げてきた。

「──あなたには、協力者になってもらいたいんスから」

　ベルは固唾を吞のんだ。そう提案してくるのではないかという予感はあった。

「ご存知のとおり、自分の目的は他でもない、王の救出ッス。異端審しん問もん官かんが味方にいれば、これほど心強いことはないッスからね」

「……あなた、正気なの？」

「それはこっちの台詞せりふッスね。プリンセスこそ正気なんスか？　このままじゃあ今度こそ、お兄さんは教会に殺されちゃうんスよ？　そんな結末で、本当に納得できるんスか？」

　誘惑の手が、魂を搦かすめ捕ろうとする。

「バカにしないで！　わたしには審問官としての誇りがあるわ。だいたいあの男は、あなた達たちレプトイドのことなんて、なんとも思っていないのよ。あなたが助ける理由なんてない！」

「臣下が王を助けることに理由なんていらないッスよ。肉親を助けることと同じようにね」

　涼しい顔をしているサラが腹立たしかった。弄もてあそばれているような気がしてならない。ベルからすれば、彼女はまさに小こ悪あく魔まだ。抗あらがいがたい言葉に、甘い蜜を垂らして差し出してくる。

「そ、そもそも、あなた達の王を拘束したのは、わたしなのよ。交渉する相手を間違えていないかしら？」

　ベルは険しい顔で怒鳴る。子供相手にらしくないのはわかっていた。そしてこの怒声が、葛かつ藤とうする自分自身を言い聞かせようとしていることも。

「交渉する相手を間違えてなんていないッスよ。あなただから、こうして自分は声をかけてるんス。ここでお兄さんを見殺しにしたら、必ず後悔するあなただから」

　サラの一対の瞳ひとみが、ベルを捉えて離はなさない。

　息が荒くなる。激しく心を揺さぶられているのを自覚した。彼女の言うとおり、このまま放置すれば、間違いなくナレシュは火刑台の露つゆと消えるだろう。ベルの大切な人達を殺した兄、人々の平和を脅かす兄、そして……誰だれよりも優しかった兄が。

　ベルは、懸けん命めいに動揺を鎮しずめようと試みる。

「……あなたに何がわかるのよ。わたしは、あなた達に協力なんてしない」

　なんとか絞り出したベルの返事を聞き、サラは白しらけた様子だった。

「そうッスか。じゃあ今は仕方ないッスね。プリンセスの気が変わるのを待つとしますか」

「わたしの気が変わることなんてないわ。もう消えて。次に会った時は、容赦なく拘束するから覚悟しておいて」

　ハッタリのつもりはない。ベルは審しん問もん官かんとしての冷れい徹てつな目でサラを睨にらんだ。しかし、相変わらず彼女はどこ吹く風だ。

「どっちもお断りッスね。自分は、あっさり捕まるつもりもないし、プリンセスの前から消えるつもりもないッスよ」

　ベルが声を荒らげようとしたところ、サラは掌てのひらで制した。

「これは損得抜きの話ッス。プリンセスが、自分を助けてくれたことは紛れもない事実。だから、恩返しだけは絶対にさせてもらうッスよ」

「そんな強引な──」

「いやあ、しばらくの間、プリンセスのお供ができると思うと光栄の至りッスねえ。これからどうしますか？　早速、晩飯でも作りますか？　お風呂沸かしましょうか？　それとも──」

　猫なで声を出し始めた小こ悪あく魔まを無視し、ベルは踵きびすを返して脱だつ莵とのごとく逃げ出した。何か奇天烈なことを言いかけていたが知ったことではない。このままでは、なし崩しにされてしまう。

　来た道を素早く引き返し、複雑な裏路地を駆け、大回りをして『モーニン』へと向かう。

　息を切らせて振り返ると、サラの姿は消えていた。よかった。なんとか撒まけたようだ。ベルは、そっと胸を撫なで下ろす。

　面倒な相手に目をつけられたものだ。しつこく付き纏まとってくるようなら、今度こそ非情に徹するべきであろう。でも本当に、自分にそれができるのだろうか。まったくもって始末が悪い。

　ようやく『モーニン』の前に辿たどり着くと、くたびれた足取りで入口への石段を下り、鉄扉の取っ手を摑つかんだ。

「──なるほど。プリンセスは、そこのバーに自分を連れてきたかったんスか」

　背後から聞こえた声に、ベルは頰ほおを引きつらせながら振り向いた。消えたと思っていた赤毛の少女は、石段の上の手て摺すりに腰かけ、足をブラブラと揺らしている。

「あっ、ひょっとして自分の歓かん迎げい会かいッスか？　あざーす！」

　一人勘違いで盛り上がっているサラを尻目に、ベルは気が気でなかった。これは逃げられたものではない。クリカラやミューに、彼女のことをなんと説明すればよいのやら。




『モーニン』の鉄扉が不快な音を立てて開くと、サラはくるくると踊るように店内へ入っていった。天上で回転するシーリングファンに歓声を上げたり、ゼンマイ式蓄音機を凝ぎよう視ししたりと、まるで落ち着きがない。蠟ろう燭そくの灯に群がる蛾がのように、ひょいひょい動き回っている。

　続いて入店したベルは、すっかり悲観的になっていた。成り行き上やむを得なかったとはいえ、今夜は店に来るべきじゃなかったのかもしれない。

　気き鬱うつな審問官の不安など露つゆ知らず、赤髪の問題児は、うわずった気分ではしゃいでいる。

「お～、なかなかイキなお店じゃないッスか。はじめプリンセスが、あの汚らしい鉄扉に手をかけた時は、マジここかよ勘弁しろ～って思っちゃったんスけど、中身の方は、なかなかどうして。この際、外見のボロさには目を瞑つむってやるッスよ」

　本当によく喋しやべるレプトイドだと、ベルはつくづく思う。

　カウンターを見れば、出迎えに現れた店主が、複雑な微笑を浮かべていた。店を誉ほめられたのか貶けなされたのか、今一つ判断できていないようだ。

　店主はともかくとして、あからさまに不服そうな目を向けてくる客がいる。コートをだらしなく着た黒髪の男、クリカラだ。

「こ、こんばんは、クリカラ」

「おい、何だその喧やかましいガキは？　まさか、バスカヴィル家の第二子じゃねえだろうな？」

「さすがに違うわ」

　即座にベルは手を振って否定した。

「じゃあ、この店はいつから託児所になっちまったんだ？」

　憩いこいの場を侵しん蝕しよくされてゆく危機感とストレスがそうさせているのか、クリカラはやけに虫の居所が悪いようである。

　常連客を宥なだめるように、店主が朗らかに笑った。

　フロントでの騒さわぎを聞きつけたのか、厨ちゆう房ぼうからミューがひょっこり顔を出す。エプロン姿で、鼻頭にクリームを乗っけている様子からすると、またお菓子作りを習っていたのだろう。

　自然とベルの顔が綻んだ。

「ミュー、お待たせ。いい子に──」

　ベルが愛する姪めいっ子におきまりの挨拶を投げかけようとした刹那、背後から黄色い声が上がった。奇声を上げた赤頭は、一陣の風のように、ミューのもとへと馳はせ参じる。

「うっわあ！　あなたがリトル・プリンセスッスか。お会いできて光栄ッス。マジお人形さんみたいに可か愛わいいッスねぇ～。自分といい勝負ッスよ～」

　べらべらと捲まくし立てたサラは、強引にミューの両手を握ると、ブンブンと上下に振った。好意を体中で表しているようだ。

　しかしながら、ミューの方は見ず知らずの珍客に当惑したようで、手を振り払ってベルの背後に隠れてしまった。明らかに怯おびえの色が見てとれる。当然の反応だろう。

「おやおや～、どうしたんスか～？　怖くないッスよ～？」

　なおも食い下がろうとするサラを、ベルが止やめさせようとした矢先、傍らから救いの手が伸びてきた。

「いい加減にしろ。どこの悪ガキだか知らねえが、一人で騒いで、年下の子まで怖がらせてんじゃねえぞ？」

　ポケットに両手を突っ込んだクリカラが、腰を曲げてサラに凄すごんでみせた。大人げなく、いきり立ったその様は、まさにガンを飛ばすチンピラだ。

　けれども、こんな脅しで尻込みするような相手ではないことを、ベルはつい先程痛感したばかりである。きっとクリカラも、それを思い知ることになるのではないか。

　じわ……。サラの大きな瞳ひとみに涙が滲にじんだ。

「うっ!?」

「え？」

　ベルとクリカラが、揃そろって呻うめき声を上げる。たじろぐ二人の前で、サラは両手で顔を覆おおうと、メソメソとしゃくり上げ始めてしまった。

　クリカラが、女の子を泣かせた──？

　ミューと店主の非難の目が、黒髪の加害者にチクチクと向けられる。クリカラの顔面が蒼そう白はくに染まっていった。

「ち、違う。別に俺は、そんなに強く言ったつもりはない……はずだ」

　必死に弁明するクリカラだったが、その言動には力強さも説得力もなく、かえって見苦しさを露ろ呈ていしてしまっていた。さしもの情報屋も、子供の涙にはめっぽう弱いようである。

「あんまりッス……。自分はただ、皆さんと仲良くなりたくて……ぐすん……」

　クリカラは頭を搔かいて目を泳がせている。進退窮きわまったようだ。

　ベルは溜ため息いきをつくと、厳しい口調で諫いさめることにした。

「やりすぎよ」

「おいおい、ベルまで俺を責めるのかよ？」

　最後の味方にまで裏切られたと感じたのか、クリカラがふてくされたように腰を屈かがめた。

「いいえ、わたしが言っているのは、サラちゃんの方」

「あん？」

「噓うそ泣きは、やりすぎだって言っているの」

「……」

　全員の視線が、べそをかく赤毛の少女に集中した。

　サラは大人に[image: 叱]しかられたくらいで泣き出すような玉ではない。ベルは、彼女が摑つかみ所のない相手だと知っているがゆえに、それを見抜くことができる。しかし他の人達たちは違う。店主も、ミューも、そしてクリカラまでも、すっかり騙だまされてしまっていた。たいした演技力だ。

「あ～あ、涙まで流したのに、やっぱプリンセスには通用しないッスか」

　けろっとして、サラは顔を上げた。その目尻には、すでに涙の後すら窺うかがえない。

　クリカラが怒気を露あらわにして、小さなペテン師に詰め寄った。

「大人をからからいやがったなクソガキ！」

「おっと、また凄すごむんスか？　いいんスか？　今度は、イタイケな乙女をホントに泣かせてしまうかもしれないッスよ？」

　サラの挑発的な態度が、かえってクリカラに冷静さを取り戻させたようだ。ムキになればなるほど、この小こ悪あく魔まの術中に嵌はまってしまうことを彼も理解したのだろう。

「……てめえ、何者だ？」

「おにーさんこそ何者ッスか？　プリンセスにやたらと馴なれ馴れしいッスね」

「あん？　プリンセスだ？　さっきから何言って……なるほど、そういうことか」

　サラの正体に勘付いたのだろう。クリカラの鋭するどい双そう眸ぼうが、より険しいものになる。

「マスター、悪いな。ミューの菓子作り、続きを教えてやってもらえねえか？」

　唐突な申し出に、店主は不ふ穏おんな兆しを感じ取ったのだろう。ミューを促すと、二人でそそくさと厨ちゆう房ぼうへと引き下がっていった。

　店主とミューが去るのを見計らって、クリカラが口火を切る。

「ガキ、てめえ、レプトイドだな？　タルタロスの遣いか？」

「だとしたら、なんスか？」

「ベルに近づいた目的は何だ？」

「おにーさんに話す義理はないッスねえ」

「すっとぼけるなら、力づくで口を割らせるぞ。ただのガキじゃねえとわかった以上、さっきのように容赦はしねえ」

「怖い怖い。でも、その必要はないッスよ。プリンセスには、ちゃ～んと伝えてるんスから」

　クリカラが、ちらりとベルに目配せしてきた。
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「この子の言うことは本当よ。確かに、さっき聞いたわ。彼女は、レプトイド王を救出するために、わたしの協力を必要としているの」

「おまえさん、まさか……」

「な、何言ってるの。断ったわよ」

　クリカラが、ほっと安あん堵どした。しかし、一時和らいだ彼の顔はみるみる変貌し、憤ふん然ぜんとしてサラを睨にらみつける。

「てめえ、こいつの心を揺さぶってそんなに楽しいか？　こいつが、どんな気持ちで兄貴の処刑を見届けようとしたか、少しは考えてみろ！」

　烈火のごとく怒るクリカラに、さすがのサラもたじろいだ。さっきまでのイライラしていた彼とはわけが違う。そこには、荒事に慣れた者が纏まとう圧倒的な威圧感があった。

　サラも、本能でそれを感じ取ったのだろう。先程までの軽口がなりを潜ひそめる。

「……なるほど、プリンセスの傍そばには裏切り者のバジリスクがいるって噂うわさは聞いていたんスけど、おにーさんがそうみたいッスね」

　バジリスクは、教会で危険度レベル３にカテゴライズされている強力なレプトイドだ。高周波を放ち、動物の神経をごく短時間だけ麻ま痺ひさせることができる。この金かな縛しばりは、連続して同じ対象には通じないという欠点はあるものの、損傷事象ではないためアイギスも発動しない。つまり、人間にも効果を及ぼす驚きよう異い的てきな能力なのである。レベル２カテゴリーのサラマンダーであるサラが正面から戦いを挑んでも、バジリスクに勝てる見込みは薄うすいだろう。

「これ以上ベルに付き纏うなら──殺すぞ」

　クリカラが恫どう喝かつする。とても脅しとは思えない。刺すような殺意が全身から放たれていた。ところが、サラは臆おくした様子をまるで見せない。

「へえ、できるんスかねえ？　そんな傷だらけの体で？　隠そうとしたってバレバレッスよ。動きを見てればわかるんスから」

「……てめぇ」

　ベルは目を丸くした。彼が傷だらけだなどと、思いもしなかったのだ。レプトイド同士だからこそわかる機微から、サラは察したのだろうか。つまりクリカラは、衣服で体の傷を隠し、平気な顔を装って今夜ここに来たということだ。

　あっ、とベルは短い声を上げた。

「クリカラ、あなたまさか広場の爆ばく発はつで怪け我がを？」

「見損なうな。広場にいたのは確かだが、そんなドジは踏ふまねえよ。ただの呪いだ。すぐに治るような火傷やけどだから気にすることじゃねえ」

　ベルは返す言葉が見つからなかった。ただの呪い、クリカラはそう言ったが、レプトイド達たちが受けている呪いは、人間の受けた損傷を、アイギスが伝送したものだ。いかに彼らの回復力が並外れているといっても、謂いわれのない仕打ちに違いはない。今日、マイユール広場の爆発で、あれだけのアイギスが発動していたことを考えれば、相当な数のレプトイドがとばっちりを食ったことになる。おそらく、彼もその一人なのだろう。

　そんな満まん身しん創そう痍いのクリカラだが、少しも怯ひるむことなく、饒じよう舌ぜつなサラマンダーと対たい峙じしている。

「言っとくがな、ガキを道連れにすることくらい、ボロ雑巾になってたってできるんだぜ？」

「物ぶつ騒そうなこと言ってくれるッスね、死に損ないのおにーさん」

　憎まれ口を叩たたいたサラだったが、威勢もそこまでだった。クリカラの本気を悟ったのだろう。

「あー、はいはい、もうわかったッスよ。今夜はこの辺でお暇いとまするッス。またお会いしましょう、プリンセス」

　サラは、くるりと踊るように振り向くと、可か愛わいらしいウインクを残して疾風のように『モーニン』から出ていった。招かれざる客の消えた扉が閉まり、クリカラがようやく緊きん張ちようを解く。

　ベルもまた、肩の力が一気に抜けるようだった。

「ありがとう、クリカラ。助かったわ」

「ガキ一人追っ払ったくらいで礼はよせ」

　いつものぶっきらぼうな物言いに、ベルは安あん堵どと同時に自己嫌悪を覚えてしまう。

「わたし、ダメだな……。正直言うとね、動揺してたの。あの子に、兄さんの救出協力を持ちかけられて、心が揺れるのを抑え込むので精一杯だった。それだけで必死になっちゃって、とてもあの子に立ち向かう気持ちになれなかった……。それにね、兄さんの処刑が延期になって、ほっとしてしまった自分がいたんだ。こんなのいけないって、わかってるのに……」

　堪こらえ続けてきた気持ちが、堰せきを切ったように流れ出す。ベルは感情の奔流が止められなかった。こんなことを告白したら、彼に呆あきれられるとわかっているのに。

　ところが──。

「それが普通だ。おまえさんがイカレてない証拠さ」

　相棒の穏おだやかな言葉は、ベルの予想外のものだった。胸のつかえがとれ、どこか救われた心地がする。

「うん、ありがとう……」

　ベルは、感謝の言葉に二つの意味を込めて言い直した。一つ目は、サラの誘惑から救ってくれたこと。もう一つは、不ふ甲斐がいない自分を受け入れてくれていること。

　もっとも、二つ目の意味に、クリカラが気付いた様子はなかったが。

「だから礼はよせって。こっちが恥ずかしくなる。俺も、あのガキの底意地の悪さに、頭にきただけだからよ。あのガキはどうも気に食わねえ。レプトイドだってのに匂いが違うしな」

「え？　……匂いって。あなたまさか、あの子の匂いを嗅いでいたの？」

　ベルは、一転して後ずさった。聞いたことがある。成人男性のなかには、年端のいかない少女に対して劣情を抱く不ふ逞ていの輩やからがいると。やはりレプトイドでも同じ事例が当てはまるのだろうか。それも、よりにもよってまさかこの男が。今まで何度かミューを預けていたが、致命的なミスをしでかしていたのかもしれない。

「わたし、知ってるわ。あなたみたいな変わった趣しゆ味みの人。え～と、確か……」

「おいっ、ちょっと待て！　何を言おうとしてんだおまえは？　違うぞ、妙な誤解すんな。レプトイドは人間に比べて鼻と耳がいいんだよ。知ってんだろ？」

　確かに、爬は虫ちゆう類るいの特徴を色いろ濃こく受け継いでいるレプトイドは、嗅覚と聴ちよう覚かくが発達している。しかしベルからしてみれば、姪めいっ子の身に関わる問題だ。つい疑うたぐり深い眼まな差ざしを向けてしまう。

「なんだよ、その目？　勘弁しろ、俺の沽こ券けんに関わる問題だぞ？　もう、なんだったら教会で審しん問もんしてくれよ！」

　やけっぱちになったクリカラが、自首をほのめかしてきた。身を挺ていしてここまで言うからには、彼の弁解を信しん頼らいしても構わないだろう。

「まあ、匂いはよくわからないけど、あの子がただの子供じゃないことは確かね」

「そ、そうだろう！」

　相棒の信頼を取り戻せたのが嬉うれしいのか、それとも男としての名誉を守れたのが嬉しいのかはわからないが、クリカラは疑惑など吹き飛ばすかのように、大おお袈げ裟さな相あい槌づちを打ってみせる。

「あの子、やけに世俗慣れしている気がするの。金銭でレプトイドのはぐれ者を雇って、マイユール広場で襲しゆう撃げきしてきたくらいだから」

「そうか。あいつが、あのサラマンダーだったのか。どうりで、おまえさんにちょっかいをかけてくるわけだ。おまえさん、広場であいつを庇かばっちまったもんな」

　やはり見られていたのかと、ベルは塞ぎ込みそうになった。相棒である彼には、自身の甘さから生じた失態を知られたくなかったのだが。

「つくづくおまえさんは、厄介な奴やつに好かれるよな。あのクソガキといい、チビルといい」

「そんなことないもん」

　ベルは頰ほおを膨ふくらませる。

「どうせなら、ああいう変な奴らじゃなく、氷の刃アイス・ブランドに好かれるようにしろ」

「それが、今はアルマース枢すう機き卿きようを味方にするとか、そういう事態じゃなくなっちゃったの」

「どういうことだ？」

「彼は、異端判決宣告式アウト・デ・フエの直前から姿を消しているわ。それに中央修道会の方針は、人体発火現象を捨て置いて、彼の捜索を最優先することで決定したのよ。焼死者達たちは、全員異端者だったなんて結論づけているけど、妄言としか思えない」

「確かに、捨て置けるようなもんじゃねえよな。俺も、人間が燃える様は見ていたぜ。あの発火は異常だった。一体何なんだ、ありゃあ？」

「わからない。あの発火現象のことだけじゃなくて、テン・コミュニオンでどうしてこんな方針が決定されたのかもわからないの……」

「あん？　何で、おまえさんがわからねえんだよ？　第九席オーダー・ナインなんだろ」

　クリカラの疑問は至極当然だ。非常に言いにくいが、ベルは己の現状を白状することにした。

「実は今、参席権を凍結されてて……」

「はあ？」

　開いた口が塞がらないとでも言わんばかりの反応だった。しかし、すぐにクリカラは原因に勘付いたようである。

「さては、あのサラマンダーのガキを庇かばったことで吊つるし上げくらったな？」

　図星だった。ベルは、もじもじとしながら弁明に努める。

「だって枢すう機き卿きようの不在にかこつけて、グイドーニス司教が復帰したのよ。仕方ないじゃない」

「なるほど、ディミアン・グイドーニスか。こりゃまた面倒な大物が出てきたもんだ」

「見たところ、教皇庁の枢機卿団が背後にいるみたいだけど……」

「へえ、あのオッサンもやるねえ。返り咲きのための取引ネタは、大方その筋書シナリオってとこか」

　言葉の意味がわからず、ベルは小首を傾かしげた。その様子を見て、クリカラが補足してくれる。

「さっきおまえさんが言った中央修道会の方針。そいつを、テン・コミュニオンで承認させることが、グイドーニスが返り咲くための取引条件だったってことだろうさ。つまり、おまえさんが疑問に思っている方針は、実際のところテン・コミュニオンの意志でもなんでもない。教皇庁から押し付けられたお偉いさん方の指針だろうさ」

　彼の推測は当たっているように思える。考えてみれば、おかしなことだらけなのだ。いくらなんでも人体発火現象を放置するというのは不自然だし、被害者を異端者として片付けるにしても、それは表向きの話だ。裏では、調査を進めるのが当たり前ではないか。

　しかし、教皇庁はそうしなかった。なぜだろうか──その理由を考えると、突拍子もない憶おく測そくが成り立つ。ベルは唇に乾きを覚えた。

「……まさか、あの人体発火現象がどうして起こったのか、教皇庁はすでに知っているの？」

「そう考えるのが自然だろう。むしろ、教皇庁はグイドーニスを使って、人体発火現象から目を逸そらせようとしている印象を受けるぜ。なにしろ、こうした件は今に始まったことじゃないかもしれねえんだからな」

「どういうこと？」

「アーモロートには、火災事故がわりかし多い。火元が壊こわれた蒸気機関だったり、サラマンダーの放火だったりと、原因は様々だがな」

「そうね」

「しかし思い返してみれば、火災現場では異端者の焼死体が発見されることが多かった。こうなってくると、焼け死んだ連中が本当にレプトイドだったのか疑わしくならないかい？」

　背筋が寒くなった。過去に遡って火災の記録を探れば、きっと枚挙に暇いとまがないだろう。

「で、近年最大の火災といえば、十三年前のウエスト・エンド大火だ」

　ベルは、ドキリとした。

「あれも、放火犯が焼死体で発見されて落着した。当時、その放火犯は、修道士になりすましていた異端者って発表されたが。名前は……なんつったかな……？」

「──修道士カルナーク・ブルーノ」

　すらっと答えたベルに、クリカラは驚おどろいてスツールに座り直した。

「おお、確かそうだ。よく知ってたな？」

「実はわたし、子供の頃にウエスト・エンドに住んでたことがあるの。四歳の頃だから、当時のことはほとんど覚えてないんだけどね。でも怖かったことと、放火犯の名前は忘れないわ」

　それから、兄に手を引いてもらったことも──と、心のなかで付け足しておく。

　十三年前、アーモロートの西区の四分の一を焦土に変えたウエスト・エンド大火。ベルもまた、幼い日にその荒ぶる炎を目まの当たりにした人間だ。

「もしかして、兄さんが気を付けろと言っていた清めの火って、人体発火のことなのかしら」

「あいつが、この一件を予測していたってことか？」

「ううん。そうじゃなくて、単純にわたしへの忠告だったと思うけど……」

　言いかけてベルは、あっと声を上げた。待て──。ナレシュばかりではない。もう一人、似たような発言をした人物がいたではないか。

　そう、トリスタン・アルマース枢すう機き卿きようだ。彼はベルにこう尋ねた。煉れん獄ごくの鍵かぎは誰だれに対しても開くというのに、どうして清めの火を恐れず、危うい思想を口にできるのかと。

　あの時も引っかかるものを感じていたが、ナレシュの警告と並べて考えるとますます顕けん著ちよだ。

「偶然とは思えない……。兄さんは、清めの火に気を付けろと言った。そして、アルマース枢機卿は清めの火をなぜ恐れないのかと尋ねてきたわ。煉獄の鍵は誰にでも開くって脅かして」

「煉獄の鍵だと？」

「うん、枢機卿の言った意味はわからないけど、それが何かしら危険なものであることは見当がつくわ。彼らの言ったことと、今起きていることを照らし合わせると、まるで……」

　ベルのなかで、恐ろしい推測が鎌かま首くびをもたげていた。我ながら正気とは思えない発想だ。

　まるで──清めの火による殺さつ戮りくは、聖せい盾じゆん教きよう会かいが引き起こしているように思えるのだから。

　ありえない妄想だ。教会がそんなことをする理由がない。いや、そもそもナレシュの力を使わずに、どうしてアイギスに護まもられている人間を焼けたのだろうか。一体、煉獄の鍵とは何だ。清めの火は、堕落を戒めるための教義ではなかったということなのか。ベルのなかに、泡のように際限なく不可解な難問が浮き上がってくる。

　ふと、クリカラが苦い顔をして呟つぶやいた。

「煉獄の鍵か……。妙なところで、共通点が出てきちまった」

「え？」

「おまえさんから先日受けた依い頼らい、逃のがれの家いえの情報を手に入れておいたんだが、そのなかに出てきやがるんだ。煉獄の鍵って単語がな」

「本当？」

「始めに断わっておくが、逃のがれの家いえ自体を見つけたわけじゃねえぞ。逃れの家が実在したって、酒場でうわ言のように繰くり返していた奴やつがいたって情報さ」

「どんな人なの？」

「聖せい盾じゆん教きよう会かいの元司教、コルティという男だ。一年前に、教会から逃げるようにして姿をくらましている。教会も行方を追ってるようだが、未いまだに見つかっちゃいねえ」

「司教まで登り詰めた人がどうして……」

「その男が失しつ踪そうする前に、震ふるえ上がっていたそうだぜ。煉れん獄ごくの鍵かぎが開かれたら、もう自分は助からないってな」

　意味こそはっきりしないが、捨て置ける話ではない。もしコルティという男の行方を摑つかめれば、現状が好転するのではないだろうか。

「ねえ、怪け我が人にんのあなたにお願いするのも憚はばかられるんだけど……」

「バカ、遠えん慮りよなく言え」

「……うん、わかった。コルティ元司教の情報、集められるだけ集めてもらえないかしら？」

「へっ、了解だ。そう言うと思って、すでに動き始めてるぜ」

「頼たよりにしてる。わたしはわたしで、広場で亡くなった人達たちのことを調べてみるわ。まだなんとも言えないけど、なんらかの共通点があるかもしれない。共通点がわかれば、発火の原因の解明にも繫つながるかもしれないしね。テン・コミュニオンがアルマース枢すう機き卿きようの捜索に打ち込むのなら、それは彼らに任せればいい。わたしとあなたは、逃れの家と清めの火を追う」

「悪くないプランだ。早速、仕事に取りかからせてもらうぜ」

　クリカラは、軽く手を振って店から出ていこうとし、おもむろに足を止めた。

「そういや……ついさっき、同じようにコルティのことを嗅ぎ回っている審しん問もん官かんを見かけたんだが……」

　ベルは不吉なものを感じた。何らかの手掛かりを握っているであろう元司教を探す審問官が、自分以外にもいる。その点だけでも、警戒心を抱かずにはいられない。

「どんな審問官だったかわかる？」

「気色の悪い印象の男だったな。猫背で……」

　──エリオ・フレゴリだ。

　どういうことだ。テン・コミュニオンの捜索は、コルティではなく、トリスタン・アルマースだったはずだ。なぜ、あの第七席オーダー・セブンがコルティを探しているのだろうか。

　ベルは、言い知れぬ不安が暗雲のように立ち込めてくるのを感じていた。この一件は想像していた以上に、一筋縄なわではいかないのかもしれない。

　陰いん鬱うつな気分を変えようと、フェイスから貰もらったキャンディを一つ口に含んでみる。甘味の球体が、コロコロと舌の上を転がった。
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　ベルがテン・コミュニオンの参席権を凍結されてから、三日が経過していた。

　マイユール広場での焼死者達たちが、すべて異端者であったと教会が発表したことによって、民衆の混乱は沈静化し、アーモロートは仮かり初そめの平へい穏おんを手に入れている。

　しかし、中央修道会は焦りの色を濃こくしていた。無理もない。トリスタン・アルマース枢すう機き卿きようが保護されたという知らせは、一向にもたらされていないのだから。

　フェイスに尋ねれば、捜索の進行状況を知ることもできるだろうが、ヘタをすれば彼女までディミアンに目をつけられてしまう恐れがある。トリスタンの捜索は彼らに一任すると決めた以上、わざわざリスクを冒す必要はない。

　そうした思い切りのよい決断が奏功したのか、ベルの調査状況は僅かながら進展を見せ始めていた。まず、犠ぎ牲せいになった四人の審しん問もん官かん達の共通点をいくつか見つけることができたのだ。四人の年ねん齢れいが三十前後であったことをはじめ、一定期間教皇庁に所属していたこと、そして皆が揃そろって天涯孤独の身だったという事実を摑つかんだのである。

　そして残りの犠牲者、即ち九名の民間人に関しては、目もく撃げき談だんから彼らの死因が審問官達とは異なっていたことが判明した。彼らは体を発火させるようなことはなく、爆ばく発はつに巻き込まれて死亡、あるいは突然昏こん倒とうして絶命したらしい。加えて、彼らの素性はわからずじまいだった。いくら調査しても名前すら定かではない。これらの事実から、当然のようにある推測が成り立つ。彼ら九名は、民間人に擬ぎ態たいしたレプトイドの可能性が非常に高いということだ。

　こうなってくると、やはり着目すべきは四人の審問官の死である。人体発火現象が、教会による作為的なものなのかどうか、この真実を突き止めることは急務といってよい。

　その手掛かりを握っているかもしれないのが、コルティ元司教だ。自おのずと、ベルはクリカラの調査をアテにしてしまう。

　頼たよりの情報屋から、待ちに待った吉報がもたらされたのは、日暮れ間近の時刻だった──。




　空が、茜あかね色いろから濃のう紺こんへと繊せん細さいなグラデーションを描く。穏おだやかな運河が、鏡のように芸術的な諧かい調ちようを映し込んでいるが、それも束つかの間。ひとたび蒸気船が通れば、引き波によってカンバスはみるみる白く染まり、崩ほう壊かいしてしまった。

　河川に囲まれたこの一帯には、多くの桟橋が点在している。それだけに交通手段は、馬車や蒸気自動車よりも、乗合蒸気船が好まれる傾向があるのだろう。ベルもまた、そうした水上交通を利用して、運河を渡ってきた。

　乗合蒸気船が桟橋に停泊すると、ベルは足早に下船する。きょろきょろと辺りを見渡し、待たせている相棒の姿を探した。

「こっちだ、ベル」

　少し離はなれたガス灯の傍そばで、コートを着た背の高い男が手を上げている。どうやら、向こうから見つけてくれたようだ。

「ごめんなさい遅くなって。なかなか船が出てくれなくて……」

「気にするな。俺も今来たところだよ」

　そんなことはないだろう。明らかに気遣った発言のように思える。普段は粗野なクリカラだが、こういうときはやけに紳士的な一面を見せることをベルは知っていた。

「コルティの塒ねぐらは、この川沿いにある打ち棄てられた造船所だ。そこに向かおう」

「遺棄された造船所で暮らしてるなんて……」

「ある程度広い方が、集会をやりやすいんだろうさ。奴やつこさん、そこの造船所を礼拝堂がわりに使って、熱心な異端者を相手に教えを説いているそうだからな」

　時折、異端者の中でも信心深い一団が、無断で廃はい墟きよや洞窟にこっそりと礼拝堂を築くことがある。彼らは、神だけでなく、レプトイドの祖とされる原初の魔ま女じよをも聖母として崇あがめているため、聖せい盾じゆん教きよう会かいは当然これらを取り締しまりの対象としてきた。しかし、いくら摘発してもきりがないのが実状だ。クリカラの言う造船所も、取り締まりから漏れ出た一つであろう。

　それにしても、元司教がそれを率先して行なっているとは、前代未聞のことである。教会の重職を担っていた人物の心境に、一体どのような変化があったというのか。ベルは、コルティという人物に強い関心を抱くようになっていた。

「コルティ元司教って、どんな人なのかしら？」

「聞く話によると、教会にいた頃は、正義感に溢あふれた真っ直すぐな奴やつだったそうだぜ。こいつを見る限りじゃあ、あまりそうした印象は受けないんだけどな」

　そう言うと、クリカラは一枚の紙をベルに寄こす。それは古ぼけた写真だった。六人の修道士が写り込んでいる。

「右の隅に、小柄で人のよさそうな男がいるだろう。そいつがコルティだ。ただしこの写真は、十年以上も前の物らしいからな。少しくらい外見が変わってるかもしれないぜ」

　ベルは、写真のコルティに目を落とした。確かに正義漢というよりは、優しげで温厚そうな印象を受ける。

　よくこんな物まで手に入れられたものだと驚きよう嘆たんして、セピア色の一葉をしげしげと眺めていると──。

「あれ？　え？」

　急に調子はずれの声を上げ始めたベルを、クリカラが不ふ審しんげに見やる。

「どうした、変な声を上げて？」

「この、コルティ元司教と一緒に写っている修道女、シスター・ケイシーよ。マイユール広場で亡くなった」

　するとクリカラは血相を変えて、ベルの手元に顔を近づけてきた。二人して、穴が空くほど写真を覗のぞき込む。

「彼女だけじゃないわ。こっちの三人の修道士も、広場で焼死した審しん問もん官かん達たち」

「なんだと？」

「そればかりじゃない。髪が短くて印象も違うから初めは気が付かなかったけど、この修道士、きっとアルマース枢すう機き卿きようだわ」

　十年以上も前の写真だとクリカラは言った。まるで別人のように錯さつ覚かくしてしまいそうになるが、間違いないだろう。写真で微笑ほほえんでいる好青年は、若き日のトリスタンだ。

「これ……被害者達の共通点じゃないかしら。シスター・ケイシー達は、アルマース枢機卿やコルティ元司教と旧知の仲だった。そして、この写真の人物のうち、四人は死に、二人は失しつ踪そう。とても偶然とは思えない」

　ベルは、興奮で胸がぞくぞくと躍おどった。

　首を捻ひねりながら、クリカラも写真を凝ぎよう視ししている。

「どうなってやがる。トリスタン・アルマースが写ってるなんて聞いてなかったぞ」

「ねえ、クリカラ。一体、どこでこの写真を手に入れたの？」

　当然のように飛び出したベルの質問に、クリカラはバツが悪そうに腰を屈かがめた。

「いや、ちょっとな……。知り合いのツテってやつだ」

　ベルは半開きの厳しい瞳ひとみで彼を見つめた。追及の意志を、全身から醸かもし出す。堪たまらず、クリカラが音を上げた。

「わかった、話すよ。コルティの屋や敷しきは、奴やつこさんがドロンしてから、レプトイドの窃盗団に入られている。連中の盗品は、裏で出回っていやがったんだ。その一つに、豪華な写真立てがあってな。そいつは、その中身だけを拝借したもんだよ。ちと、薄うす汚ねえ入手先だが仕方ねえだろう。コルティを探し出すには、顔を知らねえことには話にならねえからな」

　懺ざん悔げを始めたかと思いきや、途中からすっかり彼は開き直っていた。

「まったく、もう……」

　どうせ後ろ暗い手段で入手した物だろうと思っていたが、案の定だったようである。

「それにしても、彼らが写ってるこの場所、どこなのかしら……。どこかの修道院のように見えるけど──」

　試しに写真の裏面を見てみると、十三年前の日付と、達筆な文字でこう書かれていた。




　──同志達と。




　同志という言葉から、彼らの深い繫つながりが感じられる。

　他にも何か新たな発見はないだろうかと、ベルは写真を翳かざして見た。角度を変えたところで、もちろん意味はない。そんな相棒のおちゃめな様子を、クリカラが皮肉る。

「そろそろ写真と睨にらめっこはヤメにしたらどうだ？　ここに何しに来たのか忘れんなよ？」

　ベルは赤面しながら頰ほおを膨ふくらませた。

「わ、わかってるもん。目的は見失ってないわ。この写真を頼たよりにコルティ元司教を──」

　言いかけて、つい言葉を吞のみ込んでしまう。

「どうした、ベル？」

「こんなこともあるのね……。コルティ元司教って、あの人じゃないかしら」

　ベルは、路地を往ゆく一人の中年男性を指した。

　計ったかのようなタイミングの良さに、クリカラも目を剝むく。よくよく考えてみれば、彼の隠いん棲せい先の近くまで来ているのだから、こうした遭遇が発生してもおかしくはない。

「ラッキーなんだか、アンラッキーなんだか……」

　まさにクリカラの言うとおり、この遭遇は幸か不幸か判断し難い。気付いたのはお互い様だったのだ。コルティと思おぼしき男は、ベルを見かけた途端、一目散に走り去った。

「えっ？　こっちに気付かれた？」

「しまった、おまえさんの格好だよ！　その見かけじゃあ、教会からの追手と勘違いされてもおかしくねえ！」

　なんて迂う闊かつなのだろう。ベルは己の軽率さを呪った。コルティは教会から逃げるようにして野に降くだった男だ。当然、教会関係者の追手には警戒しているはず。そこを、堂々と修道服を着込んで、トーメント・デバイスを持ち歩いた人物が目の前に現れたら、逃げ出して当たり前だ。なぜ変装するとまではいかなくても、着替えてこなかったのかと悔やまれてならない。

「あー、もう、わたしのバカ！」

　叫びながら、ベルは駆け出した。

「ようやく自覚したか。おまえさんは、やっぱり正真正銘のバカ野郎だぜ！」

　失礼なことを豪語しながら、クリカラもベルを抜かん勢いで疾走してくる。

　駆け足は、明らかにベルとクリカラに分があった。しかし、路地を行き来する人だかりに阻まれ、思うように進むことができない。不運なことに、ちょうど今は夕刻だ。人の往来が盛んになる時間帯である。

「見失うなよ！」

「ええ！」

　なんとか人混みを搔かき分けてゆくと、視界が開けた。見通しの良い路地に出たのである。ここなら、全力疾走ができる。見れば、男は運河沿いを走っている。まだ追いつける距きよ離りだ。

　ところが、ベルの甘い心しん算さんは直ちに修正を余よ儀ぎなくされてしまった。今にも桟橋から出航しようとしている乗合蒸気船に、男が跳び乗ろうとしているのだ。

　あの船に乗られてしまったら、もはや追走は不可能だろう。切り札をきるなら今しかない。

「クリカラ！」

「──わかってる。ギリギリ射程内だ！」

　阿あ吽うんの呼吸で、二人が合図を取り交わした刹那、桟橋を走る男がピタリと足を止めた。いや、止めさせられたのだ。まるで石にでもなったかのように動かない。

　動物の神経をごく短時間麻ま痺ひさせるバジリスクの能力──金かな縛しばりを、クリカラが使ったのだ。

　停止した男の目の前で、蒸気船は無情な出航を果たした。もはや、飛び移れるような距きよ離りではない。クリカラの金縛りの効果は僅か五秒ほどだ。しかしながら、この五秒が成否をわける。使いどころさえ誤らなければ、まさに虎の子といえよう。

　船が停泊していなければ、桟橋はただの行き止まりにすぎない。一人取り残された哀れな男に、ベルはゆっくりとした足取りで近寄った。クリカラもそれに続く。

「コルティ元司教ですね？」

　男の返答はない。だが、切羽詰まった様子から、間違いないと見ていいだろう。

「わたしは、ベルヘルミナ・バスカヴィルと申します。教会の追手ではありません。噓うそ偽りではないと、神に誓います」

　コルティは、得心のいかないような表情で振り返った。

「追手じゃないですって？　あなたは審しん問もん官かんじゃありませんか？　信じられません」

「確かに、わたしは聖せい盾じゆん教きよう会かいの異端審問官ですが、猊げい下かの敵ではありません。わたしはただ、猊下にお尋ねしたいことがあるだけなんです」

　コルティは値ね踏ぶみをするように、ベルを睨ねめ回した。疑いは払拭されていないようである。

「このままじゃあ、埒らちが明かないな」

　短く刈った黒髪を搔かきながら、クリカラが割って入ってきた。彼の荒事慣れした雰囲気を感じ取ったのか、繊せん細さいそうな逃亡者は警戒の色を強める。

「あんたに明かしておく。俺は、レプトイドだ」

　ぎょっとして、ベルは声も出なかった。なぜクリカラは、自らの首を絞めるような告白をしてしまったのだろうか。会ったばかりのこの男に。

　コルティもまた、クリカラの真意が読めず、驚きよう愕がくと当惑の入り交じった表情を浮かべていた。

「どうした？　別におかしなことじゃねえだろ。あんたは、熱心な信者には、たとえ異端者であろうとも教えを説いているって聞いたぜ。だったら、あんたに信しん頼らいしてもらうには、こっちの正体も明かさないとならんだろう？」

　ベルは舌を巻いた。クリカラの交渉の斬り込み方は見事なものだ。コルティはレプトイドにとって敵ではない。ならば、自分の正体を有効的に活用すべきだと、彼は考えたのだろう。

「断わっておくが、証拠を見せろと言われても、さすがに人目のあるここで変身するわけにはいかねえ。だから代わりと言っちゃなんだが、種明かしをしてやる。さっきあんたの足を止めたのは、バジリスクの金かな縛しばりだ。証拠としてはちょいと弱いが、これで勘弁してくれるか？」

　推し量るように耳を傾けていたコルティだったが、ついに態度を軟化させた。

「もちろんです。私を信用して、正体を明かしてくれたこと嬉うれしく思います」

　どうやら最低限の信しん頼らいは得られたようだ。ベルとクリカラは微笑ほほえみを交わす。

「先程までの非礼をお詫わびします。シスター・ベルヘルミナ」

　コルティは深々と頭を下げた。元司教にこうまでされては、かえって恐縮してしまう。

「驚おどろきました。審しん問もん官かんとレプトイドのペアなんて、そうそう見かけませんからね」

　クリカラの眉が跳ねた。

「そうそう見かけないってことは、ゼロじゃなかったってことか？　前例があるのかい？」

「古い知人にいました。ただし彼の場合、あなた方の関係とは少し違っていましたが。あくまで審問官がレプトイドを使役していたように、私の目には映りましたので」

　明らかな従属関係による協力体制。確かにそれは、ベル達たちとは大きく異なっている。ベルは、クリカラとは対等でありたいと思い、彼を尊重しているつもりだ。彼もまた、ベルに対して同じように接してくれている。今まで深く考えずにコンビを組んできたが、よくよく考えてみれば、人間とレプトイドの共存を目指すベルにとって、彼との関係は理想の縮図でもあるのだ。

　ベルは、コルティがレプトイドに対して、一般的な聖職者の見解とは異なるものを持っていると確信していた。当然、そこにはある疑いが生じてしまう。

「あの、もしかして猊げい下かは『黙もく示し録ろく』を紐ひも解とかれたことがおありなのではありませんか？」

　ベルが自信をもって質問をぶつけてみるが、彼は面食らった。

「とんでもない。教会に属していた頃も、私にはそんな権限はありませんでした。畏れ多い」

　直感が外れてしまった。コルティはレプトイドのルーツを知って、同情しているわけではないようだ。ならば、彼を駆り立てる理由は別にあるのだろう。もしかしたら──。

「それでは、猊下が教会を去られたのは、逃のがれの家いえと何か関係があるのでしょうか？」

　今度はコルティの顔に怯おびえの色が差した。目を震ふるわせている。彼が動揺していることは間違いないだろう。こちらが正解だ。この機とばかりに、クリカラが畳みかける。

「あんたは言ってたそうじゃないか。逃れの家は実在するって。俺達が訊ききたいのは、まさにそれで──」

「やめてください！」

　いきなりコルティが大声を出した。桟橋の付近を往来する人々が何事かと振り返る。

　彼は神妙な様子になり、辺りを憚はばかって囁ささやくように話し始める。

「そのような話は、公衆の面前でするものではありません。あなた方も命は惜しいでしょう」

「何？　どういうことだ？」

　言われたことに納得ができなかったのだろう。クリカラが眉根を寄せた。

　この怯おびえようは、やはり何かを知っていると見て間違いない。ここは、彼やトリスタンが恐れをなす原因を究明すべきだろう。ベルは、狼ろう狽ばいする元司教に詰め寄った。

「……あなたも、公言できない何かをご存知のようですね。アルマース枢すう機き卿きようと同じように」

　コルティは、はっとなってベルを見る。

「あなたは、アルマースを知っているのですか？」

「はい。わたしの上役です。猊げい下かは、アルマース枢機卿とは同志でいらっしゃるんですよね？」

　写真の裏に書かれていた文字を、そのまま鵜う吞のみにしてベルは鎌かまをかけてみる。

「ええ。そこまでご存知でしたか。あなたは、彼に信しん頼らいされているのですね」

　途端に、コルティの声に親しみがこもった。どうやら、トリスタンからベルが直接聞いたものと勘違いしたようだ。とても写真のことは言い出せない。騙だますようで心苦しいが、ベルはこの状況に便乗することにした。

「そんなに詳しくは知らないのです。皆さんが同志であるとしか……」

「そうでしたか。我々は、旧体制然とした強権的な教会を改革しようと志す同志でした」

「教会の改革……」

「もちろん、表立って同志を名乗ることはできませんでしたがね」

　それはそうだ。そんなことを堂々と口にすれば、異端の嫌疑をかけられてもおかしくない。

「アルマースは、我々のリーダー格だったんです」

　コルティは俯うつむくと、自虐的な笑みを浮かべる。

「他の同志と違い、私はこのとおりの身の上です。志を諦あきらめて逃げ出した私を、きっと彼も軽蔑しているでしょうね。今となっては会わせる顔もありません」

　そんなことはない──そう励まそうとしたベルだったが、言葉が出なかった。トリスタンの冷れい徹てつさを考えると、薄うすっぺらい励ましなど気休めにもならないだろう。

　だからこそ、辛しん辣らつな聞き方になりかねないが、ベルはあえて踏ふみ込んでみることにした。

「あなたが同志と袂たもとを分かち、教会を逃げ出すほど恐れておられるのは、清めの火ですよね？　煉れん獄ごくの鍵かぎが開かれたら助からないと仰おつしやっていたそうですが、どういう意味なのですか？」

「……」

「どうか教えてください。あなたがご存知のことを。清めの火の正体を」

　コルティはしばらく躊躇ためらっていたが、ゆっくりと口を開いた。

「──私が教会に属していた頃の話です。私は教皇庁の修道士として、『黙もく示し録ろく』を安置する修道院に赴任し、それを護まもる役割を担ったことがありました」

　彼の言う『黙示録』が眠る修道院とは、サン・フォルス修道院のことに違いない。バリアクラッカーとの戦場になった曰いわくつきの場所である。

「『黙示録』に触れる枢機卿、そして『黙示録』の番人となる者達たちには、教皇庁から密ひそかに教えられることがあるのです。教皇庁は、神より大いなる鍵かぎを賜たまわっており、煉れん獄ごくへの扉を自在に開け閉めできるのだと」

「それが、煉獄の鍵ですか？」

「ええ。彼らはその鍵を用いて、煉獄より清めの火を取り出せるそうです。清めの火は、不浄な魂を焼く炎にして神の怒り。恩恵であったアイギスは断罪の火ひ口ぐちへと変異し、清めの火を呼び込むといいます」

　ベルは釈然としなかった。コルティが噓うそを言っているようには見えないが、にわかに信じ難い内容だ。

「鍵一つで、本当にそんなことができるのでしょうか？」

「私は、この鍵を、何らかの見立てではないかと考えています。たとえば呪文か、祈き禱とう文ぶんといったものです。それがアイギスに変化を及ぼすのではないかと」

　なるほど、言葉の鍵という意味でコルティは捉えているのだ。しかし、それでも納得できるものではない。呪文のような言葉を口にすれば、アイギスが異常をきたして発火を起こすというのだろうか。アイギスの正体を知るベルにしてみれば、とてもそうは思えないのだが……。

　──いや、待て。その言葉が、アイギスに関する特殊な言語か、暗号文であるということは考えられないだろうか。アイギスは複雑怪奇だ。そうした未知の言語を用いることで、干渉できる可能性も皆無とは言い切れない。そう頭を切り替えれば、コルティの話も摑つかみやすくなる。

　それに、煉獄の鍵の所持を、教皇庁が密ひそかにコルティ達たちに明かした理由は見当がついた。

「要するに、清めの火と煉獄の鍵は、『黙もく示し録ろく』を知る枢すう機き卿きよう達と、それを守護する方々への抑止力に用いられているということですね？」

「ただの抑止力ではありません。教会内部の粛清にも用いられているはずです」

「粛清……ですか？」

「ええ。清めの火と、その鍵は、教皇庁の絶対的な権威の影かげの象徴ともいえましょう。彼らがどこで眼めを光らせているかわかりません。あなた方も、どうか用心してください」

　肝まで竦すくみ上がるような警告だった。自おのずとベルは、周囲に目を走らせる。不ふ審しんな者はいないか、教会の関係者らしき人物がこちらを窺うかがっていないか、警戒の色を強めた。

　火ひ達磨だるまにされたケイシー達の姿を目まの当たりにしたベルからすれば、清めの火の存在は疑いようがない。ならば、教皇庁がその気になれば、いつだってこの身に火をくべて、塵ちりに還かえすことができるということなのだろうか。煉獄の鍵を使い、清めの火を解き放って。

　もしそうであるなら、自分は今まで、彼らに見逃されて生かされてきた存在にすぎないということになってしまう。これではまるで、火刑台上に縛しばりつけられているようなものではないか。あの日のマイユール広場のナレシュのように。

　そして、それは何も自分に限ったことではない。このアーモロートに住まう人々すべてが、いつ見えない火刑台の餌え食じきになってもおかしくないということだ。

「……そうしたことを理解していただいたうえでお尋ねします。本当に、逃のがれの家いえをお知りになりたいのですか？」

　ごくりと喉が鳴った。取り返しのつかないリスクを覚悟で、これ以上踏ふみ込むつもりはあるのかと、彼は聞いている。もしかしたら、自分達たちはとんでもないところに足を踏み入れてしまったのかもしれない。

　さすがに即答するのは躊躇ためらわれたが、だからといって尻尾を巻いて逃げるほど落ちぶれてはいないつもりだ。自分もまた、教会の変革を志す一人なのだから。

「……はい。それでも知りたいです。逃れの家のことを」

　真しん摯しなベルの態度から感じ取るものがあったのか、コルティは何かを決断したようだった。

「わかりました。それならば、ご自分の目でご覧になるのが一番でしょう。私が、逃れの家への道案内を務めます」

　思わぬ申し出に、ベルは瞠どう目もくする。彼の厚意にも驚おどろかされたが、それ以上にとんでもない発言が飛び出したのだ。彼は道案内をすると言った。それはつまり──。

「逃れの家は、やはり実在するんですね？」

「正確には、実在したと言う方が適切でしょう」

　言いかえれば、すでに現在、逃れの家はないということになる。彼が案内を申し出ているのは、その跡地ということだろうか。

「ただ、今夜はこれから礼拝堂でミサが執り行なわれます。明朝に礼拝堂までお越しいただけないでしょうか」

　ベルは思案した。彼に時間の猶予を与えるべきだろうか。彼の言う礼拝堂とは、クリカラの情報にあった遺棄された造船所のことだろう。もしかしたら、逃走用の舟もあるかもしれない。先程まで怯おびえていたコルティの言葉を信用して良いものかどうか……。

　逡しゆん巡じゆんの末、ベルは承しよう諾だくした。

「……わかりました。明朝お伺いします」

「おい、ベル！」

　物言いたげなクリカラだったが、軽く舌打ちすると、それ以上は口を挟んでこなかった。

　コルティは大らかな笑みを浮かべ、短い祈りを捧ささげた。

「お待ちしています。それでは、また明日──」




　汽笛を上げ、小型の乗合蒸気船が、墨汁のような運河を出航する。

　夜風が少し肌寒いせいか、甲板にいる人の数はまばらだった。ベルにしてみれば、火照った頭を冷やすのにちょうどいい。

　隣となりでは、クリカラが手て摺すりにもたれかかるようにして星空を仰いでいる。さりとて船の煙突から立ち昇る黒い妨害者に阻まれ、神秘的な天体を拝むことはいささか難しそうだが。

「よかったのか、ベル？」

　ふいに、クリカラが話しかけてきた。コルティに時間を与えたことを言いたいのだろう。

「ええ。今は、頭の整理も必要だと思うの。彼も、わたし達たちも」

「そうだな……。色々と見えてきたことがあるしな」

「うん……」

　ベルは、清めの火のことが頭から離はなれなかった。コルティの話を想起するだけで、刺すような顫せん動どうが背中を駆け巡ってしまう。これほど自分の命をちっぽけに感じたことはない。

　グーリケ監かん獄ごくでナレシュは言っていた。人類が意思統一をする上で最も多く用いてきた解決方法は、アイギスの加護を受けた今でも昔と変わっていないと。

　その解決方法とは、対立者を殺害することなのだろう。死人に口なしとは、よく言ったものだ。嘆かわしいが、アイギスがまだ存在しなかった黎れい明めいの時代、人類はそうやって血みどろの野蛮な意思統一を図ってきたと、ベルは教わったことがある。そしてそれは、アイギスを得た今となっても、一部の者に生殺与奪の権利を握られ、何一つ変わっていないということだ。

　まさにトリスタンが望む改革とは、この強権からの脱却なのかもしれない。かつてはコルティもそれに賛同し、水面下で戦ってきたのだろう。

　ベルは、吐息交じりに呟つぶやいた。

「まさか、マイユール広場で犠ぎ牲せいになった人達が、揃そろって教会の改革を望んでいただなんてね」

「確かに驚おどろきだ。おまけに、連中のリーダーであるトリスタン・アルマースは行方知れずだもんな」

「……こうなってくると、兄さんの異端判決宣告式アウト・デ・フエ自体に疑惑が生じるわ。あの公開処刑の裏側には、何か陰いん謀ぼうめいたものがあったんじゃないかって」

　気が付けば、クリカラは険しい面持ちを向けていた。ベルの言わんとすることを理解したのだろう。アルマース一派の姿は、明日の我が身かもしれないのだ。

「予想どおり、キナ臭い話になってきやがったな。どうにも、俺達が首を突っ込んでいるこの件は、ヤバすぎる気がしてならねえ」

　クリカラと同じ強烈な危機感を、ベルも抱いている。心が鬱うつ屈くつしてしまいそうだ。

　少しでも気を晴らそうと、手て摺すりに掌てのひらを添えて漆黒のパノラマを眺めてみる。しかし今度は、その暗くら闇やみのなかに、何か得体の知れないものが潜ひそんでいるように感じられてならない。

　これではダメだ。このまま見えない影かげに怯おびえていては、何もできなくなってしまう。ベルは自らを鼓こ舞ぶするように頭を振った。気持ちを入れ替えて、再び夜の運河に目をやる。

　──すると、目の前を通り過ぎた意外な光景に、思わず心を奪われてしまった。

　たった今、運河をすれ違った乗合蒸気船。その船の甲板には、修道女の一団がひしめき合っていた。彼女達が手にしていた物を見み紛まがうはずがない、トーメント・デバイスだ。

「どうして!?」

　身を乗り出して目を凝こらすと、ランタンの灯あかりの下、因いん縁ねんのある顔がいくつか見てとれた。あれは、シビルの取り巻き達たちだ。ディミアン・グイドーニス司教が謹きん慎しんさせられていた頃は大人しくなりを潜ひそめていたが、司教が復帰してからというもの、またしても彼女の周りを集たかるようになっていた。もしかしたら、シビルもあの一団のなかに埋もれているかもしれない。

　彼女達は一体どこに向かうのだろうかと考えた矢先、すぐに答えが導き出せた。

　──遺棄された造船所。コルティの礼拝堂だ。

　先日クリカラから聞いていたではないか。エリオらしき審しん問もん官かんが、コルティのことを探っていたと。あの時は、なぜ彼がコルティを探していたのか不明だった。しかし今ならわかる。トリスタンの行方を追う彼らが、旧友のコルティの存在を知り、疑いの目を向けてもおかしくない。ましてやコルティは逃亡者だ。追跡の手が及ぶのも頷うなずける。

「引き返しましょう！」

　突如慌て始めたベルを見て、状況を飲み込めないクリカラは、どこか怪け訝げんそうだった。

「今、審問官の一団が乗る船とすれ違ったの。きっと彼らの目的は──」

「コルティか！」

　事態を察したのだろう。相棒の顔にも焦りの色が浮かんた。

　コルティのかつての同志が次々と殺されている現状で、彼を教会に捕ほ縛ばくさせることは危険極まりない。たとえ、拘束に動いた審問官達にその意志はなくても、結果として彼らの行動がコルティを殺あやめることに繫つながってしまうかもしれないのだ。

　こうなる事態を予測して、コルティに忠告しておくべきだった。

　次の桟橋まで、それほど時間はかからないはずだ。だが、そこからすぐに取って返して、どれだけ審問官達との距きよ離りを詰められるだろうか。

　豪快に波を切って進む蒸気船の甲板で、ベルは搔かきむしられるような焦しよう燥そうに駆られていた。




　造船所の跡地には、大小二つの廃屋が並んでいた。昔ここが機能していた頃は、小型船と大型船で施設を分けていたのかもしれない。

　ベルとクリカラが到着すると、矢庭に大きな廃屋から鬨ときの声と喧けん騒そうが響ひびいてきた。すぐさま窓から屋内を覗のぞき込む。中では、すでに戦端が開かれていた。いや、これは戦いと呼べるようなものではない。一方的な蹂じゆう躙りんと言った方が相応ふさわしいだろう。戦意もなく逃げ惑う異端者達を、審問官達が容赦なくトーメント・デバイスで叩たたきのめし、次々と拘束している。

　二人は、そのまま物陰に隠れて様子を見ることにした。へたに屋内に突入すれば、事態をより厄介なものにしてしまうかもしれないからだ。

　見たところ、どうやらミサに集まった者達全員を、問答無用で拘束しているようである。

　おそらく、審問官達の指揮官はシビルだろう。彼女の指示が間違っているわけではない。役目に忠実なだけなのだとわかってはいるが、ベルは唇を嚙かまずにはいられなかった。

　クリカラも、辛つらそうに陰惨な光景を眺めている。

　そういえば、シビルが見当たらない。それに、コルティも捕まってはいないようだ。もしかしたら、小さな造船所の方にいるのだろうか。

　そう考えて、ベルがもう一つの造船所に目を向けた瞬しゆん間かんだった。小さな造船所から爆ばく音おんが轟とどろいたかと思うと、窓を破って炎が勢いよく燃え上がった。隣りん接せつする建物が突如燃え出す光景を目まの当たりにして、虜とりことされた異端者達たちが悲鳴を上げる。

　パチパチという音を立てて、紅ぐ蓮れんの触手が木造の建物を覆おおい始めた。このままでは全焼するのも時間の問題だろう。

　ベルは、捕り物に加わる覚悟を固めた。窓から跳び入って、知った顔の取り巻きの肩を摑つかむ。

「ねえ、シスター・シビルはどこにいるの？」

「あんた、なんでここに!?」

　頓狂な声を上げた彼女の疑問を無視し、矢継ぎ早に問い質ただす。

「お願い答えて。シスター・シビルはどこ？　コルティ元司教は？」

　取り巻きはしかめっ面を浮かべながらも、火に包まれた小さな造船所を指した。

「あの中でしょう。コルティ元司教は、シビル様が拘束しに行ったわ」

「助けに行かないの？　あんなに燃えてるのよ？　建物が倒とう壊かいしたら……」

　言いかけて、ふと気付く。ここにいる審しん問もん官かん全員が、燃えている小さな造船所へと立ち入ろうとしていない。そうか、先日のマイユール広場の一件で、彼女達は恐れているのだ。もしかしたらあの炎は、アイギスでは防げないかもしれないと。

　彼女達が警戒するのも無理はない。実際、あの炎が清めの火である可能性も考えられる。しかしそれならば、なおさら捨て置くわけにはいかないではないか。

　ベルは即断すると、造船所を飛び出して運河へと跳び込んだ。派手に水飛沫しぶきが上がる。

　相棒の奇行に、クリカラが喫きつ驚きようした。

「おい、どういうつもりだベル？」

「これから、燃えてる造船所に入るわ！」

「なんだと!?」

　ベルは運河から這はい上がった。黒い修道服が水を充分に吸って、重々しく体に張り付いてくる。清めの火がこんなことで防げるとは思えなかったが、やらないよりは幾分かマシだろう。

「クリカラはここで状況を窺うかがっていて。無茶を言うけど、外から脱出をフォローしてくれると助かるわ」

　クリカラは、口を歪ゆがめて頭を搔かいた。

「……ったく、本当に無茶なこと言いやがる。わかった、できるだけのことはしてやるよ」

　濡ぬれ鼠ねずみのベルは、相棒に微笑ほほえみかけると、炎を噴ふき上げる造船所へ駆け込んでいった。

　屋内に入ると、途端に気温が上昇する。あっという間に服が乾いてしまうのではないかと思えるほどの熱気だ。

　天井の梁はりや柱を、紅あかい揺らめきが侵食し、耳障りな音を立てている。視界を黒煙が覆おおった。

　咄とつ嗟さに、手拭いで鼻と口を覆うベル。

　目の前は、赤と黒の世界。いつしか幼い日に見た恐ろしい光景が、目の前に再現されたかのようである。

　しかし、すぐそこに見える人物は兄ではない。修道服を着た小柄な女性だ。しゃがみ込んだ彼女は、栗くり色いろの癖くせ毛げを搔かき上げて、今にも炎が燃え移りそうな床板を凝ぎよう視ししている。

「シスター・シビル！」

　呼びかけると、しゃがんだまま跳び上がらん勢いで、彼女は振り向いた。

「ベルヘルミナ・バスカヴィル？　何であんたがここにいんのよ？」

　先程の取り巻きと、さして変わらない反応を示した。

「わたしのことよりも、そんな所に蹲うずくまってないで、早く脱出を──」

　言いかけて、シビルが見つめていたものに気が付いた。木床に、大きな赤黒い染みが広がっているのだ。これは間違いなく大量の血痕である。それも、ほとんど凝ぎよう固こしていない。

「このとおり、脱出は後回しよ」

　シビルが鼻を鳴らした。

「あたし達たちは、集会所代わりに使われていた向こうの造船所を強きよう襲しゆうしたわ。そして、集まっていた異端者どもを一網打尽にした。でも、もしかするとこっちの造船所にも、難を逃れた異端者が潜ひそんでいたのかもしれないわね」

[image: ]

「この血痕は、その異端者のものだということ？」

「そうね。潜せん伏ぷくしていた異端者が、何らかの理由で怪け我がをしたと考えるのが妥当だわ。だけどね、もう一つの可能性にだって目を瞑つむるわけにはいかないんじゃない」

　ベルは、彼女の考えを先読みし、口を挟んだ。

「この血が、コルティ元司教のものだというの？」

「それを確かめに行こうとしてんのよ。これでも、まだ脱出しろとかぬかして、あたしの邪じや魔まをするつもり？　この前あたしが言ったこと、忘れてないわよね？」

　次にシビルの前に立ちはだかったら、容赦なく急所に銃弾をお見み舞まいすると宣誓したことを言っているのだろう。アイギスがあるとはいえ、まったく物ぶつ騒そうな発言である。

　その誓いがあったからではないが、ベルは彼女を止めようとはしなかった。なにしろ、ベル自身も血痕の主が気になったのだ。とはいえコルティがレプトイドだとは、とても思えない。

　ふいに、人間のものとは思えない悲痛な叫きよう声せいが響ひびき渡った。それはすぐに、轟ごう々ごうと燃え盛る火の音に消されてしまう。

　コルティが気掛かりでならなかった。悲鳴が聞こえたのは、火の壁かべの向こうからだ。もし、あの一帯を取り囲む灼しやく熱ねつの遮しや蔽へい物ぶつが、清めの火であったとすれば、ここより先に進めば無事では済むまい。しかし逆にいえば、清めの火でさえなければ、この身が焼かれることはないのだ。果たして、どちらなのだろうか。

　ベルは、怯おびえる心を宥なだめすかし、奥へ向かって一歩ずつ踏ふみ出してゆく。

　暴れ狂う火炎が、ベルの袖を撫なで上げる。引火した炎を慌てて叩たたき消すと、腕にはアイギスの光が広がっていた。清めの火ではない。これなら、煙を吸わないように気を付ければ、先に進めるはずだ。

　シビルも、無言でベルの後に続いた。

　進めば進むほど、火勢は強くなってゆく。火元がこの奥であることは間違いないだろう。

　やがて、炎に囲まれた空間でベルはそれを見た。一いつ瞬しゆんで全身の血の気が引き、麻ま痺ひしたように足が竦すくむ。恐怖が喉元までせり上がってきた。

「なんてことを……！」

　椅子に座った黒い人型の上を、貪欲な炎が這はい回っている。灼熱の舌で、衣服を、髪の毛を、肉を焦がし、犠ぎ牲せい者しやを貪り尽していた。

　小柄な体たい軀くからして、コルティに間違いないだろう。惨むごたらしい屍しかばねからは、彼の面おも影かげは感じられない。椅子に座っているとばかり思っていたのだが、よく見れば、焼け焦げた細い手脚を鎖くさりで椅子に縛しばりつけられていた。まるで、火刑台さながらに。

　やはり、ここにはもう一人いたのだ。その人物が、彼にこの凄惨な死を与えたに違いない。清めの火を放って──。

　胃液が逆流してくるかのようだった。ベルは口を押さえる手拭いに力を込め、必死に堪こらえる。

　あの気丈なシビルでさえ、慄おののいて言葉もない。

　二人を我に返らせたのは、扉を蹴け破やぶって侵入してきたクリカラの怒鳴り声だった。

「何してる！　こっちの裏口は火の手が弱い、早く脱出しろ！」

　クリカラに促されるようにして、ベルとシビルは焼け落ちる寸前の造船所からほうほうの体ていで逃げ出した。勢い余って、叢くさむらの斜面を転がってしまう。

　すぐにクリカラが駆け寄ってきた。

「無事か、ベル？」

「ええ……」

「コルティはどうした？」

　俯うつむきながらベルが首を振ると、それだけでクリカラは理解したようだ。悔しそうに歯を嚙かみ締しめる。

　生せい還かんできた喜びよりも、ベルは己の無力さに打ちひしがれていた。そしてそれは、シビルも同じだったようである。憎々しげに、地面を何度も殴りつけている。白いグローブが破れ、彼女の手に淡い光の花弁が咲いていた。

「なんてザマよ……。これじゃあ、シスター・フェイスに顔向けできないわ」

　フェイスの名が出たことは、ベルにとって予想外だった。つい、傷心のシビルに不ぶ躾しつけな質問をしてしまう。

「どういうこと？　シスター・フェイスがどうしたの？」

　シビルが睨にらみつけてきた。無ぶ遠えん慮りよな問い掛けに、腹を立てたのだろう。それでも、舌打ちをして答えてくれる。

「彼女にとって、コルティ元司教は恩師らしいわ。私情が挟むとマズいから、今回の捕り物から外れてもらったのよ。あたしが出張ったのも、彼女の代役みたいなもん。それなのに！」

　シビルは心底悔しそうだ。コルティを死なせてしまった自分が許せないのだろう。だが、憤ふん激げきこそしているが、消沈した様子をまるで見せていない。シビルはそういう審しん問もん官かんなのだ。

「だいたい、あんた、どうしてここにいたのよ？」

　造船所内で再会した時、彼女が発した質問が再び飛び出してきた。唐突に話を変えられ、ベルは狼狽うろたえてしまう。

「それは……」

「あんたなりに一連の件の調査を進めてるってことよね？　チンピラもセットでいるってことは、そういうことでしょ？」

「おいコラ、誰だれがセットのチンピラだ？　火事場でも喧けん嘩か売ろうってのか、泣かすぞチビ」

　いきり立ったクリカラを、ベルはすっと手で制した。二人が犬猿の仲であることは重々承知しているが、今のシビルの精神状態を考えると、ここで突っかかるのは酷というものだろう。

　シビルも、元よりクリカラと口論するつもりはなかったようである。ここぞとばかりに、ベルに食って掛かってきた。

「ベルヘルミナ・バスカヴィル、あたしにあんたの知る情報を寄こしなさい！　そこのチンピラ、情報屋なんでしょ？　何か摑つかんでるのよね？」

　無茶苦茶な要求だったが、ベルはそれを拒否するつもりはなかった。荒れているシビルを見据えて、聞き入れる。

「いいわ。でも、交換条件がある」




　翌日、ベルはいつもどおり中央修道会を訪れていた。コルティの身に不幸がなければ、今日は逃のがれの家いえへと連れて行ってもらう約束になっていたのだが……。

　思えば、コルティは好人物だった。きっとフェイスも彼のことを師として慕っていたのだろう。それだけに、彼女が心配でならない。一体彼女にどう声をかけたものかと思案しながら出仕したのだが、その憂ゆう慮りよを余所よそに、肝心のフェイスに未いまだ会えずにいる。

　ベルは、修道院の敷しき地ち内にある屋外テラスを訪れた。丸いテーブルがいくつか置かれている憩いこいの場の一角を、修道女の一団が陣取っている。取り巻き達たちに囲まれたシビルが、テーブル席に腰を落とし、不機嫌そうに足を組んでいた。

「お待たせ」

　声をかけると、彼女は眉間に皺しわを寄せて睨にらんできた。取り巻き達も、仇かたきでも見るような目で迫ってくる。さすがにベルはたじろいだ。この敵意のなかで取引をするのだろうか。

「あの、シスター・シビル、昨日の話なんだけど……。ここでするの？」

　シビルは、犬でも追っ払うように片手を動かした。するとどうであろう。取り巻き達が、ぞろぞろと退散してゆくではないか。教育がよく行き届いているようだ。

「これで話し易やすくなったでしょ？　早く席に着きなさい。あたしに時間を無駄にさせる気？」

　ベルは少しむっとしながら、シビルとテーブルを挟むようにして腰掛けた。

「わたしだって時間を無駄にしたくないわ。シスター・フェイスに会っておきたいし」

「それはお生憎様。彼女、今日は休んでるわよ」

「え？」

　考えてみれば、一日くらい休みをとって当然だろう。恩師があんな亡くなり方をしたのだ。

「あたしだって彼女に用があんの。ケジメはつけなきゃいけないからね」

　シビルは、頑かたくなな瞳ひとみをしていた。何かしら責任を取るつもりなのかもしれない。

「それから、遅かれ早かれあんたも知ることになるだろうから、先に伝えておく。悪い知らせよ。教皇庁から、アルマース枢すう機き卿きようの異端嫌疑がテン・コミュニオンに持ちかけられたわ」

「枢機卿に異端嫌疑!?」

　ベルは驚おどろきに打たれた。これでは、トリスタン捜索の目的がまるで逆さまになってしまう。

「言っとくけど、あたしも納得してないっつーの。でもね、これだけ長い期間失しつ踪そうしてるとなると、やましいところがあるんじゃないかと疑う気持ちだってあるわ」

「待って、レプトイドに拉致されているという可能性だってあるじゃない？　そういう可能性は話に出なかったの？」

「もちろん出たわよ。先日まではその方向で動いていたんだから、当然でしょ？　でも、お偉いさんの見方が変わった。お義父とう様も、さすがに戸惑っていらっしゃったわ」

　無理もない話だ。捜索して保護すべき対象から一転して、指名手配の異端者扱いである。

　異端者といえば、ベルはシビルに確かめておかなければならないことがあった。

「ねえ、昨夜あなた達たちが拘束した異端者達の中に、怪け我がをしていた人はいたの？」

　シビルは、眉をぴくんと上げる。ベルの質問の意図を悟ったのだろう。

「そりゃあ捕り物の際に怪我した連中はいたわよ。でも、あの造船所内にあったような大量の血痕から思い起こされるような重傷を負っていた奴やつは一人もいなかったわ」

「そう……」

「さ、お喋しやべりはここまでにして本題に入るわよ」

　彼女は一枚の封書を取り出して、ベルの目の前に翳かざした。

　ベルが封書に手を伸ばしたところ、ひょいとそれを引き戻す。なかなか意地悪な仕草だ。

「あんた、こんなもん要求して正気？　なんだって、今さら監かん獄ごくのバリアクラッカーになんざ会おうとすんのよ？」

「一言で答えるのは難しいんだけど、会って確かめておきたいことがあるの。アイギスを無効化することにかけては、あの男が一枚上手だから」

　ベルがシビルに交換条件で要求したのは、ナレシュへの面会許可証だった。ディミアン・グイドーニスが主導権を握っている今となっては、ベルの申しん請せいが通るとはとても思えない。しかし、シビルならば邪険にされることはないだろうと踏ふんだのである。

　ベルは、どうしてもナレシュに会わなくてはならなかった。清めの火の正体を知るには、もはや『黙もく示し録ろく』の禁断の知識が不可欠なのではないかと感じていたのだ。サン・フォルス島の上陸に規制がかかってしまった以上、かつて『黙示録』の解明を試みていたあの男を頼たよるよりない。不本意極まりないが、それがベルの苦渋の決断だった。

　シビルはテーブルに肘を乗せると、ふーんと探るような目を向けてくる。ベルの説明に納得がいっていないようだ。しかしながら彼女に『黙示録』のことを話すわけにはいかない。ましてや、これは取引である。今の説明で納得してもらうよりないだろう。

「……まあ、いいわ。こいつは渡してやるわよ。あんたの話を聞かせてもらった後にね」

「少し長くなるわ──」

　ベルは唇を軽く舐なめると、しっかりとした口調で話し始めた。
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　薄うす暗ぐらい無機質な石床に、靴音がやたらと反はん響きようした。冷たい鉄の扉の向こうは、湿気と暗くら闇やみに支配された赤あか錆さびだらけの閉塞世界だ。

　ベルは気を引き締しめる。しばらくここに来ることはないだろうと思っていたが、読み違えもいいところだった。まさかこんなにも短い間隔で、再びこの隔かく離り施設を訪問することになるなんて。

　こうしてグーリケ監かん獄ごくを再度訪れるにあたり、ベルがシビルに提供した情報は、主に清めの火に関することだった。改革派が恐れた粛清の猛火。彼らを焼き払った教皇庁の所業を伝えることで、シビルへの忠告にもなっただろう。自分達たちが現在関わっているこの一件も、一ヶ月前のバリアクラッカー事件に匹敵する危険があると、彼女もわかったはずだ。

　そしてベルは、これからその危険な殺人鬼と、格子を挟んで相見あいまみえなくてはならない。沈滞する現状を打破する突破口が、ここにあると判断したのだから。

「どうぞ、お入りください」

　先日と同じ修道士が、鉄製の扉を開けてベルを室内へ促した。

　緊きん張ちようした面持ちで、接見室への扉を潜る。

「──やあ、そろそろ来る頃じゃないかと思ってたよ」

　格子の向こうには、すでに鉄仮面の少年が佇たたずんでいた。相変わらず手て枷かせと足枷から長い鎖くさりが伸び、彼が動くたびに石床に擦すれる。じゃらじゃらという音が、やけに耳に障った。

　この間とは異なり、待たされなかったのは喜ばしいことだが、こちらの行動を見透かされていたかのようでベルは不快に感じていた。

　頰ほおを膨ふくらませながら巾着袋をむんずと取り出すと、それを立会の修道士にあてがった。

「この前の倍近い額が入っています。好きなように使って」

「では、十五分です」

　彼が巾着袋を受け取ろうと手を伸ばした途端、ひょいとベルはそれを引っ込めた。シビルの見様見真似まねだ。

　賭と博ばく狂いの修道士は、まるでお預けを食らった犬のような表情をこちらに向けてくる。

「いいえ、二十分よ」

　言い切った語調には迫力があった。修道士は渋々といった様子で承しよう諾だくし、巾着袋を受け取る。中身を確認した彼は、格子の向こうにいる監かん視し役に合図を送って接見室を出ていった。

　余計な観客を追っ払ったベルに、ナレシュは賛辞を贈おくる。

「手慣れてきたじゃないか。それでこそ、ぼくの妹だ」

「ふざけないで」

　大金をはたいて得た貴重な時間だ。無駄口を許すつもりはない。

「少し興奮しているようだね。その様子だと、清めの火を調べ始めたのかい？」

「ええ。あの人体発火は、煉れん獄ごくの鍵かぎという特殊な言語で引き起こされている可能性があるの。同様にアイギスを無効化できるあなたなら、何か仕組みに見当がつくんじゃないかしら？」

「へえ、火刑台に縛しばられたぼくを見殺しにしようとしたおまえが、今度はわからないことを聞きに来たってわけか。ずいぶん虫がいいと思わないかい？」

　おどけたようなナレシュの態度に、ベルは再び頰ほおを膨ふくらませた。

「よく言うわ。殺されるつもりなんてなかったくせに」

「どういう意味？」

「あの異端判決宣告式アウト・デ・フエは、ただのパフォーマンスだった。もともと、あなたの処刑は失敗する予定になっていたんでしょう？」

「それはおかしな話だ。ぼくの処刑を失敗することで、教会にどんなメリットがある？」

「普通に考えればないわ。むしろ処刑の失敗は、教会の権威を落としかねない」

「なら、辻つじ褄つまが合わないじゃないか」

「でも、教会内の意思統一を図る粛清が目的なら話は別よ。それを上回る見返りがあるもの」

　嘲ちよう弄ろうするかのようだったナレシュが静かになった。彼は押し黙だまり、ベルの推理に耳を傾ける。

「きっと教皇庁は陰いん謀ぼうを巡らせていた。かねてより粛清対象としていた目障りな改革派を、異端判決宣告式アウト・デ・フエにかこつけて一掃しようとしたのよ。あなたを火刑台に送ることで混乱を煽あおり、広場でトラブルを起こさせた。粛清という真の目的をカモフラージュするためにね」

　ベルは渇いてきた唇を軽く舐なめた。

「広場の爆ばく発はつは教皇庁が仕掛けたと考えるのが妥当だわ。あの状況で焼死者が出ても、強引にこう言い繕つくろうことができる。──教会に潜せん伏ぷくしていたレプトイドが王を救出しようとして、爆発に巻き込まれて焼け死んだ。これが彼らの筋書だった。実際、そのとおりになったしね」

　サラの証言どおり、広場の爆発がレプトイドの仕業ではないとすれば、自おのずと答えはここに行き着く。審しん問もん官かん達たちの厳戒態勢が敷しかれていたマイユール広場に爆発物を仕掛けられるとすれば、教会の人間の自作自演だったと考えるのが、最も自然だ。

「しかしそれだと、ぼくを生かす理由がない。たとえ異端判決宣告式アウト・デ・フエの目的が粛清にあろうとも、ついでにぼくも殺してしまえばいいだろう？」

「そうね、わたしもそこに疑問を感じたわ。でもそのおかげで、この事件の全容が見えたの」

「へえ、どんなものが見えたんだい？」

「この事件の真の姿は、保守派である教皇庁と、改革派であるアルマース一派の政争よ。教皇庁には、清めの火を操れる煉獄の鍵がある。ならば、アルマース一派だって同等の切り札を欲したはずだわ。それが……バリアクラッカー、あなたよ」

　仮面の男が、けたたましい笑声を響ひびかせた。それは嘲ちよう笑しようなどではない。彼は、心底愉快そうに笑っているのだ。

　一ヶ月前の事件において、ベルがナレシュの正体を看破した時も、同じように彼は笑った。つまり、この男がこうして笑うのは、推理が的を射ている証拠なのだ。

「やっぱり！　あなたはアルマース枢すう機き卿きようと裏取引を進めていたのね。いいえ、狡こう猾かつなあなたのことだから、きっと教皇庁にも自分を売り込んでいたはずだわ。それであなたは、監かん獄ごくの中でも堂々と振る舞まっていられたんでしょう？」

　ベルがシビルと交渉してこの監獄への手続きを済ませたように、ナレシュも何かを見返りに、自分の圧倒的な力を売り込んでも、なんらおかしなことではない。だが、トリスタンや教皇庁がこの悪あく魔まの取引に応じる構えを見せているのは、正気の沙汰とは思えなかった。

「おや、正解に辿たどり着きながらも、釈然としていない様子だね。別におかしなことじゃない。人類が生き残るうえで獲かく得とくした凶暴性は、太古から変わっていないってことさ。アイギスという盾に護まもられているというのに、それでも暴力を頼たよろうとする。神の盾を手に入れた彼らが次に欲するのは、その盾を打ち砕く悪魔の矛だよ」

　ナレシュの見解は、いつだって辛しん辣らつだ。そして、そこには否定しきれない真実が含まれている。彼の苛烈な人間論がすべて正しいとは思えない。かといって、間違っていると言い切れるほど、ベルは純粋無む垢くな子供でもなかった。

「教えて、煉れん獄ごくの鍵かぎの仕組みと正体はなに？　あなたなら知っているんでしょう？」

「それは誤算だったね。生憎、ぼくも知らないんだ」

　ナレシュは大おお袈げ裟さに肩をすぼめてみせた。小馬鹿にしているつもりだろうか。

「わたしをからかってるの？　清めの火のことを知っていたじゃない」

「からかってなんていないさ。ぼくが知っているのは、サン・フォルス島で殺した修道士達たちから聞いた上辺の知識にすぎない。おまえと同様のね」

「でも、あなたは『黙もく示し録ろく』の解明を進めていたわ」

「『黙示録』は、全知にほど遠い代物だ。アレから得られるのは、アイギスに関係した知識に限定される。でなければ、教会はもっと上手に千年前の技術や文化を模倣しただろうね。でも、そうはなっていない。アーモロートを見れば一目瞭りよう然ぜんさ」

　考えてみれば確かにそうだ。彼は本当に知らないのかもしれない。

　コルティは言っていた。煉獄の鍵に関することは、『黙示録』に関わる聖職者達が、教皇庁から密ひそかに聞かされるのだと。ベル自身、『黙示録』に触れながらも、鍵に関して無知だったのは、このためだ。

　それは裏を返すと、煉獄の鍵は『黙示録』の知識ではないということになる。さらに言えば、アイギスと関連するものかどうかすら疑わしい。

「はっきり言って、鍵かぎの正体よりも、それが作り出した環かん境きようの方が興味深いよ」

「どういうこと？」

「考えてみてごらん。まるで人間の足元には見えない薪まきが積まれているようなものじゃないか。教皇庁は、いつだってそいつに火を入れることができる。いつぞや、ぼくの火ひ焙あぶりに集まった連中も、火刑台にいるようなものだったってことさ。……ベル、おまえも含めてね」

　皮肉の籠こもった言い回しだったが、ナレシュの所感は、先日ベルが抱いたものと酷似していた。そのとおり。まさに自分達たちは、いつ焼かれるともしれない火刑台上の存在なのだ。

「そうよ。だからこそわたしは、なんとかして鍵の正体を突き止めようと……」

「──もしかしたら、鍵自体の正体は、さほど問題ではないのかもね」

　突如ナレシュが妙なことを言い出した。

「正体が問題じゃない？　どうして、そう思うの？」

「おまえが情報に翻ほん弄ろうされているように見えるからだよ。躍やつ起きになるあまり、本質を見失っちゃいけない。この事件で、本当に知りたいことは何だい？」

　ベルは短く呻うめいた。まさに図星だったのだ。解明したいのは、ある一点に尽きる。

「……わたしが知りたいのは、どうしてアイギスに護まもられた人々が焼死したのかよ」

「そうだね。肝心なのは、いかにして人体発火が行なわれているかという点だよ。清めの火の仕掛けを摑つかめば、自おのずと煉れん獄ごくの鍵の正体は見えてくるんじゃないかな」

　仮面に隠れて確認することは叶かなわないが、きっと彼の目はギラギラと輝かがやいていることだろう。

「まずアイギスは、ぼく達の理解を超えた複雑な言語で情報を構成したシステムだということを忘れちゃいけない。鍵と称される何らかの言語が存在し、それがアイギスに干渉するという可能性も当然捨てきれないだろう」

「ちょっと待って。鍵の正体は問題じゃないって、今しがた言ったばかりじゃない。あなたは、真逆のことを肯定しているわ」

「そんなことないさ。ベル、おまえは煉獄の鍵のことを初めて聞いた時、どう思った？」

「どうって言われても……。初めは突飛だと思ったわ。でも、よくよく考えてみると、アイギスを操作できちゃうかもしれないって思うようになった……。それがなに？」

　訝いぶかしげにベルが答えると、ナレシュは待ってましたと言わんばかりだった。

「そう、アイギスの真実を知る人間からすれば、もっともらしい説得力を持っているように聞こえるよね。しかし、かえってそれが疑わしい。だいたい今の人類に、アイギスに干渉できる技術があれば、規格外状況イレギユラーケースが一人現れたくらいで右往左往したりしないよ」

　ナレシュは自分のことを言っているのだろう。

　アイギスの二つの規格外状況イレギユラーケース、マクロプロス変異系バグと、セカンド・アイギス変異系バグ。

　もともとアイギスは、肉体に生じる変化に反応するシステムである。ただし、アイギスが反応する対象は、怪け我がや病気といった外的要因だ。成長や老化といった内的要因には反応しない。ところが稀まれに、故障によってアイギスの対象要因が逆転されてしまう誤動作が発生する。これが、マクロプロス変異系バグである。

　また、アイギスが分裂し、本来対象としてきた要因以外にも反応してしまう故障もある。これが、セカンド・アイギス変異系バグだ。セカンドは、もともとあったアイギス──ファーストと異なり、視認や声音、接触によって他者への損傷事象の伝送を行なう特徴がある。

　この二つの規格外状況イレギユラーケースを発現させた稀け有うな人間が、このナレシュだ。彼は変異したアイギスを用いてタルタロスに君臨し、アーモロートを脅かす殺さつ戮りくの王、バリアクラッカーとなった。

「アイギスに影えい響きようを与える技術を持っていれば、バリアクラッカーを恐れたりしない。アイギスを書き換えてしまえば済む話なんだからね。しかし、実際はどうかな？」

　それもそうだ。そもそもアイギスは、人体の遺伝子に組み込まれた機関だ。いかに教皇庁といえども、どうこうできるとはとても思えない。

「煉れん獄ごくの鍵かぎが実在するのかどうかはわからない。だが、少なくとも人体を燃焼させる直接の原因とするには無理がある。つまり、枢すう機き卿きよう達たちが知らされていることは偽情報ブラフと考えるべきさ」

「どうしてそんな噓うそを……」

　当然の疑問を抱くベルだったが、すぐにその答えを己の経験則から導き出した。

「──そうか、本当の人体発火の仕掛けを隠したいからね」

　ナレシュは頷うなずいた。

「事実だけを掬すくい上げれば、彼らが隠そうとしているものが何なのか、自明になるよ」

　ベルは、思考の海を深く、より深く潜もぐってゆく。真実の欠片かけらが泡ほう沫まつとなって、水面へと浮かび上がってゆくようだった。

　長い歴史のなか、教皇庁は政敵を清めの火で殺害してきた疑いがある。被害者達は、アイギスを持った人間だった。つまり、清めの火はアイギスを無効化する。アイギスは、アイギスで送信された事象を再伝送することはない。そして教皇庁は、真実に関わる者達を抑圧するために、あえて粛清の手段である煉獄の鍵を教えている。

　事実から浮かび上がる真相、それは一際大きな泡となって、意識の表層に浮上してゆく。辿たどり着く結論はこれしかない。

「──人体発火は、アイギスによる伝送としか考えられない。つまり、教皇庁は密ひそかにバリアクラッカーを遣って反乱分子を粛清している。煉獄の鍵の情報は、バリアクラッカーを隠すための目め眩くらまし！」

「そう考えるのが合理的だ。ぼくとは違うタイプのバリアクラッカーが、アーモロートにはずっと存在していたということになるね。教皇庁の庇ひ護ごの下で」

　なんということだろう。自分で結論を出しておきながら、ベルは全身に冷水を浴びせかけられたようだった。膝ひざが震ふるえる。綺き麗れいごとでは済まされない教会の闇やみを、今再び垣かい間ま見みたのだ。

「しかし、ここからが問題だ。どうやったら、そんな芸当ができるのか……」

　片やナレシュは、まるで難解なパズルにでも興じているように楽しげだった。教会が内包する途方もない暗部など、彼はとっくのとうにお見通しなのだろう。人類という種に見切りをつけているこの男の目には、さぞかし聖せい盾じゆん教きよう会かいは滑こつ稽けいなものに映っているに違いない。

「一つ確認させて。あなたなら、アイギスに護まもられた人に炎を伝送することはできる？」

　ベルは率直な質問をナレシュにぶつけてみた。彼は、嬉き々きとして答えを返す。

「無理だね。火で焼かれる事象を送りつけることはできる。でも、炎自体を伝送することはできないよ」

　思っていたとおりの回答が返ってきた。ベルは顎あごに手を当てる。そう、基本的にアイギスが伝送できるのは、あくまで肉体に生じた変化に限られる。物質そのものを伝送できるわけではないのだ。例えば、アイギスに護られた人間が銃で撃うたれたとしても、弾丸は光の障しよう壁へきに妨げられ、肉体にめり込むことなく地に落ちる。そして、銃に撃たれたはずの傷だけが、レプトイドへと伝送されるのである。先日のマイユール広場で、ベルがシビルの銃弾を受けた時にも、通常どおりこの現象が起きた。弾丸を伝送できないように、炎が伝送されることもあり得ない。

　ナレシュが、悩めるベルをからかうように、あるいは導くようにして、語り掛けてくる。

「それでも、人間を傷つけるにはアイギスによる伝送以外にはないんだ。損傷事象の伝送は、絶対に再伝送されることがないからね。つまり、それがどういう意味かわかるかい？」

「……清めの火を操るバリアクラッカーは、セカンド・アイギス変異系バグを発現させているということよね？」

「そういうことになる」

　アイギスの代表的な規格外状況イレギユラーケースの一つであるセカンド・アイギス変異系バグは、[image: β]型のアイギス機関を持つレプトイドに限らず、[image: α]型を持つ人間にも伝送を可能としている。人間が何らかの干渉を受けるとすれば、これしか考えられない。

　朧おぼろげなバリアクラッカーの影かげに迫るにつれ、ベルは不気味な想像を搔かき立てられていった。

「このバリアクラッカー、まるで清めの火の種たね火びみたい。現れては消える奇怪な種火……」

「神出鬼没の種火か。あたかもイグニスファタスだね」

「イグニスファタス……。そうね、相応ふさわしい呼び名かもしれない」

　この鬼おに火びや人ひと魂だまを意味する名は、なかなか言い得て妙である。ナレシュと区別するためにも、便宜上そう呼ぶべきだろう。

「それじゃあ、ベル。イグニスファタスのセカンドは、ぼくのセカンドと同じものと考えるべきだと思うかい？　それとも、別物と考えた方がいいかな？」

　ベルは考えを整理して、はっきりと答える。

「別物と考えるべきだわ」

「どうして、そう思う？」

「マクロプロス変異系バグも発現させているせいで、あなたのセカンドの機能は、外的要因を他者に伝送するようになってしまっている。でもそれだと、さっきあなた自身が言っていたように、火傷やけどは伝送できても、炎を送りつけることはできない。つまり、イグニスファタスのセカンドは、あなたとは異なったものと解釈した方が自然だわ。それに、炎自体を伝送させているわけではない以上、伝送させている事象は、発火を促す要因だけということじゃないかしら」

　ナレシュは満足そうに言う。

「同感だね。では次の質問だ。おまえは今、イグニスファタスはマクロプロス変異系バグを発現していないと言った。ならばイグニスファタスのセカンドの伝送は、内的要因になる。一体、どのような内的要因で体が発火するんだろうね？」

　そう、問題はまさにここなのだ。ベルは自分の組み立ててきたロジックが間違っているとは思えない。しかし、それを突き詰めてゆくと、この矛盾の壁かべにぶつかってしまうのだ。どうしても考えあぐねてしまう。

「……ダメだわ。いくら考えても、発火を促すような内的要因なんて思い付かない」

　ナレシュには答えがわかっているのだろうか。それとも、わかっていないのだろうか。鋼鉄の仮面に隠され、彼の表情を読み取ることはできない。

「真相の究明は諦あきらめるのかい？」

「バカ言わないで。諦めたわけじゃないわよ。ただ、人間に起こる内的要因にそんなものが見当たらないというだけで──」

　瞬しゆん間かん、ベルの全身を稲妻が走り抜けた。そうだ。人間の内的要因ではあり得ない。だが……。

「サラマンダー……。信じられないけど、もしサラマンダーがセカンド・アイギスを発現させたら、発火作用を他者に伝送させることもできるかもしれない」

　サラマンダーの特殊な器官による発火は、おそらく内的要因だろう。もし、この発火作用を人間が受信したらどうなるだろうか。サラマンダーのように炎を制御する器官を持たない以上、生み出された炎は暴走し、そのまま体を内側から焼き尽くしてしまうのではないだろうか。

「待ちなよ。確かに悪くない発想だ。愉快で興味深い。でも、おまえは根本を違えている」

「え？」

「レプトイドが持つアイギス機関は[image: β]型だ。受信ばかりで、送信はできない」

「うっ……」

　そのとおりだ。そのとおりなのだが、手応えのある閃ひらめきだと思っていただけに、この仮説を捨てるのは惜しまれる。

　ベルは苦し紛れに言ってのけた。

「だ、だったら、サラマンダーの特性を持った人間がいたらどう？」

　ナレシュが鼻で笑った。本末転倒の迷推理だとでも評したいのだろう。言わなければよかったと、ベルが後悔していると──。

「何を悔やんでいるのか知らないけれど、悪くない発想だって言ったはずだよ」

　ベルはキョトンとしてしまう。彼が笑ったのは、自分をバカにしてのことではなかったようだ。逆に、自分は近づいているのだろうか、イグニスファタスの正体に。

　だが果たして、サラマンダーの特性を持ちながら、なおかつ[image: α]型のアイギス機関も持つ存在がいるのだろうか。レプトイドと人間の二つの特徴を併せ持った者がいる可能性など……。

「──ある。その可能性だってあるわ」

　うわ言のように、ベルは呟つぶやいた。そして勢いよくナレシュに顔を向けると、生まれたばかりのイメージを解き放つ。

「これは想像の域を出ないけれど、二つの特性を持つ存在がいるとしたら……人間とサラマンダーの混血種キマエラ！」

　微動だにせず、ナレシュが正面から問い質ただしてくる。

「自信はある？　混血種キマエラのミューは、アイギスを発動できないんだよ？」

　ナレシュは知らない。ミューもまた、父親と同じようにバリアクラッカーとしての力を持っていることを。ミューは父親の因子を色いろ濃こく受け継ぎ、アイギスの規格外状況イレギユラーケースを発現させている。彼女がいつ頃そうなったのかは定かではないが、混血種キマエラには、未知数の可能性があると見ていいだろう。それに、以前ナレシュは混血種キマエラについてこう言及していた。事例がないのがおかしいのだと。これが、奇抜な推理に説得力を持たせてくれるような気がする。

「……どうかしら。でも、これ以外に考えつかないもの」

　ベルは、とぼけてみせた。それは言葉とは裏腹に、紛れもない自信の顕あらわれだ。

　それにしてもサラマンダーというと、どうしてもあの赤毛の少女の顔が思い浮かぶ。まさか彼女が混血種キマエラだとは思えないが……。

　ナレシュは肩の力を抜くと、壁かべを背にして屈かがみ込んでしまった。まるで役目をまっとうして休息をとるかのように。

「なら、これで話は終わりだ。ちょうどお迎えが来る頃だろうさ」

　廊下から靴音が聞こえてくる。賄賂を渡した修道士達たちが戻ってきたのだろう。

「あ、最後に一つだけ答えて」

「今さら何だい？」

「サラソージュというレプトイドを知ってる？」

「さあね」

　王の答えは、存外に淡泊なものだった。

　そして鉄の扉が開く。ベルが高値で買い取った時間に、終止符が打たれたのだ。




　グーリケ監かん獄ごくを後にしたベルは、その足で『モーニン』に向かった。

　日暮れにはまだ少し早い時間だ。店が開いているかどうか危ぶまれたが、どうやら取り越し苦労だったようである。入店したベルを、心地よい楽曲とシックな内装が迎えてくれた。

「こんにちは」

　ベルが声をかけると、カウンターテーブルに座っていたクリカラが顔を向けてくる。

「よう、今日はずいぶん早いな。例の監かん獄ごくに寄ってきたんだろう？」

「うん。シスター・シビルのおかげで、前よりスムーズに手続きができたの」

「チビのおかげ？　へえ、あのチンチクリンでも、おまえさんの役に立つことがあるんだな」

　さらりと酷ひどいことを言ってのけるクリカラ。今の台詞せりふを彼女が聞いたら怒り狂っていただろう。彼が思っている以上にシビルには助けられているのだが、今は黙だまっておくことにする。

「で、成果はあったか？」

「うん。進展したと思う。後で話すわね」

　断言したベルを頼たのもしく思ったのか、クリカラは軽快な口笛を吹いた。

　二人の会話が聞こえたのだろう。厨ちゆう房ぼうから店主が顔を出して、ニッコリと微笑ほほえむ。

「いらっしゃい、シスターさん。ちょっと早いけど、夕飯食べていくかい？」

「ごめんなさい。今夜はミューを寮りように待たせているの。それに、またお金も持ってなくて」

　ベルは、誤ご魔ま化かすように笑ってみせた。さすがに、この短い期間で何度もツケをお願いするわけにもいかない。修道女としての信用問題に関わる。

　そんなベルの様子を、クリカラがテーブルに肘をついて眺めていた。

「なあ、おまえさん、あの監獄に行くたびにスッカラカンになってないか？　あの監獄、ぼったくりキャバレーか何かなのか？」

　クリカラの突飛な発言に、ベルは吹き出してしまう。鉄仮面を被かぶったウエイターや、カード賭と博ばく狂いのダンサーを想像し、腹がよじれそうになった。

「おい、ベル？　いきなり腹抱えて、どうした？」

「う、ううん、な、なんでもない」

　クリカラが眉をひそめる。変な奴やつだとでも言いたげだった。

　ようやく笑いの波が去ったベルは、今夜ここに立ち寄った用件を思い出した。

「マスター、サラちゃん……あの赤毛の女の子ですけど、あれからこの店に来てますか？」

「頻ひん繁ぱんに来てるよ。入ってきて、シスターがいないとわかると、すぐ出ていっちゃうけどね」

　やっぱり、とベルは思う。ここ数日『モーニン』に立ち寄っていなかったから、サラにしてみれば空振りだったのだろう。

　クリカラがこめかみに青筋を浮かべていた。

「あのガキ、性しよう懲こりもなくチョロチョロと……」

「そう言わないでクリカラ。むしろ好都合だから」

「あん？　好都合だと？」

　ベルは、力強い笑みを浮かべる。

「マスターにお願いがあります。あの子が来たら、言こと伝づてをお願いしたいんです──」













[image: 第八章]







　乳白色の朝あさ靄もやが立ち込めている。

　高台から眺めるアーモロートの静粛とした街並みは、まるで薄うす霧ぎりのなかに浮かぶ幻げん影えいの都のように感じられた。

　しかしながら、眺望に気を取られるのもほどほどにしなければならない。柵から身を乗り出しすぎてバランスを崩せば、高所から真っ逆さまである。アイギスのあるベルは、落下したくらいでは傷一つ負わないが、無関係のレプトイドの命を奪ってしまうことになるだろう。

　ベルが立っているのは、マイユール広場に面した高い鐘しよう楼ろう──その鐘かね室むろに設置されたバルコニーだ。先日の爆ばく発はつ事件で、広場のシンボルであるこの鐘楼が無事だったのは、不幸中の幸いといえよう。

　日中であれば来客でごった返すような場所だが、夜が明けたばかりとなると、さすがに人ひと気けもなく閑散としている。頭上にぶら下がっている大きな鐘も、どこか寂しそうだった。

　この神秘的な絶景を、ベルは相棒と二人占めしていた。しかし、贅ぜい沢たくな独占もこれまでのようだ。静寂を破り、小さな人ひと影かげが鐘室に現れる。

「まさか、プリンセスからお呼びがかかるとは思ってもみなかったッスよ。ようやく、気持ちを変えてくれたってことッスよね？」

　赤毛の少女、サラソージュである。彼女は、ぞっとするような悪あく辣らつな笑顔で近づいてくる。時折覗のぞかせる彼女の狡こう猾かつな仮面だ。

　ベルは毅き然ぜんとして、サラの推測を否定した。

「いいえ、気は変わってないわ」

　すると、彼女は意外そうに目を丸くする。

「なら、誰だれもいない朝早くに、どうしてこんな所に呼び出したりしたんスか？」

「あなたこそ、どうして呼び出しに応じたの？　罠わなだとは思わなかった？」

　沈ちん黙もくが訪れる。朝の澄すんだ空気が、張り詰めたように重みを帯びた。しかし、赤毛の道化師は、すぐさまおどけるように胸を張った。

「考えなかったッスねえ。今さらプリンセスが、自分を捕まえるわけないって信じてるッスから。自分達たちは、すでに篤あつい信しん頼らい関係ってヤツで結ばれてるんスよ」

　いつもながらよく喋しやべる。少しでもベルが疑いを抱くと、サラは小者を演じてのらりくらりとかわし、巧みに自分の都合のいい方向へ誘導しようとするのだ。今までもこの手で振り回され、本質的なものを見落としてきたが、今日はそうはいかない。

「それだけじゃないでしょう？　あなたは、仮にわたしに捕まっても、火ひ焙あぶりになることはおろか、タルタロスに送られることもない。だから、ここまで強気に挑発できる」

「またまた～。そんなことあるわけないじゃないッスか～。自分はレプトイドッスよ。いっくらチャーミングだからって、教会に見逃してもらえるわけ──」

「見逃してもらえるわ、あなたなら。そうでしょう？　トリスタン・アルマースの密偵さん」

　ベルの一言で、弛し緩かんしかけた空気が再び凝ぎよう結けつする。今度ばかりは、サラはおどけない。今まで見せたことのないような険しい表情が、赤毛の下に張り付いていた。

「いつもみたいに笑って誤ご魔ま化かさないのね？」

「誤魔化すもなにも呆あきれてるんスよ。どういう経けい緯いで、プリンセスはそんな誤解をしちゃったのかな～」

「誤解じゃないわ。この広場での異端判決宣告式アウト・デ・フエがお芝居だったと確信した時、自然とあなたを裏で操っている人物が何者なのか見えてきたの。水面下で政争を繰くり広げる教皇庁とアルマース一派、彼らは互いにバリアクラッカーの力を得ようと目もく論ろんでいた。当然、あの日の異端判決宣告式アウト・デ・フエでのレプトイド王の処刑は、中止される手て筈はずになっていたようね。中止のために教皇庁が用意したのが爆ばく弾だんであり、アルマース枢すう機き卿きようが用意したのが、あなた達たちレプトイドの強きよう襲しゆう部隊だった」

　思い返すと、かつてコルティ元司教はこう言っていた。レプトイドを使役している審しん問もん官かんの知り合いがいると。その人物こそ、彼の盟友トリスタン・アルマースだったのではなかろうか。

「ずいぶん突飛な話ッスねえ。言うに事欠いて陰いん謀ぼう論ろんッスか？」

　嘲ちよう弄ろうするサラに、ベルは挑戦的な笑みを向ける。

「突飛なんかじゃないわ。なにしろ、あなたの周囲で極めて不自然なことがあるから」

「……何のこと言ってるんスか？」

「なぜあなたは、はぐれ者のレプトイドをわざわざ金銭で雇わなけれなならなかったのか。王の奪だつ還かんを試みるなら、信しん頼らいできる仲間と共きよう闘とうすべきだわ。なのに、あなたはそうはしなかった。いいえ、できなかった。レプトイドの手勢なんて持ち合わせていなかったのよ。なにせあなたは……レプトイド王の臣下じゃないから」

「自分は……！」

「あなたには、レプトイド王に対する忠誠心なんてない。あなたが彼を救出しようとしたのは、アルマース枢機卿の命令だったから。広場の一件以来、わたしを協力させて兄さんを脱獄させようとしていたのもそのためでしょう。枢機卿はバリアクラッカーを手て駒ごまに加えるため、わたしを利用するよう、影かげからあなたに入れ知恵した」

「……違う！」

「つまり、アルマース枢機卿は今、自らの意志で姿をくらましていることになるわ」

　ベルは一呼吸入れると、とどめとばかりに畳みかける。

「教えて。アルマース枢すう機き卿きようはどこにいるの？　あなたは知っているんでしょう？」

　サラは蒼あおい顔をして唇を結んでいる。すでに余裕は消え、目尻には滲にじむものが見てとれた。道化師の仮面は完全に砕け、年相応の少女の素顔がそこに現れたのだ。

　ずっと黙だまっていたクリカラが、見ていられないとばかりに口を挟んだ。

「もう諦あきらめて白状しちまえ。密偵は正体を見破られたら、そこで終わりだ」

「み……見破られてなんてないッスよ。プリンセスの勘違いッス」

　肩を震ふるわせながら、必死に取り繕つくろおうとするサラ。クリカラは両の掌てのひらを上に向けると、首を左右に振った。

「そ……そんなに疑うんなら、審しん問もん官かんらしく、拷問でもなんでもすればいいんスよ……。やったところで、無駄骨ッスけどね……」

　どうしてサラは、ここまで意固地に正体を認めようとしないのだろうか。さすがのベルも、子供相手にこれ以上の追及は気が退ひけた。そんな躊ちゆう躇ちよが一いつ瞬しゆんの隙を生んでしまったのだろう。

　追い詰められたサラは、瞬またたく間に紅の蜥蜴とかげへと変身すると、柵を乗り越えて宙に身を躍おどらせた──。

「サラちゃん！」

「くそったれが！」

　ベルとクリカラの悲鳴が揃そろって上がる。

　クリカラは黒鉄色の鱗うろこに包まれた大蜥蜴に姿を変えると、驚おどろくべき反射速度を発揮した。間一髪、サラの尻尾を摑つかんで、鐘かね室むろへと投げ戻す。無理な体勢からのファインプレイだったため、今度は彼がバランスを崩して落下しそうになるが、ベルが懸けん命めいに巨体を支えたことで事無きを得た。

　肩で息をつきながら、クリカラがサラを[image: 叱]しかり飛ばす。

「大バカ野郎か、おまえは！　こんな高さから落ちたら、いくらレプトイドが頑丈だからって、無事じゃ済まねえぞ！」

　タイルの床に転がったサラは、すでに少女の姿に戻っていた。べそをかきながら必死に反論する。

「だって……密偵は……正体がバレたら、終わりだって……おにーさんが言ったんじゃないッスか……」

「確かに言ったが、自決しろと言った覚えはねえ！」

「こうする以外にないんスよ……あの人の足を引っ張るくらいなら……迷惑かけるくらいなら、自分の命なんて──」

　ぱんっと、軽快な音が響ひびき渡った。

　ベルが、サラの頰ほおを叩たたいたのだ。大きな瞳ひとみにみるみる涙が滲んでくる。

「ふざけないで！　子供はね、大人の足を引っ張ったっていいの。迷惑をかけるものなのよ。そうやって子供は大人になってゆくんだから。失敗したら死ななきゃならない任務なんて、子供が背負うものじゃない！　命をバカにしないでよ！」
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　怒り心頭なのは、なにもクリカラばかりではない。ベルは憤ふん慨がいしていた。サラの軽率な行動に。そして、こんな子供に密偵の非情な掟おきてを教え込んだ大人──トリスタン・アルマースに。

「立ってサラちゃん。そして、わたしをトリスタン・アルマースの元に案内して」

「だから……そんなことできないッス……」

「案内しなさい！　直接とっちめてやんないと気が済まないわ！　あなたを、こんなふうに泣かせるあの男を、わたしは許さない！」

　激げつ昂こうするベルを見上げ、サラは鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をした。

「トリスタン・アルマースが身を隠すのは、教皇庁から身を護まもるためなんでしょう。狙われているんだから、それは仕方がないと思う。でもね、だからといってサラちゃんみたいな子に、子供が耐え切れないような重荷を押しつけたのは見過ごせないわ。性格が悪いにも程があるわよ。文句言ってやる！」

「ち、違うんスよ、プリンセス！」

「何が違うのよ？」

「旦那様は、そんな酷ひどい人じゃないッスから……」

　悄しよう然ぜんとしたサラの弁護は、ベルの怒りの火に油を注いだようなものだった。この期に及んで、サラに庇かばわれるトリスタンに、なおのこと腹が立ってきた。この子を隷れい属ぞくさせ、どれだけ自分に都合のいい教育を施してきたのだろうか。

「彼がどんな男かは、わたしも知ってるわ。あの人は、あなたが庇うような人じゃ──」

「──ベル、その辺にしておけ」

　蜥蜴とかげの姿のままのクリカラが、冷や水を浴びせるように、醒さめた口調で割り込んできた。

「なによ、その辺にしておけって……」

「もういいだろう。気付いてねえのか？」

「何が？」

　いまだ怒りが収まらず、鼻息の荒いベル。それに引き換え、クリカラはすっかり冷静さを取り戻していた。彼は、なぜ気付かないのかとばかりに指摘する。

「……そいつ、とっくに認めてるぞ。トリスタン・アルマースの関係者だって」

　ベルは、思わずサラと間抜けな顔を突き合わせてしまう。そして、どちらからともなく大声で笑い出した。なんとも可笑おかしな話である。不覚にも目的を忘れて手段に溺れ、それでもこの小さな密偵に気持ちを伝えることができたのだ。自分達たちは敵ではないのだと。

　黒い大蜥蜴も、すっかり溜りゆう飲いんが下がっているように見える。

「……で、どうすんだ、ガキンチョ。この後も、まだダンマリ決め込むか？」

　サラは憑つきものが落ちたような様子で、そっと首を振った。

「いいえ。どうやら自分の完敗みたいッスから」

「え？　それじゃあ……」

　顔を輝かがやかせたベルに、サラはコクリと頷うなずいてみせた。

「自分には、プリンセスが旦那様の命を狙う敵だとは、とても思えないんスよ。怒りに任せた衝しよう動どうで何をしでかすか心配なところはあるんスけどね」

　ベルは内心忸じく怩じたる思いだった。先程は、かなり取り乱してしまったようだ。

「でも、旦那様はそうは思ってないんスよ。旦那様のなかでは、プリンセスは要注意人物ベスト３にランクインしてるんスから」

「わたしが？　どうして？」

　青せい天てんの霹へき靂れきだった。トリスタンに軽蔑されていたとしても、そこまで警戒されているとは思いもよらなかったのだ。

「理由まではわからないッスけど……。旦那様は、プリンセスを教皇庁の回し者じゃないかと疑ってるんスよ」

　ベルは、まったくもって身に覚えがなかった。どうしてトリスタンはそんな誤解をしているのだろうか。しかし、本当にそうだとするならば、一つ思い当たることがある。以前、清めの火をなぜ恐れていないのかというトリスタンからの問い掛けがあったが、あれはベルを測るために鎌かまをかけたのではなかろうか。

「じゃあ、わたし以外の要注意人物は誰だれなの？　他にも二人いるってことでしょう？」

「ハーキュリーズ・ウェルビルトと、エリオ・フレゴリッスね」

　ベルは一いつ驚きようを喫した。まさか、ここで第三席オーダー・スリーと第七席オーダー・セブンの名が挙がるとは思わなかったのだ。トリスタンが念入りに警戒する三人の人間が、よりにもよって全員テン・コミュニオンの参席者ということになる。一体どういうことだろう。参席者は、彼が選定したはずなのに。

　もしや、身を隠したトリスタンから中央修道会に何の沙汰もないのは、それだけ教皇庁のみならず、中央修道会まで警戒しているからではなかろうか。

　やはりトリスタンは、清めの火に関する貴重な情報を握っていると見て間違いないだろう。それがどんなものかを知るには、彼に会って直接尋ねてみるよりない。

「ねえ、サラちゃん。アルマース枢すう機き卿きようは、一体どこにいるの？」

　ベルが核心を問うと、サラはもったいぶるように悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「──アーモロート西区の山間部、ウエスト・エンドッス」




　規則正しいリズムが体を揺らす。眠気を誘うような心地よい振動に身を任せ、ベルはつい欠伸あくびをしてしまう。口元を隠す乙女の嗜たしなみも忘れない。

　頰ほお杖づえをつき車窓へと目を向けていると、流れてゆく緑の木々の向こうに、雄大な山々が見えてきた。それは、ベル達たちが乗った蒸気機関車が、自然豊かな土地へと差し掛かった証明といえよう。

「ウエスト・エンドか、久しぶりだわ……」

　ぽつりとベルが漏らすと、サラが意外そうな顔を向けてきた。

「おや、プリンセスは、こっちに来たことがあったんスか？」

「子供の頃、少しの間だけ住んでたことがあるの。大火で暮らしていた所をなくして、引っ越しちゃったけどね」

　そういえば、前にクリカラにも同じような話をしたなと、ベルは思い出していた。あれは確か、彼がウエスト・エンド大火も作為的なものだったのではないかと疑惑を口にした時だ。あの頃はまだ半信半疑だったが、多くの事実が闇やみの底から出てきた今となっては、クリカラの読みの鋭するどさに感じ入ってしまう。

「プリンセスが、ウエスト・エンドに住んでたことがあるなんて奇遇ッスね」

「ところでサラちゃん、その呼び方、止やめない？」

「何のことッスか？」

　ベルは、恥ずかしそうに俯うつむきながら答える。

「その……わたしのこと、プリンセスって呼ぶの。それって、兄さんの配下だって誤った先入観をわたしに与えるために呼んでいたんでしょう？　だったら、もういいんじゃないかしら」

「そりゃそうッスけど。──え？　もしかして嫌だったんスか？　迷惑だったんスか？」

　サラが座席から身を乗り出し、詰め寄ってきた。あまりの迫力に、たじろいでしまう。

「あ、いや、ほら、そんなに嫌じゃないけど……その呼び方だと、聞く人が聞いたら、わたしやサラちゃんの素性を勘かん繰ぐられちゃわないかなあって、ちょっと心配で……」

「なに遠えん慮りよしてやがんだベル。普通、嫌だろう。そんな呼ばれ方されたら、ほとんど罰ゲームだぜ。素性を勘繰られる云々じゃねえ。単純に、イタイ奴やつだろうが」

　うたた寝でもしているのかと思われたクリカラが、辛しん辣らつに口を挟んできた。

　カチンときたのだろう。サラは、寝たふり男をせせら笑う。

「おやおや、何言ってんスか？　お姫様は女の子の憧あこがれッスよ？　そんな乙女心もわからないようなおにーさんは、そのまま永遠とわの眠りについていてもらいたいッスね。起きてこなくていいッスよ」

「悪いな。どこぞのお喋しやべりが喧やかましすぎて、とても眠れる環かん境きようじゃねえんだ。まずは、騒そう音おんの原因を車外に放り出すところから始めようかと思うんだが、どうよ？」

　クリカラはバキバキと拳を鳴らしている。売り言葉に買い言葉とはいえ、ここまで来てサラを放り出してどうするつもりなのか。

「二人とも、そこまで！　いい加減になさい」

　堪たまらず、ベルが仲裁に入った。これ以上口くち喧げん嘩かがエスカレートすると、無意味に他の乗客の目を引くことになる。クリカラもサラも、そのことは重々承知しているのだろう。途端に拗すねたように静かになった。

「わたしから話を振っておいて悪いけど、わたしの呼び名なんてこの際、二の次でいいわ」

「そうッスね」

　けろっとサラが同意する。こうもあっさり流されるのも癪しやくだが、問答しても埒らちが明かなそうだ。

　クリカラも馬鹿馬鹿しいとばかりに降参の意を示した。

「……ったく、口から先に生まれてきたみたいなガキだな、おまえは。タルタロスでも、そうやって舌先三寸で生き延びてきたのか？」

　何気ない質問に、サラは目をパチクリとさせる。

「はい？　自分、タルタロスには一度も行ったことないッスよ。アーモロート生まれのアーモロート育ちなんスよね自分」

　クリカラが意外そうに目を剝むいた。

「そうだったのか……。そういう珍しい奴もいるとは聞いちゃいたが、会うのは初めてだぜ」

「あっ！　もしかすると、こういうことだったのかもしれないわね」

　ベルが思い出したように言うと、サラは不思議そうに首を傾かしげた。

「何が、こういうことだったんスか？」

「前にクリカラが、サラちゃんの匂いが同胞とちょっと違うって言ってたことがあったから」

「んげえっ！」

　サラが両手で身を護まもるようにしてクリカラから距きよ離りをとった。

「か、勘弁してほしいッス。自分の匂いを嗅いで、どうするつもりだったんスか！」

「いや、もう、なんだか怒る気にもなれねえ。一応言っとくが、それ誤解だからな」

　諦てい観かんしたクリカラが、やる気のない自己弁護をした。明らかに疲れている。

「ンなことよりも、おまえ、タルタロスには行ってみたいとは思わねえのかよ？」

　クリカラの素朴な問いかけに、サラは気を取り直す。愚問だとばかりに胸を反らした。

「バカ言ってもらっちゃ困るッスね。誰だれが好きこのんで物ぶつ騒そうな地底になんて行こうと思うもんスか。そもそもシティ派なんスよね、自分」

　相変わらず、レプトイドらしからぬ発言の数々が飛び出してくる。

　しかし考えてみれば、サラの言っていることはもっともかもしれない。レプトイドはタルタロスに棲すむものだという既成概念に、いつの間にやら誰もが囚とらわれていた。ベルはもちろん、レプトイドであるクリカラ自身も。常識という楔くさびが、居住の自由意志を妨げているのだ。

「まあ、タルタロスがろくでもねえ所だってのは認めるよ。でもよ、自分の意志とは関係なく、タルタロスに強制送そう還かんされる奴やつが後を絶たねえのが現状だ。なのに、今までよく捕まらないで生きてこられたな？　おまえの後ろ盾のトリスタン・アルマースだって、昔から権力者だったわけじゃねえだろ」

「そこは旦那様の英才教育の賜たま物ものッスね。旦那様は厳しい方ッスけど、レプトイドの子供が密ひそかに街で生きていくための知識をたくさん教えてくれたッスから。旦那様には、感謝してもしきれないッス」

「でも、彼はあなたを密偵として利用してるわ」

「それは誤解ッスよ。持ちつ持たれつ、自分が密偵をやってるのは、そこのおにーさんがプリンセスの相方をやってるのと同じようなもんスから」

　そう言って、サラは照れ臭そうに頰ほおを搔かいた。サラの思いや願望は、本人の言うようにクリカラにも通じるところがあるのだろう。しかし二人には、子供と大人という大きな違いがある。

　サラの話を聞いても、ベルのトリスタンに対する不信感はなかなか拭い切れなかった。彼の真意を確かめるためにも、彼が握っているであろう情報を得るためにも、このウエスト・エンドでなんとしてもトリスタンに再会しなくてはならない。

「ねえ、サラちゃん。ウエスト・エンドも広いわ。わたし達たちの最終目的地がどこなのか、そろそろ教えてくれてもいいんじゃないかしら？」

　今まで尾行を警戒していたサラは、最終目的地を明かそうとしなかった。しかし、ウエスト・エンドに入ってからというもの車内の乗客はまばらで、さすがのサラも警戒を緩ゆるめている節がある。先程、彼女がクリカラと揉もめたのも、その顕あらわれではないだろうか。尋ねるタイミングとしては悪くないはずだ。

「そうッスね……。自分達たちが向かう先は──逃のがれの家いえッス」

「え？」

「なに？」

　ベルとクリカラが揃そろって素っ頓狂な声を上げた。

　逃れの家──。生前、コルティ元司教に案内してもらう予定だった異端者の楽園。彼の死により断ち切れたとばかり思っていた糸が、まさかこのような形で再び結び直されようとは。

「逃れの家は、このウエスト・エンドにあるの？」

「そうッスよ。正確には、あったと言うべきッスね」

　そういえば、コルティも同じように説明していた。逃れの家は実在した、と表現する方が正確だと。

「おまえ、本当に場所わかるんだろうな？　俺達をからかってるんなら承知しねえぞ」

　クリカラが疑ってかかった。

「からかってなんてないッスよ。場所だって、もちろんわかるッス。だって自分は、その逃れの家で生まれたんスから」

「え……？　それって、サラちゃんの生家ってこと？」

　釈然としないままベルが聞いてみると、サラは車窓を眺めながら答えた。

「自分は、あの十三年前の大火の夜に生まれたそうなんス。その時に、逃れの家は焼けちゃったそうなんスけどね」

「そうか……。それでさっき、あったって言ったのね？」

　サラは首を縦に振る。

　ふと、当たり前の疑念が胸によぎった。これを訊きくのは躊躇ためらわれるが、そうしないわけにもいかないだろう。

「サラちゃん……ご両親は、もしかしてその大火事で？」

「らしいッスね。でも自分の場合、世間様のご家庭とは、チョイとばかり事情が違うんス」

　心配を余所よそに、彼女は平然としていた。芸達者な彼女が無理をしているのかどうかまでは、さすがに見抜けない。

「自分には、ママしかいなかったんスよ」

　彼女の言った意味に考えを巡らせ、ベルはいたたまれなくなってしまった。チクチクする胸に手を添える。するとサラは、少し慌てたように大きく手を振った。

「違う、違う。そういうシンミリした話じゃないんスよ。マジで自分にはパパがいなかったんスから」

「え？　どういうこと？」

「自分のママは──聖母様なんス」

　突拍子もない発言に、ベルとクリカラは閉口した。呆あつ気けにとられる二人を尻目に、サラが補足する。

「人間の言い方では、原初の魔ま女じよッスね」

　ベルはまるで理解が及ばなかった。それだけサラの話は常軌を逸していた。原初の魔女はレプトイドの祖とされているだけあり、千年も昔の人間である。この時代まで生き残っているわけがない。

　普段ならからかうクリカラも、今度ばかりは脂汗を浮かべていた。理解に苦しむ妄言に、どう反応を示してよいかわからないのだろう。

　そんな二人の困惑など露つゆ知らず、サラは照れ臭そうな様子だった。

「……って言っても、自分はママのこと、全然覚えてないんスけどね。赤ん坊だった自分は、焼け落ちる逃のがれの家いえから、旦那様に助け出してもらったんスよ。旦那様は、自分をレプトイドと知りながらも救ってくれたんス」

「あの人が？」

「恥ずかしながら小さな頃は、旦那様をパパだと勘違いしてたこともあったんスわ」

　小さな語り部の口元がそっと緩ゆるんだ。悲惨な大火の話をしているというのに、彼女はまるで、ささやかな幸福を物語っているように見える。

　しかしサラには悪いが、トリスタンのあまりにも意外すぎる一面に、ベルは驚おどろきと不安を禁じ得なかった。

　クリカラも、あからさまに訝いぶかしんでいる。

「待て、ガキンチョ。そうなると、トリスタン・アルマースも逃れの家の関係者だったってことか？」

「そう聞いてるッスよ」

「ってことは、おまえの母親が原初の聖母だって言ったのも、トリスタン・アルマースか？」

「そうッスけど」

　さも当然のようにサラは答えた。

　一体トリスタンは何を考えて、サラに荒こう唐とう無む稽けいな出で鱈たら目めを吹き込んだりしたのだろうか。理由はとんと見当がつかないが、あの腹立たしい枢すう機き卿きように対する不信感は、ベルの中でいっそう膨ふくらんでいった。

「……ったく、一体何なんだよ、逃れの家ってのは？」

　クリカラがぼやくように、核心的な質問をした。

「逃れの家っていう呼び名は、あくまで通り名ッス。そこで暮らしていた入居者達たちがそう呼んでただけ。ホントのところは、山の中にあった修道院なんスよ」

　そうだった。逃れの家が教会の施設である可能性は、前々から示されていた。ましてや、トリスタンが関係していた施設ともなれば、他に考えられないだろう。

「ねえサラちゃん、その修道院の正式な名前、わかるかしら？」

「ないんスよ。そこは地図に載らなかった修道院ッスから。当然、名前もないんス」

　得体の知れない寒気を感じ始めた。地図に載らなかった修道院。異端者が暮らした楽園。大火で焼失した逃のがれの家いえ。そんな所に、これから向かおうとしているのだ。

「アルマース枢すう機き卿きようはその修道院跡地にいる、ということなのね？」

　愛らしい案内役は、またしても頷うなずいてみせる。

「どうして、そんな所に……いえ、愚問だったわ。直接会って尋ねるべきね」

「そうしてほしいッスね」

　午後の麗うららかな日差しの下、四角い車窓から勇壮な岩がん壁ぺきの尾根が見てとれる。あのどこかに、トリスタン・アルマースがいるのだ。

　山あいのレールを駆ける鋼の蛇が、勇ましく黒煙を吐き出し、汽笛を鳴らした。




　もう、ずいぶんと道なき道を歩いた気がする。

　煤すすけた山道を逸それて、獣けもの道みちに足を踏ふみ入れてからは険しい道程が続いていた。渓流のごつごつした大岩をよじ登ったかと思えば、枯れ木や倒木が密集する不安定な斜面を縫ぬうようにして歩く。足をとられ、バランスを崩しそうになったのも一度や二度ではない。

　この辺りは、もはや禿はげ山やまと言った方がいいだろう。目を凝こらせば若い苗木もチラホラと見てとれるが、十三年という歳月を経ても、山は失った緑を取り戻せてはいない。この山が元の姿に戻るには、一体どれくらいの時間が必要とされるのだろうか。

　ベルがそんなことを考えながら歩いているうちに、立枯れ木の樹海は薄うすい茜あかね色いろを帯び始めていた。そろそろ夕刻なのだろう。

　体力に自信のあるベルは、まだ存分に余力が残っているのだが、そろそろ進退を決める刻限だと判断した。夜間の登山行はできるだけ避さけたい。どんな不測の事態が発生するか、わかったものではないのだから。

　先頭をひょいひょいと登ってゆくサラに声をかける。

「サラちゃん、そろそろ──」

「お待ちどうさま、着いたッスよ」

　サラは元気よく振り向いて、笑顔を見せた。ちょうどベルの呼びかけに重なったようだ。

　彼女に追いつくように、ベルとクリカラが足早に斜面を登ってゆく。

　坂道の終着点でベル達たちを待っていたのは、荒涼とした黒土の盆地だった。

「方々に転がってる煤だらけの瓦が礫れきが見えるッスか？　あれが、逃れの家の痕跡ッスね」

　サラの言うとおり、広い盆地のあちらこちらに、かつて修道院を構成していたと思われる残ざん骸がいが、時の流れから忘れ去られたように鎮ちん座ざしていた。

「二人は、ここでしばらく待っていてほしいッス」

「え？」

　言うが早いか、サラは駆け出していった。おそらく、どこかに隠れているトリスタンを呼びに行ったのだろう。

　手持無沙汰になったベルとクリカラは、修道院跡地を回ってみることにした。

　こうしてゆっくり歩いてみることで、新しい発見に出会えることもある。

　まず、この廃はい墟きよが高い城じよう壁へきに囲まれていたことを知ることができた。なぜなら、煤すすだらけの石壁の瓦が礫れきを、四方で見つけることができたからだ。

　次に、予想より多くの建築物の残骸が残っていることに気が付いた。一つ一つがさして大きくないことから、これらは家屋だったのだろうと推察できる。

　こうしたことから、実際のところ修道院といっても、礼拝堂を中心とした極小の集落を形成していたことが窺うかがえる。それが在りし日の、逃のがれの家いえの姿だと考えていいだろう。

　ふいに、油のような夕日の光を浴びた二つの人ひと影かげが、こちらに向かってくるのが見えた。手を振っている小柄な影は、よく喋しやべる赤毛の少女だ。そしてもう一人は、背の高いボロを纏まとった男性だった。麦むぎ藁わら帽ぼうを被かぶり、首に汚れた手拭いを巻いた姿からは、この土地の農民ではないかという印象を受ける。

　しかし、そんなはずがない。間違いなくあの男は、農民に身をやつした枢すう機き卿きよう、トリスタン・アルマースだ。
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「お待たせしたッスね」

　戻ってきたサラが莞かん爾じとして笑う。

　片やトリスタンは、麦藁帽の下に仮面のような冷ややかな表情を張り付かせていた。のどかな服装とのミスマッチに、思わず腹を抱えそうになる。

　いけない。再会早々笑ってしまっては、余計に彼の心証を悪くしてしまうだろう。懸けん命めいにベルは自制した。

「お、お久しぶりです、アルマース枢機卿。え……と、その、よくお似合いですね」

　トリスタンの眉がぴくんと跳ね上がる。

　しまった。笑いを堪こらえてお世辞を言ったつもりが、皮肉めいた言い方になってしまった。ベルは咄とつ嗟さに取り繕つくろおうとするが、いい釈明が浮かばない。

「あ、今のは別に他意があったわけでは……」

「君達たち二人のことは話に聞いている。だが誤解しないでくれたまえ。第九席オーダー・ナイン、私は君を歓かん迎げいするつもりはない。無論、そちらのバジリスクもだ」

　無礼者の失言など歯牙にもかけず、トリスタンは話を切り出した。

　クリカラが警戒の色を浮かべる。彼に触発されるように、ベルもすぐさま調子を取り戻した。何を浮かれていたのだろう。トリスタン・アルマースは断じて心が許せるような相手ではない。

「手厚い歓かん迎げいなんて、もともと望んでいません。そんな悠長なことをやっている場合じゃないもの。あなたの異端嫌疑が、教皇庁よりテン・コミュニオンに持ちかけられたのはご存知ですか？　このままでは、異端者として手配されるのも時間の問題なんですよ？」

　つい語調を強くしてしまう。どうにも、この男とは自然体で喋しやべるのが難しい。

「聞いている。教皇庁の老人達たちも、痺しびれを切らしたようだな。君も私を拘束しに来たのかね？」

「バカ言わないでください。わたし達は、あなたに尋ねたいことや、言いたいことがあって、ここまで来たんですから」

「ふむ……。そんな理由で、押しかけられるとは夢にも思わなかった」

「わたしもです。あなたが、兄と裏取引を進めていたなんて、夢にも思いませんでした。とても正気の沙汰じゃないわ」

　出鼻を挫くじくかのように、痛烈にトリスタンを非難した。

「狂気にでも走らない限り、連中には勝てんよ。それくらい、君もわかっているはずだが？」

「毒を以もつて毒を制すとでも仰おつしやるおつもりですか？　清めの火を操るイグニスファタスには、同じバリアクラッカーである兄をぶつけるしかないと」

「イグニスファタスか。なかなか的を射た命名だ。教皇庁の刺客の存在を知ったようだな？」

「はい。わたしは、教皇庁が使役するバリアクラッカーの存在を隠いん蔽ぺいするために、煉れん獄ごくの鍵かぎという目め眩くらましがあるのだと考えています」

「ふむ、そう考えたか……。ならば、イグニスファタスがどのような存在かも摑つかんでいるかね？」

　イグニスファタスの正体。それは、グーリケ監かん獄ごくでナレシュと考察した人体発火のメカニズムに直結していた。ベルは、すでに仮説を打ち立てている。

「おそらく、人間とサラマンダーの混血種キマエラ、それがイグニスファタスの正体です。兄が傷を他者に移し換えるバリアクラッカーであるように、イグニスファタスは発火作用を他者に伝送することが可能なのでしょう。そして、私達のアイギスはそれを防ぐ手立てがありません」

　トリスタンは肯定も否定もしない。涼しい顔をするばかりだ。

　きっとこの男は、ベルの推理の上をいく重大な何かを摑んでいるのだろう。それを引き出すためにも、こちらのカードを伏せたままにはしておけない。

「君は色々と摑んでいるようだな。煩わしい説明が省けて助かる」

「説明してほしいことだってあります。どうして、わたしを教皇庁の回し者だなんて疑っていたんですか？」

「過去形にしてもらっては困るな。私は、今でも君を全面的に信用しているわけではない」

　冗談を言っているようには聞こえない。まったく、どれだけ失礼な男なのだろうか。

　間に挟まれたサラが、柄にもなくオロオロとしている。彼女には悪いが、この男の態度は看過できるものではない。

「疑いたければ、疑えばいいわ。でも、疑う理由くらい教えてください」

　トリスタンは値ね踏ぶみするような視線を投げかけてから、苦い声でベルの提案を吞のんだ。

「よろしい、答えよう。それは、君が教皇庁の推すい薦せん組ぐみだからだ」

「どういうことですか？」

　ベルは困惑した。少なくとも自分は教皇庁に縁えんがない。推薦される理由が思い付かないのだ。自分の功績を認めてくれたと考えるのは、あまりにも楽観的すぎるだろう。

「その様子からすると、まるで身に覚えがないようだな？」

　とりわけ否定する必要もないので、ベルは素直に頷うなずいておく。

「どうやら、君は老人達たちが用意したダミーだったようだ」

　勝手に一人で納得しているトリスタンに、ベルは苛いら立だちを加速させた。

「わかるように言ってくれませんか？」

「私がテン・コミュニオンを設立したのには、裏の事情があるということだよ。考えてもみたまえ、教皇庁にマークされている私が、どうして中央修道会に新体制を樹立できたと思う？」

　言われてみれば確かにおかしい。教皇庁はなぜ、みすみすそれを許可したのだろうか。テン・コミュニオンが作られ、優秀な審しん問もん官かんが中央修道会に集められれば、アルマース一派の勢力が拡大してしまう。いや、そもそも中央修道会にトリスタンを赴任させるなど、虎に翼つばさを与えるような失策だ。教皇庁は一体何を意図して──。

「──まさか！」

　にわかに信じ難い閃ひらめきが、ベルに生まれた。正常な思考ならあり得ない選択だろう。しかし、ついさっきトリスタンは言ったではないか。狂気にでも走らない限り勝てないと。

「……教皇庁は、テン・コミュニオンの設立を利用し、あなたの懐ふところに刺客を──イグニスファタスを送り込もうと画策したんですね？　そしてあなたは、よりにもよってそれを逆手に取り、あえてイグニスファタスをおびき寄せた。テン・コミュニオンは、あなた自身を囮おとりに見せるための舞ぶ台たい装置の役割を果たしたということでしょうか？」

　クリカラが、ぞっとしたような表情をトリスタンに向けていた。この男の狂気に、戦慄を覚えてしまったのだろう。

「そのとおり。案の定、老人達は食いついてきたよ。推薦と称して、三人の審問官をテン・コミュニオンに選定するよう圧力をかけてきた。その三名こそ──第三席オーダー・スリー、第七席オーダー・セブン、そして君だ。君は教皇庁に利用されたのだよ。バリアクラッカーを兄に持つ危うい異端審問官という立場をね。事情を知る者からすれば、君の存在は目を引く。警戒して当然だろう」

　ようやくベルは合点がいった。自分は知らず知らずのうちに、教皇庁の粛清計画の片棒を担がされていたということだ。

　一ヶ月前、バリアクラッカー事件が解決した直後、自分達たちへのお咎とがめがなかったことを、もっと疑っておくべきだった。おそらく狡こう知ちに長たけた教皇庁の老人達は、あの時点から自分を利用することを考えていたのだろう。まったく、今さらながら間抜けな自分に腹が立つ。

「でも、そうなると、イグニスファタスの正体は、ブラザー・ハーキュリーズか、ブラザー・エリオのどちらかということになるのかしら……」

　ベルが口を真一文字にして考え込むと、今まで発言を控えていたクリカラが割って入った。

「待て、チビや他の連中はどうなんだ？　それに、青銅の門に向かったテン・コミュニオンの審しん問もん官かんもいたはずだぜ？」

　トリスタンは、黒髪の情報屋を一いち瞥べつすると鷹おう揚ように腕を組んだ。

「情報屋だけに詳しいな。本来なら部外者の君に教えることではないが、特別に答えよう」

　横柄にもったいつけられ、クリカラは不機嫌そうに頰ほおを歪ゆがませている。これで彼も、この枢すう機き卿きようと会話するには忍耐力が必要であることを学んだに違いない。

「まず、グイドーニス親子は中央修道会の実力者だ。私自らがテン・コミュニオンに選抜した。そして、第六席オーダー・シツクスの選抜はコルティから届いた推すい薦せん状じようによるものだ」

「コルティ元司教の？」

　そういえば、コルティはフェイスの恩師だったと、ベルは聞いていた。生前彼は、トリスタンに軽蔑されているのではないかと肩を落としていたが、それは杞き憂ゆうだったようだ。なにしろ、こうしてトリスタンは旧友の言葉に耳を傾けていたのだから。

「コルティのことは聞いている。残念だよ。彼は優しすぎる男だった」

　ベルは何と言ってよいかわからなかった。励ますべきかどうかすらわからない。どうにも彼の声色からは、悲しみよりも、こうなることを予見していたような諦てい観かんが感じられたからだ。

　ベルの葛かつ藤とうなど露つゆ知らず、トリスタンはすでに話を進めている。

「それから最後に、青銅の門に向かった面々も候補から除外していい。前線にいる彼らが持ち場を離はなれることは不可能だ。すぐに他の審問官に不審に思われてしまうだろう」

　クリカラは納得がいったようだ。

「なるほどな。青銅の門に押し寄せたレプトイドの集団ってのも、もしかしたら教皇庁が煽あおったもんかもしれねえな。タイミングよくあんたを丸裸にするために」

「露ろ骨こつな策だったが、こちらの戦力を削そぐという点では悪くない一手だ。ただし、私に警戒心を抱かせてしまったのはいただけなかったがね」

　トリスタンはまるで批評家のような口振りだった。

「それで、こんな田舎に引っ込んだってわけか？」

「まさか、隠れるのが目的でこんな所までは来んよ。訳があって、ここに潜せん伏ぷくしているのだ」

「へえ、その訳とやらはそんなに大切だったのかい。お仲間を見捨てるほどに」

「……」

　クリカラが暴言を浴びせるが、トリスタンは眉ひとつ動かさなかった。代わりに激げつ昂こうしたのは、珍しく今まで大人しかったサラだ。

「今の言い方は、聞き捨てならないッスよ！　旦那様は、あの人達たちに異端判決宣告式アウト・デ・フエには出ないよう急ぎの伝令を郵便列車に託したんス。でも、間に合わなかった」

「間に合わなかった？　どういうことだ？」

「七日前に、この辺りは集中豪雨があって、土砂崩れでレールが埋まっちゃったんスよ。そのせいで、列車が動かなくなって……」

　七日前といえば、マイユール広場で異端判決宣告式アウト・デ・フエが執り行なわれる前日だ。確かに、一週間前くらいから中ちゆう央おう区くでも天気の悪い日が続いていたが、ウエスト・エンドでは豪雨に見み舞まわれていたということか。

　必死に主を弁護するサラだったが、肝心のトリスタンが首を左右に振ってそれを拒絶した。

「いいや、彼の言うとおりだ。私は事前に教皇庁の怪しい動きに勘付いていた。しかし、老人どもの狙いは私だとばかり思い込み、同志の身元まで奴やつらに知られていたとは思わなかったのだ。教皇庁の狙いが、我々全員の抹まつ殺さつだと気付いたのは、すでにこの地に来た後のことだった。私の見通しの甘さが彼らの死を招いた。見捨てたのと変わりない」

　相変わらず冷淡な口調だったが、彼の言葉からは確かな後悔の念を感じ取ることができた。いかに氷の刃アイス・ブランドと揶や揄ゆされようとも、この男にだって血が通っていないわけではないのだ。

　言いすぎたことを反省しているのだろう。クリカラは頭の後ろを搔かいて、どことなくきまりが悪そうだった。

　そろそろ頃合いかもしれない。ベルは、屈かがみ込んでサラに優しく語り掛ける。

「ねえ、サラちゃん。クリカラを許してあげて。口が悪いだけで、悪気があったわけじゃないの。見てのとおり不器用だから……」

　傍らでクリカラが何かを言いたそうにしているが、こじれるだけなので茶々を入れさせるつもりはなかった。

　少しして、サラが不承不承に応じてくれる。

「ん……まあ、プリンセスが言うなら、仕方ないッス……」

「ありがとう。それじゃあ、ちょっとの間、あっちでクリカラを構ってあげてくれないかしら？　彼、ちょっと気分転換した方がいいと思うから」

「やれやれ、かわいそうだし相手してやるッスかね。可か愛わいいサラちゃんが遊んでやるッスよ」

「おいコラ、逆だろうが。俺様が、おまえの面倒を見てやるんだよ。勘違いすんなよガキ」

　クリカラが不満を絵に描いたような顔を向けてくるが、ベルは軽く頷うなずいて返す。サラの面倒を頼たのむ、そう相棒に意思伝達したつもりだ。子供のお守で彼の右に出る者はまずいないだろう。

　ぶつくさと不平を零こぼしながら、サラに手を引かれてゆくクリカラ。心底嫌そうな様子なので、後で労ねぎらってあげようと思いながら、ベルは二人を見送った。

「ずいぶんと手間のかかる人払いだな」

　トリスタンが取り澄すました態度で言った。

「人払いって、あからさまにするものじゃありませんよ。特に子供がいる前では」

「それで、彼らに席を外させ、私に何を尋ねるつもりかね？」

「察しはついていますよね？　サラちゃんのことです。あんな健気けなげな子を密偵に仕立てるなんて、どういうつもりですか？」

「アレはアーモロートでしか生きられん。この街でレプトイドが生きるには、それ相応の代価が必要だ。密偵としての存在価値を示すことで、アレは街に生きる免罪符を手にしている」

　さも当たり前のように語るトリスタンに、ベルは摑つかみかからん勢いで[image: 叱]しつ咤たする。

「何が免罪符よ！　あなた、あの子の親代わりなんでしょう。それでも父親なの？」

「勘違いしないでくれたまえ。私はアレの親代わりではない。我々は、人間とレプトイドだ。利害の一致で結びついている主従関係にすぎないのだよ。理解できたかね？」

　かっとなったベルは、力任せにトリスタンの首にかかった手拭いを摑んだ。サラが明かしてくれた気持ちの数々が、痛いほど胸を締しめ付けてくる。拳が震ふるえて収まりがつかない。

「頭を冷やす必要があるのは、あのバジリスクではなく、君の方だったようだな」

[image: ]

「黙だまりなさい！」

「離はなしたまえ。私に訊ききたいことがあるのだろう？　それとも、私を殴って憂うさ晴らしでもするかね？　残念ながら、アイギスに護まもられた私が、君の拳で怪け我がをすることはないがな」

「くっ……！」

　ベルは乱暴にトリスタンから手を離した。はらわたが煮えくり返っているが、今のうちにこの男に尋ねなくてはならないことがあるのも確かだ。

「サラちゃんのご両親のことを教えて。なぜサラちゃんに、あんな噓うそをついたんですか？」

「何のことかね？」

　トリスタンは一いつ顧こだにする様子もなく、乱れた襟えり元もとを整えた。理解の及ばない低知能な動物でも見るような目を、こちらに向けてくる。ベルは、ますますもって癪しやくに障った。

「あの子のお母さんが、原初の魔ま女じよだという噓です。よくも、そんな子供騙だましを──」

「偽ったつもりはないが？」

　ベルは絶句した。言うに事欠いて、開き直るとはどういう了見だろうか。

「私は、本当のことを伝えたまでだ」

「千年前の人間が、生きているわけないわ」

　トリスタンが呆あきれるように首を傾かしげる。物わかりの悪い子供に手を焼くかのような態度だ。

「君は『黙もく示し録ろく』に触れ、レプトイドのルーツを知ったのだろう？　なぜ、原初の魔女をそのように捉えるのかね？」

　その一言で、ベルは思いもよらなかった着想を得た。どうして今まで気付かなかったのだろう。聖せい盾じゆん教きよう会かいの教義は、アイギスを神の盾だと偽ったように、世界の暗部に蓋をする役割を担ってきた。それはきっと、この件においても同じことがいえるに違いない。

「そうか……原初の魔女は人間じゃない。ううん、おそらく生物ですらない。だってレプトイドは、人工的に作り出された人間の複製体」

「さよう。レプトイドをつくり出した先史文明の遺産、それが原初の魔女と名付けられた人工子宮だ」

　生理的な嫌悪感を覚え、鳥肌が立った。わかっていたことだ。『黙示録』を紐ひも解といたあの瞬しゆん間かんから、真実の残酷さは理解していたはずである。今さら気を動転させてどうするのだ。ベルは、何度も己に言い聞かせ、冷静を保とうとする。

「取り乱さなかったことは評価しよう」

「アルマース枢すう機き卿きよう、もしかして原初の魔女は、現在でも動いているんですか？」

「いいや、十三年前の大火で焼失したよ」

「それじゃあ、サラちゃんは……」

　恐る恐る問いかけたベルに、トリスタンは凜りん然ぜんとして答えた。

「原初の魔女が最後に生み落とした個体、第一世代のレプトイドだ」

　いつも元気なサラの姿からはとても想像できないが、彼女はなんという特異な星の下に生まれたのだろうか。ベルは、行き場のない怒りに身を焦がした。ぎゅっと拳を握りしめる。

「あの子は、母親の正体が機械だって知ってるんですか？」

「いいや、話していない」

　ベルは初めてこの男に共感を抱いた。思えば、彼とはレプトイドを相棒に持つ者同士なのだ。むしろ、共感できる点が皆無ということはないだろう。

「第九席オーダー・ナイン、何のために教会は、千年間も原初の魔ま女じよを動かし続けてきたかわかるかね？」

　ベルは、眉根を寄せながら見解を述べる。

「アイギス・システムを維持するため、受け皿であるレプトイドに絶滅されては困るからじゃありませんか？」

　トリスタンは同意を示しながらも、矛盾点を挙げた。

「だが、千年という歳月を経て、レプトイドはタルタロスにおいて種として繁はん栄えいを手に入れた。本来なら、原初の魔女は無用の長物となったはずだ」

「そう……ですよね」

「ところが十三年前まで、教会は秘ひ密みつ裏りに稼か働どうを維持してきた。もっとも現代の技術では、人工子宮を操作することすら適かなわん。維持といっても、できることはたかが知れているがね」

「それでも、不要になった遺産の維持に努めていたということは、それなりの理由があったということになりますね」

「そのとおり、単純な話だ。別の用途で使われていたのだよ」

「別の用途？　それは、サラちゃんが誕生したことと関係があるのでしょうか？」

　トリスタンは何も答えずに背を向けた。

「ついて来たまえ」

　彼は肩で風を切って歩いてゆく。向かう先には、一際大きな廃はい墟きよが見えた。黒々と変色しているが、鐘しよう楼ろうの跡らしき物が窺うかがえる。どうやら礼拝堂のようだ。

　あそこに何があるというのだろうか。ベルは小走りに、彼の背を追っていった。




　足元に気を配りながら、半はん壊かいしかけた石段を下りてゆく。ここに西日は届かない。前を歩くトリスタンが手にしたランタンだけが、心こころ許もとない光源となっていた。

　やがて不安定な石段が終わると、がらんとした大きな空間が迎えてくれた。壁かべは黒々と変色し、あちらこちらが剝がれ落ちている。露あらわになった土がせり出し、今にも倒壊してしまいそうな有様だ。

　礼拝堂の地下室へと案内されたベルは、その薄うす気き味み悪さに身を固くする。

「この地下室の存在は、逃のがれの家いえで暮らす者達たちにすら隠匿されてきた。なにしろ、ここが原初の魔女の運用施設だったのだからな」

「原初の魔ま女じよは、ここにあった一台だけが受け継がれてきたのでしょうか？」

「私が知る限りはな。同機が他に残っていたなど聞いたことがない」

　ベルは僅かな灯あかりを頼たよりに、かつて忌き避ひすべき遺産が鎮ちん座ざしていた地下室を観察してみた。

「なんだか、ここが一番荒れているみたい。まるで……」

　言いかけて、はたと気が付く。たった今ベルはこう思った。もしかすると、ここが大火の火元だったのではないかと。そう考えてみると、より恐ろしいことを連想してしまう。

「まさか、十三年前のウエスト・エンド大火は、原初の魔女の焼失が発端だったのではありませんか？」

　橙だいだい色いろの灯りによって影かげができたトリスタンの背中からは、どこか物もの憂うげな印象を受けた。彼は何も答えず、黙もくしたままである。

　ベルは、沈黙を正解だと受け取った。ならば、自おのずと様々なピースに関連性が生まれてくる。

「イグニスファタスの正体は、逃のがれの家いえや原初の魔女、それにウエスト・エンド大火と、深い関係があるんですね？」

「……そのとおりだ」

　トリスタンが背中越しに肯定した。ようやく重い口を開いてくれるようだ。

「まだ私が、君くらいの年だった頃だ。将来を嘱しよく望ぼうされていた私は、教会上層部からの意向を受け、この修道院に赴任した。当初は、なぜエリートの私がこんな田舎に身を置かねばならんのかと、甚だ疑問に思ったものだよ」

　昔語りの節々に、鼻につく言い回しがあったが、ベルは堪えておくことにする。

「実際、この修道院には私の他に八名の聖職者がいた。一人は、修道院長を務めていた高こう齢れいの枢すう機き卿きよう。他は修道士だ。皆、誠実な人柄で、教会に忠実な者達たちばかりだった。驚おどろかされたのは、その中にコルティのような、私同様のエリートまでいたことだよ。ここは、ただの田舎の修道院ではないのかもしれないと、見解を改めたものだ」

　ベルは、あっと思い付き、一葉の写真を取り出した。そこには若い頃の彼と、コルティをはじめとした同志達が写っている。そして、彼らの背後に見える修道院こそ、逃れの家だったのではないだろうか。

　写真に気付いたトリスタンは、少しだけ目を細めた。

「懐なつかしい物を持っているな。そこに写っているのが、私と同期の修道士達だ」

「あれ？　待ってください。人数が合わないわ。写っているのは、六人ですよ？」

「あと一人は、その写真を撮った張本人だよ。十三年前に死んだがね」

　どこか奥歯に物が挟まったような口振りだった。ベルは、すぐにその人物に思い至る。

「その亡くなった修道士って、カルナーク・ブルーノですね？」

　ベルは、ウエスト・エンド大火の放火犯とされている異端者の名を挙げた。トリスタンは驚いたように目を躍おどらせている。冷静沈着なこの男が、珍しく動揺したようだ。

「……よく知っていたな。そのとおりだ。彼はこの修道院の通信監かん督とく官かんを務めていた」

　初耳だった。通信監督官ということは、腕木通信テレグラフに携わっていたということだろう。

「先程、跡地を散策しましたが、ここはまるで集落のようでした。八人で暮らすには広すぎます。ここには、あなた達たち八人の聖職者とは別に、レプトイド達も暮らしていたんですよね？」

「ふむ。我々八人以外にもここに住む者がいたのは確かだ。しかし、それはレプトイドに限らない」

「それは、どういうことですか？」

「聖職者以外の人間もいたということだよ。彼らは、社会の落らく伍ご者しやや貧民だった。ここは、まさにあらゆる者にとっての逃のがれの家いえ。弱者の救済所だったのだ。人間とレプトイドの共存、君が謳うたっていた未来の姿ではないかね？」

　痛烈な皮肉だった。逃れの家は、都合が良すぎる気がしてならない。そんな楽園が、なぜ世を忍ぶ必要があったのだろうか。大方、砂糖菓子のようなまやかしにすぎないからではないのか。そんな得体の知れないものと一緒にされるとは心外だ。ついベルは語気を荒らげてしまう。

「笑わせないでください。どうせ見せかけの楽園なんでしょう？　入居者達を従順にするための表向きの方便」

「そのとおり。わかっているではないか。逃れの家で暮らす代価は、自由と誇りだ。滑こつ稽けいだろう。私に言わせれば、ここは牧場だった」

「牧場？」

「そう、盲目な羊達が何の疑問も抱かずに飼い慣らされている、いわば人間牧場だ」

　陰湿な表現である。しかしながら、逃れの家の姿を直じかに見てきた男の言葉だけに、それを即座に否定するわけにもいかない。

「そして、羊達には一つの役目があった。なんだと思うかね？」

　嫌な予感がした。何か泥のような濁にごったものが想像力を搔かき立てる。見当はついたが、ベルはそれを口に出そうとは思わなかった。

　答える気がないのを見透かしたのだろう。トリスタンは、その回答を素っ気なく言い放つ。

「彼らの役目は──ここで暮らすレプトイドとの間に子供をもうけることだった」

　覚悟はしていたが、実際に聞くと、その醜しゆう悪あくさに吐き気を覚える。なるほど、この男が言ったように、ここは牧場だったのだ。家畜達を交配させ、新しい品種を誕生させるための。

「なんておぞましいことを……。でも本来、人間とレプトイドの間に子供はできないはずだわ。なのに、ここではそれを可能にする特別な要因があったんですね？」

「そうだ。第一世代のレプトイドともなれば条件が変わる。不純物が混ざっていない彼らは、限りなく人類に近い。人類との交配による混血種キマエラの誕生は、不可能な話ではないのだよ」

「それじゃあ……ここで暮らしていたレプトイドというのは？」

「無論、全員が第一世代だ。原初の魔ま女じよが用いられてきた理由がここにある」

　ベルは身み震ぶるいした。闇やみに沈んでいたカビだらけの真実が、十三年の時を経て浮上してくる。そして皮肉にも浮き上がった真実は、ベルが打ち立てたイグニスファタスの仮説を裏付けするかのようだった。

「それだけじゃありませんよね。そのレプトイド達たちは、全員サラマンダーだったのではありませんか？」

「ご明察だよ。サラマンダー以外のレプトイドが誕生した場合、速やかにタルタロスへと送られていたようだ」

「なんてことを……命の冒ぼう瀆とくだわ！　許されることじゃない」

　くらくらするほど、不条理への怒りが立ち込めてきていた。つまりは、サラも火事でこの男に拾われなければ、混血種キマエラを生み出すための母体とされる運命にあったということだ。

「酷ひどすぎる……。逃のがれの家いえの正体が、混血種キマエラを生み出す施設だったなんて……」

「その混血種キマエラを、教皇庁はバリアクラッカーに育てる。これがイグニスファタスのルーツだ」

　どこまでも惨さん憺たんたる仕組みだ。バリアクラッカーに育てるといっても、混血種キマエラのすべてがそうなるとは思えない。むしろ、バリアクラッカーにならない可能性の方がずっと高いはずだ。あくまでもセカンド・アイギスの発現は、規格外状況イレギユラー・ケースなのだから。教皇庁の期待に応えられなかった混血種キマエラが、一体どのような運命を辿たどるのかは想像するよりない。

「あなたは、この修道院にいたんですよね？　このことを知っていたんですか？」

　トリスタンの表情に、微かすかだが影かげが落ちる。

「私が、ここで混血種キマエラがつくられていることを知ったのは、入居者の一人が呪いにより死亡したことがきっかけだった」

「呪いで……。じゃあ、その亡くなられた方は、レプトイドだったんですか？」

「いや、混血種キマエラだった」

「え？」

「入居者同士の間に生まれた子供が呪いを受けたことによって、私は逃れの家に本格的な疑念を抱くようになったのだよ」

　混血種キマエラが呪いを受ける……。いつかミューも、呪いに苦しめられる日がくるのだろうか。ベルは暗澹たる気持ちになった。

　考えてみればおかしなことではない。混血種キマエラは人間とレプトイド、双方の特性を併せ持つ。当然、損傷事象を受信する[image: β]型のアイギスだって、体に組み込まれているはずなのだ。

「だが当時の私は、この逃れの家を清めの火と結び付けるまでには至らなかった。一ヶ月前、ナレシュ・バスカヴィルが表舞ぶ台たいに登場し、バリアクラッカーの実在を世に知らしめた時、私は初めて教皇庁子飼いのバリアクラッカーが存在するのではないかと疑ったのだからね」

「あなたの言い分はわかりました。それで、あなたは十三年前、逃れの家で行なわれてきたことに、見てみぬふりをしてきたんですか？」

　トリスタンは答えない。ベルはそれを肯定と捉えた。彼のことは苦手に思ってきたが、今ほどこの男を軽蔑したことはない。

「きっと、カルナーク・ブルーノは、あなたとは違った。彼は逃のがれの家いえを激しく嫌悪し、原初の魔ま女じよを焼き払ったんでしょう？　だからこそ、イグニスファタスに粛清されて異端者のレッテルを貼られてしまった。違うかしら？」

「だとしたら、何かね？　所詮は感情に任せた愚行にすぎん」

「なんて言い草を！　そんなことはないわ。彼の行ないは立派よ！」

「どこが立派だ！」

　弾はじかれたようにトリスタンが大声を上げた。思いもしない彼の剣幕に、ベルは射すくめられてしまう。

「カルナーク・ブルーノの軽率な行動は、多くの不幸をもたらした。彼が感情のままに原初の魔女を破は壊かいしたことで、教皇庁がどう動いたと思う？　徹てつ底ていした証拠の隠滅だよ。この修道院ばかりではない、近きん隣りんの市街も焼き尽くされ、大火災を引き起こしたのだ。木を隠すなら森の中とはよくいったものでね。あれだけの規模の火災となれば、山あいの修道院の焼失に気を留める者などいやしない。そういう狡こう猾かつな考え方をする老人どもに、カルナーク・ブルーノは警戒心も抱かなかった愚か者だ。そんな男の行動が、立派なものか！」

　これほど激げつ昂こうするトリスタンを、ベルは初めて目まの当たりにした。まるっきり氷の刃アイス・ブランドのイメージではない。端正な顔を歪ゆがめ、憤ふん慨がいし、感情を喚わめき散らしている。驚おどろきのあまり声も出なかった。率直に、この男を怖いと感じてしまったのだ。

　ベルの怯おびえを悟ったのだろう。トリスタンは、我を取り戻したように眼鏡を押し上げる。

「失礼。柄にもなく取り乱してしまったようだ」

「いえ……。わたしこそ、ずけずけと言いすぎました。ごめんなさい」

　ベルは素直に謝意を示した。本当に怒りをぶつけるべき相手は、この男ではないのだ。気を取り直して話しかけてみる。

「逃れの家が焼けて、ここにいた人達たちはどうなったんですか？」

「もともと高こう齢れいだった枢すう機き卿きようは、一ひと月つきも経たたないうちに亡くなったよ。我々修道士達は、この一件で密ひそかに結束した。教会の改革を掲げる同志となったのだ」

　写真の裏に記された文字が思い浮かんだ。きっと、皆ただならぬ覚悟だったのだろう。

「他の入居者はどこに行ったんでしょうか？」

「大概の入居者は、別の施設に移されたらしい。だが、レプトイドや混血種キマエラの中には身の危険を感じ、タルタロスへと逃走した者もいたようだ」

「タルタロスに？」

「箱入りの彼らが、タルタロスへの道など知るはずもない。おおよそ街に潜せん伏ぷくしていた同胞を頼たよったのだろう」

　そのレプトイドや混血種キマエラはどうなったのだろうかと、ベルは思いを巡らせてしまう。さして苦もなく過ごしてきた彼らは、楽園の外の世界を一体どのように感じたのだろうか。

　けれども、今は彼らの行く末を案じても詮無きことだろう。当面の脅威をどうするかが肝要なのだ。

「枢すう機き卿きよう、イグニスファタスは一体どのくらい数がいるんでしょうか……」

「私が知る限り、十三年前にここにいた混血種キマエラは七名だ。いくら原初の魔ま女じよが焼失したとはいえ、第一世代のレプトイドが絶滅しているわけではない。新たな混血種キマエラが誕生している可能性もあるだろう。加えて、『黙もく示し録ろく』の語った千年前の発現率などアテにはできない。ましてや混血種キマエラともなれば、セカンド発現率は未知数だ。しかしそれでも、混血種キマエラの全個体がバリアクラッカーになるとは考えにくい。それほどの個体数はいないと見るべきだ」

　確かにそうだろう。しかし、一ヶ月前はたった一人のバリアクラッカーに、あれだけ苦しめられたのだ。二人もいれば、それだけで悪夢のようである。

　トリスタンの読みが確かならば、テン・コミュニオンの中にイグニスファタスは潜ひそんでいる。ハーキュリーズ・ウェルビルトか、エリオ・フレゴリか、それともその両方か……。

　彼が逃のがれの家いえにいたのは十三年前だ。その頃、ハーキュリーズもエリオも既に成人している。この逃れの家を巣立ち、すでにイグニスファタスとして暗あん躍やくしていたことだろう。トリスタンが過去の記き憶おくを頼たよりに、イグニスファタスを割り出すことは不可能に違いない。

　一見手詰まりのようにも見えるが、トリスタンは何かを摑つかんでいるような節がある。だからこそ対策を講じるために、彼はこの逃れの家に潜せん伏ぷくしていたのではなかろうか。

「先程、猊げい下かは仰おつしやいましたよね。ここに来たのには訳があると。そろそろ、その訳をお聞かせ願えませんか？」

　トリスタンは、しばらくベルを凝ぎよう視しした後、地下室の奥へと向かってゆく。

「あの、枢機卿？」

　不安げな声をベルが上げると、奥の闇やみに灯あかりがともった。

　映し出されたのは、大量の書類だ。床に散りばめられた物もあれば、山積みにされているものもある。まるで、廃はい墟きよの書斎を訪れたかのように思えてしまう。

「これが、今の質問の答えだ。ここにある書類はすべて木箱に入れられ、この地に埋められていた。これを探し出し、掘り起こすために私はここに来た」

　地面に埋まっていた紙束。なるほど、大火は免れたのだろうが、こんな物がイグニスファタスへの対策になるのだろうか。

「猊下、これは一体何ですか？」

「カルナーク・ブルーノの遺品だよ。この修道院で交わされた腕木通信テレグラフの記録を写した物だ」

「どういうことです？　いくら通信監かん督とく官かんとはいえ、勝手に記録を写すなんて、やってはいけないことじゃありませんか？」

　中央修道会でも重宝されている腕木通信テレグラフにおいて、通信記録は厳重に管理されている。なにしろ腕木が示す記号を読み取り、記号を文章に復号してゆく仕組みである以上、過去の記録を遡って記号と文章を照らし合わせれば、どの記号が何を示しているのか読み取られてしまう危険があるからだ。情報漏ろう洩えいは、教会にとって痛手である。個人の都合で記録の写しを取るなど、許されるものではない。

「彼は、ある時期から逃のがれの家いえに疑問を持ったようだ。そして、不正に記録を写し取るようになっていった。事を起こして自分の立場が危うくなった時に、正当性を訴えようと隠しておいたのかもしれんな」

「でも、教皇庁はそんなに生なま易やさしい相手じゃなかったってことですね？　彼は立場が危うくなるどころか、問答無用で命を奪われた。まさかアイギスを無効化されるなんて、夢にも思わなかったんじゃないかしら」

「なんにせよ、こうして資料が役に立っているのは、せめてもの救いだろう。これがあったおかげで、私は煉れん獄ごくの鍵かぎを暴けるのだからな」

　トリスタンは何を言い出すのだろうか。先程、煉獄の鍵はイグニスファタスの存在を隠いん蔽ぺいするためのものだと、ベルが説明したばかりなのに……。

　──いや、違う。きっとそうではないのだ。思い返すとトリスタンは、ベルの推理を肯定も否定もしなかったではないか。それはつまり、彼は別の見解を持っていたということだ。そして、おそらくトリスタンはこう考察している。

「──煉獄の鍵は、ただの偽情報ブラフではないとお考えなんですね？　人体発火を直接引き起こしているのはイグニスファタスだとしても、鍵もまた別に存在すると？」

　トリスタンは頷うなずいた。

「私はそう確信している。イグニスファタスが、教皇庁の暗殺者である以上、単独で標的を見定めたり、自らの意志だけで行動しているとは考えにくい。そうは思わんかね？」

　ベルは、トリスタンの意図をすぐに理解した。感心しながら己の推理を組み立て直してゆく。

「ええ、確かに。イグニスファタスは粛清のために、これまでも標的の近くに潜せん伏ぷくしてきたに違いありません。今、中央修道会に潜もぐり込んでいるように。ならば当然、教皇庁は密ひそかに指示を出すため、何らかの通信手段が必要になるはずです。そして、それはきっと暗号でしょう。つまり煉獄の鍵とは、その名が示すとおりの〝キー〟……暗号の解読法と生成法！」

「その解釈で間違いなかろう。教皇庁の抑圧と脅迫は、ただの目め眩くらましというわけではなかったのだよ。通信手段にすぎない鍵自体では、もちろん人体発火を起こすことはできない。しかし、鍵を使えばイグニスファタスが動き出す。つまりは、鍵が始まりであることに変わりはない。なんらかの暗号が、彼らの間で取り交わされているということだ」

　見事な洞察力だった。ベルとナレシュが考察する上で蚊帳の外に置いたものを、彼は手放さずに、真相を究明する一本の糸に変えていたのだ。

「私は、テン・コミュニオンを設立してからというもの、同志と共に、参席権を持つ審しん問もん官かん達たちの行動を監かん視ししてきた。特に、郵便物の類の確認には力を入れてね。しかし、それでも通信の痕跡は摑つかめなかったのだ。自おのずと私は一つの結論に達したよ。暗号文は、我々の前で堂々とイグニスファタスに伝えられていたのではないかとね。それをただ単に、私は認識できていなかったのだろうと」

　ベルは、トリスタンがこの書類の山を見せてくれた理由に、ようやく思い及んだ。

「まさか!?　イグニスファタスへの暗号は、腕木通信テレグラフでやり取りされていたんですか？」

　トリスタンは、後ろ手に組む。

「そのまさかだと、私は帰結している。腕木通信テレグラフで使われている一つ一つの記号が、表と裏、二つの意味を持っていたとすればどうなるかね？」

「……一つの通信文にも、表の意味と裏の意味が存在することになります」

「そう。つまり腕木通信テレグラフには、我々枢すう機き卿きようにも知らされていない隠された復号方法が存在するということだ。そして、その復号方法こそが煉れん獄ごくの鍵かぎの正体ということになる」

　ベルは驚おどろくしかなかった。奇抜だが、確かにあり得ない話ではないのだ。教皇庁から通信があれば、その内容はトリスタンだけではなく、テン・コミュニオンにも知らされる。その通信文を一旦記号に戻し、裏の復号方法を用いて文章に直せば、通信文に隠された第二のメッセージを知ることができるだろう。そして、これが可能なのは、裏の復号方法──煉獄の鍵を知るイグニスファタスだけということになる。

「まだ完全ではないが、煉獄の鍵の法則はだいたい摑んでいる。単純な短い文章であれば、復号はおろか、記号に戻すことも可能だ。もう少し時間があれば、これが勝機に──」

　ふいに、階上から自分達を呼ぶ声が響ひびいてくる。クリカラとサラの声だ。

「どうやら、長話がすぎたようだな。一旦戻るとしよう」

　ベルとトリスタンは、足場の悪い石段を昇り、互いの相棒が待つ地上へと戻っていった。




　藤ふじ色いろの空が、地底からの使者を迎えてくれる。太陽が西の山々に落ちかけ、ゆっくりと夜の到来が始まろうとしていた。

「ごめんなさい、心配かけちゃって」

　クリカラとサラの元に戻ったベルは、開口一番彼らに詫わびた。

「まったくッスよ。ブチ切れたプリンセスが、暗がりで旦那様をしばき上げてないか、気が気でなかったんスから」

　ベルは笑顔で誤ご魔ま化かした。力いっぱい彼の胸倉を摑んだ身としては、何も言えない。

「なあ、ベル。こんな時間だ。今日は、ここで野宿しねえか？」

　クリカラが提案してきた。確かに、今から下山するとなると、途中で完全に日が落ちてしまうだろう。夜間の山路はできれば避さけたいところだ。しかしミューのことが気掛かりでもある。

「うん……」

「気が乗らねえ返事だな。やっぱ、ミューが心配か？」

　あっさりと図星を突かれた。

「マスターがいるから大丈夫だと思うけど……。不安にさせちゃいそうだから、せめて明朝には帰るからいい子で待っていてね、って伝えたいわ」

「そうだな……」

　クリカラは少し考えてから、思い付いたようにサラの肩をポンと叩たたいた。

「聞いたとおりだ。頑張って中ちゆう央おう区くまで行ってこい」

「はぁ？　なんで自分が、そんなパシリみたいなことしなきゃならんスか？」

「いや、おまえ、そういう奴やつじゃなかったっけ？　ベルの身の回りの世話をどうのこうのと言ってたじゃねえか？」

「む、昔の話を持ち出して、無理難題を要求してくる奴ッスね、おにーさんは！　レディの過去は詮索しないのが紳士の嗜たしなみッスよ。覚えておくといいッス！」

　そう言って、サラは口を尖とがらせた。昔だの過去だのと言ってはいるが、つい先日のことだったような気がする。とはいえ、クリカラが無茶を言っているのも確かなのだが。

「それにしてもおまえさん、やけにミューを心配してるな？　何かあったのか？」

　クリカラに尋ねられて、初めてベルは自覚した。やはり、さっきトリスタンから聞いた話が気になっているせいだろう。

「実は、混血種キマエラも呪いを受けるらしいの。だから、ちょっと気掛かりで……」

　言いかけたベルの思考に、雷光が迸ほとばしった。

「──そうだわ。コルティ元司教が亡くなられた造船所で、わたし見てたんだ」

　突然何事かと、クリカラとサラが仰天している。トリスタンも耳をそばだてていた。

　ベルは、興奮を抑えて話し始める。

「あの全焼した造船所の床板には、夥おびただしい血液が広がっていたの。そしてコルティ元司教が殺された時、火の勢いが尋常じゃなかった。今思えば、まるでイグニスファタスは造船所すべてを焼き払おうとしたかのようだわ」

　クリカラが今一つ吞のみ込めないとばかりに、口を開く。

「それが、どうかしたのか？」

「これは推測なんだけど……。もし、造船所にあった不自然な血痕が、イグニスファタスが呪いを受けた痕跡だったとしたら、どう？　それを何がなんでも消そうとするんじゃないかしら？」

　相棒は指をパチンと鳴らした。どうやら気が付いたようだ。

　確証には至らない。しかし、ベルは手応えを感じて結論を述べる。

「そう──イグニスファタスは、あの造船所で呪いによって大おお怪け我がをした可能性が高いわ。そして、異端審しん問もん官かんとして潜もぐり込んでいる以上、絶対に怪け我がを知られるわけにはいかないはず」

「なるほどな。もしおまえさんの推測どおりだとすれば、仮に混血種キマエラの回復力がレプトイドばりだとしても傷跡くらいはまだ残っているかもしれねえ」

　ベルは力強く頷うなずく。イグニスファタスを割り出すための有力なカードを一つ得た気分だ。ただし、このカードは可能性の一つにすぎない。おまけに効果時間は限られている。たとえ推測が正しかったとしても、うかうかしているとイグニスファタスの傷は完全に消えてしまうだろう。これだけでは心こころ許もとない。あと一つでいい。あと一つ、これ以上に有力なカードを得られれば、攻勢に出られる。

　ベルは今こそ彼の助力を仰ぐ時だと理解した。己の自尊心を傷つけることになろうとも。

「……猊げい下か、わたしに力を貸してください」

「なに？」

「先程、短文であれば、煉れん獄ごくの鍵かぎから暗号文を作成することが可能だと仰おつしやいましたよね？」

　トリスタンは、気難しそうに眼鏡を押し上げた。

「まだ完全ではないとも伝えたはずだが？」

「構いません。四つの単語を組み合わせた短文さえ作れればいいんです。猊下が力を貸してくだされば──必ず、イグニスファタスを捕らえてみせます！」

　濃のう紺こんへと変貌してゆく空の下に、凜りんとしたベルの声が響ひびいた。




　──本日、トリスタン・アルマース枢すう機き卿きようの身柄は、異端審問官ベルヘルミナ・バスカヴィルによって確保された。

　この功績により、テン・コミュニオンにおける第九席オーダー・ナインの参席権凍結は解除。ベルは翌朝に行なわれる会議から復帰が認められることとなった。

　その会議での議題こそ、異端の嫌疑が持ち上がっている枢機卿の処遇である。これは、テン・コミュニオンにおける最大の難題となることが予想され、明日まで件くだんの枢機卿の身柄を牢ろう舎しやにて拘留するという暫ざん定てい的てきな措置がとられた。

　枢機卿が牢舎で一夜を明かすという前代未聞の出来事は、直ちに緘かん口こう令れいが敷しかれ、中央修道会の外に漏れ出ることはなかったが、それで落着するわけがない。そもそも、こうなるように仕向けたのは、他ほかならぬベルなのだから。

　中央修道会の牢舎に端を発したバリアクラッカー事件から一ひと月つき……。

　激動の夜が、再び幕を上げようとしていた。
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　闇やみに潜ひそみ、ベルは灼しやく熱ねつの使者を待ち構えていた。

　思えば、こうしてベルが攻勢に出たのは初めてのことではないだろうか。今までずっと得体の知れないものに翻ほん弄ろうされ、いいように振り回されてきた気がする。

　しかし今度ばかりは違う。罠わなを張り巡らせて得た、千載一遇の好機が目の前にあるのだ。これから始まる一いつ瞬しゆんに、ベルは命運を賭かけていた。

　この薄うす暗ぐらい牢ろう舎しやに必ず現れるはずなのだ、恐るべきイグニスファタスが。滑こつ稽けいにも、正体不明の暗殺者は信じているはずなのである。トリスタン拘束の報とともに、煉れん獄ごくの鍵かぎを逆手に取ってベルが作り出した偽の暗号指令を。




　──今夜、牢の、枢すう機き卿きようを、殺せ。




　現在、牢に投獄されている枢機卿など、トリスタンをおいて他にない。イグニスファタスが偽りの密命どおり今夜中に彼の殺害を目もく論ろむなら、この牢舎に来るよりないのだ。

　ベルの傍らには、修道服に身を包んだクリカラとサラが控えている。アイギスを無効化するバリアクラッカーが相手となれば、彼らの力は必要不可欠といってよい。とはいえ教会に入り込むためには細工が必要だ。そのため、彼らにはこうして修道士を装ってもらったのだが……。

「う～ん、どうもヒラヒラしていて落ち着かないんスよね、この服。プリンセスには悪いッスけど、よくこんな格好で動き回れたもんスよ」

　サラが修道服の裾を摑つかんで、表情を曇くもらせている。不平の声はクリカラからも上がった。

「まったくだぜ。俺の場合、柄じゃねえんだよ。こういう格好は」

　本人の言うとおり、クリカラの修道服姿はどこまでも似合っていなかった。見るからに、やさぐれたエセ聖職者という雰囲気を醸かもし出してしまっている。こんな修道士、まずいないだろう。平時であれば彼の服装を肴さかなにして軽口を叩たたくところだが、今はそんな状況ではない。

「しっ。二人とも我慢して。こうでもしておかないと、あなた達たちまで疑われてややこしくなっちゃうから。今は、四の五の言っていられないでしょう」

　押し殺した声で、ベルが二人の気を引き締しめる。するとたいして間をおかず、靴音が微かすかに聞こえてきた。長い影かげが、湿った石畳の廊下に伸びてくる。

　──来た。

　ベルは息を殺した。クリカラとサラも、それに倣う。

　イグニスファタスは、果たしてハーキュリーズだろうか、それともエリオだろうか。軽やかな歩調から察するに、大柄なハーキュリーズである線は薄うすい。となれば、エリオ・フレゴリか。

　エリオがイグニスファタスであれば、拘束の際に力負けする心配はない。だが、機敏な動きに長たけた彼が相手となると、奇き襲しゆうによる初手を仕損じてしまったら二に撃げき目めを許してはくれないだろう。掛け値なしの一発勝負だ。

　相手はまだこちらに気付いていない。ベルは覚悟を決めると、クリカラに目で合図を送った。打ち合わせどおり、連携によってイグニスファタスを一いつ瞬しゆんで無力化しようと試みる。

　彼は頷うなずくや否や、物陰から颯さつ爽そうと飛び出した。驚おどろくような反応を見せた人ひと影かげが、不自然にぴたりと動きを止める。金かな縛しばりを仕掛けたのだ。

　続けざまにベルが動く。相棒が作り出した貴重な隙を無駄にしてなるものか。

　トーメント・デバイスの鎖くさりを解き放つと、勢いよく回転させ、連結部を外した。滑空する円えん盤ばんのように風を切り、獰どう猛もうな鎖がイグニスファタスを雁がん字じ搦がらめにする。バランスを崩し、標的が転倒した。相手の得物と思おぼしき槍やり状じようの物体が、けたたましい音を立てて床石を打つ。

　今だ──。ベルがそう叫ぶより前に、すでにサラは動き出していた。軽やかな身のこなしでイグニスファタスに馬乗りになると、用意していた革ベルトの目隠しと、猿さる轡ぐつわを器用に操り、相手の視界と口を強引に塞いだ。

「これで、仕し舞まいッスよ！」

　伝送器官不明のバリアクラッカーが相手となれば、当然の対処法といえよう。クリカラが作り出した僅か五秒という猶予で決着がついたのは、まさに僥ぎよう倖こうだった。即席に近いサラとの連携が、予想以上に上手うまくいったことにベルは愁眉を開く。

　ところが、拘束を完遂した今になって、サラが短い声を発した。何事かと思い、ベルとクリカラが彼女を見やる。すると、赤毛の少女は戸惑ったように振り返った。

「この人、女ッスよ……？」

　棒を飲み込んだようにベルの体が強こわ張ばった。女性のはずがない。先程、エリオだと断定したばかりではないか。そもそも、ここに現れるのは彼か、ハーキュリーズのはずだ。

　ベルは恐る恐る虜とりことした標的に近づいてみる。そして、その人物の顔を覗のぞき込んで、息が詰まったように立ち竦すくんでしまった。

　目と口を塞いでいるため、はっきりと顔を拝むことはできない。しかし、ウィンプルから覗いた艶つやのある美しい黒髪は見間違えようがなかった。

　──どうしてここに、フェイス・ファーベントがいるのだろうか。




　中央修道会の牢ろう舎しやは、一ヶ月前のバリアクラッカー事件の幕開けとなった曰いわくつきの施設である。ここを決戦の場に選ぶのはいささか気が退ひけたが、状況的に仕方がなかった。イグニスファタスをおびき出すのに、牢舎は好条件を備えていたのだ。

　中央修道会の敷しき地ち内にありながら、他の建物から離はなれている牢ろう舎しやは、イグニスファタスにとってさぞかし都合の良い場所だったろう。権威を利用すれば、守衛を追っ払うことなどわけはない。孤立したトリスタンを暗殺してしまえば、囚人も皆殺しにして牢舎ごと焼き払えばいいのだから。異端者一味が不ふ審しん火びによって焼死したとでも公表すれば、教皇庁お得意のやり方で隠いん蔽ぺいできる。そう高を括くくったはず。だからこそ、付け入る隙があった。

　捕らえたフェイス・ファーベントは、ここの地下にある審問室に閉じ込めている。正直なところ、ベルはフェイスがイグニスファタスで間違いないかどうか確証を持てていない。罠わなにかかったのは彼女だったが、これまで推理してきた犯人像と、フェイスはかけ離れているのだ。

　そうはいっても不測の事態に備え、ベルはテン・コミュニオンの権威を活用して牢舎を封ふう鎖さした。舎内に拘留されていた虜りよ囚しゆう達たちは別の牢舎に一旦移し、守衛達にも離れるよう申し伝えている。この局面で、用心するに越したことはない。

　今ここにいるのは、拘束したフェイスを含め、彼女の捕ほ縛ばくを成功させたベル、クリカラ、サラ、そして牢の中で囮おとりを演じたトリスタンの五名だけである。

　無事に役目を終えたベル達三人は、トリスタンが囚とらわれている牢の前に集まっていた。

「ご苦労だったな諸君。では、早々にイグニスファタスの審問を始めてくれたまえ。私は立場上、ここを出ない方がいいだろう。審問は任せたい」

　格子の向こうでトリスタンが瞑めい目もくした。その気になれば、牢を破ることなどわけないのだが、後々のことを考えると彼の言うとおりにしておいた方がいい。

「おそらく、ここを封鎖できる時間は限られている。急いでくれたまえ」

　そのとおり、いずれ誰だれかに勘付かれるだろう。不審に思われてディミアン・グイドーニスにでも報告されれば、間違いなく審問官が様子を確かめに現れ、横よこ槍やりを入れられてしまう。

　かといって焦りは禁物だ。ベルは俯うつむき加減に、懸け念ねんを示した。

「審問に際して、一つ大きな問題があります。シスター・フェイスが本当にイグニスファタスだとすれば、なんらかの手段で、発火作用を伝送できるはずです。その伝送器官が何か、わたし達はまだ摑つかんでいません」

「わかっている。そのため、拘束の際に目や口まで塞いだのだろう？」

「はい。そして問題がそこなんです。もし、彼女が声を媒介にして伝送を行なうバリアクラッカーだとしたら、猿さる轡ぐつわをはずした瞬しゆん間かん、こちらは黒焦げにされます」

　ベルは自おのずとミューを思い浮かべてしまう。彼女がまさに、声で損傷を伝送するバリアクラッカーなのだ。ナレシュのように目を伝送器官とするバリアクラッカーも危険極まりないが、こうした状況では声による伝送の方が厄介といえよう。

「問題ない。その点ならば、すでに解決済みだ」

　トリスタンが平然と言ってのける。ベルは驚おどろきを隠せなかった。彼は、すでにフェイスの伝送器官を看破しているというのだろうか。

「誤解をしていそうなので補足しておこう。私は、彼女の伝送器官を見抜いたわけではない。すでに我々は、イグニスファタスに対する切り札を得ているのだよ。たとえ彼女の伝送器官がなんであろうと意味をなさない」

「どういうことです？　切り札って？」

　ベルはトリスタンの言わんとすることがまるで理解できなかった。クリカラやサラも同様だろう。合点のいかぬ顔を並べている。

　理解の及ばぬ三人を煩わしく思ったのか、トリスタンは苛いら立だたしげにサラを見た。

「君だよ、我々の切り札は」

　唐突に話を振られ、サラは呆ほうけたようにトリスタンを見上げた。

「審しん問もん官かん代理を務めたまえ。君ならば、第六席オーダー・シツクスがどのような伝送器官を持っていようとも問題ではない」

「……」

　サラが返答に窮きゆうしている。主の命令とあらば二つ返事で快かい諾だくする彼女だが、今度ばかりは躊ちゆう躇ちよしていた。戸惑うのも無理はない。それだけトリスタンの言っていることは筋が通っていないように思える。まるで、実験のために死んでこいと言っているようにさえ聞こえた。

　ベルは困惑を通り越して、彼の無慈悲な発言に憤いきどおりを覚えてきた。

「説明してください枢すう機き卿きよう。なんでサラちゃんが切り札なんですか？　まさか、サラちゃんを捨て駒ごまにして、イグニスファタスの伝送器官を探ろうっていうんじゃありませんよね？」

　語気が荒くなっている。しかし、トリスタンは変わらず涼しい顔で答えた。

「言ったはずだ、彼女は切り札だと。捨て駒にするつもりなど毛頭ない。だが、伝送器官を探るという目的があることは否定せんよ」

「あなたって人は……！」

「待て、ベル！」

　クリカラが相棒を窘たしなめながら、トリスタンを非難した。

「ちゃんとわかるように説明しろよアルマース。今のままじゃあ、俺やベルはおろか、サラだって納得できないぜ？　あんたは、こいつの命を賭かけようとしている。なら、それ相応の礼れい儀ぎってもんがあるんじゃねえのか？」

　珍しくサラが俯うつむき加減にモジモジとしている。たった今クリカラが言ったことは、彼女の心情そのものだったのではないだろうか。

　さすがのトリスタンも観念したようだ。

「……時間が惜しいところだが、仕方あるまい。私が彼女を切り札だと言ったのは、第九席オーダー・ナインの仮説を正しいと判断したためだ」

「わたしの？」

　ベルは素っ頓狂な声を上げる。

「君は言ったな。イグニスファタスの発火伝送は、発火器官を持たない人間に、サラマンダーの発火作用を送りつけることで可能にしていると」

　ベルは、頭を激しく揺さぶられたように感じた。トリスタンの意図が理解できたのだ。

「まさか……発火伝送が人間に対して有効でも、サラマンダーに対しては無効ということ？」

「そう考えるのが自然ではないかね。サラマンダーはもともと発火器官を備えている。ならば、そこに発火作用を伝送されたところで、普段のように火を吐く現象が起きるにすぎない」

　今になって、ベルは目を見張った。確かにサラは、イグニスファタスに対して強力無比な切り札となり得る。しかし、それはまだ仮説の域を出ていない。

「でも待って、待ってください。いくらなんでも、サラちゃんにそこまで担わせるのは危険です。もし、わたしの仮説が間違っていたとしたら、サラちゃんは無事では済みませんよ」

「ほう、ならば訊きこう。第九席オーダー・ナイン、君には他の良案があるのかね？」

「それは……」

　ベルは言い淀よどんでしまう。はっきり言って良案などない。相手の伝送器官が不明なこの状況では、どちらにしろ博打ばくちを打たなければならないのだ。そう考えると、最も安全性の高い博打が、サラに審しん問もん官かん代理を務めてもらうことに違いない。

　理屈ではわかっている。わかってはいるが、子供のサラにそのような危険を背負わせることに、ベルは激しい抵抗を感じるのだ。

「……そういうことなら、引き受けるッスよ」

　サラが、一転して八重歯を見せて微笑ほほえんでいた。先程まで浮き足立っていたのが噓うそのようだ。

「サラちゃん！」

「ちょいとビックリしてたッスけど、旦那様とプリンセスに勝算があるんなら、自分はそれを信じるッスよ」

　見上げてくる大きな瞳ひとみには、一片の曇くもりもなかった。ベルとトリスタンを信しん頼らいしきった頑かたくなな眼まな差ざしがそこにある。

「プリンセス、自分のために怒ってくれて感謝ッス。それに、おにーさんも」

「あん？」

「さっきは、やっと名前で呼んでくれて嬉うれしかったッスよ。これまでのレディに対する数々の無礼、許してやらんでもないッス」

「バカ言ってんな」

　クリカラは、ぶっきらぼうに悪態をついた。こういう態度を見せる時は、彼の照れ隠しなのだとベルは知っている。なんだかんだ言いながら、彼もサラを仲間のように思い始めているのだろう。かくいうベルがそう感じているように。サラとは色々あった。決していい出会いとはいえなかったし、狐きつねと狸たぬきが化かし合うような付き合いでここまできた。しかし、それでも彼女に背中を預けられると思えるのだ。そんな彼女一人を、死地に赴かせるわけにはいかない。

「サラちゃんの審しん問もんには、わたしが付き添うわ」

　ベルがピシャリと言うと、三人が目を皿のようにした。

「もちろん審問はサラちゃんに務めてもらう。わたしは扉の前でこっそりサポートを──」

　言いかけて、ベルは言葉を失った。クリカラが凄すごい剣幕で睨にらみつけてきたのだ。

「来い！」

　無理矢理クリカラに腕を摑つかまれ、ベルは力ずくで廊下の角を曲がらされた。

「ちょっと、突然なにするの？」

　手を振りほどき、廊下の壁かべを背にしながら不満を口にする。だが、クリカラは有無を言わさぬ勢いで、ベルの頰ほおをかすめるように壁を掌てのひらで突いた。

「……いい加減にしろ」

　彼の一対の瞳ひとみがすぐ傍そばにあった。あまりの迫力に、ベルは鼻白んで目を逸そらしてしまう。

「な、なによ……」

「おまえの無茶には、ずいぶんと目を瞑つむってきた。だが、今度ばかりは勘弁ならねえ。もし、声が奴やつの武器なら、おまえは一いつ瞬しゆんで焼き殺される」

「わたしの存在を彼女に認識されなければ、その危険はないわ」

「ふざけるな。裏を返せば、認識されたら終わりってことじゃねえか。おまえとサラは条件が違うんだよ。わかってんのか？」

　彼の言っていることはもっともだとベルも思う。一ヶ月前のサン・フォルス島のカタコンベでも、自分は相当無理を言って独走した。クリカラが激怒するのも仕方のないことだろう。

　しかし、それでもここで引き下がることは、審問官としての矜きよう持じが許さなかった。

「……ごめんね、クリカラ。わたし、自分が勝手なことを言ってるのはわかってる」

「だったら──」

「それでも、わたしはここであの子一人に任せるような……あの子を見捨てるようなことはできない。そんなことしたら、きっと自分が許せなくなっちゃう。だから……」

　クリカラが壁にもたれかかるようにして溜ため息いきをついた。

「……ったく、やっぱそう言うんだな、おまえさんは」

「うん。我わが儘ままな相棒でごめん」

　ベルは、もう一度謝った。でも、本当に彼にかけたかった言葉は謝罪などではなく、感謝の言葉だった。こんなに心配してくれてありがとう、と。

「そうかよ、好きにしろ」

　投げやりな口調でそう言うと、クリカラは片手を振って、牢ろう舎しやの奥に消えてしまった。今度ばかりは愛想を尽かされてしまったのではないかと、ベルは心細くなる。

　不安が表情に出てしまっていたのだろう。いつの間にか傍らにいたサラが、ベルを励ますように軽口を叩たたく。

「心配ご無用。あの様子だと、頭冷やしに行っただけッスから、すぐ戻ってくるッスよ」

「そうだと、いいけど……」

　サラは、ベルの手を握った。

「正直、プリンセスのサポートがあると、自分は助かるッス。なにせ、審しん問もんなんて不慣れッスからね。それに、さっきは自分を見捨てないでくれて、嬉うれしかったッスよ」

「サラちゃん……」

「あ、でも自分のサポートをしてもらうからには、物音を立てずに、息を殺していることを約束してほしいッス。混血種キマエラってのが、本家本元のレプトイド以上に鼻と耳がいいとは思えないッスから、鼻は誤ご魔ま化かせるはずなんスよね。この牢ろう舎しや内は臭うんで、嗅覚が狂うんス」

「なら、音を出さないように注意するわね」

　ベルは気を取り直すことにした。

「じゃあサラちゃん、審問で使うサインを決めておきましょう。わたしが送る合図を覚えて」

「了解ッス」

　これから始まる生死を賭かけた審問において、ベルが持つ有効な情報は二つだ。この二つのカードを使い、どう揺さぶりをかけてゆくかで、審問の行方が左右されるだろう。

　サインを取り決めたベルは、サラを導くように地下への階段を下りていった。




　重々しい音を立てて審問室の扉が開かれた。

　陰気な室内には、木製の椅子に鎖くさりで縛しばりつけられたフェイスが、身動き一つ取れずに座らされていた。変わらず、目隠しと猿さる轡ぐつわが彼女の端正な顔を覆おおっている。僅かに覗のぞく表情からは、苦く悶もんと恐怖が窺うかがえた。

「やあやあ、お待たせしたッスね、シスターさん。ご機嫌いかがッスか～？　お腹なか空いてないッスか～？　おや、返事がないッスね～。もしかして、寝ちゃってるんスか～？」

　サラが必要以上に大声を張りあげて入室した。ベルの足音を消そうという計らいであることは察しがつく。こうした機微にも行き届くところが、彼女の強みだ。厚意を無駄にしないためにも、ベルは閉まりかけた扉から滑るようにして室内に入り込んだ。

　サラは手慣れたように、前口上を述べる。

「申し遅れたッスね。自分は審問官代理を務めさせていただく者ッス。ここは一つ、よろしくお願いするッスよ」

「……」

「またまた返事がない。や、これは失礼。そんなんじゃあ喋しやべれないッスよね」

　わざとらしくそう言ったサラは、椅子に縛りつけられているフェイスのもとへ歩み寄った。赤毛の審問官代理は、まるで発火の伝送を誘っているかのように大おお袈げ裟さな口調や素振りを見せ、フェイスを挑発している。

　本当に器用な子だと、ベルは感心した。とても初めての審しん問もんとは思えない。審問のやり方は人それぞれだが、あえて芝居がかった様子を見せることで相手の神経を逆さか撫なでし、激情によって吐と露ろさせる方法を得意とする審問官もいる。サラの仕掛け方はまさにそれだった。

「さ、これでもう喋しやべれるッスよ」

　そう言いながら、フェイスの猿さる轡ぐつわを外すサラ。彼女の口内に押し込まれていた涎よだれまみれの手拭いを吐き出させる。

　しばらくフェイスは、けほけほと咽むせていたが、それも収まるとすぐさま非難の声を上げた。

「これは、どういうことですか？　あなたは誰だれ？」

　──フェイス・ファーベントが声を発した。

「……」

　サラの緊きん張ちようが、小さな背中から伝わってくる。審問室の空気がぴんと張り詰めたが、サラの身に異常が表れる兆しはない。もちろん、存在を認識されていないベルの身も同様だった。

　声が伝送器官ではないのだろうか。だとすれば、俄が然ぜん審問はやり易やすくなるのだが、そう決めつけるのは早計だろう。ただ単に、まだフェイスが発火伝送を使っていない可能性も充分考えられるのだから。いや、そもそも本当にフェイスはイグニスファタスなのだろうか。ベルの現状に対する猜さい疑ぎ心しんは際限なく膨ふくらんでゆく。

　サラは、神経を針のように尖とがらせながらも、マイペースを装って軽口を叩たたき続けている。

「さっきも言ったとおりッス。自分は審問官代理なんスよ。これから、あなたの異端審問を開始するんで、お手柔らかに」

「私の異端審問ですって？　何を言っているの？　私は教会の異端審問官なのですよ」

「知ってるッスよ。中央修道会のテン・コミュニオン、第六席オーダー・シツクス。シスター・フェイス」

「私のことを知っているのなら、こんなことやめてください！　教会が黙だまっていませんよ！」

「あいにくと、自分はその教会の審問官代理なんスわ」

「馬鹿なこと言わないで。教会の審問官代理なんて聞いたことがありません。だいたいその声、あなたは子供じゃないですか？」

「昔から、声が若々しいとよく言われるんスよ」

　よくもこの状況で、しゃあしゃあと言えたものだ。クリカラが言ったとおり、本当に彼女は口から先に生まれたのかもしれない。

　ふいにフェイスが大人しくなった。

「……だったら、代理のあなたではなく、シスター・ベルを……シスター・ベルヘルミナを呼んでください」

　思いもかけない一言に、ベルの心臓がドキリと音を立てた。一いつ瞬しゆん、ここに自分がいることを悟られたような錯さつ覚かくに囚とらわれたのだ。

　さすがのサラも驚おどろいたようだが、すぐに持ち直した。今のは、こちらの状況を見透かしての発言ではないだろうと判断したのだ。

「それはお断りッス。自分にも面子メンツってヤツがあるッスからねえ。おいそれと他の審しん問もん官かんに代わるわけにはいかないんスわ」

「そう……。なら、私の頰ほおを思いっきり叩たたいてみてください。そして、私が傷つくかどうか、その目で確かめて。そうすれば、すぐに私が異端者でないことがわかります。さあ！」

　フェイスが頰をサラに向けた。

　混血種キマエラはアイギスを発動できるとみて間違いない。ならば、彼女の頰を叩いたところで、アイギスの存在を証明するだけであろう。それでは意味がないどころか、彼女の自己弁護を有利にしてしまう恐れすらある。

　サラが、ベルを一いち瞥べつした。判断を委ねるサインだ。頭を左右に振って否定の意を示す。

「せっかくだけど遠えん慮りよしとくッス。シスターのアイギスを確認したいわけじゃないッスから」

「なら、どうして私に異端審問なんてするの？」

　再びサラからサインがくる。今度は、頷うなずいて返すことにする。喋しやべって構わないという合図だ。

「シスターには嫌疑がかかってるんスよ」

「嫌疑ですって？　一体何の？」

「コルティ元司教をはじめ、五人を殺害したバリアクラッカーの嫌疑ッスよ」

「え？　何を言ってるんですか？　私がバリアクラッカーなわけないでしょう！　だいたい私とコルティ師は、旧知の間柄なんですよ。なぜ、彼を殺あやめる必要があるんですか！」

「そういう粛清指令が出たからじゃないんスか、清めの火を操るイグニスファタスさん？」
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　一片の迷いも見せず、自信満々に食い下がるサラ。フェイスが見せる僅かな動揺も見逃すまいと、果敢に質問を浴びせてゆく。

「しらを切っても無駄ッスよ。あなたは、いずれ異端判決宣告式アウト・デ・フエで裁かれるッス。減刑を望むなら、殊勝な態度を見せておくことッスね。今ならまだ間に合うッスよ。中央修道会には、あなた以外のイグニスファタスも潜もぐり込んでいるんスよね。そいつらの名前をゲロっとくッス」

「あの……どうしたらいいのでしょう？　あなたが何を仰おつしやっているのか、まったくわからないのですけど……。お尋ねになる相手を間違えているんじゃありませんか？」

　いよいよもってサラの顔に、焦りの色が浮かんだ。まるで手応えを感じないのだろう。フェイスの反応は困惑した被害者そのものだ。これが彼女の芝居だとしたら、サラを上回る迫真の演技と言わざるを得ない。

　ベルも、己の推理に疑惑の芽が生じ始めていた。もともと彼女をイグニスファタスの候補から外していたのは、テン・コミュニオンの参席権を得た経けい緯いからだ。彼女の選定は教皇庁の推すい薦せんではなく、亡きコルティの推薦状によるものだとトリスタンは言っていた。この事実こそ、彼女がコルティを殺害する動機と並んで、ベルの自信を削そいでいるのだ。

　しかしながら、ここまで来たら核心を問うてみるしかない。こちらを窺うかがうサラに、ベルはウインクで合図を送る──ここで、一つ目のカードを使って揺さぶりをかけるのだ。

「いいえ、自分が尋ねる相手はあなたで間違いないッスよ。なにせ、あなたが今夜この牢ろう舎しやに来たことが、覆くつがえりようのない根拠なんスから」

　サラが切り出した。一つ目のカードは言うまでもない。罠わなにかかったという状況証拠だ。だからこそ、フェイスは拘束され、今ベル達たちの前にいるのだから。

「どんな理由を仰るのかと思えば、そんなことだったんですか。私、牢舎に呼び出されたんですよ？　シスター・ベルに」

　息が止まるような心持ちだった。予想外の切り返しをされ、混乱しそうになる。確かに、ベルは牢舎へと誘い出しを謀はかった。しかし、それはフェイスに対して行なったわけではなく、イグニスファタスに対して行なったものだ。それなのに、彼女の言い分はどうだ。まるで、どちらとも捉えられかねるような危うい返答ではないか。実際に彼女がイグニスファタスだった場合、果たしてこのような際どい言い訳をするだろうか。それとも、あえてそのようにこちらをミスリードする企てなのだろうか。疑心暗鬼に陥りそうになる。

「い、言い逃れはみっともないッスよ」

　サラの声が震ふるえ始めた。動揺が少しずつだが、表に出始めたのだ。

　対照的に、フェイスは普段の冷静さを取り戻したらしく、明朗として事情を説明し始める。

「正確には、シスター・ベルの遣いを名乗る方からの呼び出しでした。今から牢舎で待っているという内容のもので……。こうして考えてみれば、彼女が牢ろう舎しやに私を呼びだすのも不自然ですよね。もしかしたら、彼女の名を騙かたった何者かの呼び出しだったのかも」

　一体どこまでが真実なのだろうか。もし、フェイスの言っていることが正しければ、彼女は嵌はめられたことになる。当然、イグニスファタスなどではない。

　ベルは改めて考えてみた。イグニスファタスをおびき出すための偽の暗号が相手に察知され、逆に利用される可能性はあっただろうかと。……その可能性は、ゼロではない。つまり、彼女の話も出で鱈たら目めとは限らないのだ。

　真実はどうであれ、フェイスはやはり本職の審しん問もん官かんだ。このままでは、どちらが審問されているのかわからなくなってしまう。

　ベルは二つ目のカードで揺さぶりをかけてみることにする。物音一つ立てずに合図を送った。

「なら、あの血痕はシスターのものじゃないとでも言うんスか？」

「血痕？　何のことかは知りませんが、もちろん私じゃありません。アイギスを持つ私が、どうして血を流すというの？」

　二つ目のカードは、コルティ殺害時に床に残っていた血痕だ。あの血が、イグニスファタスが呪いで傷ついた際の流血だとすれば、当然体のどこかに最近できた傷があるはず。いかにレプトイドの回復力を持っていたとしても、あれだけの血が流れ出た以上、深手に違いない。ならば、たった二、三日で傷跡まで完全に消えてしまうことはないだろう。

「そこまで言うなら、本当に傷がないか調べさせてもらっても異存はないッスよね？　体の隅々まで」

　まるで卑ひ猥わいな男性のような台詞せりふをサラは口にした。少し悪ノリがすぎるようにも感じられるが、仕掛け方としては適切だ。もしフェイスがイグニスファタスなら、彼女の体には証拠の傷跡が残っているはずである。さっさと調べてしまえば早いことだが、そう上手うまくはいかない。なにしろ、体を検あらためるには拘束を解かなければならないからだ。伝送器官が不明なままバリアクラッカーの拘束を解くという行為は、リスクが高すぎて実行に移すのには無理がある。

　しかし、それはあくまでこちらの事情にすぎない。フェイスからしてみれば、傷跡を見られたら一巻の終わりと思うはずだ。必ず、傷跡のある部位を調べられないように会話をもっていこうとするに違いない。それこそがベルの狙いだった。サラの斬り込みから逃げようとすれば、それは自白と同義となり、進退窮きわまる。

　ところが──。

「あなたは女性のようですから、検分いただいて構いません。お好きなようにどうぞ。ただ、お一人でお願いします。たくさんの方の前で肌を晒さらすのは、抵抗がありますので……」

　またしても予想外のフェイスの回答。

　胸が炙あぶられるような焦しよう燥そうをベルは覚えていた。これは一体どういうことだろう。フェイスは体の検分をなんとも思っていないような素振りを見せている。本当に彼女は、イグニスファタスではないのだろうか。何者かに嵌はめられ、虜とりことなってしまったのだろうか。だとすれば、自分は取り返しのつかない失態を演じてしまったことになる。

　──ダメだ。いくら考えても思考は堂々巡りだった。これでは正しい判断が下せそうにない。

　その時、だめ押しとばかりに、鈍い音を立てて審しん問もん室しつの鉄扉が外側に開かれた。

　ベルとサラが振り返り、息を吞のむ。

「──こんな所で何をやっている!!」

　怒声を響ひびかせ、廊下から現れたのは、鬼のような形ぎよう相そうをしたハーキュリーズ・ウェルビルトだった。なんという最悪なタイミングでの時間切れだろうか。苛いら立だったベルにとっては、まさに泣きっ面に蜂である。

　トリスタンの危惧していたとおり、追っ払った守衛がディミアン・グイドーニスに報告したのだろう。憤いきどおるハーキュリーズは、差し詰めその尖せん兵ぺいに違いない。

「アンフェアなやり方だな！　こんな不条理がまかり通ると思ったら大間違いだぞ！」

　目隠しこそされているが、フェイスはすぐさま侵入者が何者なのか気付いたようだ。助けを乞うようにして巨漢に呼びかける。

「その声、ブラザー・ハーキュリーズですね？　聞いてください。審問官代理を名乗る方が私を拉致し、おかしなことばかり尋ねてくるのです」

「うむ……。シスター・フェイス、しばらく辛抱していてもらえないだろうか？　君にかかった嫌疑は、フェアなやり方で必ず僕が解いてみせよう」

「はい、お待ちしています……」

　フェイスは力ない返事をした。

「まったく、審問官代理と称して、このような見習いの子供に仲間の審問をやらせるとは、君はどうかしてるぞ、シスター・ベルヘルミナ！」

　ハーキュリーズの不用意な発言を耳にして、フェイスが弾はじかれたように顔を上げた。塞がれた双そう眸ぼうで正面を見据えたまま彼女は動かない。

　ベルの全身から冷や汗が噴ふき出した。今、間違いなく自分がここにいたことをフェイスに悟られてしまった。いたたまれない罪悪感と、本能的な恐怖で、どうにかなってしまいそうだ。

「休きゆう憩けいにします」

　ベルは苦しそうにそう言い残すと、サラを伴って審問室を後にした。廊下には、鼻息を荒立てるハーキュリーズの他、エリオ・フレゴリ、そしてシビル・グイドーニスがいた。

　顔を合わすなり、シビルが食って掛かってくる。

「枢すう機き卿きようを捕らえてきたかと思ったら、いきなりこんな真似まねして、何考えてんのよ？」

「あなた達たちこそ、教皇庁の言うことを鵜う吞みになんかして！　邪じや魔まをしないで！」

　覚悟の上で臨んだ審問を中断させられ、ベルも気が立っていた。つい険しい口調でシビルに言い返してしまう。

　不毛な戦端が開かれたその時、大きな手が両者の間に割り込んだ。

「二人とも、そこまでだ」

　すっかり平常心を取り戻していたハーキュリーズが、制止を訴えてくる。

「僕もさっきは感情的になっていた。しかしこれは、審しん問もん官かん同士で言い争って解決する問題ではないだろう？　シスター・ベルヘルミナにも、この凶行に及ぶ事情があったのだろうからね」

　正論に押されてベルとシビルが黙だまり込むと、ハーキュリーズは一同を見回した。

「諸君。僕は一旦、牢ろう舎しやを離はなれてグイドーニス司教へ報告に行こうと思うのだが……」

「なら、あたしがベルヘルミナ・バスカヴィルから事情を訊きいておくわ。奥の審問室を使わせてもらうけど、構わないわよね？」

　否応なしにシビルが名乗り出た。ハーキュリーズにも異論はないようで、爽やかな笑みで親指を立てる。彼女はどことなく、げんなりとした様子だった。

「だったら──」

　陰気な声が発せられた。猫背のエリオ・フレゴリが珍しく口を挟んでくる。自おのずと、彼は注目を浴びた。

「審問室のシスター・フェイスは、俺が見張ってましょう。シスター・ベルヘルミナが異端の嫌疑をかけたんだ。このまま放置というわけにもいかんでしょう？」

　不快感を刺激するような含みのある喋しやべり方だ。しかし、意見は理に適かなっている。

「わかった。ここはブラザー・エリオに任せる。アルマース枢すう機き卿きようは、上でおとなしくされておられたので、心苦しいがあのまま獄中にいていただくとしよう」

　納得顔のハーキュリーズは、続いて、所在なさげに佇たたずむ赤毛の見習い修道女に目を向けた。

「さて、見習いの君はどうしたものかな？　なぜこの牢舎にいたんだい？」

「じ、自分は、ちょっとシスターに頼たのまれごとされただけッスから。色々訊きかれてもわかんないんスよ。いや～、残念ッスね～、お役に立てなくて。そんなわけで、お邪じや魔まさまッシた～」

　苦しい限りの言い訳を並べ立て、笑顔のまま退散を決め込むサラ。

「──待ちな、見習いの嬢じようちゃん」

　ぎくりと身を強こわ張ばらせて、彼女の足が止まる。

　呼び止めたのは、またしてもエリオだった。探るようなねっとりとした視線が、サラに纏まつわり付く。さすがに、この状況で無関係を装うのは無理があった。

「嬢ちゃんは、俺と一緒にいな。どのみち、嬢ちゃんにも訊きたいことがあるからな。どうですかね、ブラザー・ハーキュリーズ？」

「ううむ……。確かに、フェアな考え方だ。こんな子供に負担をかけるのは忍びないが、そうすべきだろうな」

　そう言うとハーキュリーズは膝ひざを折って、赤毛の見習い修道女の頭を撫なでた。屈強な男に、紳士的な笑みが灯ともる。

「怖い思いをさせるが、しばらくここで待っていておくれ」

　ハーキュリーズから見れば、サラは何の変哲もない見習い修道女なのだろう。変装が功を奏し、彼女に異端の嫌疑がかかることを避さけられたのは不幸中の幸いだった。

「これで決まったみたいね。さあ、ベルヘルミナ・バスカヴィル、ついてきなさい」

　急場の方針が定まると、シビルは灯のともった燭しよく台だいを手にして、奥の審しん問もん室しつへと向かう。

　通路の角を曲がり、一番奥の審問室の扉を開くと、顎あごをしゃくってみせた。さっさとここに入れ、そう言いたいのだろう。

　もはや選択の余地などない。ベルは仕方なく彼女の指示に従った。




　ベルが審問室に入ると、シビルは後に続くように入室し、すぐさま重い鉄扉をしっかりと閉めた。彼女は燭台を机に置きながら、物陰に向かって声をかける。

「もういいわよ。出てきなさい」

　シビルの声に誘われて、大きな人ひと影かげがゆらりと蠢うごめく。現れたのは、やさぐれた柄の悪そうな修道士だった。

「クリカラ！」

「よお……」

　彼は、バツが悪そうに逆立った黒髪を搔かいている。

　ハーキュリーズ達たちが闖ちん入にゆうしたことにより、どこかに身を潜ひそませているとは思っていたが、まさかシビルに匿かくまわれているとは思いもしなかった。

　ベルは、ほっとしてシビルに振り返る。

「シスター・シビル、クリカラを匿ってくれて──」

「やめなさいよね！」

　礼を言う前に、彼女に断固として拒否されてしまった。

「言ったはずだわよ。あんた達二人には、サン・フォルス島での借りがあるって。ベルヘルミナのぶんは先日返したわ。これで、そこのチンピラのぶんも返済完了よ。いいわね？」

　有無を言わせぬ迫力で、シビルが捲まくし立ててきた。

　クリカラは肩をすくめてみせる。

「わかったよ。これで貸し借りなしだ」

「ハン、それにしても、変装するならもっと上手うまくなさいよね。あんたみたいな不良修道士、いるわけないでしょ。出会ったのがあたしじゃなかったら、即拘束モノだわ」

　口さがないシビルの発言に、ベルはぷっと吹き出してしまった。まったくもって同感だ。クリカラは余計なお世話だとばかりに、そっぽを向いてしまう。

　ベルは安心した。よかった、クリカラが牢ろう舎しやの中にいたということは、自分を見限ってはいなかったということだろう。サラの言ったとおりだった。

「──で、実際どうなのよ？」

「え？　どうって？　何が？」

　ベルの安あん堵どを断ち切るように、シビルが唐突に問いかけてきた。要領を得られずにベルがあたふたとしていると、彼女は苛いら立だたしげに短く舌打ちをした。

「決まってんでしょーが？　経けい緯いまでは知らないけど、あんたはシスター・フェイスを人体発火事件の犯人だと疑って審しん問もんしたんでしょ？　その手応えはどうだったのかって訊きいてんのよ。それから、彼女が何者なのかも説明なさいよね？」

　単刀直入だった。彼女は、明らかにハーキュリーズとは違う見解を持っている。

　クリカラが目配せをしてきた。シビルにも話すべきだと言いたいのだろう。

　ベルは、それに頷うなずいて返す。サラの正体や、アイギスの仕組みまで語るわけにはいかないが、混血種キマエラのことをはじめ、イグニスファタスのことは、伝えておくべきことだ。

「──なら簡潔に話すわ。シスター・フェイスは、密ひそかに教皇庁の粛清を代行するバリアクラッカー……イグニスファタスである可能性が高いの」

　シビルの顔色が一いつ瞬しゆんで蒼あおざめた。無理もない、彼女もバリアクラッカーの恐怖を、身をもって味わった人間の一人だ。それがあろうことか、教皇庁が密かに重宝してきた存在だと知れば、審問官としての根幹が揺るぎかねない。

「イグニスファタスは、サラマンダーと人間の間に生まれた混血種キマエラであるとみて間違いないわ。アイギスを持ちながら、何らかの器官を使って、人間を発火させることができる」

　セカンド・アイギス変異系バグのことを話さずに、どこまで信しん憑ぴよう性せいを持たせられるかは疑わしいところだが、人間が発火する瞬間をシビルもベルと一緒に目もく撃げきしているのだ。一ヶ月前にバリアクラッカーと戦った彼女なら、理解が及ぶはずである。

　案の定、シビルが抗議することはなかった。しばらく考え込んでから、先程と同じ質問を繰くり返す。

「──で、実際どうなのよ？　彼女が、あんたの言うイグニスファタスなの？」

「それは……」

　ベルは何と答えればよいかわからなかった。先程の審問で、自分の推理に自信を持てなくなってしまったのだ。拘束されたフェイスの態度は、それだけ自然なものに見えた。濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、懸けん命めいに無実を訴えかける哀れな被害者の姿にしか映らなかったのだ。

「なによ？　人違いだったとでも言うつもり？　だとしたら、嗤わらっちゃうわね」

「う……。そんなことない……はずよ。ただ、確信が持てないだけで」

　審問の際、フェイスの声にも徹てつ底てい的てきに注意を払っていたが、結局サラの身に異常はなかった。少なくとも声による伝送を行なうわけではなさそうだが、それ以前に彼女がバリアクラッカーなのかどうか疑わしくなってしまったのである。

　シビルが鼻を鳴らした。

「ハン、あたしから言わせれば、彼女が化け物だとはとても思えないけどね」

「う……やっぱり」

「でもね、あんたはそうは思わなかったんでしょ？　彼女と仲のいいあんたが、審しん問もん官かんとして決断を下した。そこに至った根拠はどこにいったのよ？　なくなっちゃったわけ？」

　ベルは、ぎゅっと拳を握りしめた。シビルの言うとおりだ。自分は、イグニスファタスを罠わなにかけて拘束した。犯人ならば引っかかるという確信をもとに、決行に及んだのである。その結果、フェイス・ファーベントは審問室にいる。この事実に自信を持たなくてどうするのだ。

　ならば、フェイスが言っていることはすべて噓うそということになる。そう考えて彼女を疑い出せば、明らかに不自然なことだってあるではないか。

　コルティの推すい薦せん状じようと彼の死だ。コルティはトリスタンとの交友を絶っているような発言をしていた。にも拘かかわらず、トリスタンの手元に彼からの推薦状が届いていたのだ。もし、この推薦状が捏ねつ造ぞうされた物だったらどうだろうか。フェイスが、教皇庁との繫つながりを隠すために偽造した物だと考えるのは決しておかしなことではない。なにしろ、コルティは失しつ踪そうしていた人物である。筆跡さえ似せれば、手紙を捏造することは難しくないはず。実際、ベルも捏造された手紙に、長い間気付かなかった経験がある。

　そしてコルティの殺害も、よくよく考えれば奇妙といえよう。なにせ、彼は教会から逃げ出した人間である。今さらアルマース一派の一人として粛清することに何の意味があるのだろうか。むしろ、生かしておいてトリスタンが接触する機会に利用する方が無難だろう。なのに、イグニスファタスは彼を殺した。その理由は──捏造した推薦状の真実が知られるのを、恐れたためではなかろうか。もし、捏造の事実が発覚すれば、間違いなくトリスタンはフェイスに疑いの目を向けるに違いないから。

「……そうだわ。根拠ならたくさんある。失われてなんていない」

　ベルの双そう眸ぼうに宿った光は、思考を鮮せん明めいにしてくれる。改めてフェイスをイグニスファタスだと仮定すれば、審問室での彼女の真意が見えてくるかもしれない。

　シビルはウィンプルと栗くり色いろの髪を搔かき上げると、嫌味っぽい口調でベルをからかう。

「もしかして、あんた、あやうく騙だまされそうになったってこと？」

「え……と、その、彼女をイグニスファタスと仮定するなら、そういうことになるけど……」

　シビルとクリカラが、粘りつくような視線を向けてくる。

「ったく、何てザマよ」

「何やってんだ、おまえさんは？」

　珍しく意気投合した所見をぶつけてくる。犬猿の仲の二人が、非難する時に限って意見を一致させるのは勘弁してほしいものだ。ベルはうんざりとしながら、弁明に努めてみる。

「完全に騙されていたわけじゃないもん。だいたい嫌疑をかけられている人の言うことを、審問官はすべて真に受けたりしないわ──」

　言いかけて、引っかかるものがあった。そうだ、審しん問もん室しつでの弁明が易やす々やすと信用されないことくらい、フェイスもよく知っているはずだ。

　ベルは思考に没頭した。顎あごに手を当て、呟つぶやくようにして疑問点を紡ぐ。

「一体、シスター・フェイスの狙いは何だったのかしら？　罠わなにかかり捕らえられて、まさに絶望的な状況だったに違いないわ。それでも彼女は内心の焦りを抑え込んで一芝居打った。でも、そんな茶番で嫌疑を覆くつがえせるなんて、審問官の彼女が考えるはずがない……」

「ハン、あんたバカじゃないの？　捕らえられた奴やつの考えることなんて二つに一つよ」

　ふいにシビルが、ベルの疑問に彼女なりの回答を提示する。

「一つは、嫌疑を晴らして釈放されること。もう一つは脱獄すること。決まってんでしょーが」

　どうやら彼女の辞書には、素直に罪を償つぐなうという選択はないらしい。しかし、シビルの言ったことは、的を射ているように思われる。あの状況で、フェイスも同じように考えたに違いない。しかし、どうやって脱獄なんて──いや、どうやってもへったくれもなかろう。相手はイグニスファタスなのだ。簡単ではないか。

「そうか！　シスター・フェイスはあの審問で、サラちゃんを殺すつもりだった。そして拘束を解くつもりだったんだわ」

「サラって、さっきの子供の見習いよね？」

「うん。思い返すと、あの時のシスター・フェイスは、気味が悪いくらい協力的だったわ。自分を殴ってアイギスの発動を見てほしいとか、体に傷跡がないか調べてほしいとか、やたらと彼女に自分の肌を触らせようとしていたの。それは、つまり──」

　フェイス・ファーベントのセカンド・アイギスの伝送器官は、皮ひ膚ふであると考えて間違いない。おそらく彼女は、接触による発火伝送を可能とするバリアクラッカーなのだ。

　あの至近距きよ離りで対象が燃焼すれば、当然彼女を縛しばりつけていた椅子も炎上する。もちろんアイギスに護まもられた彼女は無傷だ。そして、難なく自由を取り戻せるだろう。後は、様子を見に来た自分達たちを、片っ端から焼き殺せばいい。

　ただ、フェイスには誤算が二つあった。一つは、サラが彼女の肌に触れなかったこと。もう一つは、サラがサラマンダーであることを知らなかったこと。どちらにしろ、彼女の目もく論ろ見みが上手うまくいくことはなかったということになるのだが──。

　ベルは、はっとなった。今、審問室で彼女を見張っているのはサラマンダーではない。事情を知らない人間の異端審問官、エリオ・フレゴリだ。

　いかにサラが同室しているといっても、彼がフェイスの罠にかかる可能性は高い。もしエリオがやられてしまうようなことがあったら、サラはどうなってしまうのだろうか。いくら発火伝送が通用しないとはいっても、そもそも彼女はアイギスに護られていないのだ。

　──しまった、あれからずいぶん時間が経たっている。もはや一刻の猶予もないだろう。

「急いでさっきの審問室に戻らないと！」

　叫ぶや否や、ベルは部屋から飛び出した。慌ててクリカラとシビルが後を追う。

「おい、ベル！」

「待ちなさい、どういうことよ？」

「彼女は、接触で発火伝送を行なうバリアクラッカーだわ。このままじゃあサラちゃんも、ブラザー・エリオも危ない。きっと彼女は、同じ手を彼にも使うはず──」

　そう言いかけた矢先、強烈な刺激がベルの鼻を突いた。物が焦げる嫌な臭いだ。

　すぐさま異臭の元が視界に入る。フェイスが閉じ込められていたはずの審しん問もん室しつは、鉄扉が開け放たれており、もうもうと黒煙を排出していた。ベルの不吉な予感が当たっていたのだ。

　恐る恐る室内を覗のぞけば、部屋中が煤すすでべったりと黒ずみ、パチパチと残り火が踊り狂っていた。奥には、丸まった黒い塊が転がっている。よく見れば、仰向けになって胎児のように四肢を丸めた焼死体だった。変わり果てたエリオ・フレゴリに違いない。

「やってくれたわね……！」

　シビルが歯を食いしばりながら拳を震ふるわせた。

　室内を見回したベルとクリカラは、肝を潰つぶす。いないのだ。フェイスばかりではない、この部屋にいたはずのサラまでもが、忽こつ然ぜんと姿を消しているのである。

　ベルは最悪の事態であることを悟り、深い戦慄を覚えずにはいられなかった。

　火か焰えんの悪あく魔まは、すでに解き放たれているのだから──。













[image: 第十一章]







　黒く染まった審問室の床から、擦すれたように煤が廊下の向こうへと延びている。まるで何かを引きずったような跡だ。これは火焰の悪魔が残した痕跡に違いない。

　ベルは、クリカラとシビルに頷うなずきかけると、すぐさま煤の道を辿たどる。

　フェイス・ファーベントの向かう先は容易たやすく見当がつく。地上を目指し、脱獄を図るに違いない。

　ところが予想に反し、黒線は階段の前で曲がっていた。奇妙なことだが、これでは階段を上っていないように見える。煤の行く先だけに目をやれば、今しがたベル達たちが通ってきた並びとは、反対側の廊下へと続いているようだ。

　──どっちに行けばいい。

　ベルは足を止めて逡しゆん巡じゆんした。彼女の目的は間違いなく地上だろう。しかし状況証拠は、この地下に留とどまっていることを示唆している。この状況で、地下に残る理由があるのだろうか。もしかしたら、罠わなの可能性もある。

「……不本意だけど、二手に分かれるわよ」

　シビルが、鬼気迫った声で発案した。彼女も同じように悩んだのだろう。自身の推理と矛盾する証拠を突きつけられ、彼女は苦渋の決断を下したに違いない。

　この切迫した状況下で、戦力を分散させることがどれだけ危険かはベルも重々承知している。しかし、シビルの提案以外に良案は思い浮かばなかった。もし、ここで二者択一を読み誤れば、取り返しがつかない結果を招いてしまうだろう。

　ベルは首しゆ肯こうした。

「あたしは上階に行って、枢すう機き卿きようと合流する。あんた達たちは、地下を虱しらみ潰つぶしにあたりなさい」

「わかったわ。どうか気を付けて、シスター・シビル」

「ハン、誰だれに言ってんのよ？　あんたこそ、無様な醜しゆう態たいを晒さらさないよう気を付けなさいよね」

　いつものような憎まれ口を叩たたき、シビルは用心深く階段を上ってゆく。相手がバリアクラッカーともなれば気を張って当然だ。ましてや、枢機卿と合流するまで彼女は単独行動になるのだ。不意を衝つかれれば、それは死に直結する。

「ベル、俺達も用心していくぞ。ビビッてないか？」

「怖くないわけないでしょう。でも、足は竦すくんでいないわ」

「上等だぜ」

　ベルとクリカラは互いの覚悟を確かめ合うと、並びの反対側へと向かった。

　再三の注意を払いながら角を曲がる。すると、誘うように煤すすの跡が一つの審しん問もん室しつへと延びているのが見てとれた。やはり罠わなだろうかと、ベルが訝いぶかしむと──。

「待て、呻うめき声が聞こえる」

　クリカラが顔をしかめて呟つぶやいた。

　一いつ驚きようするベルを尻目に、彼は耳を澄すます。そして、顔を蒼あおくして吐き出すように言った。

「……苦しそうな声が微かすかに聞こえる。おそらくサラの声だ。こいつは尋常じゃねえぞ」

「どこから聞こえるの？」

「あの部屋だ。煤が続いているあの審問室で間違いないだろう」

　早口でクリカラが捲まくし立てると、ベルは床を蹴けって相棒が指し示した審問室へと向かった。心臓が早はや鐘がねを打つ。嫌な予感がベルを急せき立てていた。

　勢いよく鉄扉を開けたベルは、審問室へと転がり込むと、すぐさまトーメント・デバイスを構える。クリカラも素早く後に続いた。

「やっと来てくれたのですね、シスター・ベル。お待ちしていましたよ」

　柔らかい声が歓かん迎げいしてくれる。

　審問室の中央に立つのは、焼けただれた衣服を纏まとった半裸の女性だった。艶つやのある長い黒髪、そして豊満な体の表面は、爬は虫ちゆう類るいを思わせる薄うすい鱗うろこで覆おおわれ、喉の下辺りからは赤銅色の筋が、血管のように鱗の隙間を這はっている。異形へと変貌しているが、彼女を見み紛まがうはずがない。

「──シスター・フェイス！」

　彼女の風貌は、レプトイドよりは人間に近く、それでいて明らかに人間とは一線を画したものだった。これが変身した混血種キマエラの姿なのか。

　普段は修道服に隠されていたが、彼女の喉の下から伸びた奇怪な筋は、セカンド・アイギスの発現による皮ひ膚ふと鱗うろこの変貌だろう。よく見れば、左脇腹に傷跡がある。先日の呪いによる負傷なのかもしれない。

「ほら、おまえも挨拶なさいな。まったく、おまえがいい声で哭なかないから、シスター・ベルに見つけてもらうのに時間が掛かってしまったじゃありませんか」

　子供を[image: 叱]しかるように言うと、フェイスは突き立てられているトーメント・デバイスを摑つかんで、抉えぐるように揺らした。刺さす股またの形態をしたそれは、紅の鱗に包まれた小さな身体からだを挟み込んで、床に磔はりつけにしていた。先端の割れた十字架が、華きや奢しやな胴部を千切らんばかりに締しめ上げている。

「サラちゃん！」

　目を背けたくなるような有様だった。美しかった彼女の鱗は、随所に渡って無惨にも引き剝がされ、腫はれ上がり、赤黒い血を垂れ流していた。ぐったりと伸びた両足はあらぬ方向へ曲がっている。関節を骨ごと叩たたき潰つぶされ、動きを封じられたのだろう。

　サラは、なぜか自分の口を両手で押さえ、動くことも、返事をすることもない。苦しげな喘お鳴えつを漏らしているところをみると、生きてはいるのだろうが、明らかに意識を失っていた。

　ベルは憤いきどおりのあまり涙が滲にじんできた。こんな子供に、どうしてここまで残酷になれるのだろうか。

「なんて惨むごいことしやがる！」

　クリカラが目を血走らせて逆上した。この暗室で繰くり広げられたであろう陰惨な出来事に思いを巡らし、激しい怒りを爆ばく発はつさせている。

　ベルは、震ふるえる声でフェイスを問い質ただした。

「どうして、ここまで酷ひどい仕打ちをするの？」

「おかしなことじゃないでしょう。だって私、さっきコレを捕まえて奴ど隷れいにしたのですから」

「な、何言ってるの？」

「あなたこそ何を言っているんです？　コレはレプトイドなのよ？　捕まえたらどんなことをしようとも、私達たちの自由じゃありませんか？」

　聖職者の言葉とはとても思えなかった。フェイスがレプトイドに対して苛烈なのは知っていたが、これはそんな生なま易やさしいものではない。彼女の基準は、明らかに常軌を逸している。

「それに、コレをいい声で哭かせれば、あなたが来ると思ったんですよ。ところが、ちっとも哭かないんで困っていたんです。でも、こうして来てくれて本当に良かったわ」

　加虐的な言葉の奔流は止まらない。彼女の挑発は、まさにこの死地が罠わなであることを物語っていた。やはり誘い出されていたのだ。

　フェイスが嬉うれしそうに目を細めた。

「だって、わたしの正体にここまで近づいたあなた達たちを放ってはおけませんもの。来てくれて感謝しています。この部屋に入った瞬しゆん間かん、あなた達の自由は失われました。私の命令に背けば、このサラマンダーを直ちに駆除しますから、気を付けてくださいね」

　穏おだやかな口調が、彼女の異常さを際立たせていた。艶なまめかしい唇が涎よだれで輝かがやいたように見える。

　ベルの背筋に冷たいものが走り抜けた。サラが口を押さえたまま気絶している理由がようやくわかった。ここに自分達を来させまいと、必死の思いで悲鳴を押し殺していたに違いない。

　あの煤すすの跡は、フェイス・ファーベントの罠わなだったのだ。彼女は脱獄する気などまるでない。サラを人質に取って自分達を翻ほん弄ろうし、大胆にも牢ろう舎しやを制圧しようと目もく論ろんでいる。

　義ぎ憤ふんに駆られるあまり、状況の把握を疎おろそかにしてしまった。現状は、あまりにも分が悪い。

「私の審しん問もんにサラマンダーをあてがったのは悪くない作戦でした。でも、サラマンダー如ごとき、清めの火を使うまでもありません。トーメント・デバイスがあれば充分です」

　先の拘束において、フェイスのトーメント・デバイスは取り上げておいたはずだ。おそらく彼女が今手にしているのは、エリオから奪った物だろう。

「ほら、刺さす股またから覗のぞいている銃口が見えますか？　トーメント・デバイスは、この刺股の形状のままでも発砲することができるんですよ。シスター・ベルも知ってますよね？」

　ベルは奥歯を嚙かみ締しめた。そのとおりだ。刺股で捕らえた相手に至近距きよ離りから銃弾を撃うち込むことは可能である。しかし、拘束を目的とした戦いにおいては、あまり実践的な使い方ではない。どちらかといえば、脅迫や拷問の際に用いられることが多い機能だ。

「いいですか？　私が何かの拍子に、この引き金をちょっとひくだけで、鉛玉がこの奴ど隷れいの腹部にめり込んでしまいます。理解していただけるようなら、私のお願いを聞いてもらえますか？　まずはそこの扉を閉め、鍵かぎをかけてください」

　にこやかに、お願いをするフェイス。

「何がお願いだ、虫むし唾ずが走るぜ……！」

　さも悔しそうな顔で、クリカラが扉を施せ錠じようすると、無慈悲な女は満足そうに微笑ほほえんだ。

「はい、よくできました。ご褒ほう美びに、鉛玉を奴隷に進呈しましょう」

　彼女の言葉の脈絡に、まるで理解が及ばなかった。ベルとクリカラが茫ぼう然ぜんとするなか、フェイスはおもむろに引き金をひいた。乾いた音が審しん問もん室しつを震ふるわし、サラの小さな体がビクンと跳ね上がる。血ち飛沫しぶきがフェイスの鱗うろこや、無機質なトーメント・デバイスを赤く染め上げた。

「なんてことを……！」

　まるで、いつものキャンディをご褒美に手渡すかのような調子だった。

　サラが泡を吹いて痙けい攣れんを始める。なんとか即死は免れたようだが、いかに頑健なレプトイドといえど、あの小さな体ではそうそう耐えられるものではない。

「やっぱり哭なかないですね。痛みで目を覚ますかと思ったのだけれど、残念……」

　もはや聞くに堪えなかった。今にも心が軋きしんでしまいそうだ。

「もう止やめろ！　そいつを解放してくれ。俺が代わりに人質になってやるから……頼たのむ！」

　絞り出すように、クリカラがサラの命乞いをする。

　狂気を帯びたフェイスの双そう眸ぼうが、彼を舐なめるように見つめた。

「率先して奴ど隷れいに志願するなんて、たいへんよくできました。卑いやしい奴隷同士でも、同胞を思いやる気持ちはあるのですね。心を打たれましたよ。ご褒ほう美びをあげなくてはなりません」

　ベルは、フェイスの言葉に絶望的な響ひびきを聞き取った。背筋を冷たい汗が伝う。

「はい、二つ目の鉛玉を進呈──」

　引き金を絞りかけたフェイスの指がピタリと止まった。いや、彼女のすべての動きが凍ったように停止している。──クリカラが金かな縛しばりを使ったのだ。バジリスクの金縛りは、同じ相手には約六十分間は空けないと効果が及ばない。フェイスを捕ほ縛ばくした時に金縛りを使ってから、ちょうど一時間経たつかどうかという瀬戸際だったが、なんとか効果が及んだようだ。

　瞬またたく間に大おお蜥蜴とかげへと変身したクリカラが、放たれた矢のように飛び出した。鋭するどい鉤かぎ爪づめを大きく薙なぎ払い、石のように固まったフェイスを、トーメント・デバイスごと壁かべまで吹き飛ばす。

「聖職者の皮をかぶった拷問マニアが、地獄に堕おちやがれ！」

　クリカラが吠ほえた。

　これほどまで怒りに身を任せたクリカラを、ベルは初めて見た。彼の慟どう哭こくは、レプトイドとして生を受けた者の悲痛な叫びのように、心を揺さぶってくる。

　だが、そんな憤ふん怒ぬの一いち撃げきも、無情なる神の盾の前では、塵ちりに等しい。相手にアイギスがなければ、今の攻撃ではらわたを斬り裂いたことだろう。しかし、そうはならなかったのだ。

　その身を横たえながらも、フェイス・ファーベントは光の花弁を咲かせている。彼女の薄うすい鱗うろこには傷一つ付いていなかった。

　だが落胆するのはまだ早い、チャンスは失われていないのだから。ベルは踏ふみ込みながらトーメント・デバイスを刺さす股また状に変形させると、転がっているフェイスの首に狙いを定め、力一杯突いた。拘束用の鎖くさりは、すでに先の捕縛の際に失われている。今は、これが最善の一手だ。まだ五秒は経過していない。これで決着をつけられるはず。

　──金属がぶつかり合う鈍い音が反はん響きようした。

　一いつ瞬しゆん何が起こったのか、ベルは理解が及ばなかった。どういうわけか、突き出したトーメント・デバイスを大きく弾はじかれている。

　ベルの攻撃を打ち払った物、それはフェイスが操るトーメント・デバイスだった。

「どうして!?」

　後方に飛びずさりながら、ベルは愕がく然ぜんとして声を上げた。まだ金縛りの効果時間は残っていたはずだ。なのに、なぜフェイスは動けたのだろうか。

　考えられるとしたら、前に仕掛けた金縛りからのブランク時間が原因だ。六十分が経過したかどうかという際どいタイミングで使用したため、効果時間が本来よりも短くなってしまったのかもしれない。サラを人質に取られていたとはいえ、まさに痛恨だ。

　フェイス・ファーベントは何事もなかったように立ち上がって、げらげらと嗤わらう。

「使った！　使ったわね、金かな縛しばりを！　バカなバジリスクね、私はおまえが金縛りを無駄撃うちするのを、ずっと、ずっと待ち構えていたのよおおおお！」

　フェイスが我を忘れて狂喜する。荒々しい言葉。娼しよう婦ふのような仕草。そこにいる異形の女は、ベルの知るフェイスとはまるで別人だった。先程まで笑顔の裏に覗のぞかせていた残虐性が、露ろ骨こつに表面へと躍おどり出ている。

「これで、あなた達たちの勝ち目は完全に潰つぶれたわ。そうでしょう？　私に勝とうと思ったら、あの時の騙だまし討ちみたいにするしかないものね？　次に、金縛りが私に効くようになるには、六十分かかるんでしたっけ。悪いけど、そこまで私、気が長くないんです」

　フェイスは、滑らかな動きでトーメント・デバイスをマスケット形態に変形させると、平然としながらクリカラに向かって発砲した。

　銃声とともに、クリカラの脇腹が鮮せん血けつを吹いた。巨体が大きく後方の壁かべ際ぎわまで飛ぶ。

　彼の体が崩れ落ちる刹那、二に撃げき目めの銃弾が肩部を抉えぐった。それでもフェイスは手を緩ゆるめない。まるで呼吸をするかのように自然な動作で引き金をひく。三発目の弾丸は鱗うろこに覆おおわれた太ふと腿ももを穿うがった。切り札を失ったバジリスクは、死の舞ぶ踏とうを踊らされている。

　声にならない叫びを上げ、ベルがクリカラの前に両手を広げて立ちはだかった。雨のように撃ち込まれる銃弾が、修道服を撃ち破り、次々とアイギスの花を咲かせてゆく。

　ようやく鉄の雨が止やむと、ベルは背後に向かって悲鳴じみた声をかけた。

「クリカラ！　クリカラ！　返事をして！」

　しかし、声は返ってこない。代わりに、荒い息遣いが聞こえてくる。よかった、生きてるんだ。安あん堵どのあまり涙が溢あふれ出した。

「あらあら、哭なかないまま気絶してしまったの？　嫌だわ。どいつもこいつも奴ど隷れいのくせに、ご主人様を愉たのしませられないなんて」

　ベルは、滲にじんだ瞳ひとみでフェイスを睨にらみつけた。声を震ふるわせて怒気を放つ。

「フェイス・ファーベント、わたしはあなたを許さない！　あなたを、聖職者だなんて絶対に認めない！　神妙になさい！」

「許さない？　認めない？」

　フェイスは得物の一部を取り外すと、トーメント・デバイスを無造作に放り投げる。

「それは私の台詞せりふですよ、ベルヘルミナ・バスカヴィル。私は、レプトイドどもを容認する者を許さない。審しん問もん官かんとして認めません。神と聖せい盾じゆん教きよう会かいを冒ぼう瀆とくしているのは、あなたの方でしょう？　こんなことになる前は、あなたは私に似ていると思っていたのに残念でなりません」

「わたしは、あなたなんかと違うわ！」

「同感です。結局あなたは、私と似ても似つかなかった。穢けがれを知らぬが故に、無知で未熟な愚か者だった。粛清に値します！」

　言い終わるや否や、フェイスが黒髪を振り乱し、一気に間合いを詰めてきた。掌てのひらを突き出して、ベルの顔面を鷲わし摑づかみにしようとする。

　まずい、触れられたら黒焦げにされる──。咄とつ嗟さにベルは、トーメント・デバイスで彼女の腕を払いのけた。鱗うろこだらけのフェイスの腕に、淡い光の花弁が広がった。

　彼女は怯ひるむ様子をまるで見せない。次から次へと腕を繰くり出し、ベルに摑みかかろうとしてくる。

　必死に彼女の腕を払い続けて抵抗するベルだったが、幾度も切り結ぶうち、やがて修道服の袖を摑まれ、そのまま衣服を引き裂かれてしまう。ベルの肌が、手首から肩口まで露ろ出しゆつした。このままでは押し切られてしまうだろう。肌を露出する部分が多くなればなるほど、死に近づいてゆくのだから。

「ご存知のようですね。私がどうやって清めの火を操るのかを」

「ええ。あなたは接触した相手に、発火作用を送りつけているんでしょう？　直じかに相手に触れている時に限り、炎を吐こうとすれば、それが相手の体から燃え上がる……」

「よくできました。私達たちは皆、そうやって対象と触れ合うことで、粛清を執行するの。肌で触れた温ぬくもりに神の御み心こころを感じるようで、素敵だと思わない？」

　ベルは、フェイスの戯言たわごとを一いつ蹴しゆうした。しかし、彼女の今の発言から推測できることがある。やはりイグニスファタスは複数存在するのだ。そして、その伝送器官は全員が皮ひ膚ふないしは鱗ということだろう。だとすれば、接近戦においては無敵でも、ナレシュほど圧倒的な攻こう撃げき力りよくは持っていないことになる。

　考えてみれば、マイユール広場での一件からも裏付けできる。爆ばく発はつが続発していたあの時、混乱に乗じて標的の顔などに触れることは容易だったろう。しかし、あの人混みの中で複数の標的を彼女一人で順々に襲おそっていくとなると無理がある。ならばフェイスの他に、最低でも二～三人ほどのイグニスファタスがいると仮定するのが適切だ。トリスタンの言っていたように、少なくとも混血種キマエラに関しては『黙もく示し録ろく』が語ったセカンド発現率の統計など、参考にならないと考えた方がいい。

　つまりは、この危地を生き残っても、まだフェイスのような怪物が数人いるということか。そう思うと、ベルはぞっとせずにはいられなかった。

「そんなに恐こわがらなくても大丈夫ですよ。すぐに清めて差し上げます。あなたは哭なく必要なんてないのです。だって人間なんですもの。レプトイドどもとは違う」

　フェイスは、剝ぎ取ったベルの袖を、さらりと捨てる。

　ベルは肩で息をしていた。一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみが死へと繫つながる極限状態の攻防で、すっかり息が上がってしまっていたのだ。しかし、心は折られていない。闘とう志しの宿った目で、狂えるイグニスファタスを見据える。

「どうしてなの？」

　突然の問い掛けに、フェイスは首を傾かしげた。

「どうして、そこまでレプトイドを嫌うの？　ううん、憎むの？　だって、あなたには人間の血だけでなく、レプトイドの血も──」

「黙だまれえ！」

　まるで砲声のようなフェイスの恫どう喝かつ。ベルは、びくんと肩を震ふるわせた。

「私の血を、連中の穢けがれたものと一緒にするな！　私には素晴らしいアイギスがある。神の恩恵を受けているのよ！　私は、呪われた獣けものどもとは違う！」

　凄すさまじい剣幕だった。フェイスの怒声に、只ただならぬものを感じる。

　ベルは、二の足を踏ふみながらも、彼女に真実を告げる決心をした。

「……アイギスは、そんな立派なものじゃないわ。神の恩恵とはほど遠い──」

「いいえ。アイギスは紛れもない奇跡の盾よ。たとえ、レプトイドどもを犠ぎ牲せいにする仕組みのの上に成り立っているものでもね」

　ベルは驚きよう愕がくする。

　──知っている。この女はアイギスの真実を知っているのだ。身代わりの盾の忌まわしい仕組みを承知した上で、彼女はアイギスを、教会が説く偽りの神を崇あがめているというのか。

「そんな……。あなたは、アイギスの正体を知っていながら、レプトイドにあれだけ酷ひどい仕打ちをしているというの？　どうして、そこまでのことができるのよ？」

「さっきも言ったとおりですよ。あなたが私を理解できないのは、あなたが未熟で無知だから。タルタロスを知り、世界の本質を見られるようになれば、必ず考えが変わるはずです。レプトイドは、私達たち人間の身代わりになる以外、存在価値のない劣等種だとね」

　ベルは、彼女の言葉に引っ掛かりを覚えた。今の発言はまるで──。

「あなた、まさか……タルタロスにいたの？」

　フェイスの眉間に深い皺しわが刻まれた。長い黒髪の隙間から虚うつろな瞳ひとみを向ける。まるで、深しん淵えんの奥底から、こちらを覗のぞき見るような眼まなこだ。

　息苦しさを覚えながらも、ベルは胸によぎった考えを述べる。

「十三年前のウエスト・エンド大火の日、炎上する逃のがれの家いえから、タルタロスへと避ひ難なんしたレプトイドと混血種キマエラがいたと聞いたわ。もしかして、それがあなたなの？」

　フェイスが顔を歪ゆがめた。

「……ええ、私と母よ」

　忌々しそうに認めるフェイスを見て、ベルは体を固くした。

「母は愚かなレプトイドでした。逃れの家という小さな世界しか知らなかった彼女は、同胞が暮らすというタルタロスに憧あこがれを抱いていたわ。本来、自分達が自由に生きられる場所がタルタロスにあるのではないかという妄想に憑とりつかれていたのよ。安全で不自由な箱庭を捨てて、彼女は幻想の自由を求めた」

　なんという皮肉だろうか。逃のがれの家いえはレプトイド達たちの願望とされてきた。ところが、そこで暮らしてきたレプトイドは、外の世界に憧しよう憬けいの念を抱いていたのだという。

「タルタロスに来た私達を待っていたのは、正真正銘の地獄だった。自由なんて欠片かけらもない。世間知らずの母は無惨に殺され、私は奴ど隷れいにされたわ。その頃の私はまだ八つで、アイギスを発動させることもできない脆ぜい弱じやくな存在だったの」

　幼少期にアイギスを発動できない──それは、奇くしくもフェイスとミューの共通点だ。二人とも混血種キマエラであることを考えると、これは混血種キマエラという種の特性かもしれない。おそらく、[image: α]型と[image: β]型、二つのアイギス機関が互いに干渉し合って発動を妨げているのではないだろうか。それが、いつしか二種のアイギスが同時に発動するようになる。もしかしたら、体の成長に伴って、二つのアイギス機関が折り合いをつけるのかもしれない。

「アイギスの加護を受けられなかった私は、毎日生き残ることに必死だった。醜みにくい蜥蜴とかげどもの顔色を窺うかがい、理不尽な暴力に怯おびえる日々。私は連中の求めに応じて、いい声で哭なく奴隷になったわ。いい声で哭いて、蜥蜴どもを愉たのしませて、泥水を啜すすって生きてきた。死んだ方がましだと何度も考えたのよ。でも生きることを選んだ。なぜだかわかるかしら？」

　問われても、ベルは言葉も出てこない。大方、フェイスも始めから回答など求めていなかったのだろう。

「帰りたかったのよ、あの家に。私の生きる支えは、逃れの家の思い出だった。またあの楽園に戻りたい。お日様の下で、誰だれにも傷つけられることなく過ごしたい。神様に見守られて、優しい人達に囲まれて過ごしたい。そう願って、私は悪夢を耐え抜いた」

　フェイスの語る凄惨な記き憶おくには、レプトイド社会の根幹が浮き彫りになっている。野生的で稚拙な社会構造は、自然であるがゆえに残酷極まりないものだ。

　アーモロートが、歪ゆがんだ秩序の支配する仮かり初そめの理想郷であることに違いはない。しかしそれでも、無秩序で争いが絶えないタルタロスに比べれば、ずっとマシなのだろう。

　フェイスの言っていることはベルにも理解できる。しかし、それでも聖せい盾じゆん教きよう会かいが掲げる旗が正しいとは思えなかった。

「奴隷となってどのくらい年月が経たったかわからなくなった頃、唐突に悪夢は終わりを告げたわ。教皇庁が密ひそかに派遣した調査団が私を見つけてくれたのよ。彼らは、私のように逃れの家から消えた混血種キマエラを探す役割を担っていた。保護された私は、神の尊さを嚙かみ締しめたわ。聖盾教会のために一生を捧ささげると誓った。やがて教会の庇ひ護ごの下、アイギスを発動できるようになった私は、清めの火を操る力をも覚かく醒せいさせたの。どれだけ悦よろこびに震ふるえたことか。あれほどの快感を味わったことがなかった。あなたに言っても理解できないでしょうけどね」

　その高揚を示すかのように、彼女は両手を大きく広げた。

「これで報われる。私の地獄が報われる。穢けがれた私は、清らかな神の使徒として生まれ変わり、異端者を弾圧する。タルタロスを拒絶する。そして、レプトイドを容認する偽善者を粛清する。教会のつくり上げた理想社会に異を唱える者を絶対に許さない！　私は──おまえを殺す」

　なんという憎悪に満ちた殺気だろうか。あまりの威圧感に、ベルは膝ひざから崩れ落ちそうになってしまう。

「おまえは、私の間抜けな母と同じ。ろくに地獄も知らないで、楽園に不満を零こぼす救いようのない愚か者。そして、あの男もそう。おまえを殺したら、あの男と、そこのレプトイドどもも後を追わせてあげる」

　あの男──トリスタン・アルマースのことだろうか。

「彼は実に滑こつ稽けいでしたよ。なにせ、私のことに気付いていないんですもの。十三年前に会っているのにね。幼い頃とは、私もずいぶん変わってしまったけど、変わったのはお互い様。私は逃のがれの家いえのことを何一つ忘れていない。だからね、一目で気付いたのよ。あいつが何者なのか」

　ベルは、フェイスの言葉に不ふ穏おんなものを感じた。なんだろう。彼女の言い回しから、心の片隅に何かが引っかかっているのだが、意識の表層には上がってこない。

　ベルが奇妙な違和感を覚えていると、銃声が響ひびき、鍵かぎを破は壊かいされた扉が乱暴に打ち開かれた。

「まだ生きてるわね、ベルヘルミナ？」

「シスター・シビル！」

　跳び込むように押し入ったシビルが、マスケット形態のトーメント・デバイスを抱え込み、フェイスの眉間を狙って発砲した。寸分違たがわず、放たれた弾丸は彼女の急所を捉えている。しかし、それはアイギスの花弁に阻まれて届かない。

「ちっ、レプトイドみたいな外見のくせに！」

　舌打ちをするシビルに続き、トーメント・デバイスを手にしたトリスタンも加勢してきた。

「観念したまえ、第六席オーダー・シツクス。アイギスがあろうと、君はここから逃げることはできない！」

　警告に対し、フェイスはコケティッシュな笑みを浮かべ、唇を舐なめた。

「逃げられないのは、どちらかしら？　私は、おまえ達たちをここから逃がすつもりなんてないのだから。シスター・シビルとは知らない仲でもないし、きちんと歓かん迎げいしてあげないとね」

　フェイスが、筒のような鉄塊を掲げた。見覚えのある物体、それはトーメント・デバイスに付随している擲てき弾だんだ。さっき、得物を破棄する際に取り外していたのはこれだったのか。

「ちょっ……！」

　シビルが短い悲鳴を上げた。フェイスの握る擲弾からは、すでに安全ピンが抜かれている。こんな狭い地下の部屋で爆ばく発はつを起こせば、いかにアイギスに護まもられていても、生き埋めになりかねない。いや、そればかりか満まん身しん創そう痍いのクリカラとサラが、爆発で無事に済むわけがない。

　フェイスは厭いやらしい笑みを浮かべると、大きく跳ちよう躍やくして床に擲弾を投げつけた。

　咄とつ嗟さにベルは、気絶したままのクリカラの上に覆おおい被かぶさった。彼の体の方が大きいため、全身を覆おおう盾にはなれないが、これ以外に相棒を救えそうな手立てがない。

　閃せん光こうが破裂する刹那、ベルは驚おどろくべきものを見た。あのトリスタンが背中を丸め、サラを包み込むように抱いているのだ。幻のような光景は、すぐさま白い世界に塗り替えられてゆく。

　耳を裂くような轟ごう音おんが響ひびき渡った。

　凄すさまじい衝しよう撃げきが、ベルとクリカラを吹き飛ばす。それでも、クリカラの前を離はなれるわけにはいかない。以前、至近距きよ離りの爆ばく発はつによる生き埋めから、彼に助けられたことがある。今度は、自分が彼を護まもる番だ。ベルはアイギスの大輪を咲かせながら、歯を食いしばって、今にも爆風に持って行かれそうな意識を懸けん命めいに繫つなぎ止めた。

　荒ぶる嵐が過ぎ去ると、ベルは瞼まぶたを開ける。なんとか気を失わないで済んだようだ。

　地下が僅かに陥没し、自分達たちが浅い擂すり鉢ばちの中にいることがわかった。四方の壁かべはすでに残ざん骸がいと成り果て、地下ながらも視界が開けている。

　ベルは、すぐさまクリカラの容体を確認した。一定のリズムで心臓の鼓動が聞こえるし、息もしている。依然として意識を失ったままだが、一命を取り留めたようだ。

　本当によかった。ベルは神に感謝した。

　他のみんなは無事だろうか。立ち込める土つち埃ぼこりのなか、目を凝こらす。

　すぐに見つけたのはシビルだった。彼女は両足を瓦が礫れきに挟まれ、うつ伏せのままもがいている。アイギスに護られ、怪け我がはないようだが、頼たよりのトーメント・デバイスも崩れた壁に埋もれていて引き出せそうにない。あのままでは、フェイスに狙われたら一ひと溜たまりもないだろう。

　視線を転じると、トリスタンがサラを抱いたまま蹲うずくまっている。様子から察するに、彼らも無事なようだ。ほっと一息つきかけたベルだったが、すぐさま思い直す。

　──いない。フェイス・ファーベントはどこだ？

　彼女は混血種キマエラだ。レプトイドに匹敵する身体能力を持っているはずである。自分が仕掛けた爆発で生き埋めになったとは到底思えない。楽観的な予測は捨てるべきだろう。

　ベルは全身の神経を研ぎ澄すませて、油断なく周囲に注意を向けた。

　ふと、充満していた土埃に隙間ができる。僅かな大気の流れで押しのけられたのだろう。そう、たった今、何かが動いたのだ。土埃を吹き払うほどの速度で。

　そしてトリスタンの頭上に、再び土埃の隙間ができる。

「枢すう機き卿きよう、上を！」

　ベルの叫びに反応したトリスタンが、仰ぎ見ながらトーメント・デバイスを頭上に振るう。間一髪、フェイスの灼しやく熱ねつの魔ま手しゆは、十字架の柄に阻まれた。

　悔しそうに舌打ちした強きよう襲しゆう者しやは、奇襲に失敗しながらも、そのまま標的に襲おそい掛かった。息もつかせぬ連打で攻め立てる。しかし、トリスタンも負けてはいなかった。巧みにトーメント・デバイスを操り、フェイスの猛攻を右に左にと捌さばいている。その洗練された無駄のない動きは、見事なものだった。

　ベルは、彼の体たい捌さばきに見覚えがあった。あれは、ベルの攻こう撃げきを巧みにかわしたサラのそれに酷似している。いや、おそらくトリスタンが本家本元なのだろう。サラは、彼に師事したか、見様見真似まねで覚えたに違いない。

　しかし、いかにトリスタンでも、いつまでも捌き続けられるものではないはずだ。フェイスはそんなに甘い相手ではない。執しつ拗ような攻撃は、刻々と激烈の度を増している。彼が敵の注意を引きつけてくれている今こそが、ベルに与えられた逆転を狙うラストチャンスではなかろうか。

　ベルは、考えられ得る限りを尽くして、最善の一手を探る。

　一見すれば、フェイスは接近戦において無敵だ。アイギスに護まもられ、それでいながら相手のアイギスを無効化できる発火攻撃を接触時に仕掛けることができる。

　しかし、本当に完全無欠のわけがない。もしイグニスファタスが無敵なら、どうやって教皇庁は彼らを御し得たのだろうか。フェイスのような狂信者を洗脳して利用することはできるだろう。だが、他のイグニスファタスも彼女と同じように扱いやすい人格とは限らないではないか。つまり、連中にも弱点があるのだ。そして、教皇庁はそれを熟知しているからこそ、彼らを手なずけていられるのだろう。

　まず始めに考えられる弱点は、彼らが呪いを受けるということ。要するに、[image: β]型のアイギス機関を持っていることだ。しかし、このことが優位に立てるポイントだろうか。[image: α]型から[image: β]型への伝送は、あくまで無作為に行なわれる。別の器官を用いて、標的を狙い撃うちできるセカンド・アイギスのようにはいかないため、手綱になるとは思えない。

　──待てよ。闇やみのなか、一筋の光明が差したように感じた。今、自分は何を考えた。そう、セカンド・アイギスだ。一口にセカンド・アイギスといっても、今までそう呼んできたのは、あくまで送信を主とするアイギス機関が分裂した、[image: α]型のセカンド・アイギスのことを指してきた。ならば、受信を主とするアイギス機関が分裂した[image: β]型のセカンド・アイギスというのは、どのようなものなのだろうか。

　[image: β]型のセカンド・アイギスに考えが及んだ時、天啓のように閃ひらめくものがあった。

　フェイスは、[image: α]型と[image: β]型、二つの特性のアイギスを持ち、セカンド・アイギス変異系バクを発現させている。即すなわち、[image: β]型のセカンド・アイギスも、体に抱えているということだ。もしやそれは、とてつもない爆ばく弾だんなのかもしれない。

　セカンド・アイギスの特徴は、代用器官を利用して、対象のアイギスと強制的に繫つながり、事象を伝送するものだ。[image: α]型のセカンドは、従来のファースト・アイギスが対象外とした事象を送信する。当然、[image: β]型のセカンドも同じ代用器官を使っていることになるだろうが、その代用器官を通して、一体何を受信するというのだろうか。

　そもそも、[image: β]型のファースト・アイギスには対象外の事象など存在しないはずだ。正規の経路で送信された損傷事象は、なんであろうとも受信してしまう。ならば、分裂したセカンドが受信するものは、[image: β]型のファーストが受信しないものということになるのだから──。

　ベルは、ぎゅっと拳を握りしめる。

　たった今、死中に活路を見出した。一か八かの賭かけであることに変わりはない。しかし、決して分が悪いわけではないと、自分を信じられる。

　ベルはトーメント・デバイスを拾い上げると、マスケット形態へと変形させておく。

「クリカラ、もう少しの辛抱だからね」

　横たわるレプトイドの耳元で囁ささやくと、腰を低くして、シビルの元へと駆け寄った。

　這はいつくばったまま動けないシビルは、非難するように吠ほえかけてくる。

「何やってんの！　動けるんなら、あんただけでも撤てつ退たいなさい！」

　せっかくの忠告を無視することに、ベルは心苦しさを覚えながらも、自身のトーメント・デバイスをシビルに握らせた。

「シスター・シビル、その体勢からでも彼女を、フェイス・ファーベントを狙える？」

「は？」

　シビルは面食らいながらも、歯を剝むき出して不満そうに答える。

「ハン、当たり前でしょーが。あたしの射しや撃げきの腕を舐なめんじゃないわよ。でもね、あいつに銃弾は効かな──」

「だったら、ここから狙っていて。そして、わたしはまた、あなたの前に立ちはだかるわ。そうしたら誓いを果たして」

　前にシビルはこう宣誓した。ベルが再び目の前に立ちはだかれば、容赦なく急所を狙って引き金をひくと。その奇妙な誓いを果たすよう要求されるとは、シビル自身、夢にも思わなかったに違いない。

　ベルは両手のグローブを咥くわえて外しながら、真しん摯しな瞳ひとみで戦友を見つめた。一片の曇くもりもない眼めに、確かな希望の灯がともっている。

　シビルは文句を零こぼしながらも、トーメント・デバイスを抱え込んだ。

「あたしに命令するなっつーの。しかも意味不明なことを……」

「ごめんね、信じてる！」

　言い終わるや否や、ベルは正面に向かって飛び出した。一心不乱に駆ける。猛たけり狂うイグニスファタスを目指して。

　フェイスにしてみれば、予想外もいいところだったのだろう。そろそろトリスタンを追い詰められると感じた矢先に、背後から丸腰のベルが奇き襲しゆうをかけてきたのだから。

　ベルは雄叫おたけびを上げながら、フェイスに突撃する。火か焰えんの悪あく魔まが振り向くより早く、その背中にしがみついた。

「バカね、そんなに死にたければ、おまえから消し炭に──」

「シビル──!!」

　ベルが叫ぶのと同時に、雷鳴にも似た音が轟とどろいていた。シビルは誓いどおり引き金をひいていたのだ。ベルの心臓を狙って。

　背中から銃弾を浴びたベル。穿うがたれた修道服の下で、光の花弁が広がった。そして、損傷事象は伝送される──。

　刹那、フェイス・ファーベントが激しく吐血した。彼女の胸と背中から、勢いよく鮮せん血けつが溢あふれ出ている。間違いなく致命傷だろう。なにしろ、心臓を撃ち抜かれたのだから。

　ベルは、フェイスから転がるようにして離はなれると、恐るべき敵の末路を見届ける。

　鮮血に染まったイグニスファタスは、苦く悶もんに顔を歪ゆがめながらゆらゆらと歩くと、どうっと崩れ落ち、そのまま息を引き取った。

[image: ]

　今頃になって、膝ひざがガタガタと震ふるえ始めた。とんでもない大おお博打ばくちに出たものである。ベルのアイギスは、思惑どおりフェイスに損傷事象を伝送した。それは現状が証明している。

　[image: β]型のセカンド・アイギス──それは代用器官を通じて、[image: β]型のファースト・アイギスが受信しない損傷事象、つまり本来別人に振り分けられるはずの損傷事象まで強制的に受信してしまう致命的な変異系バクだったのだ。つい先程ベルは、その負の機能を見抜いた。

　イグニスファタスが発火を伝送しようと標的に触れた瞬しゆん間かんこそ、皮肉にも彼らの最大の弱点が発生する。もし、接触している標的のアイギスが発動するようなことがあれば、その損傷事象は、ダイレクトにイグニスファタスに伝送されてしまうのだ。

　思えば、イグニスファタスの弱点を示す手掛かりは、フェイスの発言にあった。彼女の言葉から、イグニスファタスが全員、接触による伝送手段だとベルは看破したが、よくよく考えれば不自然な話ではないか。どうして、目や声帯で伝送するイグニスファタスが存在しないのだろうか……。

　そう疑問を抱けば、自おのずと答えは見えてくる。単純な話。そうしたイグニスファタスは、とうに死に絶えているということだ。

　混血種キマエラにとって、セカンド・アイギスの発動はまさしく諸もろ刃はの剣である。視認したり、声を発するだけで、自動的に余計な損傷事象を受信していては身が持たない。そんな彼らが生き残るのは至難だろう。それこそミューのように、代用器官を封じる以外に手立てはないように思える。

　接触による伝送を行なう混血種キマエラにとっても、[image: β]型のセカンド・アイギスが及ぼすデメリットは計り知れない。誰だれかに直じかに触れることは、無防備になることに等しいのだから。

　接触時に可能となる防御不能の攻こう撃げきこそが、無敵と思われたイグニスファタスの最大の弱点を曝さらけ出すことになるのだ。

　結局のところ清めの火は、それを解き放った者すらも焼き尽くしてしまうのである。













[image: 終　章]







　質素なつくりの木製の扉を、軽くノックする。

　もし眠っていたら安眠を妨げてしまうかもしれない。今さらながら、そんな心配がベルの胸によぎった。しかし、ノックをしてしまった今となっては、後の祭りもいいところだろう。

　遠えん慮りよがちに、扉の向こうへ声をかけてみることにする。

「ベルヘルミナ・バスカヴィルです。入ってもいいかしら？」

「──どうぞ、鍵かぎは開いてるッスよ」

　すぐに快活な声が返ってきた。声に眠気は感じられない。どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　ベルは扉を開けると、微笑ほほえみながら室内に入る。

　木扉と同様に、気取りがない慎ましやかな内装の部屋だった。それでも、ベルの寮りようの自室に比べれば、ずっと広くてゆったりとした感がある。

　窓の傍そばに置かれた白いベッドには、赤毛の少女の姿があった。彼女は布団を膝ひざに掛け、上体を起こすようにして来客に顔を向けている。

「お邪じや魔まします、サラちゃん。ごめんね、突然押しかけて」

　赤毛を軽く揺らし、サラが首を振った。

「何言ってるんスか。お見み舞まい感謝ッスよ、プリンセス」

「よかった……。実はね、連れも来ているの。ここに呼んでいいかしら？」

「え？　別にいいッスけど……誰だれッスか？」

　廊下に向かってベルが声をかける。すると、白髪の幼子がブーケを持ってやって来た。

「リトル・プリンセス？」

　サラは仰天した。

　ミューはベッドの傍らまで駆け寄ると、雪のように白い手で花束をサラに差し出した。

「え……自分に、くれるんスか？」

　ミューは照れ臭そうに頷うなずいた。

「びっくりしたッス。てっきり、自分は嫌われてるとばかり思っていたッスから──あれ？」

　花束の中に差し込まれている折り畳まれたカードに、サラは気付いたようだ。そっと紙片を取り出して広げてみる。

　ベルは、そこに綴つづられた思いを知っている。ミューが試行錯さく誤ごしながら記した短い言葉を。




　──このまえは、こわがってごめんね。ケガがなおったら、おともだちになってください。




　サラが嬉うれしそうに八重歯を見せた。

「怪け我がが治ったらじゃないッスよ。今から、自分達たちはお友達ッス」

　以前『モーニン』でそうしたように、彼女はミューの手を取って、ブンブンと上下に振る。今度はミューも嫌がらない。屈託のない笑顔を、できたばかりの友人に向けていた。

　ベルは素直に嬉しかった。ミューに友達ができたことに、ほっとしたのかもしれない。

「いやぁ～、リトル・プリンセスのようなお連れさんなら大だい歓かん迎げいッスよ。でも……」

　上機嫌なサラだったが、言葉を切ると一転して表情を曇くもらせた。

「何でおにーさんまで、ちゃっかりレディの部屋に上がり込んでるんスかねえ？　お見舞いにかこつけて、あざとすぎッスよ」

　ベルの背後にいた招かれざる客は、黒髪を搔かきながら舌打ちする。

「おいコラ、ミューと俺の対応の落差はなんだ？　だいたい、ここのどこがレディの部屋だよ。それっぽさの欠片かけらもねえだろうが？」

「し、失礼ッスね」

「まあ、てめえの住処すみかがアルマース邸だって聞いた時は、犬小屋か家畜小屋かと想像しちまったからな。それよかはマシだと認めるぜ」

「な、なんという失礼の極み。旦那様に対しても、この上ない侮辱ッス」

　実のところ、ベルもクリカラと似たようなイメージを抱いていた。てっきりサラには、屋根裏部屋など粗末な場所があてがわれているのだろうと思い込んでいたのだ。しかし、実際訪れてみると、離はなれの使用人部屋の一室が彼女の部屋だった。加えて、離れには彼女以外に人は暮らしていない。事実上、離れがすべてサラの住まいとなっていたのだから驚おどろきだ。

　クリカラがおちょくり、サラはそれに腹を立てる。何度も攻守を逆転させながら、両者は互いに軽口を叩たたき合っていた。時折、二人の不毛なやり取りに巻き込まれそうになったミューが、困った表情を浮かべる。

　そんな彼らの姿を見つめながら、ベルはシビルに感謝しなければいけないと思った。あの戦いに辛くも勝利を収めた後、彼女の難詰を覚悟していたのは言うまでもない。なにしろ、戦場となった牢ろう舎しやには、大おお蜥蜴とかげの姿をしたクリカラとサラが倒れていたのだから。賢かしこいシビルのこと、そのレプトイドの正体を見抜くのは容易だったろう。しかし、彼女はこう言った。




「──どうしてここに二匹もレプトイドが倒れてるのかは知らないけど、地上の牢屋から逃げ出した奴やつにしろ何にしろ、あんたの責任で元いた所に帰しておきなさいよね」




　彼女は閉じ込めろとは言わず、帰してこいと言った。その言葉選びに、不器用な情けを感じずにはいられない。そして、ベルはそれに従ったのだ。クリカラとサラは、元いた所──即すなわち、それぞれの相棒のもとへと帰参を果たした。重傷を負いながらも、命を取り留めて。

　こうして今、クリカラもサラのお見み舞まいに来ているが、彼自身も牢舎の死し闘とうで深手を負っている。レプトイド特有の高い回復力を発揮し、日常生活に支障をきたさない程度には回復しているようだが、完治にはまだ時間が必要だろう。

　一方、サラの怪け我がの度合いは、クリカラの比ではなかった。おまけに、いくらレプトイドといえども彼女は幼体である。意識不明のまま生死の境を彷徨さまよった末、ようやく昨夜、目を覚ましたのだ。彼女の生死を分けた要因は、他でもない──。

「プリンセス？」

　ふいに呼びかけられ、ベルは思考に没頭していたことに気が付いた。すぐに我を取り戻す。

「どうかしたんスか？　プリンセス？」

「ううん、ちょっと考え事をしてたの。サラちゃんって、思ったよりも枢すう機き卿きように大事にされてるんだなって」

「……思ったよりもって、一体どう思ってたんスか？」

　失言だった。サラが少しヘソを曲げている。

「い、今のは言葉の綾あやね。この離れといい、あの戦いでの枢機卿の行動といい、驚かされることばかりだったから……」

　そう、彼女の生死を分けたのは、間違いなくあの爆ばく発はつの瞬しゆん間かんにおけるトリスタンの行動だ。もし爆ばく風ふうのなかに身を晒さらしていたならば、赤毛の少女はここにはいなかっただろう。

「一体何のことッスか？」

　サラが目をしばたたいた。考えてみれば、あの時彼女は気を失っていたのだ。知らなくても当然といえよう。

　ベルは、胸に宿っている穏おだやかな気持ちをそのまま言葉に乗せて、サラの疑問に答える。

「牢ろう舎しやの戦いで、アルマース枢すう機き卿きようは身を挺ていしてあなたを爆発から護まもったのよ」

「え……？」

　サラの目尻に滲にじむものが浮かんだ。今度は、ベルが驚おどろいてしまう。

　今伝えたことは、彼女自身も意外と感じることだったのだろう。これまでサラは、主であり父親代わりでもあるトリスタンを懸けん命めいに慕い、信じ抜こうとしてきたに違いない。しかし彼女のそうした生き方は、時として底なしの不安を生み出す。自分は本当に愛されているのだろうかという疑念に駆られ、悲鳴を上げようとする心を必死で抑え込んできたのではないだろうか。

　ベルは、そっとサラの赤髪を撫なでた。きっと彼女の気持ちは報われている。今ならば、それが理解できた。

「そいつは初耳だな。あの冷血漢が意外だぜ」

　クリカラが、眉を上げながらニンマリとした。ベルもつられるようにクスッと笑ってしまう。

「確かに意外ね。あの人、いっつもあの調子なんだもん」

「──何が意外だったのかね？」

　ノック代わりの声に、一同は跳ねるように驚いた。

　声のした方に慌てて目をやると、扉の縁ふちに背を預けたトリスタンがこちらを窺うかがっていた。

　しまった。サラを見み舞まうため、当然アルマース邸にはトリスタンの了承を得て訪れている。こうして彼が様子を見に来ることも考えられたではないか。

　なんとも気まずい空気が、平和だったサラの部屋を侵しん蝕しよくする。

「す、枢機卿、今のはですね──」

「第九席オーダー・ナイン、今回の一件で話がある。ついて来たまえ」

「は、はい……」

　弁解など聞く気もないと言わんばかりに、トリスタンはベルを呼び出すと、踵きびすを返してすぐに部屋を出ていこうとする。

「あ、旦那様……」

　その背中を呼び止めようとサラが声をかけた。

　踏ふみ出しかけた足を止めこそすれ、トリスタンは振り向こうとはしなかった。背中越しに、いつもの冷たい声を放つ。

「一つ言っておこう。私は、一時の激情に任せた軽挙妄動を何よりも嫌っている。常に自らを律すると神に誓っているのだ。私は、利害に基づいた行動しかしない。結果として、私が君を助けたとしても、それは君がこれからも有益な存在だと判断したからにすぎん」

「はい……」

　サラがしゅんとして俯うつむいてしまう。

「それゆえに、君が生きていたことを私は素直に嬉うれしく思う。それだけだ」

　キョトンとして顔を上げたサラを残し、トリスタンは退室してしまった。

　彼が語ったのは、紛れもない本音だろう。決して照れ隠しを言ったわけではないことは、これまでの言動からも察して余りある。

　しかしそれでも、ベルは微笑ほほえましい気持ちになってしまった。歪いびつで理解し難いが、トリスタンとサラの間には確かに絆きずなを感じるのだ。彼らを結び付けているものは親子の情ではないのかもしれないが、そこには揺るがない信しん頼らいがある。自分とクリカラに、どこか似ている気がした。

「何をしている第九席オーダー・ナイン？」

　廊下から催促の声がかけられた。

　慌ててベルはその背中を追う。レプトイドと生きる荊いばらの道を歩んでいる先駆者の背中を。




　アルマース邸は、他の邸宅に比べると、こじんまりとした印象を受ける。聖せい盾じゆん教きよう会かいの重職に身を置く枢すう機き卿きようの住まいとしては、華やかさに欠けていた。

　敷しき地ちも広いわけではなく、ベルが連れてこられた中庭も猫の額程度のものだ。しかし面積とは裏腹に、庭師の手入れはなかなかのもので、小さな庭園と呼ぶに相応ふさわしい空間である。

「まず伝えておこう。私への異端の嫌疑は撤てつ回かいされた。通信による誤報ということで話が決着したようだ。まったく、とんだ茶番だよ」

　自慢の庭を眺めながら、トリスタンが呆あきれたように言った。ベルも同感だ。

「猊げい下かへの糾弾を取り下げるなんて、教皇庁が事情を摑つかめずに混乱している証拠なんじゃないでしょうか？」

「うむ。おそらく、今は迂う闊かつに動くべきではないとでも考えたのだろう。なにしろフェイス・ファーベントの死は、呪いによるものと発表しているのだからな。老人どもは、その真偽を確かめるのに躍やつ起きになっているはずだ」

　トリスタンの口からフェイスの名が出た途端、ベルは顔を曇くもらせた。

　結局フェイスの死は、彼女が粛清してきた被害者達たちと同様、異端者として処理された。教会の闇やみで暗あん躍やくしてきた敬けい虔けんな暗殺者は、光の下へと帰ることなく葬られたのだ。闇から闇へと。

「老人どもは、このまましばらく泳がせておく。そのためにも、あの事件の報告書は作成しなくていい。先日、君から口頭で聞いた報告で充分だ。それを言っておきたかった」

「え……？」

「すでに仕上げてしまったかね？」

「い、いえ、まだです」

　ベルはどうしたものかと少し迷った後に、自分の心情を伝えておくことにする。

「……正直言って、助かりました。あの事件の報告書は、なんと書けばいいのか悩んでいましたので。事実だけを並べ立てても、大切なものが書き零こぼれてしまうようで……」

「ほう、それは奇妙だな。報告書とは、事実だけを記すものだ」

「それは存じています。でも……。こんなことを言ってしまってはお[image: 叱]しかりを買ってしまうかもしれませんが、わたしには、フェイス・ファーベントも……いえ、シスター・フェイスも、被害者のように思えてならないんです。この歪ゆがんだ世界の被害者に」

　予想どおりトリスタンが眉をひそめる。

　不思議なことに、あれだけ互いに憎悪し、殺し合ったというのに、フェイスのことを思い出そうとすると、柔らかく微笑ほほえむ彼女の姿ばかりを浮かべてしまう。ご褒ほう美びと言いながら、飴あめ玉だまをくれる優しいお姉さん。それが、ベルのよく知るフェイスだ。あの姿が、とてもただの演技だったとは思えない。凶暴なイグニスファタスとしての彼女。温厚な修道女としての彼女。きっと、どちらもフェイス・ファーベントという女性の紛れもない一面だったのではなかろうか。

「フェイス・ファーベントが被害者か……。それでは彼女に殺されたコルティや、シスター・ケイシー達たちが浮かばれないな」

「それは……」

　ベルは口を噤つぐんでしまう。そう、彼からしてみれば、フェイスは同志の命を奪った殺人鬼だ。ベルの独り善がりな見解だと批判されても仕方がない。

「私は、君が彼女をどう思っていようが責めるつもりはない。だが、もし彼女の過去に同情して被害者だという認識を持ったのならば結構なことだ」

「どういうことですか？」

「タルタロスで、レプトイドの奴ど隷れいとしてしか生きられなかった彼女の姿は、アイギスを失った場合の人類の姿と同じだということだよ」

「──っ！」

　ベルは息を吞のんだ。

「生物の種としての力の差は、歴然とした優劣を決定づける。そこには、どんな美び辞じ麗れい句くも通用しない。彼女が地獄のなかで求めたのは、何なん人ぴとにも侵されない安らぎの場だ。彼女ほどアイギスを求め、その価値を理解していた者は、そうそういないだろう」

　肌がチリチリとする。緊きん張ちようがベルの胸に染みるように広がっていった。

「そうまで主張されるあなたが、どうして兄と裏取引なんてしようとしたんですか？　兄の目的は、どんな理由を並べたところで、地上に地獄をつくり出す行為に他なりません。そうなれば、たくさんの人々がシスター・フェイスのように苦しむことになるんですよ？　バリアクラッカーの力を利用するために、そんな男を野放しにするリスクを冒すなんて……」

「君は勘違いをしている。ナレシュ・バスカヴィルが取引で要求したのは、自由ではない」

「え？　でしたら、身の保障ですか？」

「いいや。彼が求めたのは人工衛星ジグラートの情報だ」

　ぞくりとした。ジグラートはアイギスの伝送の中継点にあたる。これを破は壊かいすることでナレシュが目的を遂げられるのは確かだろう。しかしながら、監かん獄ごくの中で明日をもしれぬ身だというのに、あの男は守勢に回らず、攻め続けていたのだ。ベルには、狂気としか思えない。

「甘く見られたものだ。自由を得ようと思えば、いつでも得られるという自信の顕あらわれだろう」

　そう言ったトリスタンの顔は険しいものだった。きっと、ナレシュのそうした態度がハッタリでないことを彼も薄うす々うす感じ取っているのだろう。

「なんにせよ、イグニスファタスの致命的な弱点が露ろ呈ていした今となっては、残りの連中を駆逐するのにバリアクラッカーの力など借りる必要はない。第九席オーダー・ナイン、お手柄だったな」

　ベルは思わず耳を疑った。まさかトリスタンが自分を誉ほめるとは思ってもみなかったのだ。啞あ然ぜんとしていると、彼は訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「どうしたのかね？」

「な、なんでもありません」

　トリスタンは、これ以上ベルの態度に気を留める様子はなさそうだった。後ろ手に組むと、力強い語調で言い放つ。

「今は好機だ。老人どもはまだ知らない、煉れん獄ごくの鍵かぎがすでに暴かれていることを。連中に嗅ぎつけられる前に、私は鍵を逆利用し、いかなる犠ぎ牲せいを払ってでもイグニスファタスどもを一掃する。そして、教皇庁の不当な力を根こそぎ削そぐ」

　彼は徹てつ底ていして教皇庁を打破しようと企図している。氷の刃アイス・ブランドと揶や揄ゆされる彼が、冷徹な仮面の下に、凄すさまじいほどの情熱を漲みなぎらせていることをベルは知った。それは、よもや狂気と呼ぶべきものかもしれない。ナレシュ・バスカヴィルにも引けをとらない狂気だと。

　こうまでして彼を突き動かすものの正体に、ベルは見当をつけている。これまで口にするかどうか躊躇ためらってきたが、もはや問い質たださずにはいられなかった。

「猊げい下かは、なぜそこまでなさるのですか？」

　ベルの問い掛けに、トリスタンは怪け訝げんそうに眉を動かした。

「まさか、君にそんなくだらないことを尋ねられるとは思わなかったぞ。腐りきった聖せい盾じゆん教きよう会かいを変えようと思えば、障害を取り除くしかない。教皇庁の老人どもが手にする圧倒的な強権こそが、最大の障害だ。教会に変化を望む君なら、よくわかっているのではないのかね？」

「本当にそれだけですか？」

「他にどんな理由がある？」

「──教会の改革は、あなたの贖しよく罪ざいなのではありませんか？」

　トリスタンがベルを睨にらんだ。何が言いたいのかと、詰問せんばかりだ。

「失礼を承知で、あなたのことを調べさせていただきました。今でこそ邸宅を構えるあなたですが、もともとは身寄りのない方だったと聞いています」

「だから何かね？」

「かつて、逃のがれの家いえの管理者には、教会の信任が篤あつい修道士でありながら、天涯孤独の方ばかりが集められていました。それが、あなた達たち七人だった。おそらく逃れの家の秘匿性から、いざという時に口を封じて抹消しやすい人間が選抜されていたのではないかと思われます」

　トリスタンは眼鏡を押し上げ、声色一つ変えずに言う。

「考えられないことではない。狡こう猾かつな老人どもにそうした思惑があっても、今さら驚おどろかんさ」

「ところが、教皇庁の思惑は裏目に出たんです。十三年前のウエスト・エンド大火で」

　一呼吸置いたベルは、これまでに得た情報を元に、仮説を綴つづってゆく。

「あの大火の夜、教皇庁は──いえ、イグニスファタスは痛恨の過ちを犯しました。それは、標的の誤認。原初の魔ま女じよを破は壊かいした反逆の徒を始末しようとした彼らは、別の修道士を焼殺してしまったんです。標的だった修道士と、誤認された修道士、二人は年ねん齢れいも近く、背格好も似ていました。ましてや焼き殺してしまった以上、死体を検分することもままなりません。そんな状況で、本来の標的が、別人になりすまそうと教会の記録を改かい竄ざんし、密ひそかに同志となった他の管理者達と口裏を合わせたとすれば、教皇庁は人違いをしたことすら気付かないはずです」

「……」

「そして、教皇庁はさらに墓穴を掘りました。原初の魔女の痕跡を消すために大火を引き起こしたものの、やりすぎてしまったんでしょう。街は混乱し、人々は散り散り。逃れの家の院長だった高齢の枢すう機き卿きようもあえなく死去してしまいます。当時を知る者は、ほとんどいなくなってしまったんです。そして難を逃れた本来の標的は、別人になりすましたまま身を立て、教会の中枢を担う人物にまで伸のし上がりました。……私のこの見立て、間違っていますか？」

　ベルは意を決し、衝しよう撃げきの一言を解き放つ。

「──カルナーク・ブルーノさん？」

　トリスタン……いや、カルナークと思おぼしき男は、強こわ張ばった顔を覗のぞかせている。ポーカーフェイスの彼にしては珍しく、僅かに目が泳いでいた。内心の動揺を抑えきれないのだろう。

「もしかしたらと思っていました。大火の夜に、生まれたばかりのサラちゃんを助けるには、原初の魔女が破は壊かいされる直前に、あの地下室に行かなければならない。それに、腕木通信テレグラフから煉れん獄ごくの鍵かぎの解読に至ったのも、通信監かん督とく官かんを務めていた人物ならば容易たやすいはずです。そのどちらもが、あなたをカルナーク・ブルーノだと示唆している」

　男は毅き然ぜんとして答えた。

「人違いだ」

「いいえ。人違いじゃないわ。それに、あなたの正体を看破したのは、わたしだけじゃありません。シスター・フェイスも気付いていました」

　ベルは手を緩ゆるめずに、着々と真実へのピースを嵌はめ込んでゆく。

「彼女は言っていましたよ。あなたが何者なのか気付いていると。初めは意味がわかりませんでしたが、こうして思い返せば、彼女はあなたがカルナークだと言いたかったんだと思います。そして、彼女に見抜かれているということは、当然教皇庁もあなたの正体を知っているはず。だからこそ、執しつ拗ようなまでにあなたを抹殺しようとしていたんでしょう。教会の暗部を藪やぶの中へ埋没させたままにしておくために」

　一連の事件が、教皇庁とアルマース一派の対立にあると知ってからも、ベルはどこか釈然としないものがあった。端的にいえば、いかに相手が改革派だろうと、ここまでやるだろうかという教皇庁の苛烈さに疑問を覚えていたのだ。だが、改革派のリーダーが過去に始末し損なった火刑台上の叛はん徒とだったとなれば、躍やつ起きにもなるはずである。

「……君を少し侮っていたようだな」

　彼の言葉は、ベルの仮説を認めるものだった。男は眼鏡を外して、長い溜ため息いきをついた。

「あなたが常に冷静沈着であろうとするのは、十三年前に、原初の魔ま女じよを破は壊かいしたことが発端ですか？」

「そのとおりだよ。私は不覚にも怒りに燃え、正義の名の下に人工子宮を破壊した。後先を考えずにね。それが結果として、ブラザー・トリスタンを死に追いやり、多くの人々に不幸を撒まいた。二度とあの轍てつは踏ふむまいと誓っている」

　切実な覚悟だった。生き残ることだけを考えれば、教会を離はなれて身を隠した方がずっと安全だったろう。しかし、彼はそうした道を選ばなかった。トリスタン・アルマースとして堂々と教会に身を置き、教会を変革することを、己の贖しよく罪ざいとしてきたのだろう。

「それで、どうする？　私を告発するのかね？」

　男は問う。追及者の胸の内を。

　ベルは、真っ直すぐに男の目を見て問い返した。

「あなたは、これからもトリスタン・アルマースとして教会を変えていくと誓えますか？」

　瞭りよう然ぜんとした素振りで、彼は答えた。

「無論だ。私にそれ以外の生き方はありえない」

「でしたら告発なんてしません。だいたい、そんなことしても教皇庁に揉もみ消されてしまうでしょうし、意味がありませんから」

　実際のところ、教皇庁は決して彼をカルナークだと認めないだろう。なにせカルナークの生存を公開することは、ウエスト・エンド大火を蒸し返すことであり、ひいては原初の魔女の正体や、イグニスファタスの存在を明るみに出すことになってしまうからだ。

　教皇庁にしてみれば、彼の口を封じるために暗殺するか、彼がトリスタンとして生きるのを黙もく認にんするかの二択なのである。そして暗殺という手段は、今のところ失敗に終わっていた。

「そもそも、わたしの目的は、あなたを窮きゆう地ちに追いやることではありませんので」

「私の弱みを握っておきながら酔狂なことだな。第一席オーダー・ワンにしてくれとでも、脅迫しようとは思わなかったのかね？」

「そう望めば、叶かなえていただけるのですか？」

　ベルは、いたずらっぽく聞き返してみる。しかし、トリスタンは仏頂面のままだった。

「ふむ……。君が、レプトイドとの共存などという馬鹿げた理想を捨てるのであれば、考えてやらんでもない」

　ベルは、ゆっくりと首を振る。心を決めたような笑みを湛たたえて。

「でしたら、結構です。それだけは譲ゆずれませんので」

「なぜだ？　フェイス・ファーベントの悲惨な過去を知り、タルタロスの闇やみがどれだけ深いか理解したのではなかったのかね？」

「ええ。だからこそ、さらに決意が固まりました。人間とレプトイドが相あい容いれないままでは、彼女のような悲劇が後を絶ちません」

「……」

「あなたが前に仰おつしやったように、アイギスの真実を公表することは、教会の存亡に関わる危険なことなのでしょう。でも、いずれ避さけては通れない道になるのではありませんか。そして、その時が訪れた際に憎しみがすべてを包んでしまわぬように、人間とレプトイドはよき隣りん人じんになっておくべきだとわたしは考えます。ミューやクリカラ、サラちゃんのためにも」

　ベルの瞳ひとみに迷いはない。もう冷たい刃やいばのような言葉にも心を折られることはないだろう。透きとおるような声が響ひびき渡る。

「──だからわたしは、これからもあなたに訴え続けます。そして、自力で這はい上がってみせます。あなたが、わたしを認めざるを得なくなるまで」

　彼は腰に片手を当てて、薄うすら笑う。

「呆あきれたな。君はたった今、千載一遇のチャンスを棒に振ったのやもしれんぞ？　私と意を違たがえる君を第一席オーダー・ワンに選ぶなど、考えられんからな」

　ベルも負けじと、両手を腰に当てて豪語する。

「そうでしょうか？　わたしは、こう見えてしつこいんですよ。覚悟しておいてくださいね、トリスタン・アルマース枢すう機き卿きよう！」

　変わらざるものを変えようと望めば、狂気に走ることでしか叶わないのだろうか。目の前の男も、兄ナレシュも、生き方でそれを証明しているかのように見える。

　きっと、何かを成すには代だい償しようが必要なのだろう。そして大きな変化を望めば、正気のままではいられないのかもしれない。

　しかし、それでもベルは凜りんとして胸を張っていようと思う。

　自分の踏ふみ出した一歩が、狂気の世界の入口へと差し掛かっていようとも、決して恐れを抱かないために。




　──数日後。

　トリスタン・アルマース枢すう機き卿きようの指揮のもと、秘ひ密みつ裏りに遂行された鬼火狩りにより、三名の異端審しん問もん官かんがイグニスファタスとして検挙された。

　教会の闇やみから生まれたものは、再び闇へと葬られる。彼らもまた、フェイス・ファーベントと同じ末路を辿たどったのだ。

　これによって教皇庁の暗殺計画は水泡に帰した。そればかりか老人達たちは、貴重な切り札である清めの火をも失ったのである。まさに、不動と思われた強権に、確かな影かげが差した瞬しゆん間かんといえよう。そしてそれは、変わりゆく時代の予兆のようにも思える。

　しかし忘れてはならない。不可侵の盾をものともしないのは、清めの火ばかりではないといことを。

　暗い、暗い、闇の牢ろう獄ごくには、鉄仮面の悪あく魔まがいる。

　時代の流れに抗あらがう者達も、時代を築こうとする者達も、理を覆くつがえすこの悪魔をどう利用すべきか思案することだろう。そして、悪魔自身も狡こう猾かつに知恵を巡らせるはずだ。まるで合わせ鏡のように、人間達をどうやって出し抜いてやろうかと──。





（了）












　あとがき




　──二〇一五年十月十日　　　囲かこい　恭きよう之の介すけ




　これが読まれているということは、原げん稿こうを託した編集者達は無事に境界線ボーダーラインを越えられたということだろう。そしておそらく私は、すでに当局の手に落ちているに違いない。

　しかし、これは悲報ではなく朗報である。なぜなら出版という形をとって、こうしてあなたの目に触れることができたのだから。この幸運を心より喜ばずしてなんとしようか。

　ゆえに、どうか驚おどろかないでこのメッセージを受け取っていただきたい。当局には、私に読者がいることをまだ知られていないはずだ。無名であることを公言するようで複雑な気分ではあるが、つまり彼らがあなたに辿り着き、危害を加える可能性はゼロにも等しいと考えられる。

　もっとも、それでも用心に越したことはない。いざという時のために、この『バリアクラッカーⅡ　火刑台上のリベリオン』を胸ポケットに忍ばせておくことをお勧めしよう。万が一の時、この本が凶弾からあなたの身を護まもるかもしれないからだ。

　加えて、シリーズ前巻にあたる『バリアクラッカー　神の盾の光と影』も一緒に忍ばせておけば、防御力は２倍になる。アイギスすら霞かすんで見えるのではないだろうか。

　もし、まだこの本を購こう入にゆうしていないようであれば、急いでレジに持って行き、しかるべき手続きを済ませたうえで装備することを推奨しておこう。時間が空いた際には、装備を解除し、ページを捲めくれば気を紛らわすこともできるはず。これぞ一石二鳥。

　さて、心の準備と装備が整ったのなら、肝心な話に移ろうと思う。

　そもそも私が当局に追われるようになったのは、私自身の生い立ちもさることながら、彼らの秘密を知ったことが最大の要因であることは間違いない。

　したためることさえ憚はばかられるが、それは──




　……ここで、このメッセージは途切れている。

　どういうわけか、ここから先の原げん稿こうはいつの間にか失われており、掲載することができなかった。

　囲かこいと名乗ったこの男が、一体何を伝えようとしていたのかは、今となっては知る由もない。

　だが、彼のメッセージから一つ窺うかがえることがある。この書き手が、精神に異常をきたしているか、あるいは一般常識の一部が欠落した人物ではないかということだ。

　──普通、本は装備しない。
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囲かこい恭きょう之の介すけ

千葉県に潜伏するレプトイド。それとなく人間になりすまし、人里で作家業を営んでいた。

出版によって正体が露見し、当局によって捕獲される。

「離シテ！　ワタシハ人間デス！　ギー、ギー!!」
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イラスト／KeG

愛媛県在住のイラストレーター。

最近、気分を変える為に朝４時起き生活に変えてみました。

少し寝坊しても夜明け前だったりするのが気持ちいいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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「囲恭之介先生」係

「KeG先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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